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１ 設置の趣旨及び必要性 

１－１ 社会的な背景及び設置の趣旨 1) 

内閣府総合科学技術・イノベーション会議の審議を経て政府により策定された第５期科学技術

基本計画では、現在の社会情勢として、「情報通信技術（ＩＣＴ）の進化等により、社会・経済の構造

が日々大きく変化する「大変革時代」が到来し、国内外の課題が増大、複雑化する中で科学技術

イノベーション推進の必要性が増している」と認識されている。また、同基本計画では、ⅰ）未来の

産業創造と社会変革に向けた新たな価値創出の取組、ⅱ）経済・社会的な課題への対応、ⅲ）科

学技術イノベーションの基盤的な力の強化、ⅳ）イノベーション創出に向けた人材、知、資金の好

循環システムの構築、の４つを柱と位置づけている。これらの柱の中で、ⅱ）では、「科学技術イノ

ベーションの基盤的な力の強化」が謳われており、「科学技術イノベーションの根幹を担う人材の力」

や「イノベーションの源である多様で卓越した知を生み出す学術研究や基礎研究」が重要であると

述べられている。そのためには「若手人材の育成・活躍促進と大学の改革・機能強化を中心に、基

盤的な力の抜本的な強化に向けた取組」を進める方針が示されている。また、ⅳ）では、「イノベー

ション創出に向けた人材、知、資金の好循環システムの構築」が謳われており、「国内外の人材、

知、資金を活用し、新しい価値の創出とその社会実装を迅速に進めていくことが、今後の我が国の

競争力を左右する。」との認識の下、「企業、大学、公的研究機関の本格的連携とベンチャー企業

の創出強化などを通じて、人材、知、資金があらゆる壁を乗り越え循環し、世界を先導する我が国

発のイノベーションが次々と生み出されるシステムの構築を進める。」との方針が述べられている。

これらの方針の中に記載されている取り組みの中で、我々国立大学の理工系学部・研究科が直接

的かつ強力に推進すべき重要な取り組みとして、 “科学技術イノベーションの根幹を担う人材”及

び“イノベーションの源である多様で卓越した知を生み出す学術研究や基礎研究”がある。 

このような背景から平成 30 年度の工学部改組において、学科横断型の文理融合プログラムであ

る「イノベーション人材育成プログラム」を導入し、社会に関わる課題の分析・理解、工学的課題の

設計・デザイン、課題解決に向けた技術総合・システム化、異分野協働での社会実装といったプロ

セスに取り組む工学系人材の育成を図ってきた。 

次に文部科学省の取り組みとの関係についてみると、文部科学省科学技術・学術審議会に設

置された総合政策特別委員会において、第６期科学技術・イノベーション基本計画策定を見据え

た検討が行われ、令和２年３月には「知識集約型の価値創造に向けた科学技術イノベーション政

策の展開－Society 5.0 の実現で世界をリードする国へ－」（最終取りまとめ）が報告された。本取り

まとめでは国立大学法人及び国立研究開発法人に求める役割として、「価値創造の源泉となる基

礎研究・学術研究拠点・学術研究・人材育成拠点」、「産学官のセクター間の知の循環の中核拠

1) 「 」内は内閣府ＨＰ（https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/index5.html）及び第５次科学技術基本計画

本文(同 HＰよりダウンロード可能)より引用。 

2) 特集「知識集約型の価値創造に向けた科学技術イノベーション政策の展開（最終取りまめ）について、文部科

学省科学技術・学術政策局企画評価課、文部科学広報、No.246, Vol.5, 2020. 
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点」、「国際頭脳循環の集積拠点」、「データ集積・分析拠点」を挙げている。さらにそれらを実現す

るための具体的施策として、「産学連携活動の進化」、「カーブアウトベンチャーの創出を促進」、

「経営資源の戦略的活用のための規制緩和と現場の意識改革」、「法人の多様性・強み・特色を生

かした地域の新たな価値創造」等が挙げられている。2) 

さらに、令和３年３月に第６期科学技術・イノベーション基本計画が閣議決定され、

Society5.0 の実現に向けた科学技術・イノベーション政策や科学技術・イノベーション政

策の推進体制の強化が掲げられている。Society5.0 の実現に向けた科学技術・イノベーシ

ョン政策においては、国民の安全と安心を確保する持続可能で強靱な社会への変革として、

サイバー空間とフィジカル空間の融合による新たな価値の創出、地球規模課題の克服に向

けた社会変革と非連続なイノベーションの推進、レジリエントで安全・安心な社会の構築、

価値共創型の新たな産業を創出する基盤となるイノベーション・エコシステムの形成、様々

な社会課題を解決するための研究開発・社会実装の推進と総合知の活用などについて、具体

的な取組が示されている。これら一連の報告書では知の拠点としての大学の役割について詳細

に述べているが、一方で Society 5.0 の目指す社会や人類社会が有限の資源の利用を最適化し持

続的に発展するための開発目標である SDGs を実現するためには、科学技術イノベーションにより

社会課題を解決し、世界の持続的発展へ貢献することが可能な人材の育成が急務である。また、

このような人材の育成こそが、本来、国立大学法人に求められる最も重要なミッションであることは

明らかである。 

本学では、平成 25 年に制定した「国立大学改革プラン」3)における機能強化の方向性を踏まえ

て、第３期中期目標・中期期間において、“地域活性化の中核的拠点”を目指し、“地域のニーズ

に応じた人材育成拠点”及び“イノベーション創出による地域活性機関”を選択し、埼玉大学

ACTION PLAN 2016-2021（図１）4)を策定した。文系、理系、教員養成系の多様な学部・研究科が、

１キャンパスに集まる利点を生かして、大学としての普遍的な知の府としての基盤強化と、地域活

性拠点として首都圏埼玉に根ざした本学の個性化を目指して、３つの戦略と 11 の取組を策定し、

 

図１ 埼玉大学 ACTION PLAN 2016-2021 
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改革を進めてきた。機能強化の戦略的方向性を示す３つの戦略として、具体的には【戦略１】地域

活性を目指した融合科学研究・開発の推進と人材育成、【戦略２】地域ニーズに即した人材育成と

教員養成、【戦略３】強みを有する分野の国際教育研究拠点化、を掲げている。 

これらの戦略の中で、理・工学部及び理工学研究科における教育に関連した取組としては、【戦

略１】における［取組１］文理融合教育プログラムの構築、［取組２］社会で活躍する理工系博士人

材の育成機能強化、及び【戦略３】における［取組９］理工系学部・研究科の人材育成機能強化、

である。特にこれら３つの取り組みは本改組に繋がる内容である（詳細については、“１－２設置の

必要性”参照。）。 

本学が立地する埼玉県は、産業大分類従業者数の平成 28 年度における製造業従業者数は、

46 万人で、全国シェア 5.2%、全国順位 4 位であった。建設業従業者数は、16 万人、全国シェア

4.5%、全国順位第６位、情報通信業従業者数は、2.1 万人、全国シェア 1.3%、全国順位第 10 位と

なっている。また、近隣都道府県の状況を併せて見ると、製造業の首都圏における従業者数は、

東京都 59 万人、神奈川県 44 万人、千葉県 24 万人となり、埼玉県を含む１都３県を合わせると 174

万人にもなる（全国シェア 20%）5)。このように首都圏は、国内における製造業従事者数の 20%を占

める地域であり、この傾向は今後も大きく変わることないと考えられ、将来においても首都圏の産業

界に優秀な理工系人材を安定して輩出することは、埼玉県の産業界を支えることのみならず日本

の産業界を支えることにも繋がり、本学の理工系学部・研究科の非常に重要なミッションである。 

このような観点から、令和元年度における本研究

科博士前期課程修了生の就職先業種をみると（図

２）、修了生の 8１％が製造業、情報通信業、建設

業に就職しており、本研究科が産業界を支える優

秀な人材をコンスタントに輩出していることが分か

る。加えて、埼玉県を初めとする公的機関や中・高

等学校の教育機関へも優秀な人材を輩出してい

る。 

このように首都圏埼玉に位置する本研究科は、

産業界に多彩な人材を輩出することで地域と産業界に対して貢献してきている。一方で今後は第

６期科学技術・イノベーション基本計画等で求められる Society 5.0、SDGs といった社会構造の大き

な変化を牽引できる人材の育成が必要とされており、従来の専門分野を深く掘り下げる教育に加

えて、新しい時代に即した柔軟かつ適切な教育プログラム導入の重要性が求められている。 

 

3) 「国立大学改革プラン」、文部科学省、平成 25 年１１月． 

（https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/houjin/__icsFiles/afieldfile/2019/06/17/1418116_01.pdf） 

4) 埼玉大学 ACTION PLAN 2016-2021. 

（http://p-office.saitama-u.ac.jp/action_plan/index.html） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２ 令和元年度 理工学研究科博士前期 
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１－２ 設置の必要性 

本研究科では、平成 18 年度の大学院重点化による改組により、それまで理学部、工学部に在

籍していた教職員の所属を理工学研究科に一本化した。これにより従来の学科、専攻にとらわれ

ず柔軟な教育活動が可能となった。 

その後、産業界からの旺盛な研究者・高度技術者養成の要望に応えるために、本学教育学部

入学定員を原資にした学内資源再配分により、博士前期課程の入学定員を平成 26 年度及び平

成 28 年度に、それぞれ 50 名増員した。これにより従来の入学定員 308 名から 408 名となり、現在

に至っている。この入学定員増は、先に説明した［戦略３］［取組９］理工系学部・研究科の人材育

成機能強化を具体化したものである。 

さらに平成 30 年度には、産業界のさらなる人材養成に応えるために工学部の改組を行い、７学

科（機械工学科、電気電子システム工学科、情報システム工学科、応用化学科、機能材料工学科、

建設工学科、環境共生学科）を、教育プログラムの根幹を成す学問分野に基づいた基幹５学科

（機械工学・システムデザイン学科、電気電子物理工学科、情報工学科、応用化学科、環境社会

デザイン学科）に再編するとともに、入学定員を 440 名から 490 名に増員した（図３）。この工学部

改組では、「社会に関わる課題の分析・理解、工学的課題の設計・デザイン、課題解決に向けた技

術統合・システム化、異分野協働での社会実装といったプロセスに取り組む工学系人材を育成す

るため、学科横断型の文理融合教育プログラム「イノベーション人材育成プログラム」を導入した。

イノベーション人材育成プログラムは、本学の ACTION PLAN［戦略１］［取組１］文理融合教育プロ

グラムの構築、に基づくものである。イノベーション人材育成プログラムでは、工学部全学生が新た

に開設した科目群である、“イノベーション科目（代表的科目：技術者のための産業経営論、産業

創成論、イノベーションとマーケティング、課題解決型演習等）”を６単位以上の修得を義務づけて

いる。一連の科目の設計・実行においては、クロスアポイントメントを活用して雇用した実務家教員

が主に携わり、これまでの大学研究者教員では難しかった産業界との連結を強く意識した教育プ

5) 文中に用いた数値は以下の資料から引用した。“埼玉県の産業と雇用のすがた（令和元年度版）” 

 
図３ 工学部改組及びイノベーション人材育成プログラム導入の概要 
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ログラムを構築・運用できている。 

持続可能な社会の構築が求められている現代において理工系人材へのニーズが多様化する中、

工学部では平成 30 年度の改組によりイノベーション人材の育成を目指した教育プログラムを導入

した。一方で、博士前期課程は入学定員増加を経てはいるが、平成 18 年度改組から十数年経過

しており、これからの大学院教育を鑑みると、社会のニーズに合わせた新しい教育プログラムの構

築が望まれている。特に博士前期課程においては理学系・工学系を問わず科学技術イノベーショ

ンを牽引しうる高度職業人の育成を目指した新しい教育プログラムが必要とされており、従来から

実施してきた高い専門性を備えた研究者・高度技術者を育成する教育プログラムに加えて、現代

的課題を異分野協働で解決しうる研究者・技術者、データサイエンティストとしての素養を備えた研

究者・高度技術者及び博士後期課程へ進学して日本の基礎研究の発展に貢献しうる研究者を目

指す人材を育成するための教育プログラムが必要であるとの結論に至った。加えて、SDGs に代表

される２１世紀の到達すべき目標に対して、科学技術の側面だけでなく人文・社会科学的な視点を

持ってリーダーシップを発揮できる人材の育成も必要との結論に至った。 

本改組では本研究科博士前期課程を現行の６専攻から５専攻へ改編する。改編の基本的な考

え方として、大学院教育では、各々の専門分野に関する深い知識と実行力を備えた研究者や高

度技術者の養成が本質的な目的であり、所属する専攻で学べる専門分野及びそのカリキュラムが

学生から分かり易く見えることを重視して、生命科学、物質科学、数理電子情報、機械科学、環境

社会基盤の５つの分野を柱とした５専攻に改編する。 

 

１－３ 改組の目的 

本改組の第一の目的は、これまで本研究科で進めてきた教育・研究の理工融合をより一層発展

させることである。研究活動を主体としてみると、理学系は基礎研究、工学系は応用研究という色

分けで議論されることが多かった。一方、人材育成の観点で見れば、理学系の学生もその多くは

企業等での研究活動に携わることになるため、実社会を見据えた人材育成を考えるべきであり、理

学系と工学系が同居する物質科学専攻、数理電子情報専攻は本研究科における理工融合の柱と

なる専攻である。以下、この２専攻設置の意義を簡潔に説明する。 

本改組で２専攻を統合して新設される物質科学専攻では、物理と化学を融合した専攻とすること

で、特に材料分野における研究活動の進展を期待している。 

物理学プログラムでは、極微のスケールから宇宙の巨視的スケールまでを研究対象として活動

し、その中でも、多種局限環境下（高圧・低温・強磁場）における希土類金属間化合物などの強相

関電子系物質、有機伝導体などに関する物性研究を行っており、また最新の計算化学的手法を

用いた物性発現メカニズムの解明など、材料分野の基盤となる基礎的研究を行っているグループ

がある。一方で理学系化学（基礎化学プログラム）では、超高真空下での層状物質薄膜や有機系

分子結晶薄膜調製法の開拓やその物性研究、遷移金属錯体の合成と物性評価やそれらの触媒

反応への応用などを研究しているグル-プがある。また、工学系化学（応用化学プログラム）では、

高機能工業材料である酸化物系半導体、セラミックス、固体触媒などの研究を行っているグループ

ー 設置の趣旨等-9 ー
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がある。この３研究グループが同じ専攻においてこれまで以上に連携することで、理学系が得意と

する新材料の創製、物性発現メカニズムの解明に関する研究力と、工学系が得意とする材料の産

業への応用技術を融合した研究が大いに進展すると期待できる。 

一方、同専攻の編成を教育効果の面から見ると、物質科学の基礎は物理学にあり、特に近年の

物質科学分野では、創製した新規材料や開発した素子などの特性を評価するにあたり最先端の

評価装置を使う必要がある。この評価装置の基本原理は物理学を基礎としていることから、物理と

化学が緩やかに連携した本専攻で学ぶことによって、化学系の学生においては「合成の得意な職

人」から物性発現メカニズムに基づいた材料設計思想を持つ新しい「合成化学者」を育成できると

考えられる。また、物理系の学生においては、化学者の職人的合成技術を学ぶことで、物性発現メ

カニズムに基づいた新材料の創製をより効率よく実現できる人材が育成できる。このように物質科

学専攻では、研究面及び教育面から融合効果が大いに期待できる。 

物質科学専攻においては、各プログラムに所属する学生の専門性を高めるために当該プログラ

ムが開講する科目を中心に履修する設計となっているが、連携している外部研究機関の教員が開

講する科目を専攻共通科目として所属するプログラムにかかわらず履修しやすくしていること、修

了要件 30 単位のうち少なくとも４単位は所属するプログラム外から修得可能な設計とすることで、

融合が見込まれる分野の学生が、必要に応じて他プログラムの開講科目を自由に履修できる設計

としている。特に化学系においては、理学系である基礎化学プログラムの学生が工学系である応

用化学プログラムの開講科目を履修することにより、産業界と密接に関連した工学系の知識を修得

できること、応用化学プログラムに所属する学生が基礎化学プログラムの講義を履修することで、化

学共通の原理原則をより深く修得できることなどが期待される。さらに、化学系の学生が物理学プ

ログラム開講科目を学ぶことで、物性発現メカニズム等をより深く理解できるようになると期待される。 

また、特に改組前後で組織的には変わっていないが、一層の連携が望まれる専攻として数理電

子情報専攻がある。経済産業省が平成 30 年度に実施した産業界へのアンケート結果では、今後

技術者が不足する分野として、通信・ネットワーク・セキュリティ系や人工知能・機械学習・画像処理

などが挙げられている。これらの分野で活躍できる人材には、当然、高い数学的素養が必要であり、

数理電子情報専攻における、教育・研究の連携は、当該分野の人材育成に大きく貢献できる。特

に、理学部数学科の学生は産業界との接点が少なく、数学の専門知識が産業界にその能力を活

かせる場が限定的と考える傾向があり、同専攻内の３プログラムが一層連携することを通じて、数学

の専門知識を他分野への展開に向かわせ、高い数学的素養を持った学生を産業界に導くことが

できるものと考えている。 

なお、物質科学専攻物理学プログラム、数理電子情報専攻数学プログラムでは、これまで「イン

ターンシップ」を単位化していなかったが、本改組に伴い、理工融合の一環として専攻共通科目に

インターンシップを導入することとした。この取り組みにより、理学系プログラムの学生に対して産業

界へ積極的に目を向けさせることで、応用研究のフィールドへも活躍の場を広げられるようにして

いる。 

本改組の第二の目的は、現行の博士前期課程工学系８コースの教育プログラムを、工学部改組
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により設置した基幹５学科と整合する新しい６年一貫型教育プログラムに再編成することで、学部

―博士前期課程における一貫性をもった人材育成を行う体制を整えることである。平成 30 年度の

工学部改組後に入学した学生は、令和４年４月には大学院に進学することになる。６年一貫型教

育を行っている本研究科では、工学部改組により、工学部の学科編成と大学院のコース編成が異

なっている（学部５学科 → 大学院８コース）。本学の第３期中期計画では、理工系の６年一貫型

教育を今後も一層発展させる計画であり、このような不整合は専門性を重視した人材育成の基本

となるカリキュラム設計に大きな支障を来すため、工学部改組に合わせた本研究科博士前期課程

の改組を併せて行う。これらの改組を通して６年一貫型教育をより発展させることで、学部４年生か

ら博士前期課程までの３年間をフレキシブルに使うことが可能となり、３ヶ月～半年程度の海外留

学を比較的容易に実現できることが期待される。現在、６年一貫型教育の利点を活かした研究留

学プログラムの立ち上げを計画中している。なお、理学部では、従来から学部－博士前期課程に

よる６年一貫教育を行っており、博士前期課程への進学率は過去４年間の平均で67％（平成28年

度：66％、平成 29 年度：68%、平成 30 年度：65%、令和元年度：67%）である。 

本改組の第三の目的は、従来から長年にわたって実施してきた教育・研究における“理工融合”

の取り組みを維持しつつ、工学系のみならず理学系プログラムに所属する学生に対しても実社会

で即戦力として活躍するための実践的スキルの修得が可能となる新たな教育プログラムを導入す

ることにある。現在、大学に対して Society 5.0、SDGs を牽引できる人材の育成が強く望まれており、

その要望に応えることができる新たな教育プログラムの構築が必要とされている。これまで、本研究

科博士前期課程では、理学部・工学部の教育を一層深化し、実社会で活躍する企業研究者・技

術者、中高教員、さらに大学教員等を目指すハイレベル研究者の育成までを各コースが構築した

独自の教育プログラムにより実行しており、一定の成果を上げてきた。しかしながら、21 世紀に入り、

経済成長一辺倒の社会から、持続可能な社会への変革が求められ、世界的な目標である SDGs

に代表される開発目標が制定されたこと、また、日本における産業も重厚長大産業から、ICT や

IoT などを活用する新しい産業構造への転換が進みつつある中、従来からの専門教育に特化した

大学院教育のあり方も問われている。つまり社会構造、産業構造の劇的な変化により、研究者や

高度技術者に望まれる能力として深い専門知識だけでなく、①解決すべき課題に対するデータの

収集・分析・理解、課題解決方法の設計と実現のための要素技術の統合・システム化などを実現し

うる多面的能力の修得が望まれている。また、②専門分野にかかわらず、収集されたビッグデータ

から有用な情報を引き出し、それらを解析して新しい価値につなげるためのデータサイエンティスト

としての能力を備えた人材への要求も高い。一方、③博士前期・後期課程教育によるハイレベル

研究者の育成は、日本の先端科学技術を支える高度人材育成の柱であるが、当研究科に限らず

日本人学生の博士後期課程進学率は必ずしも高くなく、日本人学生の博士後期課程進学を強く

後押しする魅力ある博士前期課程教育プログラムの導入が望まれている。 

以上のように、本理工学研究科改組では６年一貫型カリキュラムの整合性の問題に加えて、時

代の要請に迅速に応えることができる大学院カリキュラムの構築も大きな目的の一つであり、その

目的を達成するために、６年一貫教育の基本となる 10 の専門教育プログラム、文理融合型の教育

ー 設置の趣旨等-11 ー
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プログラムである 1 つの融合教育プログラム、及び副プログラムとして多面的能力を修得する①～

③に対応する３つの特別教育プログラムを導入する（図４）。 

 

 

なお、新たに導入する特別教育プログラム①（A）～③（C）により、例えば理学系プログラムに所

属する学生が「①（A）６年一貫型イノベーション人材育成プログラム」を履修することにより、民間企

業における研究活動に興味を持つことで企業の基礎研究者として日本の産業界の一層の発展に

貢献できる人材となることが期待できる。一方、工学系プログラムに所属する学生が「③（C）６年一

貫型ハイグレード理数教育プログラム」を履修することにより博士後期課程へ進学し、学位取得後、

民間企業に活躍の場を移して企業研究をリードする研究者として活躍することも期待される。また、

これらの特別教育プログラムを通して、10 の専門教育プログラムに所属する異分野の学生が幅広

く交流することにより、異分野融合を通した柔軟な論理的思考力を身につけて成長し、科学技術イ

ノベーションに貢献しうる人材へと育つことが期待できる。 

 

１－４ 専攻及び教育プログラムの特色 

１－４－１ 養成する人材像 

本研究科博士前期課程では、理学部及び工学部の教育理念をベースとして、各々の専門分野

を深く学ぶための学士－修士一貫教育プログラムによる研究者・高度技術者の育成を目指してい

る。さらに専門分野の深い知識の修得に加えて、今後ますます理工系人材への期待が高まる中に

あって、科学技術イノベーションに資する人材の育成が理系、工系を問わず重要となることを念頭

に、新しい特別教育プログラムを導入する。特に Society 5.0 や SDGs に代表される社会の要請に

理
学
部

学科 定員

分子生物学科 40

生体制御学科 40

物理学科 40

基礎化学科 50

数学科 40

工
学
部

学科（改組前） 定員

機械工学科 95

電気電子システム
工学科

77

情報システム工学科 57

応用化学科 63

機能材料工学科 48

建設工学科 75

環境共生学科 25

学科（改組後） 定員

機械工学・システム
デザイン学科

110

電気電子物理工学科 110

情報工学科 80

応用化学科 90

環境社会
デザイン学科

100

H30年度
+50名/学年440 名 490 名工学部学生定員変遷

専攻 定員

生命科学系専攻
分子生物学コース
生体制御学コース

５５

物理機能系専攻
物理学コース
機能材料工学コース

５９

化学系専攻
基礎化学コース
応用化学コース

６５

数理電子情報系専攻
数学コース
電気電子システム工学コース
情報システム工学コース

１０８

機械科学系専攻
機械工学コース
メカノロボット工学コース

５９

環境システム工学系専攻
環境社会基盤国際コース
環境制御システムコース

６２

専攻（６年一貫） 定員 (A) (B) (C)

生命科学専攻
分子生物学PG
生体制御学PG

55
(27)
(28)

○
○

◎
◎

◎
◎

学生定員４３６名 学生定員４０８名

特別教育プログラム（副PG） 定員

(A)6年一貫型イノベーション人材育成PG (80)

(B)データサイエンティストとしての素養を

備えた理工系人材育成PG

(40)

(C) 6年一貫型ハイグレート理数教育PG (20)

現行 6専攻 13コース改組後 ５専攻 10教育プログラム

◆専門を深く学ぶ6年一貫型教育プ
ログラムに加えて、特別教育プロ
グラムによる柔軟な教育
・高度な専門知識に加えて幅広い
周辺分野の知識を持つ企業研究者
の育成
・高い実践力を持つ研究者・技術
者の育成
・博士後期課程への進学によるハ
イレベル研究者の育成

博士前期課程改組の概要

( )内は内数

理工学研究科（博士前期）

+

融合教育PG 定員 (A) (B) (C)

地球環境における科
学技術の応用と融合

(10) ○ ◎ ○

物質科学専攻
物理学PG
基礎化学PG
応用化学PG

114
(25)
(32)
(57)

○
○
◎

◎
◎
◎

◎
◎
○

数理電子情報専攻
数学PG
電気電子物理工学PG
情報工学PG

142
(20)
(70)
(52)

○
◎
◎

◎
◎

◎
○
○

機械科学専攻
機械科学PG

70
◎ ◎ ○

環境社会基盤専攻
環境社会基盤国際PG

55
◎ ◎ ○

専

攻

共

通

 
図４ 博士前期課程改組の概要 
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対して、異分野協働による課題解決と社会実装を実現しうる人材の育成が急務となっていることか

ら、副プログラムとしての特別教育プログラムを導入し、従来の専門教育に加えたより実践力を有

する人材の育成を目指す。 

理学・工学系の研究科・専攻として６専攻・13 コースを５専攻・10 専門教育プログラム・１融合教

育プログラム・３特別教育プログラムに再編する。 

博士前期課程で養成する学生の具体的な人材像は以下のとおりである。 

 

（１） 高い専門性を有する研究者・高度技術者の育成 

（５専攻、10 専門教育プログラムによる教育） 

いずれの専攻においても、理学部、工学部における専門教育をベースとして、６年一貫型の教

育により一層高度な専門知識を修得することで、実社会において科学技術をより一層深化させるこ

とができる研究者・技術者を育成する。以下、各専攻、専門教育プログラムが育成する人材像を説

明する。 

 

生命科学専攻 

本専攻は、理学部分子生物学科及び生体制御学科の上位課程として設置するものである。これ

らの学科では、共通の理工系基礎教育科目に加え学科独自のカリキュラムを構成し、それぞれの

分野における基礎学力を修得させている。本専攻では、専攻共通科目とともに、分子生物学や生

体制御学の諸分野に関わる専門科目を設定し、生物のゲノム構成とその支配下にある生体分子

の構造と機能から生命の仕組みを理解するための教育と、遺伝子、細胞、組織、器官、及び個体

レベルにおける生命現象の制御の仕組みを理解するための教育を行うとともに、最先端の研究活

動に参加する機会を提供する。これらを通して生命の基本現象を深く理解し、国際的に活躍する

研究者や技術者、教育者として、食料・環境・医療など社会が抱える諸問題に取り組み、諸分野の

発展に寄与できる人材を育成する。 

各プログラムで育成する人材の詳細については以下のとおりである。 

・分子生物学プログラム 

分子生物学プログラムに先立つ理学部分子生物学科では、生命の基本的なしくみと生理現象

を分子レベルで深く理解することを目指し、理工系基礎教育科目、理学部専門科目、分子生物学

科専門科目によりカリキュラムの主要部を構成している。これにより、分子生物学の基礎学力、論理

的思考力、基礎実験技術の修得を目標としている。同時に、語学力やプレゼンテーション力などの

向上により、社会の諸分野で活躍できる準備を整えることも目標に挙げている。 

博士前期課程では引き続きこれらの能力を伸ばし、最先端の研究に寄与できる能力を養うことを

目指す。学士課程において学修した分子生物学の基礎を土台として、分子生物学における先進

技術や専門知識を習得し、これを実践するために独創的な研究活動に参加する。また、海外の教

育研究機関との交流を通して、世界を舞台に活躍するための国際感覚やコミュニケーション能力を

養う。本専攻において培ったこれらの能力を存分に発揮することで、生物学・医学・薬学・農学・バ

ー 設置の趣旨等-13 ー
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イオインフォマティクスの諸分野において、研究者・技術者・教育者として科学技術イノベーション

を牽引し、現代社会が抱える諸難問に対して新たな突破口を見いだせる人材を養成する。 

・生体制御学プログラム 

生体制御学プログラムに先立つ理学部生体制御学科では、ヒトをはじめとするさまざまな生物に

おける細胞、組織・器官、及び個体レベルでの制御機構に関する幅広い知識と生物科学の実験

技術の習得を目指し、理工系基礎教育科目、理学部専門科目に加え、生体制御学に関する講義

や野外実習、臨海実習、生体制御学実験などの実習科目を含む生体制御学科専門科目によりカ

リキュラムを構成している。また、卒業研究により先端技術、論理的思考力やプレゼンテーション力

の高い人材の育成を目指している。 

博士前期課程では、これらの能力のさらなる向上を目的とし、動物の初期発生や脳形成におけ

る遺伝子発現制御、性差や学習行動と脳の制御機構との関係、ペプチドホルモンの作用機作、自

然免疫と内分泌機構、DNA 損傷修復と寿命、環境変化への植物の応答機構に関する専門科目を

修め、また、特別研究において動物・植物・菌類を用いた先端的研究のための専門技術を習得す

ることで、国際的に活躍する研究者や高度専門職業人として生命科学や健康福祉、生物資源の

活用などに関わる諸分野の発展に貢献できる人材を育成する。 

 

物質科学専攻 

本専攻は、理学部物理学科及び基礎化学科、工学部応用化学科の上位課程として設置するも

のである。これらの学科では、理工系基礎教育科目を最小限共有しつつ、完全に独立したカリキュ

ラムを構成し、それぞれの分野における基礎学力を修得させる。現代の物質科学は多岐に細分化

され、その理解と実践躬行には極めて高度な専門性が必須とされている。専門的能力を充分に備

えた人材の育成という目標に鑑みて、基礎の段階からそれぞれの専門に最適化された緻密な教

育を、学科から教育プログラムまで一貫して行う。本専攻では、物質科学の各分野の学術的内容

を深く理解し、各教育プログラムで修得した能力を生かして学術、産業、教育の発展に寄与できる

人材を育成する。 

各教育プログラムで育成する人材の詳細については以下のとおりである。 

・物理学プログラム 

理学部物理学科では、自然科学の基礎となる物理学について、理工系基礎教育科目、理学部

専門科目、物理学科専門科目などからなるカリキュラムを通して学ばせる。物理学は、素粒子・原

子核や超伝導・磁性などの性質から宇宙の構造及び進化まで、あらゆる自然現象について、その

背後に潜む基本的な物理法則を解明する学問であり、単なる断片的知識の集積ではない。そのた

め、常に基本に戻り様々な視点を身につけるとともに、それらが身の回りにどのように生かされてい

るかを理解することにより、社会における物理学の重要性を認識した、広い視野を持つ社会人を育

成することを目標としている。 

博士前期課程では引き続きこれらの能力を伸ばし、物理学の最先端の研究に寄与できる能力を

養うことを目指す。これには、専攻共通科目によって隣接する分野に視野を拡げることも含まれる。

ー 設置の趣旨等-14 ー
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物理学プログラムでは、自然界の多岐にわたる現象をその根源から解明する物理学分野において、

講義・輪講を通して種々の物質構造や量子科学について基本的な理解をしていることはもちろん、

研究にかかわる計算・観測・実験を通して論理的で柔軟な思考力や広い問題解決能力、情報処

理能力を備えた国際的にも通用する人材の育成を図る。より具体的には、基盤的学問の素養と幅

広い視野を持ち、国際的に活躍できる先端的な学術的研究能力を持つ研究者、及び、自然の体

系的な理解に基づく研究開発能力を持ち、実社会に貢献することができる高度な技術者を育成す

る。 

・基礎化学プログラム 

基礎化学は分子レベルの現象を解き明かす学問であり、森羅万象を理解するうえで重要な領域

の一つである。このような学問の修得のプロセスにおいて、現在社会において強く望まれている物

事を根本から理解する能力が培われる。基礎化学プログラムは、このような能力を有する人材を輩

出するため、理学部基礎化学科における専門教育との一貫性を重視し、基礎化学の体系的な教

育を行う。 

基礎化学プログラムに先立つ理学部基礎化学科では、学士課程を博士前期課程にて行う最先

端の研究に携わるための準備期間と位置づけ、量子化学に代表されるような物理的な側面から化

学を理解する物理化学、遷移元素や典型元素の性質を学ぶ元素化学、及び炭素を中心とした有

機化学を柱とした基礎化学に関する知識を習得したうえで、化学を基盤とした自然科学に関する

素養を身につけた人材を育成する。そのカリキュラムの主要部は、理工系基礎教育科目、理学部

専門科目、基礎化学科専門科目により構成される。 

博士前期課程では、学士課程において修得した素養をさらに深化させ、主に分子を対象とした

自然の諸現象の普遍的な法則や基本原理の解明を目指した最先端の研究活動と体系的な講義・

演習を通じて、基礎化学を基盤とした理学的見識をもち、幅広い視野を基に未知なる事象に対し

て総合的判断力を発揮し、課題探究能力及び問題解決能力を十分に備えた高度な人材を育成

する。具体的には、先端的専門知識を深く理解し未解決の問題を根本から考えて解決することを

可能にする能力、最先端の研究活動を通じて自然科学における問題を発見し、それを解決する能

力、化学を基盤とした理学的見識をもち、それを活かしてよりよい社会を構築することに寄与する能

力及び高いコミュニケーション能力を有する国際的に活躍できる人材を育成する。 

・応用化学プログラム 

応用化学は人間社会の持続可能な発展に必要不可欠であり、その高度な専門性を身につけた

人材は広く社会全体から求められている。このような要請に応えて質・量ともに充分な人材を輩出

するため、応用化学プログラムは工学部応用化学科における専門教育との一貫性を重視し応用化

学の体系的な教育を与える。 

工学部応用化学科では、人間社会に実際に役立つ化学全般について、その基本原理を修得さ

せることを目指している。カリキュラムの主要部は理工系基礎教育科目、工学部専門科目、応用化

学科専門科目により構成されている。これによって、応用を指向した化学の基礎学力、論理的思考

力、実践的行動力の修得を目標としている。同時に、化学産業を中心とする社会の諸分野で活躍

ー 設置の趣旨等-15 ー
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できる準備を整えることも目標に掲げている。 

博士前期課程では引き続きこれらの能力を伸ばし、最先端の応用化学に寄与できる能力を養う

ことを目指す。特に応用化学プログラムでは、応用化学の実践的な知識と技能を駆使して人間社

会の幸福の増進を工学的に実現する意欲と主体性、専門性、論理性、協調性を充分に備えた高

度な人材を、応用化学全分野の最先端の研究活動と体系的な講義演習を通して育成する。これ

により、新規機能性材料の創製、先端的解析技術の開発、先進的物質循環制御系の構築などの

様々な工学的創造に必須となる広範な知識と技能を修得し、応用化学を基盤とした論理的思考に

より製品開発や社会問題解決に本質的に貢献する人材を社会へ輩出する。 

より具体的な育成の人材像は、プロセス・環境工学・高分子材料・分離分析・生体工学・無機固

体材料・工業有機合成・分光計測の 8 つの応用化学領域の高度な知識と技能を有し、産業界で

役立つ材料と技術の開発を意欲的に行うことのできる人材であり、同時に、応用化学の専門知識

を総合して研究計画を綿密に立案し、最終的な製品開発と問題解決につながる真に有用な研究

を行う能力を身に付けつつ、化学産業の中核を担う技術者として応用化学の重要性と社会的責任

及び職業倫理を理解し国際的な視野をも有する人材である。 

 

数理電子情報専攻 

本専攻は、理学部数学科、工学部情報工学科及び電気電子物理工学科の上位課程として設

置するものである。これらの学科では、理工系基礎教育科目をのぞき独立したカリキュラムを構成し、

それぞれの分野における基礎学力を修得させている。一方、これらの学科の延長にある諸分野に

は共通する要素が多々ある。例えば、カオス現象は数学の常微分方程式論や力学系における一

つのテーマであるが、カオスの物理的な表現には電気回路が用いられ、その解析には情報分野の

計算機援用が重要な役割を果たし、疑似乱数生成に応用される。逆に、情報工学や電気電子物

理工学において開発される諸技術の信頼性の検証には、数学を用いた数理取扱いが必要とされ

る。本専攻では、専攻に共通する学術的内容を十分に理解し、各プログラムで修得した能力をこれ

らの諸分野の発展に寄与できる人材を育成する。 

各プログラムで育成する人材の詳細については以下のとおりである。 

・数学プログラム 

数学プログラムに先立つ理学部数学科では、自然及び社会の数理現象について、基本原理及

び基本構造を明らかにすることを目指し、理工系基礎教育科目、理学部専門科目、数学科専門科

目によりカリキュラムの主要部を構成している。これにより、数学の基礎学力、論理的思考力、応用

力の修得を目標としている。同時に、教育及び情報処理などの社会の諸分野で活躍できる準備を

整えることも目標に挙げている。 

博士前期課程では引き続きこれらの能力を伸ばし、最先端の研究に寄与できる能力を養うことを

目指す。これには、数学に関する能力の向上を図ることは言うまでもないが、専攻共通科目によっ

て隣接する分野に視野を拡げることも含まれる。とりわけ数学を学んだ者に期待される能力は、厳

格な論理的思考力である。あらゆる場合と可能性を遺漏のないように検討し最終結論を導くという

ー 設置の趣旨等-16 ー
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思考プロセスは、数学を構築する上で必須なものである。課程においてこの能力を究め、修了後

に教育及び社会の諸分野で活躍できる人材、及び、博士後期課程に進学し研究者を目指す人材

を育成する。 

・電気電子物理工学プログラム 

電気電子物理工学プログラムでは、大学４年間の専門基礎教育との一貫性を重視し、学部にお

ける専門基礎教育をベースに、電気・電子・光・情報通信・材料デバイス技術分野における最先端

の知見を含む高度専門教育を実施し、グローバルに発展する社会・経済の根幹を支える人材を育

成することが目標である。このため、物性物理など関連する基盤分野から電子・光・材料デバイス、

電磁気学、電気・電子回路、そして電力・エネルギー、ロボット、情報通信などの応用分野までの幅

広い知識とともに、課題に対応できる応用能力、技術革新を生み出す柔軟性と論理的思考能力が

必要である。本プログラムでは学部・博士前期課程を通して体系化されたカリキュラムを用意し、修

了後に、電気・電子・光・情報通信・材料デバイス技術の発展に必要な専門知識と能力を備え、論

理的思考能力と幅広い視野を持って、国際的な情報化社会の進展に指導的役割を果たすことの

できる高度な技術者、ならびに独創性と社会性を備えた国際的レベルの研究者を育成する。 

・情報工学プログラム 

情報工学プログラムでは、情報工学科における専門基礎教育をベースとした、学部・博士前期

課程を通した体系化されたカリキュラムに基づき、情報工学に関する最先端の知見を含む高度専

門教育を実施することで、情報技術が不可欠な社会において指導的役割を果たすことができる優

れた高度情報技術者、及び、情報工学分野における独創性の高い研究者を育成する。具体的に

は、情報工学に関わる専門分野において系統化された知識を有し理論と実践のいずれにも長け

ており、情報工学に関わる研究分野に関して高度な知識と能力を有し、自らの着想により技術的

課題を解決及び発展させる能力を有し、口頭発表能力、討論能力、論述能力、文献調査能力、学

術論文・技術資料の読解能力を含む広義のコミュニケーション能力を有し、技術者としての指導

力・統率力を有し、社会的責務を自覚し技術者・研究者としての責任を自ら負うことができるグロー

バルに活躍できる人材を育成する。 

 

機械科学専攻 

本専攻は、工学部機械工学・システムデザイン学科の上位課程として設置するものであり、学部

４年間及び博士前期課程２年間の６年間の教育を通して一貫したカリキュラムを構成し、基礎学力

及び専門的学力を修得させる。本専攻では、学術的内容を十分に理解し、プログラムを通して修

得した能力を機械工学分野の発展に寄与できる人材を育成することを目指している。 

・機械科学プログラム 

人間生活の向上に資するものを生み出すことを通して社会の発展に貢献するための、自然科学

に基盤を置く学問分野である工学の基軸をなす機械工学分野は、有効な仕事をなす形あるものを

生み出すことが特徴の一つである。そして、機械工学に携わる技術者には機械工学分野における

解析と総合の能力に加え、関連する分野との連携を通して進化する柔軟さが求められている。そこ

ー 設置の趣旨等-17 ー
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で、機械科学プログラムでは、人間と機械が共存し、生産性の高度化及び高効率化を目指す豊か

な社会を創造するために、先端的専門知識を理解し、専門知識を応用・統合して研究を遂行でき

る人材を育成する。また、他分野の技術者との協力に必須の表現能力を習得し、工学の中核とな

る役割を認識した人材を育成する。 

 

環境社会基盤専攻 

本専攻は、工学部環境社会デザイン学科の上位課程として設置するものであり、環境社会基盤

国際プログラムのみからなる。 

・環境社会基盤国際プログラム 

多様化・複雑化・グローバル化する社会において、地球環境の維持、発展的な国土形成、自然

災害への対策、安全・安心・快適な生活基盤の創出を相互のバランスに配慮しつつ実現すること

は、重要な社会的課題である。 

環境社会基盤国際プログラムに先立つ工学部環境社会デザイン学科では、上述の「環境」と調

和した持続可能な「社会」の発展に、主に建設工学、環境工学の分野から貢献できる建設系技術

者、すなわち、建設・環境工学に関する十分な専門知識・能力を備えるとともに、科学的分析に基

づく社会デザイン・地域デザインの能力に長け、異分野協働で社会実装に取り組める、リーダーシ

ップを兼ね備えた技術者を育成することを目的としている。 

環境社会基盤国際プログラムでは、高度専門科目と研究を通して、これらの能力を伸ばし、即戦

力としての能力にまで引き上げることを目指す。環境と調和した持続可能な社会の発展のために

は、多くの複雑な要素が絡み合う問題を解決していく必要がある。これに関わる技術者・研究者に

は、それらを適切に整理して解決すべき課題を見出し（主体的な課題探求能力の育成）、論理的

な思考で課題解決の道筋を立てる能力とともに、技術者・研究者としての社会的責任・使命を自覚

し、それを進んで実践できる社会性が要求される。 

例えば、災害に強いまちづくりを考える。まず、まちづくりをしようとする場所には、どのような災害

が生じる可能性があるのかを知る必要がある。最新の研究情報を踏まえて、過去の災害事例や地

形・地質・気候を知り、その場所がどのような地域的特性を持っているのかを把握する。次に、その

ような場にこれまでにどのような社会基盤が構築され、また今後どのような社会基盤を整備していけ

ば、災害に強いといえるまちづくりとなるのか、先端技術を応用しつつ、立案する（独創性、創造性、

チャレンジ精神の涵養）。実際にまちづくりを実現しようとすれば、そこに居住する住民の意思も尊

重することも大事であり、立案者として計画の実行可能性を適切に伝える必要がある（自らの考え

や成果を、論理的に第三者に伝えるためのコミュニケーション能力、プレゼンテーション能力の育

成）。さらに住民との対話の中で、何が問題なのかを明らかにし、住民を含むステークホルダーとと

もに最適な解を見出し、計画の実現に導く。 

 様々な社会的課題に対して、この例のような俯瞰的な視野をもち社会的ニーズの解決に向けた

研究・教育を継続的に行うことによって、環境社会基盤国際プログラムで養成すべき人材の育成を

目指す。 

ー 設置の趣旨等-18 ー



15 

 

 これに加えて、環境社会基盤国際プログラムでは、博士前期課程のカリキュラムにおいて国際的

水準の教育を主に英語で行うカリキュラム体系を組んでいる。国や地域、文化など、多様な背景を

もつ学生間での協働した研究の実施や日常生活での会話を通して、英語力を駆使してプロジェク

トを実践できる能力を身につけるとともに、国際性を育成する。 

 以上の実践により、環境社会基盤国際プログラムでは、独創性、創造性、チャレンジ精神、主体

的な課題設定能力、論理的思考力を有し、地球規模の環境問題や激甚化した自然災害への防

災・減災対策など多様化していく社会ニーズに応え、自然環境と調和した持続可能な社会基盤の

計画・設計・施工・維持・管理技術を創造的かつ国際的に担うことができる人材を育成する。 

 

（２）SDGs 達成に貢献しうる研究者・技術者 

（融合教育プログラムによる教育） 

 融合教育プログラム：地球環境における科学技術の応用と融合プログラム 

近年では、従来の大学院教育に求められていた研究者、高度技術者の育成に加えて、相互に

影響し合う幅広い複数の分野にまたがった SDGs に代表されるグローバルな社会的課題を解決し

うる人材の育成が望まれている。そのためには単なる研究者・技術者としての視点だけでなく、専

門家としての知識に加えて課題の背景に存在する社会構造なども理解した上で、課題解決に向け

てリーダーシップを発揮できる人材の育成が重要である。このような視点から、本改組においては

学部の出身学科にとらわれることなく入学可能な文理融合型の新たな教育プログラムを導入する。

このプログラムでは、学生の得意とする専門分野に応じて、自然資源の持続可能な管理と効率的

な利用、国際的な枠組みに従った製品ライフサイクルを通じた化学物質の管理と大気・水・土壌へ

の放出の削減、再生利用による廃棄物発生の削減、植物資源の管理・育種・栽培・繁殖・培養技

術及び生産システム、持続可能な開発及び自然と調和したライフスタイル等に関する専門的知識

を修得し、さらには文理融合教育により国際的枠組みの中で活躍するために必要な社会的枠組

みに関する知識を有し、グローバルな視点で SDGs を牽引することができる人材を育成する。 

 

（３） 各専攻及び専門教育プログラムにおける高度な専門性に加えて、科学技術イノベーションを

牽引しうる、研究者・高度技術者の養成 

（特別教育プログラムによる教育） 

近年の科学技術は高度化・複雑化しており、企業においても、深い専門知識に加えて解決す

べき課題に対するデータの収集・分析・理解、課題解決方法の設計と実現のための要素技術の

統合・システム化などを実現しうる、実践力を備えた研究者・高度技術者が望まれている。一方、

博士前期・後期課程教育によるハイレベル研究者の育成は、日本の科学技術を支える研究人

材育成の柱であるが、日本人学生の進学率は必ずしも高くなく、博士後期課程進学に繋がる魅

力ある博士前期課程の教育プログラムが望まれている。 このような観点から、専門教育プログラ

ムに加えて、副プログラムとして以下の３プログラムによる教育を導入する。ここで、特別教育プロ

グラム(A)及び(B)は、実践力を備えた企業研究者・技術者の育成、特別教育プログラム(C)はハ

ー 設置の趣旨等-19 ー



16 

 

イレベル研究者を育成するためのプログラムである。 

 特別教育プログラム（A）：６年一貫型イノベーション人材育成プログラムによる教育 

各専門教育プログラム（１）により高度な専門知識を修得し、解決すべき社会的課題の分

析・理解、課題解決方法の設計・デザイン、要素技術を統合・システム化して解決方法を構

築でき、異分野共同により成果を社会実装して科学技術イノベーションを実現しうるリーダ

ーシップを備えた研究者・高度技術者を育成する。 

 特別教育プログラム（B）：データサイエンティストとしての素養を備えた理工系人材育成プロ

グラムによる教育 

各専門教育プログラム（１）の深い専門的知識に加えて、膨大なデータから有用な情報を

抽出、さらにデータに内在する本質的構造を見極めて数理的思考に基づいた解析により

データを正しく判断し、それぞれの分野の専門知識と融合させることで新たな価値を生み

出すことが可能な研究者・高度技術者を育成する。 

 特別教育プログラム（C）：６年一貫型ハイグレード理数教育プログラム（HiSEP-6）による教

育 

理数分野で特に高い研究意欲を有し、基礎学力を備えた「研究者の芽」となる人材を育

成する。具体的には、理学、工学に関わる広い見識を身につけ、研究活動における企画立

案・実施・結果の解析能力等の優れた研究遂行能力を有し、かつ得られた成果を学会発

表、論文発表等により公表できる能力を有する人材を育成する。加えて、プログラムにおけ

る学修を通して、博士後期課程進学をめざし、研究においては特殊性と独創性を養うことで

日本の科学技術を牽引する基礎研究者としての素養を持ち、かつ研究倫理を遵守して研

究に携わる者としての責任を全うできる人材を育成する。 

 

１－４－２ 学生定員 

（１） 定員増の背景と考え方 

 本改組に伴い、理工学研究科、博士前期課程における学生定員を、408 名から 436 名に 28 名

増員する。定員増の背景と考え方、学生確保の見通しについて、以下、説明する。改組前後の学

生定員の対照表を表１に示す。 

表１ 学生定員 対照表 

現行の専攻 

 

生命科学系 物理機能系 化学系 数理電子 

情報系 

機械科学系 環境システ

ム工学系 

大学院定員 55 59 65 108 59 62 

改組後の専攻 

 

生命科学 物質科学 数理電子 

情報 

機械科学 環境社会

基盤 

大学院定員 55 114 142 70 55 

学部定員 80 180 230 110 100 

大学院/学部 (%) 69 63 62 64 55 
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まず、定員増についての全体的な考え方であるが、現在の博士前期課程の定員は工学部改組

以前の定員であり、工学部改組に伴って１学年あたり 50 名の定員増があったことから、そのおよそ

60%が進学するものとして算出した新規入学者見込み（30 名）に相当する。また、各専攻の新定員

は 60-65％の進学率を想定して設定しているが、教員、公務員への就職者が多い（学部卒での就

職者が多い）、数学科及び環境社会デザイン学科の進学率は、実情に合わせて設定している。 

専攻毎の主たる定員増は数理電子情報専攻及び機械科学専攻の増員によるものである。この

両専攻の定員に関してさらに詳細に見ると、数理電子情報専攻の３プログラム（旧コース）の目安

定員の増減は、数学プログラム（20⇒20 名）、電気電子物理工学プログラム（46⇒70 名）、情報工

学プログラム（42⇒52 名）となり、電気電子物理工学プログラム及び情報工学プログラムの定員増

が要因である。このうち電気電子物理工学プログラムの定員増は、廃止となった物理機能系専攻

の担当教員変更などに伴う定員増が主であり、改組に伴う実質的な定員増は情報工学プログラム

の定員増である。また、機械科学専攻の定員増は、改組に伴う実質的な定員増（59⇒70 名）であ

る。 

以上のように、本改組では情報工学プログラム及び機械科学プログラムの定員増を柱としている。

これはもちろん工学部改組における学部定員増がその主たる理由ではあるが、その基本的な考え

方としては、社会的要請が高い分野の人材育成、すなわち情報系や機械科学系の高度職業人育

成を積極的に強化する方針に沿った定員増である。 

 

（2） 学生確保の見通し（概要） 

まず過去５年間における、志願者数、合格者数、入学者数の推移を表２にまとめるとともに、その

傾向から、定員確保の見通しについて述べる。 

現行の博士前期課程定員（408 名）に対する充足率は、過去５年間 107-118%であった。年度毎

の入学者数等を詳しく見ると、（2016 年度）４35 名、充足率 107％、（2017 年度）452 名、充足率

111％、（2018 年度）483 名、充足率 118％、（2019 年度）465 名、充足率 114％、（2020 年度）436

名、充足率 107％、であった。これらの実績から、新定員 436 名（現定員の 107%に相当）は、改組

前入学者実績、すなわち学部定員が 50 名少ないときの実績でも達成可能な数値である。 

なお、直近３年間は入学者が微減する傾向にあるが、その期間においても 600 名前後の受験者

数は確保できている。一方で、合格者に占める辞退者の割合（辞退率）は、2019 及び 2020 年度に

急増しており、これは大企業及び首都圏の旺盛な求人により、大学院合格者が進学せずに就職し

たためである。このように、辞退率の増加により充足率が減少する傾向はあるものの、志願者数は

十分多く、28 名増の定員（436 名）は十分確保できると考えている。 
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表２ 過去５年間の志願者数、合格者数、入学者数の推移 

年度 2016 2017 2018 2019 2020 

志望者数 559 563 604 614 593 

合格者数 469 496 523 517 495 

入学者数 435 452 483 465 436 

辞退率 /％ 7.2 8.9 7.6 10.1 11.9 

充足率 /％ 107 111 118 114 107 

 

 次に令和２年度の本学理学部及び工学部の３年次生に実施したアンケートの結果から、学生確

保の見通しを議論する。まず、アンケートの回収数と回収率であるが、回答数は 640 名、回答率は

88％であった。表３にアンケートの集計結果をまとめた。 

現時点での進学希望者であるが、アンケートの結果、「入学したい」との明確な意思表示をして

いる学生数は 397 名であり、この時点での新定員（436 名）に対する割合は、91.1％である。例年の

傾向から、４年生に進学して研究室における活動が始まると進学希望者が増加するため、内部進

学者だけで定員の 90～95％は充足できる見込みである。 

進学希望者数をプログラム毎に見てみると、数理電子情報専攻の充足率が低い。まず、数学プ

ログラムでは教員志望者の割合が高いために現時点で進学の意志を固めている学生が少ないた

めと予想される。また電気電子物理工学専攻において「進学希望者」が少ない理由は、本分野の

旺盛な人材需要による学卒での就職希望者が多いためと推測している。この傾向は、環境社会基

盤専攻においても同じであり、社会インフラ系企業の旺盛な人材重要の影響が大きく、現時点で

進学あるいは就職のいずれかに決めかねている学生も一定数いることから、研究活動を通して進

学希望者が増えるように、大学院の魅力を発信し続ける。 

本アンケートは、令和２年度の理学部及び工学部の３年次生（日本人学生）を対象に実施したも

のであるが、理工学研究科博士前期課程では毎年度一定数の留学生を受け入れている。令和２

年度においては、71 名の留学生が入学しており、本アンケート結果に反映されていないため、アン

ケートで「入学したい」と答えた 397 名に 71 名の留学生を加えると 468 名となる。なお、71 名のう

ち、36 名は現行の環境システム工学系専攻に所属する留学生であり、改組後に対応するプログラ

ムである「環境社会基盤国際プログラム」に「入学したい」と答えた日本人学生 44 名に 36 名の留学

生を加えると 80 名となり、55 名の定員を十分に確保できる見込みである。 
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表３ 在校生進学アンケート結果                                      

専攻及びプログラム名 定員 
「入学したい」と 
回答した学生数 

割合（％） 

生命科学専攻 
分子生物学プログラム 
生体制御学プログラム 

55 
27 
28 

51 
28 
23 

92.7 
103.7 
82.1 

物質科学専攻 
物理学プログラム 
基礎化学プログラム 
応用化学プログラム 

114 
25 
32 
57 

106 
28 
30 
48 

93.0 
112.0 
93.8 
84.2 

数理電子情報専攻 
数学プログラム 
電気電子物理工学プログラム 
情報工学プログラム 

142 
20 
70 
52 

119 
12 
57 
50 

83.8 
60.0 
81.4 
96.2 

機械科学専攻 
機械科学プログラム 

70 
70 

77 
77 

110.0 
110.0 

環境社会基盤専攻 
環境社会基盤国際プログラム 

55 
55 

38 
38 

69.1 
69.1 

専攻共通 
地球環境における科学技術の応用と
融合プログラム 

（10） 
（10） 

 

6 
6 
 

（60.0） 
（60.0） 

 

総数 436 397 91.1 

 

 

２ 研究科、専攻等の名称及び学位の名称 

２－１ 研究科、専攻等の名称 

 本理工学研究科、博士前期課程の組織・教育改革では、従来の６専攻１３コース（理学系５コー

ス、工学系８コース）を５専攻、１0 教育プログラム（理学系５プログラム、工学系５プログラム）、共通

１プログラムに再編成する。博士前期課程の改組の新旧移行について図４に示す。 

 本改組においては、６専攻を５専攻に再編成するとともに、時代の要求に応じた新しい教育プロ

グラムを導入する。そのために、従来から実施してきた研究者・高度技術者を養成するための基本

となる 10 の専門教育プログラムに加えて、新しい２つの教育プログラムを導入する。 

その一つは融合教育プログラムであり、新しい 10 の基本となる専門教育プログラムが６年一貫型

教育であるのに対して、本プログラムは大学院博士前期課程の専攻共通プログラムである。本プロ

グラムでは出身の専門分野にかかわらず、世界が望む SDGs に代表される持続的な開発目標の

達成に貢献できる人材の輩出を目指しており、従来の専攻やコース、場合によっては研究科の壁

を越えた協力により達成するプログラムであり、改組後の４プログラム（後述）の教員及び人文社会

科学研究科教員の参画も予定されており、文理融合型教育を目指している。 

また、時代が要求する人材を育成するために、併せて、３つの特別教育プログラムを導入する。 

研究科、専攻、教育プログラム、特別教育プログラムの名称や英語表記は以下のとおりとする。 
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２－１－１ 研究科名 

 理工学研究科 Graduate School of Science and Engineering 

 

２－１－２ 専攻名 

 生命科学専攻 Life Science 

 物質科学専攻 Material Science 

 数理電子情報専攻 Mathematics, Electronics, and Informatics 

 機械科学専攻 Mechanical Science 

 環境社会基盤専攻 Environmental Science and Civil Engineering 

 

２－１－３ プログラム名 

分子生物学プログラム Biochemistry and Molecular Biology Program 

生体制御学プログラム Regulatory Biology Program 

  物理学プログラム Physics Program 

  基礎化学プログラム Chemistry Program 

応用化学プログラム Applied Chemistry Program 

数学プログラム Mathematics Program 

  電気電子物理工学プログラム  

Electrical Engineering, Electronics, and Applied Physics Program 

情報工学プログラム Information and Computer Sciences Program 

機械科学プログラム Mechanical Engineering and Science Program 

  環境社会基盤国際プログラム Civil and Environmental Engineering Program 

 

融合教育プログラム 

地球環境における科学技術の応用と融合プログラム 

Interdisciplinary Education Program for Applied Science and Technology in Global Environment 

 

 加えて、以下の特別教育プログラム（副プログラム）を導入する。 

（A） ６年一貫型イノベーション人材育成プログラム 

  Education Program for the Development of Innovative Human Resources 

（B） データサイエンティストとしての素養を備えた理工系人材育成プログラム 

   Education Program for the Development of Professional Scientists and Engineers with Data 

Science Skills 

（C） ６年一貫型ハイグレード理数教育（HiSEP-6）プログラム 

  Education Program for the Development of High-Grade Scientists 
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２－２ 学位の名称 

 学位については、６年一貫型教育による高度専門家を育成する方針に従って、修士論文の内容

に基づいて、修士（理学）Master of Science あるいは 修士（工学）Master of Engineering のいず

れかを授与する。 

なお、融合教育プログラム修了者に関しても同様に修士論文の内容に基づき、修士（理学）ある

いは修士（工学）のいずれかを授与する。 

さらに特別教育プログラム（副プログラム）修了者に関しては、プログラム修了証を授与する。 

 

３ 教育課程の編成の考え方及び特色 

３－１ 教育課程の編成とその特色 

 理工学研究科博士前期課程は、前述のとおり５専攻から成り、基本となる修士課程プログラムとし

て専門分野に応じた１０の専門教育プログラムを設置する（図５）。それぞれの教育プログラムは独

自に教育目的と教育目標を定めて教育の質を保証する。一方で専門分野の教育に特化しすぎる

あまり、周辺専門分野の知識の修得がおろそかにならないように、いずれの教育プログラムにおい

ても別プログラムで開講されている科目を一定単位まで履修可能とする仕組みを導入する（これは

現在でも各専攻内で実現されている）。また、いずれの教育プログラムも６年一貫型の教育プログラ

ムとし、学部から博士前期課程までを一つの教育課程と見なしたシームレスな教育を行う。具体的

には、博士前期課程のカリキュラムの中で、専門科目の入門的な位置づけとなる科目については

学部４年次から履修可能とすることで、各研究室における研究活動へ早い段階から興味を持たせ

て研究者としてのレベルアップにつなげることを目指す。また、博士前期課程の科目を先取りして

学修することで、研究活動の一環として、博士前期課程１年次での海外留学も実行しやすくなると

 
図５ 教育プログラムの全体像 
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考えられる。また、これらの取り組みにより、博士前期課程進学者増につなげる狙いもある。いずれ

の教育プログラム（修士課程プログラム）も修了要件は修得単位 30 単位以上となる。 

 １０の専門教育プログラムでは、授業科目は３つのカテゴリーに分類されている。以下、それぞれ

のカテゴリー及び修了要件の考え方を説明する。 

課程共通科目：本科目群は、現代的な課題への対応能力を養うため理工学研究科の専門教育プ

ログラムに共通の科目である。代表的な科目は、以下のとおりである。 

１．科学技術日本語Ⅰ～Ⅲ 

留学生向けの日本語習得のための講義である。専門科目だけでなく、日本の文化・伝統を積

極的に学びたいと考える留学生向けの講義である。日本語レベルに応じて複数のクラスを用意

している。 

２．特別研修Ａ、Ｂ 

これらの科目は、いずれも大学間交流協定あるいは部局間交流協定に基づき、海外の研究

室との研究交流を行った学生に対して単位を付与する科目である。特別研修Ａは、理工学研究

科の学生が海外研究室で研究活動した場合、特別研修Ｂは海外から受け入れた留学生と共同

で研究活動した場合に単位を付与する。 

３．課題解決型特別演習Ａ～Ｃ 

実務家教員が開講するＰＢＬ型授業となる。本講義は、実践力向上に直接繋がる講義であり、

かつ学生の社会的・職業的自立にもつながることを目的とする、実務家教員ならではの講義で

ある。 

専攻共通科目： 博士前期課程では、まず深い専門性を身につけ、高度技術者・研究者としての

人材を育成することを目標としている。したがって、特に共通性の高い科目はこのカテゴリーに配

置するものの、あえて専門性を下げて共通科目を立てることはせず、各教育プログラムの修了要件

に一定の余裕（～４単位）を持たせることで、各学生の専門性に合わせて、他の専門教育プログラ

ムで開講している専門科目を履修できるようにしている。 

専門科目： 本科目群は、高い専門性を身につけるための科目群である。特に重要な科目は以下

のとおりである。 

１．特別研究 

専門教育プログラムの特徴により単位数・修得方法は少しずつ異なるが、いずれも博士前期

課程在籍中の研究活動全般について単位を付与する科目であり、学部教育の「卒業研究」に相

当する科目である。 

２．輪講 

専門性を高めるために行う、専門書の輪読、最新論文の読解を通して、最新の専門知識、論

理的思考力、批判的思考力などを養う。 

 

なお、各専門教育プログラムにおいては、専門性が損なわれないように各専門教育プログラムが

開講している科目について修得単位数の下限を設定している。一方で、生命科学専攻、物質科学
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専攻の化学系においては、各々の専門教育プログラムが育成する人材像に合わせてカリキュラム

設計を行っているものの、専門性の観点から見れば、多くの開講科目が学生にとって有益な科目

となることから、プログラムの修了要件により、他プログラム開講科目を履修しやすくしている。 

 

次に融合教育プログラム「地球環境における科学技術の応用と融合プログラム」では、プログラ

ムに相応しい独自の入試を実施して学生を選抜した後、指導教員の所属するいずれかの専攻に

所属させつつ、プログラムを特徴づける文理融合型カリキュラムを取り入れた必修及び選択科目に

よる教育を通して、SDGｓに謳われている持続可能な社会を構築するための 21 世紀の課題・問題

点を把握して理解する力、及びそれらの課題・問題点を解決するための専門性を修得させることを

目的とする。本プログラムには、主に４つの専門教育プログラム（分子生物、電気電子物理工学、

応用化学及び環境社会基盤国際）に所属する教員が参画するが、加えて教育学部教員、経済学

部教員及び埼玉県環境科学国際センターの連携教員にも協力を仰ぎ、文理融合型の質の高い

教育を行う。本プログラムの特徴である文理融合型教育実践のために、教育学部、経済学部、埼

玉県環境科学国際センター教員（Center for Environmental Science in Saitama, CESS 連携教員）

が開講する科目は以下のとおりである。 

環境経済学 （経済学部教員） 

Public Policies and SDGs （経済学部教員） 

環境地質学特論 （CESS 連携教員） 

環境生物学特論 （CESS 連携教員） 

水環境工学特論 （CESS 連携教員） 

グローバルパートナーシップ （教育学部教員） 

農作物栽培技術演習 （教育学部教員） 

これらの科目はいずれも指定選択科目となっており、少なくとも３科目は履修することが修了要

件として義務づけられている。 

 

最後に特別教育プログラムについて述べる。本改組においては、新たに３つの特別教育プログ

ラム（副プログラム）を導入する。 

特別教育プログラム（A）は、工学部改組の際に工学部共通プログラムとして導入した、「イノベー

ション人材育成プログラム」を大学院まで拡張し、６年一貫型の教育とするものである。本特別教育

プログラムは、「2018 年度、文部科学省、科学技術の社会実装教育エコシステム拠点形成事業」に

より設計した「経済経営をマイナーとする工学系学士・修士連結教育プログラムの設計」において

検討・設計された教育プログラムを、本研究科の実情に合わせて若干の修正を行ったプログラムで

ある。本プログラムの基礎となる工学部に導入した「イノベーション人材育成プログラム」では、機械

工学・システムデザイン学科及び環境社会デザイン学科の学生は 10 単位以上、電気電子物理工

学科、情報工学科、応用化学科の学生は６単位以上の履修が卒業要件を満たすために必要とな

っている。今般新たに導入する博士前期課程に拡張した「６年一環型イノベーション人材育成プロ
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グラム」では、博士前期課程において６単位以上、総単位（学部・修士）として１2 単位以上修得す

ることで同教育プログラム修了と認定することとする。なお、本プログラムの特性上、履修対象は、

主として工学部より進学した学生となるが、本理工学研究科では博士前期課程において学部の講

義を履修できるシステムを導入していることから、理学部あるいは他大学から進学してきた学生にも

十分、プログラムを履修可能な設計となっている。 

特別教育プログラム（B）は、「データサイエンティストとしての素養を備えた理工系人材育成プロ

グラム」である。本プログラムも（A）のプログラムと同様に、先の拠点形成事業において設計された

「数理・データサイエンス教育プログラム」をベースとしている。このプログラムでは、理工系の基礎

教育を充実させる目的で理学部及び工学部の共通科目群として導入した「理工系基礎教育科目」

の一つである「確率・統計基礎」に加えて学部２～４単位、博士前期課程において２～６単位（全て

必修科目）、総単位（学部・修士）として８単位を修得した学生に対して、同教育プログラム修了と認

定する。本プログラムの必修科目となる「確率・統計基礎」は、理学部・工学部の共通科目であり、

現時点で両学部学生の 64%が単位を取得していることから、学部の教育プログラムにかかわらず理

工学研究科、博士前期課程に進学した情報工学プログラム以外の全学生が履修可能な教育プロ

グラムとなる。本プログラムの実行にあたっては、理工学研究科にデータサイエンス教育のカリキュ

ラム担当者として当該分野に精通した実務家教員を配置するとともに、理工学研究科の情報系教

員を加えることにより、プログラムを円滑に実施する。 

 特別教育プログラム（C）は、「６年一貫型ハイグレード理数教育プログラム」である。本プログラム

の基礎となる「ハイグレード理数教育プログラム」は既に理学部で導入されており、毎年 10 名程度

が本プログラムを修了している。本プログラムは、いわゆるハイレベル研究者養成のエリート教育に

相当するプログラムであり、学部入学時から特別研究、科学プレゼンテーションといった研究者育

成を念頭においた質の高い少人数クラスの教育プログラムを構築しており、博士前期課程におい

て必修９単位以上、総単位として 13 単位以上を修得することでプログラム修了となる。なお、本プ

ログラムの導入の趣旨としては、先にも述べたとおり６年一貫教育プログラムによる博士後期課程

進学者の育成を目指すものである。 

なお、これら一連の特別教育プログラムでは、博士前期課程教育の柱となる各教育プログラムの

修了要件とは別に、必修科目も含めた修了要件が設定されており、各特別教育プログラム修了者

には、修了認定証を授与する。 

 これら一連の特別教育プログラムでは、就職先企業に対して実施したアンケートにおいて、専門

分野にかかわらず大学の教育課程において修得させて欲しい学生の資質として毎年強く要望され

ている、“コミュニケーション能力や協調性” を涵養させるために、演習系科目、海外も含めたイン

ターンシップ科目も充実させる。そのために、特別教育プログラム（A）及び（B）では、実務家教員

をプログラム責任者、理工学研究科教育部長（教育研究評議員）を副責任者として運営し、実務家

教員の力が発揮できる環境を整備する。 なお、教育プログラムの実施母体となる教員組織との対

応であるが、まず、教育の基本となるプログラム（10 の専門教育プログラム、融合教育プログラム、

特別教育プログラム）の運営を円滑に進めることができるように、それぞれの教育プログラムにはプ
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ログラム長をおく。さらに質の高い教育ができるように、教えるべき内容に沿って適切な教員を各プ

ログラムに配置する。本研究科が実施する６年一貫型教育は、学部生への博士前期課程科目の

履修を促進することによる教育プログラムのシームレス化を目指すものであり、従来の学部教育の

質を低下させる恐れは全くない。 

 

３－２ 理工学研究科博士前期課程の教育目的と教育目標 

３－２－１ 教育目的 

本研究科博士前期課程においては、学部における専門基礎教育をもとに、専門分野のみなら

ず基礎から応用にわたる広い関連知識の修得を目指す高度専門教育を通して、科学技術イノベ

ーションを牽引することができる、独創性のある国際的なレベルの研究者へ成長するための基礎を

備えた人材又は国際的な知識基盤社会において指導的役割を果たすことができる高度専門職業

人の育成を教育研究上の目的とする。 

生命科学専攻 

・分子生物学プログラム 

分子生物学プログラムでは、おもに微生物及び植物を実験材料として、ゲノムとその支配下にあ

る生体分子の構造から生命の仕組みを理解するための教育研究を行う。学士課程において学修

した分子生物学の基礎を土台として、博士前期課程においては最先端の知見を習得し、これを実

践するために独創的な研究活動に参加する。国際性を身につけた研究者や技術者、教育者とし

て、食料・環境・医療など社会が抱える諸問題に誠実かつ着実に取り組み、成果をあげる人材の

育成を教育研究上の目的とする。 

・生体制御学プログラム 

生体制御学プログラムでは、脊椎動物などを用いた神経・内分泌・発生についての細胞、組織、

器官、及び個体レベルの研究と教育、DNA 損傷や細胞死、老化など、幅広い生命現象の基礎的

研究手法などの教育を通して、基礎から医学的応用研究にまで関わる研究分野で活躍できる人

材の育成、及び、生態学や進化生物学的観点から地球規模の生命現象の解明に取り組める研究

者の育成を教育研究上の目的とする。 

 

物質科学専攻 

・物理学プログラム 

物理学プログラムでは、自然界の多岐にわたる現象をその根源から解明する物理学分野にお

いて、学部（理学部物理学科）・博士前期課程（物理学プログラム）を通した体系化されたカリキュラ

ムに基づいた高度専門教育を実施し、基盤的学問の素養と幅広い視野を持つ、国際社会で活躍

できる先端物質科学技術領域における専門家の育成を教育研究上の目的とする。 

・基礎化学プログラム 

基礎化学プログラムの教育研究の目的は、学士課程における基礎教育を基盤として研究活動

を行うことにより、基礎化学に関する専門知識と実験技術を有し、幅広い視野をもって自然の真理
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を探究する研究者、あるいは自然科学における「化学」の役割を理解し、その重要性を認識した広

い視野をもち、化学を基盤とした理学的見識をもち、それを活かして社会を構築することに貢献で

きる研究者、または、普遍的な化学の法則や基本原理を未来へ継承することができる教育者を養

成することである。理学における基礎化学は、主に分子を対象とした自然の諸現象の普遍的な法

則や基本原理の解明を目指す学問領域である。これに関する研究活動を通じて課題探究能力及

び問題解決能力を高め、未知なる事象に対する総合的判断力を有する人材の育成を教育研究上

の目的とする。 

・応用化学プログラム 

応用化学プログラムの教育上の目的は、我が国の産業界の中核を担う化学技術者の養成であ

る。応用化学は人間社会の持続可能な発展の要諦であり、本プログラムは工学部応用化学科に

おける専門教育との一貫性を重視し応用化学の体系的な教育を行う。これにより、新規機能性材

料の創製、先端的解析技術の開発、先進的物質循環制御系の構築などの様々な工学的創造に

必須となる広範な知識と技能を修得させ、応用化学を基盤とした論理的思考により製品開発や社

会問題解決に本質的に貢献する人材の育成を教育研究上の目的とする。 

 

数理電子情報専攻 

・数学プログラム 

数学プログラムに先立ち、理学部数学科では、自然及び社会の数理現象について、基本原理

及び基本構造を明らかにすることを目指し、数学の基礎学力、論理的思考力、応用力の修得を目

標としている。博士前期課程では引き続きこれらの能力を伸ばし、最先端の研究に寄与できる能力

を養うことを目指す。課程修了後に教育及び社会の諸分野で活躍できる人材、及び、博士後期課

程に進学し研究者を目指す人材の育成を教育研究上の目的とする。 

・電気電子物理工学プログラム 

電気電子物理工学プログラムでは、学部教育との一貫性を重視し、工学部電気電子物理工学

科における専門基礎教育をベースに、電気・電子・光・情報通信・材料デバイス技術分野における

最先端の知見を含む高度専門教育を実施する。この分野の発展に必要な専門知識と能力を備え、

物性物理など関連する基盤的学問の素養と地球環境保全を考慮した幅広い視野を持ち、国際的

な情報化社会の進展に指導的役割を果たすことのできる高度職業人の育成、ならびに独創性を

備えた国際的レベルの研究者の育成を教育研究上の目的とする。 

・情報工学プログラム 

 情報工学プログラムでは、学部専門教育との一貫性を重視し、工学部情報工学科における専門

基礎教育をベースに、情報工学に関する最先端の知見を含む高度専門教育を実施する。学部・

博士前期課程を通した体系化されたカリキュラムに基づき、情報技術が不可欠な社会において指

導的役割を果たすことができる優れた高度情報技術者の育成、及び、情報工学に関わる研究分

野において高度な知識と能力を有し独創性の高い研究者の育成を教育研究上の目的とする。 
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機械科学専攻 

・機械科学プログラム 

機械工学分野は工学の基軸をなしており、他の工学分野とも有機的に結びつき、共に進展する

ことが求められている。そのため、生産性の高度化及び高効率化を実現するとともに、人間と機械

が共存する豊かな社会基盤の創造を目指す上で必要とされるシステムを構築していく必要がある。

機械科学プログラムでは、工学部機械工学・システムデザイン学科における教育研究内容を発展

させ、人間を支援するための科学技術について研究し開発する上で中核をなす優れた人材の育

成を教育研究上の目的とする。 

 

環境社会基盤専攻 

・環境社会基盤国際プログラム 

環境社会基盤国際プログラムでは、われわれを取り巻く自然環境の絶え間ない変化を的確に捉

えつつ、多様化していく社会ニーズに応え、自然環境と調和した持続可能な社会基盤の計画・設

計・施工・維持・管理技術を創造的かつ国際的に担うことができる人材の育成を教育研究上の目

的とする。 

 

融合教育プログラム： 

・地球環境における科学技術の応用と融合プログラム 

融合教育プログラムでは、自然資源の持続可能な管理と効率的な利用、国際的な枠組みに従

った製品ライフサイクルを通じた化学物質の管理と大気・水・土壌への放出の削減、再生利用によ

る廃棄物発生の削減、植物資源の管理・育種・栽培・繁殖・培養技術及び生産システム、持続可

能な開発及び自然と調和したライフスタイルに関する情報と意識などに係わる研究と教育を、人

文・社会科学分野の教員の協力も得ながら理工学の分野横断体制により行う。 

 

特別教育プログラム  

・６年一貫型イノベーション人材育成プログラム 

深い専門知識に加えて、解決すべき社会的課題に対する科学的分析・理解に基づいて課題解

決方法の設計・デザイン、種々の技術の統合・システム化による社会実装を実現しうる、高度研究

者・技術者の養成 

・データサイエンティストとしての素養を備えた理工系人材育成プログラム 

深い専門的知識に加えて、膨大なデータから有用な情報を抽出し、さらにデータに内在する本

質的構造を見極めて数理的思考に基づいた解析により、新たな価値を生み出すことが可能な高

度研究者・技術者の養成 

・６年一貫型ハイグレード理数教育プログラム（HiSEP-6） 

特別教育プログラム HiSEP-6 は、理数分野で特に高い研究意欲を有し、基礎学力を備えた「研

究者の芽」を育てる目的で理学部において実施している「ハイグレード理数教育プログラム」
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(HiSEP)を博士前期課程に展開するプログラムである。HiSEP で培った基礎学力を土台に特別講

義・科学プレゼンテーション・海外インターンシップにより、高い専門性と応用力を養う。加えて博士

後期課程進学を促し、研究者養成の一翼を担う。 

 

３－２－２ 教育目標 

本研究科博士前期課程においては、専門分野を体系的に深く学ぶことができる専門教育プログ

ラムを通して、理学及び工学に関する高い専門性を身につけた研究者あるいは高度技術者の育

成を第一の目標とする。さらに高い専門性に加えて、融合教育プログラムや特別教育プログラムを

通して現代社会に内在する種々の問題の解決に貢献し、持続可能な社会の構築に貢献しうる幅

広い知識と技能を持つ研究者あるいは高度技術者の育成を目標とする。 

 

生命科学専攻 

・分子生物学プログラム 

分子生物学プログラムは、微生物及び植物を研究材料とした分子生物学、生化学、生理学、構

造生物学、生物物理学を主たる学問分野とし、以下の教育目標を掲げる。 

１．生命の基本現象を分子レベルで深く理解し、生物学・医学・薬学・農学・バイオインフォマティ

クスの諸分野で、研究者・技術者として科学技術イノベーションを牽引できる人材の養成 

２．分子生物学における先進技術や専門知識を習得し、応用することで、現代社会が抱える諸 

難問に対して新たな突破口を見いだせる人材の養成 

３．海外の教育研究機関との交流を通して国際感覚を養い、未来への明確なビジョンを有した、

世界を舞台に活躍できる研究者の養成 

・生体制御学プログラム 

１．遺伝学、調節生理学、発生生物学、形態形成学及び細胞制御学など、生体制御学各分野

の高度な知識と専門性を有する人材の養成 

２．生体制御学の最先端知識に裏付けされた 実践的応用力を有し、医学や生物学に関わる現 

代社会のさまざまな問題の解決に貢献できる人材の養成 

３．生体制御学の新たな分野を開拓し、独創的な研究の展開から、将来にわたり国際的に広く 

活躍できる研究者の養成 

 

物質科学専攻 

・物理学プログラム 

物理学プログラムでは自然科学の基礎となる物理学の基本と思考方法の修得を前提に、物理

学の研究や科学技術の分野で必要な柔軟な思考力と能動的な問題解決能力を備えうるように教

育を行い、高度な技術者及び研究者の養成を目指す。具体的な教育研究プログラムは以下のと

おりである。 

１．素粒子間の相互作用を統一的に理解する理論的研究 
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２．宇宙線起源や宇宙の進化を実験的に明らかにする研究 

３．ハドロン・原子核の構造と反応機構を解明する理論的・実験的研究 

４．最新の量子科学的手法（中性子散乱、μＳＲ、放射光、種々の数値的・解析的理論 計算な

ど）を駆使し凝縮体 (超伝導物質や磁性体)の構造やダイナミックスを解明する理論的・実験

的研究、新物質の作製とその多重極限環境下での物性の測定に関する研究 

これらのプログラムを通して、種々の物質構造の基本や量子科学についての基本的理解はも

ちろんの事、研究の最前線である計算・観測・実験等の体験を通して課題解決能力を身につけ、

情報収集の能力も備えた国際的にも通用する人材養成を図る。 

・基礎化学プログラム 

１．先端的専門知識の深い理解と未知なる事象に対応する能力 

量子化学に代表されるような物理的な側面から化学を理解する物理化学、遷移元素や典

型元素の性質を学ぶ元素化学、及び炭素を中心とした有機化学を柱とした基礎化学に関す

る知識を習得したうえで、最先端の研究に携わることで未知の事象を根本から考えて理解し、

未解決の問題を根本から考えて解決することを可能にする人材の育成 

２．最先端の理学研究を遂行する能力 

最先端の研究活動を通じて自然科学における問題を発見し、それを解決する能力を修得

した研究者の育成。 

３．化学を基盤とした理学的見識をもち、よりよい社会の構築に寄与する能力 

自然科学における「化学」の役割を認識し、その重要性を認識した広い視野をもったうえで、

基礎化学を基盤とした理学的見識をもち、それを活かした社会の構築に寄与することが可能

な社会人の育成。 

４．高いコミュニケーション能力 

研究の成果を文章として表現する能力を有し、口頭で発表する能力も備えた高いコミュニ

ケーション能力を有する人材の育成。また、周辺分野に関する英語の文章を理解し、概要を

的確に表現することができる、国際的に活躍できる人材の育成。 

・応用化学プログラム 

１．応用化学の専門知識の理解 

プロセス・環境工学・高分子材料・分離分析・生体工学・無機固体材料・工業有機合成・分

光計測の 8 つの応用化学領域の高度な知識と技能を有し、産業界で役立つ材料と技術の開

発を主体的に行うことのできる人材の育成 

２．応用化学の研究能力の修得 

応用化学の専門知識を総合して研究計画を立案し、製品開発と問題解決につながる研究

を行う能力を有する人材の育成 

３．社会における役割の認識と職業倫理の理解 

化学産業の中核を担う技術者として、応用化学の重要性と社会的責任及び職業倫理を充

分に理解し国際的な視野を有する人材の育成 
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４．表現能力の修得 

学内の研究成果発表会、学外の学会発表でのプレゼンテーション資料や学術論文の作成

と発表を通じて、自身の研究内容を他人に理解させるための論理的文章の作成能力とコミュ

ニケーション能力を有する人材の育成 

 

数理電子情報専攻 

・数学プログラム 

数学プログラムでは、学部における専門基礎教育を土台とし、以下の教育目標を掲げる。 

１．高度な数学的知識の修得 

学部教育で修得した基礎学力、論理的思考力、応用力を基に、専門性の高い数学的知識

の修得を目指す。 

２．抽象的概念の理解力の修得 

数学的事象を論理構造として正確に把握できる能力の獲得を目指す。そして、抽象的概念

を理解し活用できる能力の涵養を目指す。 

３．論理的思考力、表現力の涵養 

論理的思考力を活用し、専門知識を発展させ、事象を正しく表現する能力の涵養を目指す。 

４．社会における数学の役割の理解 

数学の知識や思考過程を活かした専門性の高い職業人になるべく、それらを社会に寄与

できる人材を育成する。 

・電気電子物理工学プログラム 

電気電子物理工学プログラムでは、学部・博士前期課程を通して体系化されたカリキュラムに

よって、高度な技術者及び研究者の育成を目指す。教育目標は以下のとおりである。 

１．電気・電子・光・情報通信・材料デバイス技術分野の最先端の知見や専門知識を有する人材

の育成 

２．課題に対応できる応用能力を発展させ、技術者・研究者として技術革新を常に生み出せるよ

うに、電気・電子・光・情報通信・材料デバイス技術分野に関する専門知識、専門技術を有

する人材の育成 

３．電気・電子・光・情報通信・材料デバイス技術分野に携わる技術者・研究者として社会性を考

慮して技術・研究を発展させることのできる人材の育成 

４．論理的思考能力、コミュニケーション能力を備えた人材の育成 

・情報工学プログラム 

教育目標は以下のとおりである。 

１．情報工学に関わる専門分野において、系統化された知識体系を有し、理論/実践のいずれ

にも長けた人材の育成 

２．主として修士論文で取り組む情報工学に関わる研究分野、研究課題に関して、高度な知識

と能力を有する人材の育成 
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３．自らの着想により研究課題や高度な学習課題を発展させ遂行する能力を有する人材の育成 

４．口頭発表能力、討論能力、論述能力、文献調査能力、学術論文・技術資料の読解能力を含

む広義のコミュニケーション能力に長けた人材の育成 

５．学部学生に対する講義・演習・実験の補助、各研究室での後輩の指導補助などの経験を通

して、指導力・統率力を有する人材の育成 

６．自己に課せられた社会的責務を直視し、情報技術者・研究者としての自覚を持ち、結果責任

を自ら負うことができる人材の育成 

 

機械科学専攻 

・機械科学プログラム 

１．先端的専門知識の理解 

学部教育で修得してきた機械工学に関する知識を発展させ、機械工学に関する先端技術

を知識として習得し理解する人材の育成 

２．研究能力の修得 

専門知識を応用・総合して研究を遂行する能力、研究立案能力、問題解決能力、独創的

思考力を有する人材の育成 

３．社会における役割の認識と職業倫理の理解 

工学の中核をなす技術者・研究者として、社会の健全な発展に対してどのように貢献すべ

きかを、職業倫理の立場から理解する人材の育成 

４．表現能力の修得 

機械工学分野に関する内容を口頭で発表する能力、文章として表現する能力を有し、英語

の技術的な文書を読みその内容を理解するとともに、概要を適確に説明する能力を有する人

材の育成 

 

環境社会基盤専攻 

・環境社会基盤国際プログラム 

 環境社会基盤国際プログラムの教育研究上の目標は以下のとおりである。 

１．最新の専門知識・技術の理解 

学部教育で修得した社会基盤整備と防災に関する専門知識を更に発展させ、先端知識・

技術を習得し理解する人材の育成 

２．研究能力の修得 

独創性、創造性、未知のものへのチャレンジ精神、主体的な課題設定能力、論理的思考

力を有し、専門知識を応用・総合して研究を遂行できる人材の育成 

３．社会における役割の認識と職業倫理の理解 

技術者・研究としての社会的責任・使命を自覚し、それを進んで実践できる社会性の涵養 

４．国際性の育成 
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諸外国の事情を正しく理解し、国際的に活躍できる能力の育成 

５．表現能力の修得 

自らの考えや成果を、論理的に第三者に伝えるためのコミュニケーション能力、プレゼンテ

ーション能力、文章として表現できる能力の育成 

 

融合教育プログラム 

・地球環境における科学技術の応用と融合プログラム 

融合教育プログラムでは、エネルギー・資源・環境を主分野とし、以下を教育目標とする。 

１．持続可能な開発目標（SDGs）の達成に貢献するためのエネルギー・資源・環境の各専門分

野の専門性と分野横断による複合的知識を有し、問題解決能力を身に付ける人材の育成 

２．持続可能な生産消費形態の確保、陸上生態系の保護・回復・持続的な利用促進、森林の持

続可能な管理、生物多様性の損失の防止に貢献できる人材の育成 

３．国内の地域特性の理解とともに海外諸国の自然・文化の特性も理解し、豊かな国際性を育

む 

 

特別教育プログラム  

・６年一貫型イノベーション人材育成プログラム 

１．各教育プログラムの高度な専門知識を修得した研究者・技術者の育成 

２．解決すべき課題の分析・理解、要素技術を統合・システム化して解決方法を構築できる研

究者・技術者の育成 

３．異分野共同による社会実装を実現しうるリーダーシップを備えた研究者・技術者の育成 

・データサイエンティストとしての素養を備えた理工系人材育成プログラム 

１．各教育プログラムの高度な専門知識を修得した研究者・技術者の育成 

２．膨大なデータから必要とするデータを抽出・解析して有用な情報を引き出すことができる技

術者・研究者の育成 

３．解析したデータを正しく判断し、それぞれの分野の専門知識と融合させることで新たな価

値を創造できる技術者・研究者 

・６年一貫型ハイグレード理数教育プログラム（HiSEP-6） 

研究者として必要な以下の能力を養うことを目標とする。 

１．理学に関わる広い見識を身につけ、研究面での企画・実施・解析能力の獲得を目指す。 

２．研究遂行及び公表に必要な国際性と社会性を涵養する。 

３．博士後期課程進学を視野に入れ、研究においては特殊性と独創性を重視させる。 

４．研究倫理を遵守し、研究に携わる者としての責任を全うできる人材を育成する。 

 

３－３ 修了認定・学位授与の方針 

博士前期課程においては、所定の教育課程を修め、所属する教育プログラム、すなわち分子生
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物学、生体制御学、物理学、基礎化学、応用化学、数学、電気電子物理工学、情報工学、機械科

学、環境社会基盤国際、地球環境における科学技術の応用と融合、のいずれかで専門知識を基

に研究を行い、各専攻・プログラムごとに求められている能力を獲得し、資質を涵養した者に修士

（理学）、又は修士（工学）の学位を授与する。 

 

３－４ ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

生命科学専攻 

本専攻は、分子生物学プログラム、生体制御学プログラムの２つのプログラムで構成されており、

修了後に生命科学分野において、教育・研究・技術開発に活躍しうる人材を育てるためのカリキュ

ラムを設計している。これらの２つのプログラムは独立したものでなく、専攻共通科目を通じて有機

的に結びついており、隣接する分野における学術的な関連性を含めて広く学ぶことを可能としてい

る。一方で、それぞれのプログラム以外から履修できる科目数を制限し、各プログラムからの履修

単位数を 20 以上とすることで高い専門性を担保する。以上のカリキュラムにより、それぞれのプロ

グラムにおける高度な専門性と、隣接する関連分野の幅広い見識を修得し、社会の諸分野の発展

に寄与する能力を涵養した者に修士(理学)を授与する。 

各プログラムのディプロマ・ポリシーは以下のとおりである。 

・分子生物学プログラム 

分子生物学プログラムでは、所定の教育課程を修め、分子生物学に関する専門知識をもとに

独創的な研究を行うことで、国際性を身につけた研究者や技術者、教育者として、食料・環境・

医療など社会が抱える諸問題に取り組み、成果を挙げることのできる能力を獲得し資質を涵養し

た者に修士（理学）の学位を授与する。 

・生体制御学プログラム 

生体制御学プログラムでは、細胞レベルから個体レベルにわたる生体の制御機構に関する基

礎学問を修め、動物・植物・菌類などを用いた生命の連続性及び生理現象の恒常性に関する

先端的な研究を進めるための専門技術を習得することで、国際的に活躍する研究者や高度専

門職業人として、生命科学や健康福祉、生物資源の活用などに関わる諸分野の発展に貢献で

きる資質を涵養した者に修士（理学）の学位を授与する。 

 

物質科学系専攻 

本専攻は、物理学プログラム、基礎化学プログラム、応用化学プログラムの３つのプログラムで

構成されている。修了後に物質科学を基盤とする分野において教育・研究・技術開発に活躍し

うる人材を育てるためのカリキュラムを設計している。それらは独立しつつも、専攻共通科目を通

じて有機的に結びついている。共通科目により、隣接する分野における学術的な関連性を学ぶ、

一方で、それぞれのプログラム以外から履修できる科目数を制限し、各プログラムからの履修単

位数を 24 以上とすることで高い専門性を担保する。以上のカリキュラムにより、それぞれのプロ

グラムにおける高度な専門性と、隣接する関連分野の幅広い見識を修得し、社会の諸分野の発
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展に寄与する能力を涵養した者に修士(理学)、又は修士（工学）を授与する。 

各プログラムのディプロマ・ポリシーは以下のとおりである。 

・物理学プログラム 

物理学プログラムでは、自然界の多岐にわたる現象をその根源から解明する物理学分野に

おいて、学士課程（理学部物理学科）・博士前期課程（物理学プログラム）を通した体系化された

カリキュラムに基づいた高度専門教育を実施し、基盤的学問の素養と幅広い視野を持つ、国際

社会で活躍できる先端物質科学技術領域における専門家としての能力を獲得し資質を涵養し

た者に修士（理学）の学位を授与する。 

・基礎化学プログラム 

基礎化学プログラムでは、学士課程における基礎教育を基盤とし、主に分子を対象とした、自

然の諸現象の普遍的な法則や基本原理の解明に関する研究活動を通じて課題探究能力及び

問題解決能力を高め、基礎化学に関する専門知識と実験技術を有し、自然科学における「化学」

の役割を理解しながら幅広い視野に基づいて未知なる事象を解明することを可能にする総合的

判断力を獲得し資質を涵養した者に修士（理学）の学位を授与する。 

・応用化学プログラム 

応用化学プログラムでは、我が国の産業界の中核を担う化学技術者・研究者を養成する。応

用化学は人間社会の持続可能な発展に必要不可欠であり、本プログラムは工学部応用化学科

における専門教育との一貫性を重視し応用化学の体系的な教育を行う。その教育内容には、新

規機能性材料の創製、先端的解析技術の開発、先進的物質循環制御系の構築などの様々な

工学的創造に必須となる広範な知識と技能の全てが含まれる。本プログラムは、所定の単位数

を修得し、応用化学を基盤とした論理的思考により製品開発や社会問題解決に実践的に貢献

する能力を獲得し資質を涵養した者に修士（工学）の学位を授与する。 

 

数理電子情報専攻 

本専攻は、数学プログラム、電気電子物理工学プログラム、情報工学プログラムの 3 つのプロ

グラムで構成されている。専攻として修了後に数理電子情報部門において、教育・研究・技術開

発に活躍しうる人材を育てるためのカリキュラムを設計している。それらは独立しつつも、専攻共

通科目を通じて有機的に結びついている。共通科目により、隣接する分野における学術的な関

連性を学ぶ。一方で、それぞれのプログラム以外から履修できる科目数を制限し、各プログラム

からの履修単位数を 24 以上とすることで高い専門性を担保する。以上のカリキュラムにより、そ

れぞれのプログラムにおける高度な専門性と、隣接する関連分野の幅広い見識を修得し、社会

の諸分野の発展に寄与する能力を涵養した者に修士(理学)、又は修士（工学）を授与する。 

各プログラムのディプロマ・ポリシーは以下のとおりである。 

・数学プログラム 

数学プログラムでは、学部教育で修得した基礎学力、論理的思考力、応用力を伸ばし、専門

性の高い数学的知識を修得することを第一の目的とする。第二の目的は、最先端の研究に寄与
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できる能力の獲得である。更に、課程修了後に教育及び社会の諸分野で活躍できる資質、また

は、博士後期課程に進学し研究者を目指す資質を養う事が最終目的である。以上の能力を獲

得し資質を涵養した者に修士（理学）の学位を授与する。 

・電気電子物理工学プログラム 

電気電子物理工学プログラムでは、所定の教育課程を修め、研究活動を通して、電気・電子・

光・情報通信・材料デバイス技術分野における最先端の知見を含む専門知識と論理的思考能

力、技術者・研究者として社会性、コミュニケーション能力を獲得し資質を涵養した者に修士（工

学）の学位を授与する。 

・情報工学プログラム 

情報工学プログラムでは、情報工学に関する幅広く豊かな識見、コミュニケーション能力、情

報技術者として社会的責任を自覚しかつ指導的役割を果たす能力、そして、情報工学に関わる

研究分野での高度な知識と能力を獲得し資質を涵養した者に修士（工学）の学位を授与する。 

 

機械科学専攻 

・機械科学プログラム 

機械工学分野は工学の基軸をなしており、他の工学分野とも有機的に結びつき、共に進展す

ることが求められている。そのため、機械科学プログラムでは、生産性の高度化及び高効率化を

実現するとともに、人間と機械が共存する豊かな社会基盤を創造するため、工学の中核をなす

優れた人材を育成することを目的としている。 

このようなカリキュラム・ポリシーを鑑み、機械科学専攻では機械工学・システムデザイン学科

における教育研究をさらに発展させることにより、以下の能力を獲得し、これらの資質を涵養した

者に修士（工学）の学位を授与する。 

・機械工学に関するさらなる教育及び研究活動をとおして、先端的な専門知識の獲得ができて

おり、職業倫理を理解することができる。 

・社会に対して果たすべき役割について認識できており、研究活動をとおして課題を解決するこ

とができる。 

・機械工学分野における技術的な内容に関して、他の工学分野の技術者ともコミュニケーション

することができる。 

 

環境社会基盤専攻 

・環境社会基盤国際プログラム 

環境社会基盤国際プログラムでは、修了に必要な履修単位数のうち、24 単位以上を本プログ

ラムから履修することで高い専門性を担保する。そのうえで、自然環境の変化を的確に捉え、社

会における役割を理解し、長期的かつ国際的な視野を持って課題に対処し、幅広く高機能化す

る社会基盤の各専門知識を習得し応用できる能力と自らの考えを論理的に表現できる能力を獲

得し素養を涵養した者に修士（工学）の学位を授与する。 

ー 設置の趣旨等-39 ー
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融合教育プログラム 

・地球環境における科学技術の応用と融合プログラム 

融合教育プログラムでは、自然資源の持続可能な管理と効率的な利用、国際的な枠組みに

従った製品ライフサイクルによる化学物質の管理と大気・水・土壌への放出の削減、再生利用に

よる廃棄物の削減、植物資源の管理・分子育種・栽培技術及び生産システムに関する持続可能

な開発、及び自然と調和したライフスタイルに関する情報と意識など SDGs に掲げられている開

発目標に密接に関連する世界規模の課題に対して、文理融合教育による講義と個々の専門分

野の研究活動を通して高い専門性と幅広い知識を習得、資質を涵養した者にその専門性に応

じて修士（理学）、又は修士（工学）の学位を授与する。 

 

特別教育プログラム（プログラム修了認定基準） 

・６年一貫型イノベーション人材育成プログラム 

各教育プログラムにおける高度な専門知識の修得に加えて、現代の解決すべき社会的課題

に対して科学的分析と理解及びそれらに基づいた課題解決方法の設計・デザイン、種々の技術

の統合・システム化による社会実装までを実現しうる幅広い実践的能力を修得した者にプログラ

ム修了証を授与する。 

 

・データサイエンティストとしての素養を備えた理工系人材育成プログラム 

各教育プログラムにおける高度な専門知識の修得に加えて、膨大なデータから有用な情報を

抽出し、さらにデータに内在する本質的構造を見極めて数理的思考に基づいた解析により、新

たな価値を生み出すことが可能な実践的能力を修得した者にプログラム修了証を授与する。 

 

・６年一貫型ハイグレード理数教育プログラム（HiSEP-6） 

理数分野で特に高い研究意欲を有し、基礎学力を備えた「研究者の芽」を育てる目的で理学

部で実施されている「ハイグレード理数教育プログラム」（HiSEP）において培った基礎学力を土

台に、高い専門性と応用力を養い、「研究者の芽」を発芽させる本プログラムを通じて 

１．理学に関わる広い見識と研究面での企画・実施・解析能力の獲得 

２．研究遂行及びに公表に必要な国際性と社会性 

３．研究における特殊性と独創性 

４．研究倫理の遵守 

の４点を修得した者にプログラム修了証を授与する。 

 

３－５ カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

博士前期課程においては、学部専門教育との一貫性を重視する立場から、学部と連結した 6 年

一貫型の教育課程を編成し、「修了認定・学位授与の方針」にかなう質の高い教育を実施する。そ
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のため、理工学研究科に５専攻を設置し、以下の専門教育プログラム及び融合教育プログラムを

置く。 

専門教育プログラム 

生命科学専攻： 分子生物学プログラム、生体制御学プログラム 

物質科学専攻： 物理学プログラム、基礎化学プログラム、応用化学プログラム 

数理電子情報専攻： 数学プログラム、電気電子物理工学プログラム、情報工学プログラム 

機械科学専攻： 機械科学プログラム 

環境社会基盤専攻： 環境社会基盤国際プログラム 

 

学生は１年次よりいずれかの専攻に所属し、定められた指導教員の指導の下、高度な専門知識

の習得と研究活動を行い、その成果をまとめた修士論文を執筆する。 

 

学生は、６年一貫型教育プログラムの教育目的、目標を達成するために設計された各専門教育

プログラムが開講する専門科目の授業を受講する。加えて、専門領域にかかわらず研究者・高度

技術者の汎用的能力を学ぶことができる共通科目、専攻共通科目、さらに幅広い専門知識を修得

するために所属している専攻外の開講科目についても必要に応じて受講する。 

 目指す人材像とカリキュラム（科目群）との関係を図

６に示す。 

 高い専門性を修得する専門科目群に加えて、関連

する周辺分野の共通的知識を学ぶための専攻共通

科目群、現代的な課題への対応能力を養うための課

程共通科目群および特別教育プログラム科目群を開

講し、実社会で活躍できる人材の育成、日本の基礎

科学の発展に貢献しうるハイレベル研究者の育成を

目指す。 

 

融合教育プログラム 

地球環境における科学技術の応用と融合プログラム 

融合プログラムでは、世界共通の開発目標として決定された SDGs の達成に貢献しうる人材の育

成を目指して、文理融合型のカリキュラムを構成する。専門分野にかかわらずプログラムへの参加

が可能となるように、プログラムに参加する学生は、10 の専門教育プログラムに所属して専門教育

課程による教育を受けつつ、本プログラムを特徴づける、文理融合型カリキュラムによる教育を受

ける。 

特別教育プログラム 

所属する教育プログラムにおける専門教育課程に加えて、現代的課題を解決するために必要と

される多面的能力を身につけさせるため、あるいは博士後期課程進学へと繋がるハイグレードな理

 
図６ 人材像とカリキュラムとの関係 

高い専門性

専門教育プログラムの専門科目

周辺分野の
専門知識

専攻共通科目

現代的課題へ
対応力（実践力）
課程共通科目
特別教育PG科目
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数教育を実現するために、副プログラムとして特別教育プログラムを置く。 

(A) ６年一貫型イノベーション人材育成プログラム 

(B) データサイエンティストとしての素養を備えた理工系人材育成プログラム 

(C) ６年一貫型ハイグレード理数教育プログラム（HiSEP-6） 

これらの特別教育プログラムでは、各々のプログラムのディプロマ・ポリシーを達成するために、

学部-博士前期課程を通した６年一貫型のカリキュラムを構成し、６年を通した質の高い教育を行う。 

 

各科目の評価は、教員が学生に示した到達目標に対する学生の達成度を基に評価する。評価

はグレードポイント（GP）で行い、それらの平均値を GPA として平均成績の評価を行う。また、修士

論文は複数教員で審査して合否を判定する。 

以下、各教育プログラムのカリキュラム・ポリシーを記載する。 

各教育プログラムは、専門性を重視する考え方から、専攻内であっても原則、所属するプログラ

ムの科目を履修することになるが、学生が周辺分野の幅広い専門性を獲得できるように、理工学研

究科の「共通科目」、専攻内の共通科目である「専攻共通科目」を４単位程度履修可能なプログラ

ム設計となっている。また、特別教育プログラム（副プログラム）履修の場合にも、一部の単位が修

了単位として認められる。 

 

生命科学専攻 

・分子生物学プログラム 

分子生物学プログラムでは、ディプロマ・ポリシー実践のため、以下の方針でカリキュラムを編

成する。 

１．分子生物学に関する専門知識の修得のため、各専門分野の講義を開講する。 

２．独創的かつ実践的な研究を行う資質を育成するために、先端技術を取り入れた実験指導及

び最新の論文を用いた輪講を行う。 

３．国際性を身につけた研究者や技術者、教育者として、現代社会が抱える諸問題に取り組み

成果を挙げる能力を高めるために、英語教育及び論文作成指導を行う。   

４．プログラム修了に必要な知識・能力を確認するため、修士論文を作成させ、口頭発表と質疑

応答からなる最終試験を課す。 

 

・生体制御学プログラム 

生体制御学プログラムでは、ディプロマ・ポリシー実践のため、以下の方針でカリキュラムを編

成する。 

１．生物現象の制御機構に関する専門性の高い知識の修得のため、各専門分野の講義を開講

する。 

２．生命の連続性及び生理現象の恒常性に関する先端的な研究に寄与できる能力育成を目的

として、基礎から先進にいたる実験手技の取得のための研究指導、関連分野の論文読解及
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びプレゼンテーション能力を磨くための輪講を行う。 

３．国際的に活躍する研究者や高度専門職業人として、生命科学や健康福祉、生物資源の活

用などに関わる諸分野の発展に貢献できる資質を高めるため、修士論文を作成させ、その

研究成果を研究発表会において報告させる。 

４．プログラム修了に必要な知識・能力が習得されていることを精査するため、質疑応答による最

終試験を課す。 

 

物質科学専攻 

・物理学プログラム 

物理学プログラムでは、ディプロマ・ポリシー実践のため、以下の方針でカリキュラムを編成す

る。 

１．専門性の高い物理学の知識修得のため、専門分野の講義を開講する。 

２．最先端の研究に寄与できる能力のため、論文精読を中心とするセミナーを行う。 

３．実験分野にあっては、最先端の研究に寄与できるような技能を修得するため、実験を行う。 

４．課程修了後に教育及び社会の諸分野で活躍できる資質、または、博士後期課程に進学し研

究者を目指す資質の涵養のため、論文指導を行い、修士論文を作成させる。 

５．プログラム修了に必要な知識・能力の確認のため、修士論文発表会とその質疑応答からなる

最終試験を課す。 

  

・基礎化学プログラム 

基礎化学プログラムでは、ディプロマ・ポリシー実践のため、以下の方針でカリキュラムを編成

する。 

１．専門性の高い基礎化学的知識の修得のため、専門分野の講義及び論文精読を中心とする

セミナーを行う。 

２．先端的専門知識の深い理解と未知なる事象への対応力の育成のために、分子の構造・物性

や化学反応に関する普遍的な法則や基本原理の解明を目指した研究を行う。 

３．課程修了後に教育及び社会の諸分野で活躍できる資質、または、博士後期課程に進学し研

究者を目指す資質の涵養のため、論文指導を行い、修士論文を作成させる。 

４．プログラム修了に必要な知識・能力の確認のため、修士論文発表会とその質疑応答からなる

最終試験を課す。 

 

・応用化学プログラム 

応用化学プログラムでは、ディプロマ・ポリシー実践のため、以下の方針でカリキュラムを編成

する。 

１．応用化学全分野の体系的な修得のため、専門分野の講義を開講する。 

２．最先端の工学的創造に寄与できる能力を養うため、実践的な応用化学研究を行う。 
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３．課程修了後に社会の諸分野で活躍できる資質、または、博士後期課程に進学し研究者を目

指す資質の涵養のため、論文指導を行い、修士論文を作成させる。 

４．プログラム修了に必要な知識・能力の確認のため、修士論文発表会とその質疑応答からなる

最終試験を課す。 

 

数理電子情報専攻 

・数学プログラム 

数学プログラムでは、ディプロマ・ポリシー実践のため、以下の方針でカリキュラムを編成する。 

１．専門性の高い数学的知識を修得させるため、専門分野の講義を開講する。 

２．最先端の研究に寄与できる能力を獲得させるため、論文精読を中心とするセミナーを行う。 

３．課程修了後に教育及び社会の諸分野で活躍できる資質、または、博士後期課程に進学し研

究者を目指す資質の涵養のため、論文指導を行い、修士論文を作成させる。 

４．プログラム修了に必要な知識・能力の確認のため、修士論文発表会とその質疑応答からなる

最終試験を課す。  

 

・電気電子物理工学プログラム 

電気電子物理工学プログラムでは、ディプロマ・ポリシー実践のため、以下の方針でカリキュラ

ムを編成する。 

１．電気･電子･光・情報通信・材料デバイス技術分野の専門知識と最先端の知見を修得するた

め、幅広い分野の専門科目を開講する。 

２．課題に対応できる応用能力を発展させ、技術革新を生み出す柔軟性と論理的思考能力を獲

得するため、特別研究及び輪講を行う。 

３．当該分野に関する内容を適確に表現する能力の習得のため、修士論文を作成させ、修士論

文発表会にて口頭発表を行う。 

４．プログラム修了に必要な知識・能力の確認のため、修士論文発表会とその質疑応答からなる

最終試験を課す。 

 

・情報工学プログラム 

情報工学プログラムでは、ディプロマ・ポリシー実践のため、以下の方針でカリキュラムを編成

する。 

１．情報工学に関する幅広く豊かな識見を得るため、専門分野の講義を開講する。 

２．最先端の研究に寄与できる能力の涵養のため、論文輪講を行う。 

３．自らの着想により課題を解決する能力を身につけさせるために研究課題に取り組ませる。 

４．口頭発表能力、討論能力、論述能力、文献調査能力、学術論文・技術資料の読解能力を含

む広義のコミュニケーション能力を身につけさせるために研究発表会を実施する。 

５．課程修了後に情報技術者として社会的責任を自覚しかつ指導的役割を果たす能力、または、
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博士後期課程に進学し情報工学に関わる研究分野での高度な知識と能力の涵養のため、

論文指導を行い、修士論文を作成させる。 

６．プログラム修了に必要な知識・能力の確認のため、修士論文発表会とその質疑応答からなる

最終試験を課す。 

 

機械科学専攻 

・機械科学プログラム 

機械科学プログラムでは、ディプロマ・ポリシー実践のため、以下の方針でカリキュラムを編成

する。 

１．機械工学に関する先端的専門知識の理解のため、専門分野の講義を開講する。 

２．専門知識を応用・総合して研究する能力の習得と、社会における役割の認識と職業倫理の

理解のため、特別研究及び輪講を行う。 

３．機械工学分野に関する内容を適確に表現する能力の習得のため、修士論文を作成させ、修

士論文審査発表会にて口頭発表を行う。 

４．プログラム修了に必要な知識・能力の確認のため、修士論文審査発表会とその質疑応答か

らなる最終試験を課し、複数の教員により合否を判定する。 

 

環境社会基盤専攻 

・環境社会基盤国際プログラム 

環境社会基盤国際プログラムでは、ディプロマ・ポリシー実践のため、以下の方針でカリキュラ

ムを編成する。 

１．専門知識及び技術の修得のため、専門分野の講義、PBL 講義、フィールド調査を含む講義

を開講する。 

２．最先端の知識と研究能力を修得するため、特別講義及び特別研究を開講する。 

３．英語による講義の開講や、海外の協定校との単位互換制度など、国際性を涵養する仕組み

をカリキュラムに導入する。 

４．課程修了後に社会の諸分野で活躍できる資質、または、博士後期課程に進学し研究者を目

指す資質の涵養のため、論文指導を行い、修士論文を作成させる。 

５．プログラム修了に必要な知識・能力の確認のため、修士論文発表会とその質疑応答からなる

最終試験を課す。 

 

融合教育プログラム  

・地球環境における科学技術の応用と融合プログラム 

本プログラムでは、ディプロマ・ポリシー実践のため、以下の方針でカリキュラムを編成する。 

１．主・副の異分野に跨る複数指導教員による論文執筆指導を行う。 

２．科学技術に関する多様な分野の理解のための各専門分野の講義に加え、社会学又は教育
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学分野を含む総論の講義、及び現場実習・演習を行う。 

３．2.の内容に精通した技術の社会実装を経験している企業や研究所等に所属する学外の

様々な技術者による講義等を行う。 

４．プログラム修了に必要な知識・能力の確認のため修士論文発表会を実施して質疑応答から

なる最終試験を課し、複数教員により合否を判定する。 

 

特別教育プログラム 

・６年一貫型イノベーション人材育成プログラム 

プログラム修了要件に挙げられた能力等の獲得のため、以下の方針でカリキュラムを編成す

る。 

１．６年一貫型教育として、工学部で開講しているイノベーション人材育成プログラムとの連結に

よる一連の科目群を開講する。 

２．企業経営に貢献できる理工系人材や起業家を目指す理工系人材を育成するための科目を

開講する。 

３．科学技術イノベーションに貢献しうる実践的スキルを身につけた理工系人材を育成するため

の演習系科目を開講する。 

４．科学技術の社会実装を実現するために必要な合意形成、社会的ニーズの把握とそれに基

づいた新しい価値の創造などを実現しうる理工系人材を育成するための科目を開講する。 

 

・データサイエンティストとしての素養を備えた理工系人材育成プログラム 

プログラム修了要件に挙げられた能力等の獲得のため、以下の方針でカリキュラムを編成す

る。 

１．６年一貫教育として、理学部、工学部における基礎的な数学系科目に加えて、大学院におけ

るより高度な数学系科目とデータ解析手法に関連した科目を開講する。 

２．データ解析の基礎となる数学的知識を修得するための科目を開講する。 

３．基礎的な数学的知識を大規模データに適用するためのデータマイニング手法に関する科目

を開講する。 

４．機械学習、AI を使ったデータ解析手法を身につけるための科目を開講する。 

 

・６年一貫型ハイグレード理数教育プログラム（HiSEP-6） 

プログラム修了要件に挙げられた能力等の獲得のため、以下の方針でカリキュラムを編成す

る。 

１．理学に関わる広い見識と研究面での企画・実施・解析能力の獲得のために HiSEP 特別講義

を開講する。 

２．研究遂行及びに公表に必要な国際性と社会性の獲得のために、科学プレゼンテーションを

開講し、海外インターシップを実施する。 
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３．研究における特殊性と独創性の獲得のために、HiSEP 特別講義及び科学プレゼンテーショ

ンを開講する。 

４．研究倫理の遵守のために、科学プレゼンテーションを開講する。 

 

４ 教育方法、履修指導、研究指導の方法及び修了要件 

４－１ 教育方法、履修指導 

本研究科博士前期課程における教育は、研究者や高度技術者を育成するという目的から、専

門性を重視したカリキュラム編成をとる必要があることは言うまでもない。そのため、各専攻におい

ても専門分野を重視した教育プログラムを構築する必要がある。一方で、社会で活躍する分野が

多岐に渡ることを考えると、今後の人材育成には専門分野を超えた幅広い知識や実践的スキルを

学修する必要性も高まっている。更に最も重要な点として、学生がその希望に応じて自由に学ぶこ

とができるカリキュラム設計が必要であることを考慮し、カリキュラムの基本的な設計を行った。 

 

（１） 専門分野に対応した 10 の専門教育プログラムを設置する。 

入学した学生は、いずれかのプログラムに所属し、高い専門教育を受ける。 

（２） 持続可能な社会の構築に貢献しうる人材を育成するための融合教育プログラムを設置する。 

  地球環境における科学技術の応用と融合プログラム 

（３） 実践力を重視した副プログラムを設置する。 

 (A) ６年一貫型イノベーション人材育成プログラム 

 (B) データサイエンティストとしての素養を備えた理工系人材育成プログラム 

（４） 将来、大学、研究機関において活躍できる人材の育成をめざした副プログラムを設置する。 

 (C) ６年一貫型ハイグレード理数教育プログラム（HiSEP-6） 

 

 各々のプログラム等については詳細な説明は避けるが、10 の専門教育プログラム（＋融合教育

プログラム）と副プログラムの組み合わせにより、高い専門性と実践的スキルを備え、さらには科学

技術イノベーションを牽引できる高度な人材の育成をめざしている。 

 次に（１）の専門教育プログラムにおいても、学生がその意思で幅広い知識や実践的能力を身に

つけることができるように、共通科目群を開講している。この科目群では、専門分野にかかわらず必

要となる、文理融合型の科目、実務家教員が担当する実践力養成を重視した演習系科目、知的

財産などに関する講義、海外インターシップなどを開講する。 

 また、複数の専門教育プログラムが存在する専攻では、専攻共通科目を設けることで、学生が学

ぶ専門分野の周辺領域についても学修できるように設計している。 

 

履修指導については、教授会で認定された指導教員及び副指導教員の指導、各教育プログラ

ムのカリキュラム教員による履修指導や助言に従って、履修科目の選択や履修時期を決定してい

る。特に毎年度、講義開始前に実施している大学院ガイダンスにおいて、研究科規程の改正や開
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講科目の変更等についてカリキュラム委員から適切な説明がなされ、その後、学生が履修登録を

行う。 

指導教員及び副指導教員は、アドミッション・ポリシーに沿って受け入れた学生について、カリキ

ュラム・ポリシーに従って構築された教育プログラムにより教育を行い、ディプロマ・ポリシーに記載

された能力を学生が修得あるいは涵養出来るように指導する。指導教員及び副指導要員は、学生

との面談により研究の進捗状況を定期的に確認し、学生の学修状況を把握すると共に、能力向上

に向けて必要な助言を行う。博士前期課程２年間においては、概ね１年を終了した時点で中間報

告会等を開催し、プログラムを担当する教員団による活動の進捗状況確認により、教育・研究の質

を担保する。 

 

４－２ 研究指導 

 博士前期課程学生への研究指導に関しては、入学時に指導教員及び副指導教員２名を決定

し、行う。また、学生の研究活動の進捗状況については、各教育プログラムにおいて定められたプ

ログラム長が適切な研究指導がなされるようにチェックし、必要に応じて指導教員あるいは副指導

教員へのアドバイスや担当教員の変更等も行う。 

 副指導教員については、通常、当該プログラムを担当する教員の中から選ばれるが、研究テー

マの学術的内容により、他プログラムの教員が副指導教員となることも可能である。特に分野をまた

がる研究テーマの場合には、担当プログラムにかかわらず適切な助言が出来る教員を副指導教員

として選任する。 

 

なお、本学又は本研究科では下記の研究機関と連携協定を締結しており、学生に対して幅広

い知識を習得させるために、これらの機関に所属する研究者と連携することで質の高い研究活動

を通した教育を行う。 

・理化学研究所（博士後期課程において連携大学院を設置している） 

・埼玉県環境科学国際センター 

・埼玉県立がんセンター 

・埼玉県産業技術総合センター 

  ・産業技術総合研究所 

 

４－３ 博士前期課程の修了要件 

 博士前期課程の修了要件は、大学院学則の定めにより、当該課程に２年以上在籍し、30 単位以

上を修得し、かつ必要な研究指導を受けた上、当該課程の目的に応じた修士論文の審査及び最

終試験に合格することとする。ただし、在学期間に関しては、教授会が認めた優れた研究業績を上

げた者については、１年以上在籍すれば足りるものとする。 

 教育プログラム毎の修了要件の詳細は、「教育課程等の概要」に記載している。また、修了要件

の概要は、４－７ 履修モデルの中に記載している。 
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４－４ 学位論文審査 

・博士前期課程における学位論文の審査委員会 

１．教授会は、次の各号に掲げる委員をもって審査委員会を組織する。なお、審査委員会に委

員長を置く。 

１） 指導教員 

２） 学位論文等の内容に関連する分野の教員（教授、准教授、講師及び博士前期課程研究

指導を担当する助教）２名以上 

２．審査委員会は、学位論文の審査に当たって必要があるときは、他大学の大学院又は研究所

等の研究員を審査委員として加えることができる。 

３．審査委員会は、論文審査の一環として、論文発表会を公開で開催するものとする。 

４．教授会は審査委員会の報告に基づき、修士論文の審査及び最終試験の合否を決定する。 

・学位論文の審査基準 

 研究課題に関連した専門分野の充分な知識・知見をもとに、研究の目的、方法、結果、考察等を

適切に記述していること。 

 

 なお、学位論文の審査は、委員長（指導教員）及び審査委員２名で実施するが、審査員には修

士論文の学術的内容に精通した教員が選ばれる。そのため必ずしも当該プログラム担当教員から

選ばれるわけではなく、専攻内あるいは専攻外の教員が審査員となる場合もある。また、審査教員

は委員長を含め３名以上が原則であるが、境界領域を研究内容とする学位論文を審査する場合

には、４名あるいは５名の審査員による審査も行われる。 

 

 学位論文等における評価の基準については、年度毎に発行する履修案内により「修了認定・学

位授与の方針」として公表している。履修案内は当該年度に入学した学生全てに配布し、ガイダン

スなどにより周知徹底を行っている。 

 

４－５ 研究倫理審査体制 

本学では、研究活動上の不正行為の防止に努めるとともに、不正行為が生じた場合に厳正・適

切に対応するために、「国立大学法人埼玉大学における研究者等の行動規範」及び「国立大学法

人埼玉大学における研究活動上の不正行為の防止等に関する規則」を定め、公正な研究活動を

推進している。埼玉大学では、学長を「最高責任者」、研究担当理事をもって最高責任者を補佐す

る「統括責任者」とし、全学の研究倫理を統括する。また、具体的な不正防止の取組に関して実質

的な責任と権限を有する者として、部局長を「研究倫理教育等責任者」としている。これらの規則に

基づいて、理工学研究科では、卒業研究着手あるいは大学院入学時に倫理教育の受講を義務づ

けている。 
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この他、「埼玉大学における研究費の不正使用の防止等に関する規則」、「埼玉大学利益相反

マネジメント規則」等、関連する規則を整備し、研究活動における不正行為を防止するための施策

を講じている。教員が行うヒトを対象とした研究の倫理審査は、「埼玉大学におけるヒトを対象とする

研究に関する倫理規則」の規定により行っている。【資料１】 

 

４－６ ６年一貫型教育のタイムテーブル 

 本学では、理学部、工学部の学生のうちおよそ 2/3（65％）が進学する。したがって６年一貫型の

教育プログラムへの移行、特に特別教育プログラム（副プログラム）履修の意思確認は、進学の意

思が固まってくると思われる、４年次進級の際が理想的と考える。まず、大学院へ進学する学生の

主要なスケジュールを以下に示す。 

 理学部、工学部に入学した学生は、１－３年次の間、講義、演習、実験棟を通した専門教育を受

ける。両学部では、毎年４月にガイダンスを実施しており、１－３年次のガイダンス時に大学院進学

を含む６年一貫型教育に関して説明と指導を行う。３年次に進級後は、７月及び 12 月に大学院進

学説明会を開催し、６年一貫型教育に進む学生の意思確認と進学に向けた準備を促す。 

４年進級時、一定の成績基準を満たした学生は口述試験に願書を提出、その時点から６年一貫

型教育のプログラムに移行する。口述試験（面接試験含む）を６月に実施し、７月には進学が内

定。内定後は指導教員の元で短・長期的な観点から本格的な研究計画を作成する。 

なお、筆記試験は、８月に１次募集（秋入学の学生向け入試を兼ねる）を実施。９月に合格発表

し、合格後は速やかに６年一貫型教育に移行する。なお、必要に応じて 11 月及び２月に２次及び

３次募集を行う。 

口述試験に出願した学生は４年次第１ターム、筆記試験を受験した学生は合格発表後、４年次

第３タームより積極的に大学院の講義を履修する。このとき、副プログラムである特別教育プログラ

ム(A)～(C)の講義を積極的に履修することで、副プログラムの学修内容を大学院進学後の研究活

動において活かせるようにする。 

 

図７ ６年一貫型教育タイムテーブル 

講義・演習・実験等を通した専門教育 研究活動を通した実践教育

入学

進学説明会

B1 B2 B3 B4 M1 M2

中間発表会

修論発表会

7月 12月 12～3月

2月

新入生・在校生ガイダンス

8, 11, 2月

6年一貫型PGへ移行
（副PG履修の意思確認）

口述試験
願書提出

９月

7月 進学決定

筆記試験

口述試験6月
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 なお、博士前期課程においては、秋入学も実施しており、主として海外からの留学生を受け入れ

ている。秋入学の学生についても全ての特別プログラム及び融合教育プログラムの履修可能な設

計になっている。 

 

４－７ 履修モデル 

生命科学専攻 

表４ 分子生物学プログラム履修モデル 

 B4 M1 M2 

課程共通科目    

専攻共通科目 分子生物学特論 1 (1) 

分子生物学特論 2 (1) 

分子生物学特論 3 (1) 

分子生物学特論 4 (1) 

 

PG 専門科目 

 

 生命科学特別講義 (2)  分子細胞学特論 5 (2) 

細胞情報学特論 7 (2) 

遺伝子発現学輪講 1A (2)  遺伝子発現学輪講 1B (2) 

遺伝子発現学輪講 2A (2)  遺伝子発現学輪講 2B (2) 

* 分子生物学特別研究 1(6) 

                * 分子生物学特別研究 2(6) 

修了要件： 

次に掲げる修了要件を満たし、かつ、修士論文の審査及び最終試験に合格した者に修士（理学）を授与する。 

分子生物学プログラムを履修する学生にあっては、下記の履修方法により、合わせて 30 単位以上を修得するこ

と。 

1) 分子生物学特別研究 1（6 単位）及び分子生物学特別研究 2（6 単位）の 2 科目 12 単位を修得すること。 

2) 分子生物学プログラムの専門科目から、輪講 8 単位以上を含む 14 単位以上を修得すること。 

3）2）には、生体制御学プログラムの専門科目における特論を 4 単位まで含めることができる。 

4）1)、2)及び 3）で修得すべき 26 単位以外の 4 単位については、理工学研究科博士前期課程開講科目から修

得することができる。ただし、特別教育プログラム開講科目は、4 単位までとする。 

・表中、(  )は単位数であり、* を付した科目は必修科目である。 

 

表５ 生体制御学プログラム履修モデル 

 B4 M1 M2 

課程共通科目    

専攻共通科目 生体制御学特論 1 (2) 

生体制御学特論 2 (2) 

 

PG 専門科目 

 

 基礎生体制御学１ (2)  調節生理学特論１ (2) 

調節生理学特論２ (2)   

調節生理学輪講１A (2) 調節生理学輪講１B (2)  

調節生理学輪講２A (2) 調節生理学輪講２B (2) 

* 生体制御学特別研究 1 (6) 

* 生体制御学特別研究 2 (6) 

修了要件： 

次に掲げる修了要件を満たし、かつ、修士論文の審査及び最終試験に合格した者に修士（理学）を授与する。 

生体制御学プログラムを履修する学生にあっては、下記の履修方法により、合わせて 30 単位以上を修得するこ

と。 

1) 生体制御学特別研究 1（6 単位）及び生体制御学特別研究 2（6 単位）の 2 科目 12 単位を修得すること。 

2) 生体制御学プログラムの専門科目から、輪講 4 単位以上を含む 12 単位以上を修得すること。ただし、輪講

は 8 単位まで修了要件に含めることができる。 

3）1)及び 2)で修得すべき 24 単位以外の 6 単位については、理工学研究科博士前期課程開講科目から修得

することができる。ただし、特別教育プログラム開講科目は、4 単位までとする。 

・表中、(  )は単位数であり、* を付した科目は必修科目である。 
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物質科学専攻 

表６ 物理学プログラム履修モデル 

 B4 M1 M2 

課程共通科目    

専攻共通科目    

PG 専門科目 

 

 素粒子論Ⅰ(2) 

有機導体特論 II (2) 

希土類化合物特論Ⅰ(2) 

* 物理学特別研究 1(6) 

物性物理学特論Ⅰ (2) 

量子物性学特論Ⅰ (2) 

磁性物理学特論Ⅱ (2) 

* 物理学輪講Ⅰ (3) 

物理学特別研究 2(6) 

* 物理学輪講Ⅱ (3) 

修了要件： 

次に掲げる各プログラムの修了要件を満たし、かつ、修士論文の審査及び最終試験に合格した者に修士（理

学）を授与する。 

物理学プログラムを履修する学生にあっては、下記の履修方法により、合わせて 30 単位以上を修得すること。 

1) 物理学特別研究 1（6 単位）、物理学輪講Ⅰ（3 単位）及び物理学輪講Ⅱ（3 単位）の 3 科目 12 単位を修得

すること。 

2) 物理学プログラムの専門科目から 12 単位以上を修得すること。 

3）1)及び 2)で修得すべき 24 単位以外の 6 単位については、理工学研究科博士前期課程開講科目から修得す

ることができる。ただし、特別教育プログラム開講科目は、4 単位までとする。 

・表中、(  )は単位数であり、* を付した科目は必修科目である。 

 

表７ 基礎化学プログラム履修モデル 

 B4 M1 M2 

課程共通科目   

専攻共通科目  有機金属錯体化学特論(2) 

PG 専門科目 

 

 基礎化学特論Ⅰa (1)  有機典型元素化学特論(2) 

基礎化学特論Ⅰb (1)  反応解析特論 (2) 

量子化学特論 (2)          

有機立体化学特論 (2)     天然物化学特論 (2) 

* 基礎化学輪講Ⅰa,b (2)        * 基礎化学輪講Ⅱa,b (2) 

* 基礎化学特別研究 (12) 

修了要件： 

次に掲げる各プログラムの修了要件を満たし、かつ、修士論文の審査及び最終試験に合格した者に修士（理

学）を授与する。 

基礎化学プログラムを履修する学生にあっては、下記の履修方法により、合わせて 30 単位以上を修得するこ

と。 

1）基礎化学特別研究（12 単位）、基礎化学輪講Ⅰa（1 単位）、基礎化学輪講Ⅰb（1 単位）、基礎化学輪講Ⅱa（1

単位）及び基礎化学輪講Ⅱb（1 単位）の 5 科目 16 単位を修得すること。 

2）基礎化学プログラムの専門科目から 4 単位以上を修得すること。 

3）専攻共通科目及び専門科目から 4 単位以上を修得すること。 

4）1）、2）及び 3）で修得すべき 24 単位以外の 6 単位については、理工学研究科博士前期課程開講科目から

修得することができる。ただし、特別教育プログラム開講科目は、4 単位までとする。 

・表中、(  )は単位数であり、* を付した科目は必修科目である。 

 

表８ 応用化学プログラム履修モデル 

 B4 M1 M2 

課程共通科目  課題解決型特別演習 C （1） 

専攻共通科目  
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PG 専門科目 

 

応用化学特論Ⅰ (1)  応用化学特論Ⅲ (1) 

応用化学特論Ⅱ (1) 

 

 有機合成化学特論Ⅰ(2)  有機合成化学特論Ⅱ(2) 

有機合成反応特論 (2)   機能分子合成特論 (2) 

超分子化学特論 (2) 

* 応用化学輪講Ⅰ (2)           * 応用化学輪講Ⅱ (2) 

* 応用化学特別研究 (12) 

修了要件： 

次に掲げる各プログラムの修了要件を満たし、かつ、修士論文の審査及び最終試験に合格した者に修士（工

学）を授与する。 

応用化学プログラムを履修する学生にあっては、下記の履修方法により、合わせて 30 単位以上を修得するこ

と。 

1）応用化学特別研究（12 単位）、応用化学輪講Ⅰ（2 単位）及び応用化学輪講Ⅱ（2 単位）の 3 科目 16 単位を

修得すること。 

2）応用化学プログラムの専門科目から 4 単位以上を修得すること。 

3）専攻共通科目及び専門科目から 4 単位以上を修得すること。 

4）1）、2）及び 3）で修得すべき 24 単位以外の 6 単位については、理工学研究科博士前期課程開講科目から

修得することができる。ただし、特別教育プログラム開講科目は、4 単位までとする。 

・表中、(  )は単位数であり、* を付した科目は必修科目である。 

 

数理電子情報専攻 

表９ 数学プログラム履修モデル 

 B4 M1 M2 

課程共通科目    

専攻共通科目 数理電子情報特論Ⅰ (2)  

PG 専門科目 

 

 代数学特論Ⅰ (2)  代数学特論Ⅱ (2) 

代数学特論Ⅲ (2)  代数学特論Ⅳ (2) 

数学特論Ⅰ (2) 

数学輪講Ⅶ (3)    数学輪講Ⅸ (3) 

* 数学特別研究Ⅰ(6)          * 数学特別研究Ⅱ(6) 

修了要件： 

次に掲げる各プログラムの修了要件を満たし、かつ、修士論文の審査及び最終試験に合格した者に修士（理

学）を授与する。 

数学プログラムを履修する学生にあっては、下記の履修方法により、合わせて 30 単位以上を修得すること。 

1) 数学特別研究 1（6 単位）及び数学特別研究 2（6 単位）の 2 科目 12 単位を修得すること。 

2) 数学プログラムの専門科目から 12 単位以上を修得すること。 

3）1)及び 2)で修得すべき 24 単位以外の 6 単位については、理工学研究科博士前期課程開講科目から修得す

ることができる。ただし、特別教育プログラム開講科目は、4 単位までとする。 

・表中、(  )は単位数であり、* を付した科目は必修科目である。 

・多くの科目が B4 から履修可能であるが、表中にはプログラムとして推奨する科目を記載している。 

 

表 10 電気電子物理工学プログラム履修モデル 

 B4 M1 M2 

課程共通科目  課題解決型特別演習 B （2） 

専攻共通科目 数理電子情報特論Ⅰ (2)  

PG 専門科目 

 

 電力工学特論 (2)       電機制御特論 (2)  

マイクロ波回路特論 (2)   電磁波工学特論 (2)  

半導体工学特論 (2)     電子応用計測特論 (2) 

電気電子物理工学輪講Ⅰ (1) 電気電子物理工学輪講Ⅱ (1) 

* 電気電子物理工学特別研究Ⅰ(6) 

                   電気電子物理工学特別研究Ⅱ(6) 
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修了要件： 

次に掲げる各プログラムの修了要件を満たし、かつ、修士論文の審査及び最終試験に合格した者に修士（工

学）を授与する。 

電気電子物理工学プログラムを履修する学生にあっては、下記の履修方法により、合わせて 30 単位以上を修

得すること。 

1) 電気電子物理工学特別研究Ⅰ（6 単位）の 1 科目 6 単位を修得すること。 

2) 電気電子物理工学プログラムの専門科目から 18 単位以上を修得すること。なお、電気電子物理工学特別研

究Ⅱを履修するには、電気電子物理工学特別研究Ⅰの単位を修得していなければならない。 

3）1)及び 2)で修得すべき 24 単位以外の 6 単位については、理工学研究科博士前期課程開講科目から修得す

ることができる。ただし、特別教育プログラム開講科目は、4 単位までとする。 

・表中、(  )は単位数であり、* を付した科目は必修科目である。 

・多くの科目が B4 から履修可能であるが、表中にはプログラムとして推奨する科目を記載している。 

 

表 11 情報工学プログラム履修モデル 

 B4 M1 M2 

課程共通科目  課題解決型特別演習 B （2） 

専攻共通科目 数理電子情報特論Ⅰ (2)  

PG 専門科目 

 

 センシングシステム特論 (2)  画像応用システム特論 (2) 

確率的情報処理特論 (2)   サイバーセキュリティ特論 (2) 

プログラミング特別演習Ⅰ (2) *プレゼンテーション特別演習 (2) 

情報工学輪講Ⅰ (1)  情報工学輪講Ⅱ (1) 

* 情報工学特別研究Ⅰ(6) 

               情報工学特別研究Ⅱ(6) 

修了要件： 

次に掲げる各プログラムの修了要件を満たし、かつ、修士論文の審査及び最終試験に合格した者に修士（工

学）を授与する。 

情報工学プログラムを履修する学生にあっては、下記の履修方法により、合わせて 30 単位以上を修得するこ

と。 

1) 情報工学特別研究Ⅰ（6 単位）及びプレゼンテーション特別演習（2 単位）の 2 科目 8 単位を修得すること。 

2) 情報工学プログラムの専門科目から 14 単位以上を修得すること。 

3）1)及び 2)で修得すべき 22 単位以外の 8 単位については、理工学研究科博士前期課程開講科目から修得す

ることができる。ただし、特別教育プログラム開講科目は、4 単位までとする。 

・表中、(  )は単位数であり、* を付した科目は必修科目である。 

・多くの科目が B4 から履修可能であるが、表中にはプログラムとして推奨する科目を記載している。 

 

機械科学専攻 

表 12 機械科学プログラム履修モデル 

 B4 M1 M2 

課程共通科目  課題解決型特別演習Ａ （2） 

PG 専門科目 

 

熱エネルギー特論 (2) 

流体力学特論 (2)  

加工学特論 (2) 

機械運動学特論 (2) 

 

 ロボティクス特論 (2)  メカトロニクスシステム特論 (2) 

マンマシンインターフェース特論 (2) 

ユーザビリティ工学特論 (2) 

* 機械科学特別研究Ⅰ(3) 

                * 機械科学特別研究Ⅱ(3) 

* 機械科学輪講Ⅰ (3)     * 機械科学輪講Ⅱ (3) 

修了要件： 

次に掲げる各プログラムの修了要件を満たし、かつ、修士論文の審査及び最終試験に合格した者に修士（工
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学）を授与する。 

機械科学プログラムを履修する学生にあっては、下記の履修方法により、合わせて 30 単位以上を修得するこ

と。 

1) 機械科学特別研究Ⅰ（3 単位）、機械科学特別研究Ⅱ（3 単位）、機械科学輪講Ⅰ（3 単位）及び機械科学輪

講Ⅱ（3 単位）の 4 科目 12 単位を修得すること。 

2) 機械科学プログラムの専門科目から 12 単位以上を修得すること。 

3）1)及び 2)で修得すべき 24 単位以外の 6 単位については、理工学研究科博士前期課程開講科目から修得す

ることができる。ただし、特別教育プログラム開講科目は、4 単位までとする。 

・表中、(  )は単位数であり、* を付した科目は必修科目である。 

・多くの科目が B4 から履修可能であるが、表中にはプログラムとして推奨する科目を記載している。 

 

環境社会基盤専攻 

表 13 環境社会基盤国際プログラム履修モデル 

 B4 M1 M2 

課程共通科目   

PG 専門科目 

 

地盤環境工学特論(E) (2) 

構造設計と解析 (JE) (2) 

 

 地形プロセス学特論(E)  (2) 

地圏デザイン序説(JE) (2) 

地盤構造学(E) (2) 

地盤材料学(E) (2) 

地盤地震工学特論(E) (2) 

インターナショナルコミュニケーション(2) 

* 環境社会基盤国際特別研究Ⅰ(6) 

               * 環境社会基盤国際特別研究Ⅱ(6) 

環境社会基盤工学輪講Ⅰ (1) 

環境社会基盤工学輪講Ⅱ (1) 

修了要件： 

次に掲げる各プログラムの修了要件を満たし、かつ、修士論文の審査及び最終試験に合格した者に修士（工

学）を授与する。 

環境社会基盤国際プログラムを履修する学生にあっては、下記の履修方法により、合わせて 30 単位以上を修

得すること。 

1) ベトナム国立建設大学とのジョイントマスタープログラムの履修者以外の学生は、環境社会基盤国際特別研

究Ⅰ（6 単位）及び環境社会基盤国際特別研究Ⅱ（6 単位）の 2 科目 12 単位を修得すること。なお、環境社会

基盤国際特別研究Ⅱを履修するには、環境社会基盤国際特別研究Ⅰの単位を修得していなければならない。 

2) ベトナム国立建設大学とのジョイントマスタープログラム履修者は、環境社会基盤国際特別研究Ⅲ（12 単位）

を修得すること。 

3) 環境社会基盤国際プログラムの専門科目から、英語で開講される選択科目 6 単位以上を含めて 12 単位以

上を修得すること。なお、次に掲げる授業科目の修了単位の認定については、それぞれ記載のとおりとする。 

・地盤環境工学特論（2 単位）及び地盤環境工学特論（E）（2 単位）の 2 科目を履修した場合は、いずれかの科

目を修了単位として認める。 

・構造力学Ⅲ及び耐震・地震工学は、埼玉大学工学部で未履修の場合に限り、２単位まで修了単位として認め

る。 

・科学技術英語特論Ⅰ（1 単位）、科学技術英語特論 II(E)（1 単位）又は国際工学資格(FE 資格)（1 単位）のうち

２単位まで修了単位として認める。 

4）1）及び 2）で修得すべき 24 単位以外の 6 単位については、理工学研究科博士前期課程開講科目から修得

することができる。ただし、特別教育プログラム開講科目は４単位までとする。 

5）(E)印の付いている科目は英語で開講する科目である。 

6）(JE)印の付いている科目は日本語と英語を併用する科目である。ただし英語開講科目とはみなさない。 

・表中、(  )は単位数であり、* を付した科目は必修科目である。 

・多くの科目が B4 から履修可能であるが、表中にはプログラムとして推奨する科目を記載している。 
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融合教育プログラム（専攻共通プログラム） 

融合教育プログラムは、学生は 10 の専門教育プログラムのいずれかに所属する。所属するプロ

グラムにおいて履修する「特別研究」以外の単位は、本プログラム記載の科目から履修する。以下、

代表的な履修モデルとして、分子生物学プログラム及び応用化学プログラムに所属する学生を例

にした履修モデルを示す。 

 

表 14 地球環境における科学技術の応用と融合プログラム 履修モデル 

（分子生物学プログラム所属学生の例） 

 M1 M2 

課程共通科目  

専門科目 

(a)群 

地球システム科学特論（2） 

未来デザイン・バックキャスト論（2） 

Public Policies and SDGs (2) 

 

(b)群 植物分子育種学特論（2） 

環境生物学特論（2） 

水環境工学特論（2） 

 

(c)群 データ解析学演習（1） 

グローバルパートナーシップ（1） 

科学技術応用学際特別輪講Ⅰ(1) 

 

 

科学技術応用学際特別輪講Ⅱ(1) 

専門教育 PG 開

講科目 

* 分子生物学特別研究 1 (6) 

分子生物学特論 1 (1) 

分子生物学特論 2 (1) 

* 分子生物学特別研究 2 (6) 

修了要件 

次に掲げる修了要件を満たし、かつ、修士論文の審査及び最終試験に合格した者に修士（理学）を授与する。 

本プログラムを履修する学生にあっては、下記の履修方法により、合わせて 30 単位以上を修得すること。 

1) 分子生物学プログラムに所属する学生は、分子生物学特別研究 1（6 単位）及び分子生物学特別研究 2（6

単位）の 2 科目 12 単位を修得すること。 

2) 地球環境における科学技術応用と融合プログラム専門科目から、次のとおり 16 単位以上を修得すること。 

・(a)群から、環境経済学（2 単位）又は Public Policies and SDGs（2 単位）の 2 単位以上を含めて 6 単位以上を

修得すること。 

・(b)群から、環境地質学特論（2 単位）、環境生物学特論（2 単位）又は水環境工学特論（2 単位）の 2 単位以上

を含めて 6 単位以上を修得すること。 

・(c)群から、グローバルパートナーシップ（1 単位）、農作物栽培技術演習（1 単位）又はデータ解析学演習（1 単

位）の 2 単位以上を含めて 4 単位以上を修得すること。 

3) 1)及び 2)で修得すべき単位数以外の単位については、理工学研究科博士前期課程開講科目から修得する

ことができる。 

・表中、(  )は単位数であり、* を付した科目は必修科目である。 

 

表 15 地球環境における科学技術の応用と融合プログラム 履修モデル 

（応用化学プログラム所属学生の例） 

 M1 M2 

課程共通科目 課題解決型特別演習 C （1） 

専門科目 

(a)群 

地球システム科学特論（2） 

未来デザイン・バックキャスト論（2） 

Public Policies and SDGs (2) 

 

(b)群 植物分子育種学特論（2） 

環境生物学特論（2） 

水環境工学特論（2） 

 

(c)群 データ解析学演習（1）  
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グローバルパートナーシップ（1） 

科学技術応用学際特別輪講Ⅰ(1) 

 

科学技術応用学際特別輪講Ⅱ(1) 

専門教育 PG 開

講科目 

* 応用化学特別研究 (12） 

応用化学特論Ⅰ (1) 

修了要件 

次に掲げる修了要件を満たし、かつ、修士論文の審査及び最終試験に合格した者に修士（工学）を授与する。 

本プログラムを履修する学生にあっては、下記の履修方法により、合わせて 30 単位以上を修得すること。 

1) 応用化学プログラムに所属する学生は、応用化学特別研究（12 単位）1 科目 12 単位を修得すること。 

2) 地球環境における科学技術応用と融合プログラム専門科目から、次のとおり 16 単位以上を修得すること。 

・(a)群から、環境経済学（2 単位）又は Public Policies and SDGs（2 単位）の 2 単位以上を含めて 6 単位以上を

修得すること。 

・(b)群から、環境地質学特論（2 単位）、環境生物学特論（2 単位）又は水環境工学特論（2 単位）の 2 単位以上

を含めて 6 単位以上を修得すること。 

・(c)群から、グローバルパートナーシップ（1 単位）、農作物栽培技術演習（1 単位）又はデータ解析学演習（1 単

位）の 2 単位以上を含めて 4 単位以上を修得すること。 

3) 1)及び 2)で修得すべき単位数以外の単位については、理工学研究科博士前期課程開講科目から修得する

ことができる。 

・表中、(  )は単位数であり、* を付した科目は必修科目である。 

 

次に特別教育プログラムを履修する場合の履修モデルを説明する。なお、特別教育プログラム

（A）及び（C）においては、出身学部によりプログラム修了に必要な単位数が異なるため、それぞれ

のケースについて履修モデルを作成した。 

 

特別教育プログラム（副プログラム）履修モデル 

特別教育プログラム(A) ６年一貫型イノベーション人材育成プログラム 履修モデル 

表 16 工学部学生（電気電子物理工学プログラム進学学生）が履修する場合 

 ～B4 M1 M2 

課程共通科目  課題解決型特別演習 A （2） 

課題解決型特別演習 B （2） 

技術者のための産業経営特論 （2）（自由科目） 

専攻共通科目 数理電子情報特論Ⅰ (2)  

PG 専門科目 

 

 電力工学特論 (2)       電機制御特論 (2)  

マイクロ波回路特論 (2)   電磁波工学特論 (2)  

半導体工学特論 (2)      

電気電子物理工学輪講Ⅰ (1) 電気電子物理工学輪講Ⅱ (1) 

* 電気電子物理工学特別研究Ⅰ(6) 

                電気電子物理工学特別研究Ⅱ(6) 

工学部開講科

目（イノベーショ

ン科目） 

イノベーションとマーケテ

ィング(2) 

産業創成論(2) 

電気電子と職業(2) 

 

特別教育プログラム（A）修了要件 

（A）６年一貫型イノベーション人材育成プログラムを履修する学生にあっては、電気電子物理工学プログラムの

修了要件を満たし、かつ、下記の履修方法により、合わせて 12 単位以上を修得すること。 

1) 特別教育プログラム（A）の学部開講科目(a)より 6 単位以上を修得すること。（工学部卒業要件より履修済み） 

2）大学院開講科目群(a)2 から、技術者のための産業経営特論（2 単位）、課題解決型特別演習 A（2 単位）又は

課題解決型特別演習 B（2 単位）の 2 単位以上を含めて 4 単位以上を修得すること。 

3）1)及び 2）で修得すべき 10 単位以外の 2 単位については、本プログラムから修得すること。 

・表中、(  )は単位数であり、* を付した科目は必修科目である。 

・多くの科目が B4 から履修可能であるが、表中にはプログラムとして推奨する科目を記載している。 
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課程共通科目のうち 4 単位は、電気電子物理工学プログラムの修了要件として認められる。課

程共通科目の２単位は、電気電子物理工学プログラムの修了要件外の単位として修得しなければ

ならない。従って、電気電子物理工学プログラム修了要件 30 単位に加えて、２単位を追加修得す

れば、修士（工学）の学位と特別教育プログラム(A)の修了認定を受けることが可能。なお、工学部

イノベーション科目６単位は工学部電気電子物理工学科の卒業要件であり、全学生が６単位以上

修得済み。 

 

特別教育プログラム(A) ６年一貫型イノベーション人材育成プログラム 履修モデル 

表 17 理学部学生（分子生物学プログラム進学学生）が履修する場合 

 ～B4 M1 M2 

課程共通科目  課題解決型特別演習 A （2） 

技術者のための産業経営特論 (2) 

課題解決型特別演習 B （2） （自由科目） 

専攻共通科目 分子生物学特論 1 (1) 

分子生物学特論 2 (1) 

  

PG 専門科目  生命科学特別講義 (2)  分子細胞学特論 5 (2) 

遺伝子発現学輪講 1A (2)  遺伝子発現学輪講 1B (2) 

遺伝子発現学輪講 2A (2)  遺伝子発現学輪講 2B (2) 

* 分子生物学特別研究 1(6) 

* 分子生物学特別研究 2(6) 

特別教育プログラ

ム(A)開講科目 

（自由科目） 

イノベーションとマーケティング(2) 

産業創成論(2)   社会的意思決定論(2)) 

（これらはいずれも工学部イノベーション科目である） 

特別教育プログラム（A）修了要件 

（A）６年一貫型イノベーション人材育成プログラムを履修する学生にあっては、分子生物学プログラムの修了要

件を満たし、かつ、下記の履修方法により、合わせて 12 単位以上を修得すること。 

1) 特別教育プログラム（A）の学部開講科目(a)より 6 単位以上を修得すること。 

2） 大学院開講科目群(a)2 から、技術者のための産業経営特論（2 単位）、課題解決型特別演習 A（2 単位）又

は課題解決型特別演習 B（2 単位）の 2 単位以上を含めて 4 単位以上を修得すること。 

3） 1)及び 2）で修得すべき 10 単位以外の 2 単位については、本プログラムから修得すること。 

・表中、(  )は単位数であり、* を付した科目は必修科目である。 

・多くの科目が B4 から履修可能であるが、表中にはプログラムとして推奨する科目を記載している。 

特別教育プログラム(A)を修了するためには、分子生物学プログラム（専門教育プログラム）の修

了要件に加えて、修了要件外の単位として、工学部イノベーション科目から６単位、大学院共通科

目から２単位、計８単位を修得しなければならない。課程共通科目のうち 4 単位については、修了

要件として認められる。 

 

特別教育プログラム(B)データサイエンティストとしての素養を備えた理工系人材育成プログラム 

履修モデル 

 理学部、工学部からの進学学生においては、確率・統計基礎を履修していれば、履修モデルに

大きな違いはないので、基礎化学プログラム履修生をモデルとした。 

 

表 18 理学部学生（基礎化学プログラム進学学生）が履修する場合 

 ～B4 M1 M2 

専攻共通科目  有機金属錯体化学特論(2) 

PG 専門科目   基礎化学特論Ⅰa(1)   有機典型元素化学特論(2) 
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基礎化学特論Ⅱa(1)   反応解析特論 (2) 

量子化学特論 (2)          

* 基礎化学輪講Ⅰa,b (2)      * 基礎化学輪講Ⅱa,b (2) 

* 基礎化学特別研究Ⅰ(12) 

理学部開講

科目 

* 確率・統計基礎 (2)  

特別教育 PG 

(B)開講科目 

* データサイエンス基礎（2） * 機械学習特論（2） 

* データマイニング特別演習（2）（自由科目） 

特別教育プログラム（B）修了要件 

本プログラムを履修する学生にあっては、基礎化学プログラムの修了要件を満たし、かつ、本プログラムの必修

科目 8 単位を修得すること。 

・表中、(  )は単位数であり、* を付した科目は必修科目である。 

特別教育プログラム(B)を修了するためには、基礎化学プログラム（専門教育プログラム）の修了

要件に加えて、修了要件外の単位として、課程共通科目から２単位を修得しなければならない。な

お、特別教育 PG(B)開講科目のうち４単位はプログラム修了要件として認められる科目である。 

 

(C) ６年一貫型ハイグレード理数教育プログラム（HiSEP-6） 履修モデル 

 理学部から進学した学生が修得する場合には、工学部から進学した学生よりも修得すべき単位

が少ないので、負荷の大きい情報工学プログラム履修生をモデルとした。 

 

 表 19 工学部学生（情報工学プログラム進学学生）が履修する場合 

 ～B4 M1 M2 

PG専門科目  センシングシステム特論 (2)  画像応用システム特論 (2) 

確率的情報処理特論 (2)   サイバーセキュリティ特論 (2) 

プログラミング特別演習Ⅰ (2)  

* プレゼンテーション特別演習 (2) 

情報工学輪講Ⅰ (1)  情報工学輪講Ⅱ (1) 

* 情報工学特別研究Ⅰ (6) 

情報工学特別研究Ⅱ (6) 

特別教育プ

ロ グ ラ ム (C)

開講科目 

* HiSEP 特別講義Ⅰ（2） 

* アウトリーチ活動Ⅰ（1） 

特別研究Ⅰ（2） 

科学プレゼンテーションⅠ(2) 

* 科学プレゼンテーションⅡ（2） 

* 科学プレゼンテーションⅢ（2）（自由科目） 

* HiSEP 特別講義Ⅱ（2） 

修了要件 

本プログラムを履修する学生にあっては、情報工学プログラムの修了要件を満たし、かつ、本プログラムの必修

科目 9 単位及び選択科目 4 単位以上、計 13 単位以上を修得すること。 

・表中、(  )は単位数であり、* を付した科目は必修科目である。 

特別教育プログラム(C)を修了するためには、情報工学プログラムの修了要件に加えて、特別教

育プログラム(c)の学部開講科目群(a)から必修科目３単位を含む７単位、大学院開講科目群(b)か

ら必修科目６単位を修得しなければならない。ただし、特別教育プログラム(C)開講科目群のうち大

学院開講科目の４単位は情報工学プログラム修了要件の単位として認められる。 

 工学部から進学した学生が本プログラムを修了するためには、情報工学プログラム修了要件外

の科目を９単位履修する必要がある。 
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４－８ 企業実習の具体的計画 

 学生の就業意識を高め、また職業のミスマッチを避けるために、本研究科ではインターンシップ

の受講を積極的に推進している。インターンシップにはインターンシップⅠ（1 単位）およびⅡ（2 単

位）があり、専攻毎に単位認定を行っている。インターンシップの単位は、各専攻で設定した基準

に基づいて単位認定されるが、大まかな単位認定の目安として、講義との関連から準備も含めて

24 時間相当の実習で 1 単位、40 時間相当の実習で 2 単位としている。単位認定は、受講した学

生が提出するインターンシップ報告書を元に指導教員、副指導教員、インターンシップ担当教員

及びカリキュラム委員による審査によって行う。 

 インターンシップ先としては特に特別な契約等はしていないが、指導教員及びインターンシップ

担当教員が中心となって、各専攻あるいは教育プログラムの卒業生を多く受け入れている企業を

中心に学生の指導をお願いしている。また、例年、埼玉県が実施している「埼玉県庁インターンシ

ップ」（公募制）を活用したインターンシップ受講を奨励している。別添の資料２には、過去２年間の

インターンシップ先実績を示す。なお、このリストに記載されている企業は、あくまでも学生が単位

認定を希望したインターンシップの受講先である。【資料２】 

最後に、最近急速に数が増えている One Day インターンシップは、実質的に企業の採用活動で

あり、インターンシップの本質からは離れるため、本研究科では単位認定しない。 

 

４－９ 社会的・職業的自立に関する指導等及び体制 

 学生を社会的・職業的に自立させるためには、大学の研究室とは違う企業の研究開発の実体を

理解することが第一歩と考える。そのために効果的な方法は、１週間以上のインターンシップの受

講である。本研究科ではインターンシップの受講を積極的に推奨しており、学生の要望に合わせ

た柔軟な運営として、学生がインターンシップ先を見つけてから履修登録できる特例を設け、学期

の途中におけるインターンシップ受講を容易にしている。 

なお、本学では、教育機構（全学組織）が中心となり、全学部・研究科を対象として、就職・キャリ

アセミナーを実施している。例えば、先輩内定者との勉強会、OB・OG･社会人との座談会､マナー

実践練習､自己理解ワーク､先輩との勉強会､業界研究グループワーク､模擬面接･グループディス

カッションなどを行っている。これらのイベントに参加することにより、社会に出ることを学生に強く意

識させ、社会的・職業的に自立させることを目指す取り組みである。 

また、本研究科の取り組みとしては、理工系学部・研究科の特徴ではあるが、卒業生・修了生を

中心にしたOB・OGとのディスカッションを行う業界説明会が中心となる。先輩達から具体的な日々

の業務を聞くことで、就業意識が高まり、自立心も高まる。なお、博士前期課程においては専門性

が高いために、本研究科で一括して実施してはおらず、プログラム毎に選任されている就職担当

教員が中心となり、関連する企業等と連絡をとりながら、業界説明会や就職説明会を実施している。 

本研究科における学生の社会的・職業的自立を促す間接的な取り組みとして、クロスアポイント

により民間企業の現役技術者・研究者２名を実務家教員として本研究科教授に雇用し、PBL 型授

業を開講している。PBL 型授業科目である「課題解決型特別演習 A」及び「課題解決型特別演習
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B」は、本研究科の博士前期・後期課程の共通科目であり、（株）マレリ及び（株）オリジンの現役技

術者・研究者による種々の研究・技術開発の体験談や社会人、技術者、研究者としての心構えな

どを聞くことにより、社会的・職業的自立心が育成される。また、この講義以外にも、長年、（株）埼

玉りそな銀行で勤務経験がある専任教員が開講している「技術者のための産業経営特論」におい

ては、企業の幹部クラスを講師として招聘し、学生に対して、「企業が求める人材」といった観点の

話を聞くことで、将来、社会人及び企業人としての身につけるべき能力を学修させている。 

 なお、これらの科目は、新設する特別教育プログラム、（Ａ）6 年一貫型イノベーション人材育成プ

ログラム、の中核をなす科目となっている。 

 最後ではあるが、特定の分野の取り組みとして、工学系、特に機械科学プログラム、応用化学プ

ログラムでは、「先端産業国際ラボラトリー」における、産学官連携のプロッジェクト、民間企業との

共同研究プロジェクトを通した、OJT 方式の教育を取り入れている。これらの活動を通して、企業等

における研究・技術開発の実戦の場において社会的・職業的自立に関する指導を行っている。 

 

５ 基礎となる学部との関係 

 基礎となる理学部、工学部の関係および博士後期課程との関係を図８に示す。本改組では、理

学部および工学部からの６年一貫型教育を目指しており、理学部５学科および工学部５学科と 10

の専門教育プログラム（PG）が一対一対応の関係にある。それぞれの教育プログラムは、その専門

性に関連して５つの専攻（生命科学、物質科学、数理電子情報、機械科学および環境社会基盤）

に分類され、専攻毎に専門教育のためのカリキュラムを組んでいる。これら５つの専攻は、１専攻で

構成される博士後期課程の５コース（生命科学、物質科学、数理電子情報、機械科学、環境社会

基盤）に対応している。 

 博士前期課程には、全ての専攻に共通な教育プログラムとして、融合教育プログラム（地球環境

における科学技術の応用と融合プログラム）を導入し、文理融合教育による SDGs に代表される持

続可能な社会の構築に貢献できる人材の育成を目指している。このプログラムでは、独自のアドミ

ッション・ポリシーに従って入試を実施し、合格後は各専門教育プログラムに所属して専門的知識

を修得するための研究活動を行いながら、融合教育プログラムの独自カリキュラムに従って開講さ

れる専門科目による文理融合教育を受ける。 
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６ 取得可能な資格 

 本研究科では、以下の表 20 のとおり、中学校及び高等学校の専修免許状が取得できる。 

表 20 取得できる免許状 

専攻名等 認定を受ける免許状の種類 

生命科学専攻 分子生物学プログラム 

生体制御学プログラム 

中学校教諭専修免許状（理科） 

高等学校教諭専修免許状（理科） 

物質科学専攻 

 

 

物理学プログラム 

基礎化学プログラム 

応用化学プログラム 

中学校教諭専修免許状（理科） 

高等学校教諭専修免許状（理科） 

数理電子情報専攻 数学プログラム 中学校教諭専修免許状（数学） 

高等学校教諭専修免許状（数学） 

 

  

学部－博士前期－博士後期課程の関係

博士前期課程（436名）
学位：理学、工学

博士後期課程（56名）
学位：理学、工学、学術

理・工学部（工学部改組後）

大学院（改組後）

博士前期課程（408名_予定） /学位：理学、工学

1専攻 5分野 11コース 理工学専攻（408名）

学士課程 定員 専攻 博士前期課程 定員 内訳

分子生物学科 40

生命科学

分子生物学PG
55

27

生体制御学科 40 生体制御学PG 28

物理学科 40

物質科学

物理学PG

114

25

基礎化学科 50 基礎化学PG 32

数学科 40 応用化学PG 57

機械工学・システムデザイン学科 110

数理電子
情報

数学PG

142

20

電気電子物理工学科 110 電気電子物理工学PG 70

情報工学科 80 情報工学PG 52

応用化学科 90 機械科学 機械科学PG 70 70

環境社会デザイン学科 100
環境社会

基盤
環境社会基盤国際PG 55 55

博士後期課程

生命科学コース

物質科学コース

数理電子情報コース

機械科学コース

環境社会基盤コース

連携先端研究コース専攻
共通

地球環境における科学
技術の応用と融合PG

(10)

理学部・工学部

理・工融合  
図８ 基礎となる学部と博士前期および後期課程との関係 
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７ 入学者選抜の概要 

７－1 入学者選抜の基本方針 

  博士前期課程において、専門的な教育や研究指導により高度な実験・実習を進めるためには、

自然科学や工学の各分野における基礎学力が必須である。入学者選抜は各教育プログラムが掲

げる「養成する人材像」を達成するため、全てのプログラムに対して学部教育課程における成績優

秀者を対象とする口述試験（筆記試験免除試験）、あるいは学部教育課程で身につけた基礎学力

の判定を目的とした筆記試験を行う。さらに、知識の応用力や勉学に対する姿勢が十分であるか

を確認するために個別面接試験を実施する。 

選抜方法の概要を以下の表 21 にまとめる。 

表 21 選抜方法 

専  攻  名 プログラム名 選抜方法 

生命科学専攻 分子生物学プログラム 口述試験 

筆記試験 

生体制御学プログラム 口述試験 

筆記試験 

物質科学専攻 物理学プログラム 口述試験 

筆記試験 

基礎化学プログラム 口述試験 

筆記試験 

応用化学プログラム 口述試験 

筆記試験 

数理電子情報専攻 

 

数学プログラム 口述試験 

筆記試験 

電気電子物理工学プログラム 口述試験 

筆記試験 

情報工学プログラム 口述試験 

筆記試験 

機械科学専攻 機械科学プログラム 口述試験 

筆記試験 

環境社会基盤専攻 環境社会基盤国際プログラム 口述試験 

筆記試験 

専攻共通 融合教育プログラム： 

地球環境における科学技術の

応用と融合プログラム 

口述試験 

筆記試験 

備考 

・口述試験、筆記試験共に面接試験を併用する。 

・春入学に加えて秋入学についても同様に実施する。 

  

口述試験（筆記試験免除試験）では、学部教育課程の成績、口頭試問の結果、英語力、面接試

験の成績等により総合的に判定する。筆記試験では、学部教育課程の成績、専門基礎および専

門科目に関する筆答試験、英語力および面接試験の成績等により総合的に判定する。 

 なお、学部教育課程における成績優秀者の判定には、履修した講義毎に付与されるグレードポ

イント（理解度に応じて、０～４点が付与される）の平均値であるグレードポイントアベレージ（GPA＝
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GP の総和÷履修単位数の総和）等を用いる。また、研究活動に必須となる英語力の判定には、英

語の筆記試験、英語による面接試験、TOEIC、TOEFL、IELTS などの外部試験を単独あるいは併

用して行う。 

 

７－２ 博士前期課程のアドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針） 

理工学研究科博士前期課程では、学部における専門基礎教育をもとに、専門分野のみならず

基礎から応用にわたる広い関連知識の習得を目指す高度専門教育を通して、独創性のある国際

的なレベルの研究者へ成長するための基礎を備えた人材又は国際的な知識基盤社会において

指導的役割を果たすことができる高度専門職業人の育成を目指す。 

このような人材育成の目標を達成するために、本理工学研究科では、６年一貫型教育をめざし

ており、４年次３-４ターム（後期）から博士前期課程へと連続性を持った教育・研究活動を実施する。

そのため成績優秀学生については４年生進級時に大学院進学に向けて口述試験の受験申請を

行い、６月に口述試験、７月から６年一貫型教育を開始する。また、筆答試験受験者は６月に受験

申請、８月に入試を行い、３･４タームから６年一貫型教育を受ける。 

この他、秋期入学生（主に留学生）向けの試験も同時に８月に行う。また、学生定員が充足しな

かったプログラムについては、２次募集、３次募集を実施する。 

 

７－３ 各専攻及び教育プログラムのアドミッション・ポリシー 

 本研究科博士前期課程の各プログラムでは、次のような学生を受け入れ、教育・研究指導を行う。

博士前期課程教育を受ける適性のある人を積極的に受け入れるため、複数の入学試験を実施す

る。各教育プログラムのアドミッション・ポリシーは以下のとおりである。 

 

生命科学専攻 

・分子生物学プログラム 

１．微生物及び植物などを研究材料に、生命の基本的なしくみと生理現象を遺伝子レベルで

解明することに興味を持ち、将来、研究者や、生命・環境・生活などの分野で専門職業人

を目指す人 

２．生命科学分野の専門知識を身につけ、社会における自らの役割を認識し、誠実、勤勉に

自己研鑽することによって、より高度な人格形成を目指す人 

・生体制御学プログラム 

１．生物学及び関連した専門分野の基礎的な学力を有し、さらに多様な生命現象に対する幅

広い専門知識と高い問題解決能力を身につけることを目指す人 

２．修得した生命科学に関する専門知識と思考力、創造力を生かし、生命科学が関わる多様

な分野において、研究者あるいは技術者としての活躍を目指す人 

３．高い専門性と広い視野を身につけ、さらに語学力、コミュニケーション力を養い、国際的な

活躍を目指す人 
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物質科学専攻 

・物理学プログラム 

１．自然科学の基礎となる物理学の基本とその思考方法及びコミュニケーション能力を身につ

けている人 

２．自然の諸階層における物質構造や量子科学についての基本的理解と柔軟な思考力・能

動的な学術的研究能力を持つ国際的にも通用する研究者となることを目指す人 

３．自然の体系的な理解に基づく研究開発能力を備えた高度な技術者となって実社会に貢

献することに意欲を持つ人 

・基礎化学プログラム 

１．創造性に富む優れた研究者、教育者あるいは専門技術者を目指すとともに、社会貢献に

対して情熱と意欲を持つ人 

２．化学分野の基礎知識の他に、コミュニケーション能力及び基本的な語学力を有し、将来に

対する明確な目標を持つ人 

３．化学における未踏の課題に対して興味を持ち、独創的かつ先端的研究を行うことに意欲

を持つ人 

・応用化学プログラム 

１．化学・物理など自然科学の基礎科目に関する十分な学力と応用化学の専門科目に関す

る基礎学力を有する人 

２．化学及び応用化学分野に関する、日本語及び英語による基礎的なコミュニケーション能力

を有する人 

３．材料の合成・高機能化・分析及びそれらに必要な技術に関連する応用化学の専門分野に

興味を有し、高度な専門知識と豊かな創造力を持つ技術者・研究者として社会に貢献す

べく、勉学に励む意欲に溢れる人 

４．化学及び関連分野における製品開発など先端的研究に挑戦し、社会に貢献する意欲に

溢れる人 

 

数理電子情報専攻 

・数学プログラム 

１．解析学・代数学・幾何学などに関する基礎学力を身につけており、それらの最先端の研究

や自然・社会現象を理解するための数理に知的好奇心を持ち、論理的思考を重視し、学

習、研究、研究発表などに積極的に取り組もうとする人 

２．数理的知識や論理的思考力を生かして教育界や情報関連分野をはじめとする社会の諸

分野で活躍しようとする人 

３．最先端の研究に寄与して国際的なレベルでの活躍を目指す意欲的な人 

・電気電子物理工学プログラム 
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１．数学、物理、英語などの基礎学力及び電気電子工学に関する専門基礎知識を有する人 

２．電気・電子・情報通信分野に興味を持ち、専門知識と能力を向上させ、独創的かつ先端

的な研究開発を積極的に行う意欲を持つ人 

３．優れた人間性を備え、国際的に活躍し、社会へ貢献する意欲のある人 

・情報工学プログラム 

１．数学、情報分野の基礎知識とコミュニケーション能力を有する人 

２．興味を持つテーマに関する専門的な知識を有する人 

３．技術者・研究者として社会に貢献することに意欲的な人 

４．最先端の知識を吸収し、また発信することに意欲的な人 

 

機械科学専攻 

・機械科学プログラム 

１．数学、物理と機械工学分野の専門科目における十分な学力を有する人 

２．自然科学の諸問題に興味を持ち、先見性と洞察力を持って研究に取り組むことができる人 

３．豊かな創造力と熱意をもって新たな研究課題に挑戦しようとする意欲を有する人 

４．技術者・研究者として社会に貢献することを目指す人 

 

環境社会基盤専攻 

・環境社会基盤国際プログラム 

１．環境・社会基盤工学に関する最新かつ高度な専門知識に興味を持つ人 

２．社会の要求する問題に対し、自ら課題を探求し解決することに強い意欲を有する人 

３．データ収集・分析を行い事象の本質を探求する姿勢を持つ人 

４．論理的な思考能力とプレゼンテーション能力を身につけたい人 

５．多様な人や組織と連携を取りながら国際的に活躍という熱意のある人 

 

融合教育プログラム 

・地球環境における科学技術の応用と融合プログラム 

融合教育プログラムでは、SDGs に代表される持続可能な社会の構築に貢献できる人材として、

高い専門性と人文・社会科学を含めた幅広い知識を有する人材を育成するため、以下の１～３に

関して積極的に学ぶことを望む学生を受け入れる。 

１．持続可能な開発目標（SDGs）の達成に強く興味を持つ人 

２．SDGs の中でもエネルギー・資源・環境分野において目標達成に貢献することを目指す人 

３．海外諸国の自然・文化の特性を理解し、国際社会で活躍することを目指す人 
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８ 教員組織の編制の考え方及び特色 

８－１ 組織の概要 

本研究科では教員組織（研究部）と教育組織（教育部）を分離しているため、まず教員組織につ

いて説明する。教員はその専門分野に応じて図９に示す 7 の部門、すなわち、生命科学部門、物

質科学部門、数理電子情報部門、人間支援・生産科学部門、環境科学・社会基盤部門、連携先

端重点研究部門、戦略的研究部門に所属している。このうち、博士前期課程教育の主体となって

いるのは生命科学部門、物質科学部門、数理電子情報部門、人間支援・生産科学部門、環境科

学・社会基盤部門の 5 部門であり、これら 5 部門に内包される 12 の研究領域が、理学部、工学部

の 10 学科及び博士前期課程の 11 教育プログラムの教育を担当している。 

生命科学部門に所属する教員は、分子生物学及び生体制御学に基づいて生命の基本現象の

理解、生物環境の維持や生物界を取り巻く諸問題に関連した研究を行う。物質科学部門に所属す

る教員は、物理学、基礎化学及び応用化学に基づいて自然界の多岐にわたる現象をその根源の

解明、物質の合成・構造・反応・機能・分析に関する基礎的および応用的研究を行う。数理電子情

報部門に所属する教員は、数学、電気電子物理工学及び情報工学に基づいて数理電子情報に

関連した科学技術を発展させるための総合的・学際的な研究を行う。人間支援・生産科学部門に

所属する教員は、機械科学に基づいて人間を支援するための科学技術に関する研究を行う。環

境科学・社会基盤部門では、環境と調和した社会基盤の計画・設計・施工・維持・管理技術に関す

る研究を行う。 

連携先端重点研究部門は本学教員（併任）と外部機関に所属する教員団による先端的研究や

分野融合的研究をベースとして博士前期課程における高度教育を支援している。また、戦略的研

究部門（令和 4 年度より、領域等の再構築を予定している）は、その名の通り、本学が戦略的研究

領域として定めた 4 領域（グリーン・環境、ライフ・ナノバイオ、感性認知支援、X 線・光赤外線宇宙

物理領域）における最先端の研究活動を通して、博士前期課程教育を支援している。 

本学の理工系教育は、学部－博士前期課程を連結した 6 年一貫型教育を柱としている。博士

前期課程教育プログラムのコア部分は、理学部 5 学科及び工学部 5 学科に直結した 10 の教育

プログラムで構成されている。各々の教育プログラムは、教育プログラムと密接に関連した専門分

野により 5 つの専攻を構成している。加えて、本改組では、出身学部・学科にとらわれない専攻横

断の融合教育プログラムを導入した。さらに、時代に即した教育を実施するために 3 つの特別教

育プログラムを導入した。これらの関係を図１０に示す。ここで、理学部における教育は主として研

究部の理学系教員、工学部における教育は主として研究部の工学系教員が担当することとなって

いるが、理・工学部では平成２８年度より理学部・工学部の学生に対して、数学、物理、化学、生物

等の理工系基礎科目に関して協働で教育する体制をとっているため、理・工に関わらず協力して

教育する体制が既に構築されており、博士前期課程においても同様の協働体制により教育を実施

する。 
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図９ 理工学研究科教員組織と専攻及び教育プログラムとの関係 
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８－２ 教員配置 

本改組における教員配置は、原則として、現在の６専攻、13 コースを担当していた教員をその

専門分野に応じて一部再配置することで実現する。特に工学部改組に伴い統合された学科と連結

した、博士前期課程のコースであった「機能材料工学コース」及び「環境制御システムコース」を担

当していた教員については専門性に基づいて、機能材料工学コース担当教員は電気電子物理工

学プログラム及び応用化学プログラム、「環境制御システムコース」を担当していた教員は、主とし

て、電気電子物理工学プログラム、応用化学プログラム、環境社会基盤国際プログラムの教育・研

究を担当することとなる。 

各専攻及び教育プログラムを担当する教員数は、表 22－27 のとおりである。 

本改組に伴い、情報工学プログラム及び機械科学プログラムでは実質的な学生定員増を実施

することになるが、教育の質を低下させないために、学長のリーダーシップの下、学内の教員ポスト

を再配置する予定である。 

 

 

 

 

 

 

 
図１０ 理工学研究科・理学部・工学部の連携関係 
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表 22 生命科学専攻 教員配置                                      

プログラム 教授 准教授 講師 助教 現員 

分子生物学プロ

グラム 

指導教員     5 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

指導教員     5 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

指導教員     1 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

指導教員     3 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

 

 
14 

生体制御学プロ
グラム 
 

指導教員     6 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

指導教員     3 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

指導教員     0 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

指導教員     3 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

 
 
12 

 

表 23 物質科学専攻 教員配置                                      

プログラム 教授 准教授 講師 助教 現員 

物理学プログラム 指導教員     3 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

指導教員     6 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

指導教員     0 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

指導教員     5 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

 

 
14 

基礎化学プログラ
ム 

指導教員     5 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

指導教員     3 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

指導教員     2 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

指導教員     4 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

 
 
14 

応用化学プログラ
ム 

指導教員     8 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

指導教員    11 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

指導教員     1 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

指導教員     6 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

 
 
26 

 

表 24 数理電子情報専攻 教員配置                                   

プログラム 教授 准教授 講師 助教 現員 

数学プログラム 指導教員     6 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

指導教員     3 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

指導教員     0 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

指導教員     4 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

 
 
13 

電気電子物理 
工学プログラム 

指導教員    11 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

指導教員    12 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

指導教員     0 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

指導教員     8 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

 
 
31 

情報工学プログラ
ム 

指導教員     6 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

指導教員     7 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

指導教員     0 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

指導教員     5 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 
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表 25 機械科学専攻 教員配置                                      

プログラム 教授 准教授 講師 助教 現員 

機械科学プログラ
ム 

指導教員    11 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

指導教員    10 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

指導教員     0 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

指導教員     4 名 

授業担当教員  1 名 

その他の教員  0 名 

 
 
26 

 

表 26 環境社会基盤専攻 教員配置                                   

プログラム 教授 准教授 講師 助教 現員 

環境社会基盤 
国際プログラム 

指導教員    11 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

指導教員     8 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

指導教員     0 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

指導教員     6 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

 
 
25 

 

なお、融合教育プログラムには、専任教員を配置していないが、環境社会基盤専攻担当の教授

をプログラム責任者（併任）として配置する。この他、融合教育プログラムを運営するために、併任

教員として、生命科学専攻より教授１名、物質科学専攻より教授２名、数理電子情報専攻より教授

２名の６名（プログラム責任者含む）が参画し、運営に責任を持つ。この他、生命科学専攻より准教

授１名、物質科学専攻より助教１名、環境社会基盤専攻より准教授２名及び助教１名が参画し、学

生指導を含めたプログラム運営に協力する。 この他、経済学部及び教育学部より、融合教育プロ

ー 設置の趣旨等-70 ー
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グラムでは、全ての専門教育プログラムから入学が可能であるため、当該プログラムに学生が進学

した場合には、指導教員が本プログラムの教育教員となり、本プログラムのカリキュラムに沿って学

生の指導を行う。 

 

表 27 融合教育プログラム 教員配置                                   

プログラム 教授 准教授 講師 助教 現員 

地球環境における科

学技術の応用と融合

プログラム 

指導教員     6 名 

授業担当教員  6 名 

その他の教員  0 名 

指導教員   3 名 

授業担当教員 3 名 

その他の教員  0 名 

指導教員     0 名 

授業担当教員  0 名 

その他の教員  0 名 

指導教員     2 名 

授業担当教員  2 名 

その他の教員  0 名 

 
 
11 

本プログラムにおいては、指導教員はいずれかの専門教育プログラムを兼務する教員となる。 

 

 

９ 施設・設備等の整備計画 

・教室等の施設設備 

理学部及び工学部を含む本理工学研究科の敷地面積は 60,261 m2、校舎床面積は 12,554 m2

超、校舎延べ床面積は 58,578 m2 である。講義室は、計 22 室あり、学部教育を含め稼働率は高い。

博士前期課程指導教員と授業担当教員 193 名には専任教員室が割り当てられ、教育・研究が進

められている。実際の教育・研究のための活動場所となる実験室・実習室・演習室は別途用意され

ている。理学部、工学部を含む施設概要を表 28 にまとめる。 

各建物にはフロアのロビー等にテーブルとイスを設置し、適宜、学生がくつろぐスペースを設け

ている。また、構内のオープンスペースにも適宜、イス等を配置して、研究活動等の合間にリラック

スできる環境を整備している。 

 

表 28 理工学研究科等の施設概要 

区分 内 訳 

（１）敷地 理学系 工学系 その他 計 

16,571 m2 43,690 m2 0 m2 60,261 m2 

（２）校舎 理学系 工学系 その他 計 

3,036 m2 

(16,426 m2） 

9,518 m2 

(42,152 m2） 

0 m2 

(      m2） 

12,554 m2 

(58,578 m2) 

（３）講義室 理学系 工学系 その他 計 

  8 室 14 室 0 室 22 室 

（４）専任教員研究室 理学系 工学系 その他 計 

 ６７ 室 126 室 0 室 193 室 

 

 理工学研究科の教育・研究活動を支援するための組織として、図書館、情報メディア基盤センタ

ー、科学分析支援センター、総合技術支援センターがある。 
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・図書館 

図書館は、教育に必要となる教科書、参考書等の和書・洋書の所蔵に加えて、大学院における

教育・研究活動において極めて重要となる学術論文誌の所蔵・閲覧等を行っている。近年では学

術論文誌の提供が冊子体から電子ジャーナルへ移行しており、その経費も年々高額となっている

が、図書館では長期契約などの手法により経費を節約しつつ、閲覧可能な論文数を維持するなど、

教育・研究活動をサポートしている。なお、購読している論文誌の継続・廃止、高額な図書資料の

購入などについては、毎年、申請や利用実績調査に基づいて、図書館会議で審議の上、購読の

可否を判断している。 

ホームページ： http://home.lib.saitama-u.ac.jp/ 

 

・情報メディア基盤センター 

情報メディア基盤センターは、併任のセンター長のもと、１名の専任教員と２名の兼任教員、２名

の専任職員により、全学的に不可欠な IT インフラを教育、研究、運営に供するための組織である。

主な業務としては、学内基幹ネットワーク の維持管理(光直収ネットワーク、無線 LAN システム 、

高速大容量（10Gbps）対外接続)、データセンターを活用した各種サービス (メールやウェブなど) 

と仮想化技術による学内クラウド、情報メディア教育用の PC 端末教室などの整備・運用を行い、ま

た、東京大学のスーパーコンピューター共同利用の支援も行っている。加えて、さらに高度な IT イ

ンフラ及びサービスに向けて、高度情報基盤技術や応用技術の研究を行っている。 

ホームページ： https://www.itc.saitama-u.ac.jp/ 

 

・科学分析支援センター 

 本学では、大型分析機器の効率的な運用を実現するため、それらの機器を科学分析支援センタ

ーに集約して一元管理している。本センターは、自然科学系教員の教育と研究を、あらゆる分野に

おいて強力にサポートする組織であり、物質の構造や性質の解析に必要な様々な高性能分析機

器を備え、併任のセンター長のもと、４名の専任教員と３名の技術職員（専任）が、機器の維持管理、

利用ガイダンス、機器の講習、依頼分析などを担当している。併せて、放射性同位元素を用いた

実験を行うアイソトープ実験施設、実験動物を飼養保管する飼育室の維持管理、液体窒素の供給

と設備の維持管理、薬品管理システムの維持管理、実験廃液の回収、学内排水の監視業務など、

多岐にわたる業務で理工学研究科の活動を支えている。 

【一元管理している主たる分析装置】 

核磁気共鳴装置、常磁性共鳴吸収装置、質量分析装置、X 線光電子分光分析装置、示差走査熱

量分析装置、示差熱・熱重量分析装置、走査型プローブ顕微鏡、高分解能走査型電子顕微鏡、

走査型分析電子顕微鏡、低真空走査型電子顕微鏡、透過型電子顕微鏡、共焦点レーザー顕微

鏡、zeta 電位・粒子径・分子量測定装置、粉末 X 線回折装置、高輝度二次元 X 線回折装置、多

機能粉末 X 線回折装置、蛍光 X 線分光分析装置、CCD 型単結晶 X 線回折装置、顕微レーザー

ラマン分光光度計、フーリエ変換赤外分光光度計、有機微量分析装置など 
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ホームページ： http://www.mlsrc.saitama-u.ac.jp/ 

 

・総合技術支援センター 

技術職員を束ねる全学組織である。併任のセンター長のもと、総括技術長と３名の技術長により、

本学のあらゆる技術的支援を行っている。具体的には、情報基盤整備、科学分析支援、機械工作

支援、電子工作支援、ガラス器具・装置の工作支援、安全管理関連業務などにより、学生及び教

員の教育・研究活動の協力・支援を行っている。 

ホームページ： http://www.tsd.saitama-u.ac.jp/ 

 

・オープンイノベーションセンター 

産学官連携におけるリエゾンオフィスとしての機能を持ち、産学官連携推進部門及び知的財産

部門からなる。知的財産の活用、学外からの技術相談、技術移転、共同研究の実施支援、外部機

関との連携によるプロジェクト推進など、理工学研究科の教育・研究をサポートしている。本センタ

ーでは研究活動面のサポートだけでなく、実務家としての経験を有する専任教員、弁理士・技術士

などの国家資格を有する専門家及び産業界における豊富な経験を有するコーディネーターが、工

学部及び本研究科において多数の講義を担当している。なお、特に本改組で導入する特別教育

プログラム（A）「6 年一貫型イノベーション人材育成プログラム」においては、知財関連の知識や経

営マインドを持った技術者を育成するための重要な講義を担当することで、理工学研究科の人材

育成にも大きく貢献している。 

ホームページ： http://www.saitama-u.ac.jp/coalition/coic/coic_about/ 

 

１０ 管理運営 

本学では、大学・学部の計画及び運営に関する事項を協議するための機関である全学運営会

議があり、理工学研究科に関連した教員代表として、理工学研究科長、理学部長、工学部長が出

席して協議に参加している。また、大学の教育研究に関する重要事項を審議するための機関とし

て教育研究評議会があり、理工学研究科に関連した教員代表として、理工学研究科長、理学部長、

工学部長、教授１名（評議員）が出席して審議に参加している。なお、全学運営会議および教育研

究協議会は少なくとも月１回開催されている。 

本研究科には理工学研究科教授会が設置されており、研究科長、副研究科長、副研究部長、

教育部長、副教育部長および研究科の専任の教授で構成されている。理工学研究科教授会では、

学長が(1)大学院学生の入学及び課程の修了に関する事項、(2)学位の授与に関する事項、(3)そ

の他教育研究に関する重要な事項等について決定を行うための意見を述べる。また、学長及び研

究科長がつかさどる教育研究に関する事項について審議し、及び学長等の求めに応じ、意見を述

べる。 

本研究科では、教授会と同等の機能を持つ代議員会を設置し、大学からの審議事項や教育・

研究現場において発生する諸問題へ迅速に対応している。なお、現在はコース制で運営している
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こともあり、研究科長、副研究科長、副研究部長、教育部長、副教育部長に各コース長を加えたメ

ンバーで構成されている。改組後は、コース制からプログラム制に移行するが、各プログラムにプロ

グラム長を置き、これまで同様に管理・運営に関する業務を行う。 

この他、理工学研究科、理学部、工学部の管理・運営や教育・研究に関連した企画・立案を行う

組織として、公式ではないが、研究科長、理学部長、工学部長、評議員、理学部副学部長、工学

部副学部長及び事務組織である理工学研究科支援室事務長、事務長代理、理工研係、理学部

係、工学部係の各係長からなる、理工学研究科科長室会議を組織し、教員と職員が情報共有・連

携しながら、教育・研究活動における諸問題について、迅速かつ適切に対応している。 

理工学研究科の管理運営体制を図１１に示す。 

この他、本研究科では研究活動に関して安全管理を行う体制として、理工学研究科安全衛生委

員会を設置し、月１回の会議を通して、教職員、学生の健康管理と安全管理を行っている。理工学

研究科安全衛生委員会には、総合技術支援センターに所属する技術職員も参画し、安全管理の

技術的側面、具体的には、法改正等に伴う安全ガイドラインの改訂、学生向け「安全の手引き」の

改訂、リスクアセスメント等、自主管理のための規則等の策定をサポートしている。 

 

１１ 自己点検・評価 

本学では中期計画に沿った教育、研究、管理運営に関する取り組みを実施しており、本研究科

でも中期目標・計画に沿った活動を行っている。本学では、活動状況の自己点検・評価として、年

度中及び年度末にそれぞれ中間評価及び年度末評価を実施しており、本研究科においても、大

学の方針に沿って自己点検・評価結果を実施して提出している。目標が未達成の場合には、その

 
 
図１１ 理工系部局（理工学研究科、理学部、工学部）の管理運営体制 

事務長

工学部係長理学部係長理工研係長

事務長代理

科長室会議

研究科長

理学部長 評議員

副学部長副学部長

工学部長

・理学部運営会議
・代議員会

・工学部運営会議
・代議員会

理学部教授会
（講師以上）

工学部教授会
（講師以上）

連携

・代議員会

理工学研究科教授会
（教授）
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理由と改善策の提出が求められる。全ての部局の自己点検・評価結果は、教育研究評議会で審

議・承認の上、公表される。 

 

１２ 情報の公表 

本学では、ステークホルダーに対する教育・研究に関する活動状況を適切に公開している。例

えば、教育情報として、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）、教育研究上の目的、

入学者受け入れの方針、教育課程編成の方針（カリキュラム・ポリシー）、入学者受け入れの方針

（アドミッション・ポリシー）等を大学ホームページで公開している。 

http://edu-info.saitama-u.ac.jp/ 

また、電子シラバスについても、ホームページ上で公開している。 

http://syllabus.saitama-u.ac.jp/portal/public/syllabus/ 

その他、教育、研究、運営に関する情報をホームページ上で公開している。 

http://www.saitama-u.ac.jp/guide/index.html 

 

 本研究科の取り組みとしては、令和２年度に日本語及び英語版のホームページを整備し、情報

発信に向けた整備を行った。 

http://www.saitama-u.ac.jp/rikogaku/ 

 

特に本研究科では教育と研究のグローバル化を目指しており、英語版ホームページのリニュー

アルにより、海外からの学生確保にも繋がることを期待している。現実にホームページ開設以来、

海外からの留学希望の問い合わせも増えており、研究成果等の情報公開も進める。 

 

１３ 教育内容等の改善のための組織的な研修等 

 教育に関する大学の審議機関としては、教育研究評議会がある。委員は、学長、理事、副学長、

部局長等であり、この組織では学年暦の決定、入試、カリキュラムなど、教育研究に関する重要事

項について審議、決定する。 

この他、特筆すべき点として、教育改革や教育に関する諸問題に対して迅速に対応を行うため

に、令和２年度より教育担当理事・副学長の元に教育企画プロジェクトチームを編成した。このチ

ームには、教育担当理事と各部局等が参画し、教育に関する諸問題に対して迅速かつ適切に対

応することが可能となった。特に令和２年度は COVID-19 の流行により、遠隔授業の実施とそれに

伴う時間割の再編成、設備対応など、困難な問題が多数発生したが、本プロジェクトチームでの議

論により、大きなトラブルなく教育活動を実行できた。 

次に、理工学研究科の教育課程の管理・運営については、教育部長（評議員）が主宰する教育

企画委員会で行う。教育企画委員会には、教育部長、副教育部長として理学部及び工学部の副

学部長、各コースの教育担当委員（今後は各プログラムの教育担当委員）、理工研係職員が参画

し、時間割作成、開講科目の見直し、単位認定に関する諸問題を審議、決定する。 
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 組織的な研修としては、全学の取り組みとして、教育方法、ハラスメント、ダイバーシティ等の取り

組みに精通した学内外の講師による FD・SD 研究会を毎年開催している。また、理・工系教員が参

加可能な FD 活動に関連したシンポジウムを毎年開催し、外部講師による講義や学生による授業

評価において高い評価を受けた教員によるワンポイントアドバイスなど、教員のスキルアップに繋が

る取り組みを行っている。 

これら一連の管理運営体制を図１２に示す。 

  

また、教育部長は、大学院アドミッション委員会を組織し、各コース委員（各プログラム委員）、理

工研係職員と協力して入試関連の諸問題を審議、決定する。 

  

 授業等の改善については、半期毎に受講学生による授業評価アンケートを実施しており、その結

果を教員にフィードバックすることで授業の改善等に役立てている。また、修了時には学生に教育

内容、設備等を含めた総合的なアンケートを実施し、研究科全般の活動に関して、学生目線に立

った改善を行っている。 

 

 

 
図１２ 教育に関する運営組織及び連携 
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○国立大学法人埼玉大学におけるヒトを対象とする

研究に関する倫理規則

平成22年９月30日
規 則 第 4 8 号

平成24. 9.25 24規則34 平成26. 9.25 26規則8改正
平成27. 2.19 26規則46 平成27. 3.20 26規則127
平成28. 3.25 27規則79 平成28. 9.29 28規則9
平成29. 3.28 28規則37 平成29. 5.24 29規則5

（趣旨）

この規則は、ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針（平成16年文第１条

部科学省・厚生労働省・経済産業省告示第１号）及び人を対象とする医学系研究

に関する倫理指針（平成26年文部科学省・厚生労働省告示第３号）（ 以下「各

倫理指針」という。）に基づき、国立大学法人埼玉大学（ 以下「本学」とい

う。）において実施するヒトを対象とする研究に関し必要な事項を定め、もって

研究の適正な実施を図ることを目的とする。

２ 研究の計画及び実施については、各倫理指針に定めるもののほか、この規則の

定めるところによる。

（定義）

この規則において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めると第２条

ころによる。

(1) 「研究責任者」とは、研究の有用性及び限界並びに生命倫理について十分な

知識を有する者であって、研究を遂行するとともに、研究に係る業務を統括す

る者をいう。

(2) 「研究担当者」とは、研究に係る業務の内容に応じて必要な知識と技能を持

つ者であって、研究責任者の指示又は委託に従って、研究を実施する者をいう。

(3) 「部局」とは、研究を計画し、実施しようとする教育学部、人文社会科学研

究科、理工学研究科、教育機構、研究機構、情報メディア基盤センター及び国

際本部をいう。

(4) 「部局長」とは、前号に規定する部局の長をいう。

２ 前項に定めるもののほか、用語の意義は、各倫理指針の定めるところによる。

（適用範囲）

この規則は、本学において実施するヒトを対象とする研究に適用する。た第３条

だし、第14条の規定は、ヒトゲノム・遺伝子解析研究に限り適用する。

（学長の責務）

学長は、各倫理指針及びこの規則に定めるところにより、本学において行第４条

う研究の実施に関し統括するものとする。

（委員会の設置）

【資料１】
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本学に、国立大学法人埼玉大学におけるヒトを対象とする研究に関する倫第５条

理委員会（以下「委員会」という。）を置く。

（委員会の任務）

委員会は、次に掲げる事項について審議又は調査し、学長に報告するとと第６条

もに、必要に応じ、助言又は意見を具申する。

(1) 研究計画の実施の適否等について、科学的及び倫理的な観点から審査するこ

と

(2) その他ヒトを対象とする研究に関する倫理等の適正な実施のために必要な事

項に関すること

（委員会の構成）

委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。第７条

(1) 保健センター長

(2) 人文・社会科学分野の教授又は准教授 １人

(3) 関連する分野を含む自然科学分野の教授又は准教授 ３人

(4) 学外の学識経験者 １人

(5) 学外の倫理・法律を含む人文・社会科学分野の有識者 １人

(6) その他学長が必要と認める者

２ 前項の委員は、学長が任命する。

３ 第１項に掲げる委員は、男女両性により組織しなければならない。

４ 第１項第１号から第５号までに掲げる委員が、審査対象となる研究の研究責任

者及び研究担当者となった場合は、その審議、採決及び審査に加わることができ

ない。

（任期）

前条第１項第２号から第５号までに掲げる委員の任期は、２年とし、再任第８条

を妨げない。ただし、欠員により補充された委員の任期は、前任者の残任期間と

する。

２ 前条第１項第６号に掲げる委員の任期は、その都度定める。

（委員長及び副委員長）

委員会に委員長を置き、委員の互選によってこれを定める。第９条

２ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。

３ 委員会に副委員長を置き、委員長の指名する委員をもって充てる。

４ 副委員長は、委員長を助け、委員長に事故あるときは、その職務を代行する。

（迅速審査手続）

委員長は、次の各号のいずれかに該当する審査については、委員長があ第１０条

らかじめ指名した委員に当該審査を委ねることができる。
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(1) 既に委員会において承認された研究計画の軽微な変更の審査

(2) 既に委員会において承認されている研究計画に準じて類型化された研究計画

の審査

(3) 共同研究であって、既に主たる研究機関において委員会の承認を受けた研究

計画を分担研究機関として実施しようとする場合の研究計画の審査

２ 前項に規定する審査を行った委員は、審査結果を書面により委員長に報告する。

報告を受けた委員長はすべての委員に報告内容を通知しなければならない。

３ 前項に規定する報告に異議がある委員は、理由を付した書面により委員会にお

ける審査を委員長に申し出ることができる。

４ 委員長は、前項に規定する申し出を受けたときは、速やかに委員会を招集し、

当該事項の審査を行うものとする。

（意見の聴取等）

委員会が必要と認めたときは、研究責任者の出席を求めて研究計画の説第１１条

明及び意見を聴くことができる。

（会議）

委員会は、男女両性で構成された５名以上の委員が出席し、かつ、第７第１２条

条第１項第４号及び第５号に掲げる委員が出席しなければ会議を開くことができ

ない。

２ 委員会の議決は、出席委員全員の合意を原則とする。

（遵守事項）

委員会の委員及び研究に携わる者は、職務上知ることのできた個人情報第１３条

を正当な理由なく漏らしてはならない。また、委員を辞した後又は研究終了後及

び中止後においても、同様とする。

（個人情報の管理等）

学長は、研究において、個人情報を取り扱う場合は、個人情報の保護を第１４条

図るため個人情報管理者を置くものとする。なお、必要に応じて、分担管理者を

置くことができる。

２ 個人情報管理者及び分担管理者は、学長が指名する。

（研究の申請及び可否の決定）

研究責任者は、研究計画書（別紙様式１）により、研究責任者が所属す第１５条

る部局長の確認を受け、学長に申請する。

２ 研究責任者は、承認を受けた研究計画を変更しようとするときは、研究計画変

更承認申請書（別紙様式２）により、研究責任者が所属する部局長の確認を受け、

学長に申請する。

３ 学長は、研究計画書又は研究計画変更承認申請書を受理したときは、速やかに
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委員会にその審査を付議する。

４ 学長は、申請のあった研究について、委員会の審議を経て、研究実施の可否を

決定するものとする。

（審査結果通知）

学長は、第15条第４項に規定する決定を行ったときは、審査結果通知書第１６条

（別紙様式３）により、速やかに当該部局長を経由して研究責任者に通知するも

のとする。

（研究責任者の責務）

研究責任者は、第15条第１項に規定する研究計画書の作成に当たっては、第１７条

提供者等に予想される影響等を踏まえて、研究の必要性、提供者等の不利益を防

止するための研究方法等を十分考慮しなければならない。また、同条第２項の規

定により、承認を受けた研究計画を変更しようとする場合においても同様とする。

２ 研究責任者は、許可された研究計画に基づき、研究担当者が適正に研究を実施

するよう監督しなければならない。

３ 研究責任者は、原則として、匿名化された試料等又は遺伝情報を用いて、研究

を実施するものとする。また、研究の業務の一部を委託する場合においても同様

とする。

４ 研究責任者は、匿名化されていない試料等又は遺伝情報を原則として、外部の

機関に提供することができない。

５ 研究責任者は、提供者等の求めに応じて、研究の進捗状況及び研究結果を分か

りやすく説明し、又は公表しなければならない。ただし、提供者等の人権の保障

及び知的財産権の保護のため、必要と認められる場合には、この限りでない。

（インフォームド・コンセント）

研究責任者は、研究を実施する場合は、提供者に事前に十分な説明を行第１８条

い、提供者の自由意思に基づき、原則として文書による同意を得て、試料等の提

供を受けなければならない。

２ 研究責任者は、提供者から前項の同意を得ることが困難な場合であって、研究

の重要性が高く、かつ、提供者からの試料等の提供を受けなければ研究が成り立

たないと委員会が認め、学長が許可した場合に限り、提供者の代諾者等から同意

を受けることができる。

３ 研究責任者は、委員会の承認を受けて学長が許可した研究において、他の研究

機関から試料等又は遺伝情報の提供を受ける場合は、当該試料又は遺伝情報に関

するインフォームド・コンセントの内容を当該他の研究機関からの文書等によっ

て確認のうえ、提供に係る記録を作成し、保管しなければならない。

（試料等の保存及び廃棄）
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研究責任者は、試料等を保存する場合は、提供者又は代諾者等の同意事第１９条

項を遵守し、研究計画書に記載された方法に従い実施しなければならない。

２ 研究責任者は、試料等の保存期間が研究計画書に記載された期間を過ぎた場合

は、提供者又は代諾者等の同意事項を遵守し、匿名化して廃棄しなければならな

い。

３ 研究責任者は、提供者又は代諾者等からインフォームド・コンセントの撤回が

あった場合は、原則として提供者に係る試料等及び研究結果を匿名化して廃棄す

るものとする。

４ 研究責任者は、保存期間が定められていない試料等を保存する場合には、研究

計画の終了後遅滞なく、学長に対して、次に掲げる事項について報告しなければ

ならない。また、これらの内容に変更が生じた場合も同様とする。

(1) 試料等の名称

(2) 試料等の保管場所

(3) 試料等の管理責任者

(4) 被験者等から得た同意の内容

（研究の終了又は中止の報告）

研究責任者は、研究を終了し、又は中止したときは、研究（終了・中第２０条

止）報告書（別紙様式４）を作成し、速やかに所属部局長の確認を受け、学長に

報告しなければならない。

２ 研究責任者は、研究が終了したときは、研究計画書に記載された方法に従い研

究結果を公表しなければならない。

（外部の研究機関等への試料等の提供）

研究責任者は、委員会の承認を受けて学長が許可した研究で得られた試第２１条

料等を、外部の研究機関に提供する場合は、原則として試料等を匿名化しなけれ

ばならない。ただし、提供者等が匿名化を行わずに当該研究機関に提供されるこ

とに同意しており、かつ、許可された研究計画においても、匿名化を行わずに当

該研究機関に提供することが認められている場合は、この限りではない。

２ 前項の場合において、研究責任者は、提供に関する記録を作成し、保 管しな

ければならない。

（教育・研修）

学長、研究責任者、研究担当者、委員会委員及びその事務に従事する者第２２条

は、ヒトを対象とする研究に関する倫理並びに当該研究の実施に必要な知識及び

技術に関する教育・研修を受けなければならない。

（情報の公開）

本学におけるヒトを対象とする研究に関する規則等、委員会の開催状況第２３条
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及び審査の概要等に関する情報については、毎年１回程度公表するものとする。

（事務）

委員会の事務は、研究協力部研究推進課において処理する。第２４条

（補則）

この規則に定めるもののほか、ヒトを対象とする研究の実施に関し必要第２５条

な事項は、学長が別に定める。

附 則

この規則は、平成22年10月１日から施行する。

（平成24. 9.25 24規則34）附 則

この規則は、平成24年９月25日から施行し、平成24年４月１日から適用する。

（平成26. 9.25 26規則8）附 則

１ この規則は、平成26年９月25日から施行する。

２ この規則施行の際、第７条第１項第２号から第５号の規定に基づき、現に任命

されている委員の任期は、第８条第１項の規定にかかわらず、平成27年３月31日

までとする。

（平成27. 2.19 26規則46）附 則

この規則は、平成27年４月１日から施行する。

（平成27. 3.20 26規則127）附 則

この規則は、平成27年４月１日から施行する。

（平成28. 3.25 27規則79）附 則

この規則は、平成28年４月１日から施行する。

（平成28. 9.29 28規則9）附 則

この規則は、平成28年９月29日から施行する。

（平成29. 3.28 28規則37）附 則

この規則は、平成29年４月１日から施行する。

（平成29. 5.24 29規則5）附 則

この規則は、平成29年５月30日から施行する。
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（別紙様式１） 

受付番号          

                                年  月  日 

研究計画書 

埼玉大学長 殿 

  研究責任者 

  所 属        

  職 名        

  氏 名            

下記の研究計画について、国立大学法人埼玉大学におけるヒトを対象とする研究に関する倫理規則第

１５条第１項の規定に基づき申請しますので、承認願います。 

記 

１ 新規･変更の別 新規 ・ 変更 

２ 課題名  

３ 研究予定期間 審査結果通知書交付日 ～     年  月  日 

４ 研究担当者 

（他機関の共同研

究者等がいる場合

は記載） 

・埼玉大学教職員・学生等 

［所属・職名］           ［氏名］ 

・共同研究者等 

［所属・職名］           ［氏名］ 

５ 研究実施場所 

（他機関で研究が

行われる場合は、他

機関の倫理委員会

の有無と審査結果

等について記載） 

・埼玉大学構内 

［名称］ 

・他機関の施設等 

［名称］ 

［所在地］ 

［倫理委員会］ 有／ 無 

［審査結果等］ 承認済／ 審査中／ 申請予定／ 申請不要 

（備考欄に理由を記載） 

（備考：                   ） 
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６ 研究の概要 

［研究の目的、方法、期待される効果等］（簡潔に記載） 

研究の分類 

ヒトゲノム･遺伝子解析研究（注１） 

人を対象とする医学系研究 （注２） 

人を対象とするその他研究 

個人情報の取扱い 

無 有 →  取扱う項目を下記に簡潔に記載 

（要配慮個人情報（注３）には下線を引くこと） 

人体から採取され

た試料等の使用 

無 有 →  内容を下記に簡潔に記載 

既存試料・情報等の

使用の有無 

無 外部からの提供 

有／ 無 有 →  内容を下記に簡潔に記載 

（外部からの提供を受ける場合は、提供元、取得の経緯、同意の取得状況、匿名

化の有無を記載すること） 

侵襲性（注４） 無 
侵襲    → 負担の種類 

身体的負担／ 精神的負担 軽微な侵襲 → 

介入の有無（注５） 無 有 

７ 研究対象者につ

いて 

［年齢層、性別、想定人数等］ 

［募集方法］（研究対象者から除外する基準がある場合は明記すること） 

［謝礼･交通費等の有無］ 

未成年者 無 有  →  代諾者 有／ 無 

十分な判断力･意識 有 無  →  代諾者 有／ 無 

［代諾者の設定基準］（代諾者が必要な場合は記載） 

疾病・障害 無 有  →  下記に配慮方法等を記載 

［疾病・障害を持つ研究対象者への配慮方法］ 
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８ 研究対象者への

説明方法及び同意

の取得方法 

（研究参加の任意

性等、説明･同意内

容を具体的に記載）

９ 実験等の実施手

順 

（箇条書きで具体

的に記載） 

１０ 成果の公表方

法 

（個人情報への配

慮方法も記載） 

１１ 個人情報及び

実験データ等の保

護方法（他機関に試

料・情報の提供を行

う場合は、提供先、

試料・情報の項目に

ついても記載） 

実験データ等の匿名

化（注６） 

匿名化して保管 → 対応表の作成 有／ 無 

非識別加工情報（注７）を作成して保管 

その他（          ） 

廃棄方法 

学内規則等に基づき、一定期間保管した後、匿名化して

廃棄 

その他（          ） 

他機関等への提供方

法（該当する場合） 

対応表は提供せず、匿名化して提供 

非識別加工情報として提供 

その他（          ） 

［具体的な匿名化の方法・実験データ等の保管･廃棄方法・提供内容や保存期間等］

１２ 研究等によっ

て生じうる不利益

及び危険性、人権擁

護の手法 

（それぞれの事案

への対策方法や、研

究を中止する場合

の基準等を具体的

に記載） 

１３ 添付資料 

研究対象者への説明文書 同意書 その他（          ） 

［添付しない場合の理由等］ 
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１４ 主な研究資金
運営費 科研費（種別：          代表者名：       ） 

その他（               ） 

１５ その他実施上

の留意点 

※部局長確認日      年  月  日          

※１ 所属する部局長の確認を受け、そのことが分かる資料を添付すること。 

※２ 記入欄が不足する場合には、適宜ページを増やしてください。 
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補足説明（提出時は以下を削除願います） 

（注１）ヒトゲノム･遺伝子解析研究 

提供者の個体を形成する細胞に共通して存在し、その子孫に受け継がれ得るヒトゲノム及び遺伝

子の構造又は機能を、試料・情報を用いて明らかにしようとする研究をいう。本研究に用いる試料・

情報の提供又は収集・分譲が行われる場合も含まれる。 

詳細は『ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針』及び『同Q&A』を参照のこと。 

参考URL：http://www.lifescience.mext.go.jp/bioethics/hito_genom.html 

（注２）人を対象とする医学系研究 

人（試料・情報を含む。）を対象として、傷病の成因（健康に関する様々な事象の頻度及び分布並

びにそれらに影響を与える要因を含む。）及び病態の理解並びに傷病の予防方法並びに医療における

診断方法及び治療方法の改善又は有効性の検証を通じて、国民の健康の保持増進又は患者の傷病か

らの回復若しくは生活の質の向上に資する知識を得ることを目的として実施される活動をいう。 

詳細は『人を対象とする医学系研究に関する倫理指針』及び『同ガイダンス』を参照のこと。 

参考URL：http://www.lifescience.mext.go.jp/bioethics/ekigaku.html 

（注３）要配慮個人情報 

   本人の人種、信条、社会的身分、病歴、犯罪の経歴、犯罪により害を被った事実その他本人に対

する不当な差別、偏見その他不利益が生じないようにその取扱いに特に配慮を要する記述等が含ま

れる個人情報をいう。 

詳細は『人を対象とする医学系研究に関する倫理指針』及び『同ガイダンス』を参照のこと。 

参考URL：http://www.lifescience.mext.go.jp/bioethics/ekigaku.html 

（注４）侵襲性 

侵襲とは、研究目的で行われる、穿刺、切開、薬物投与、放射線照射、心的外傷に触れる質問等

によって、研究対象者の身体又は精神に傷害又は負担が生じることをいう。 

侵襲のうち、研究対象者の身体及び精神に生じる傷害及び負担が小さいものを「軽微な侵襲」とい

う。 

判断例 侵襲性の有無 

研究目的でない診療で採取された血液、体液、組織、細胞、分娩後の

胎盤・臍帯等を既存試料・情報として用いる場合 
侵襲ではない 

研究目的でない診療において穿刺、切開、採血量等を研究目的で増や

した際、追加的に生じる傷害や負担が相対的にわずかである場合 
軽微な侵襲 

一般健康診断で行われる採血や胸部単純Ｘ線撮影等と同程度の内容

を、研究目的のみで実施する場合 
軽微な侵襲 

質問票による調査で、研究対象者に精神的苦痛等が生じる内容を含む

ことをあらかじめ明示して、研究対象者が匿名で回答又は回答を拒否

することができる等、十分な配慮がなされている場合 

軽微な侵襲 

自然排泄される尿・便・喀痰、唾液・汗等の分泌物、抜け落ちた毛髪・

体毛を研究目的で採取する場合や、表面筋電図や心電図の測定、超音

波画像の撮像などを研究目的で行う場合（ただし、長時間に及ぶ行動

の制約等によって過度な負担が生じるものを除く） 

侵襲ではない 

研究目的で研究対象者にある種の運動負荷を加える際に、生じる身体

的な恒常性の変化（呼吸や心拍数の増加、発汗等）が適切な休息や補

水等により短時間で緩解する場合や、文部科学省の実施する体力・運

動能力調査（新体力テスト）と同程度（対象者の年齢・状態、行われ

る頻度等を含む。）の実施内容の場合 

侵襲ではない 
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詳細は『人を対象とする医学系研究に関する倫理指針』及び『同ガイダンス』を参照のこと。 

参考URL：http://www.lifescience.mext.go.jp/bioethics/ekigaku.html 

（注５）介入 

研究目的で、人の健康に関する様々な事象に影響を与える要因（健康の保持増進につながる行動

及び医療における傷病の予防、診断又は治療のための投薬、検査等を含む。）の有無又は程度を制御

する行為（通常の診療を超える医療行為であって、研究目的で実施するものを含む。）をいう。 

判断例 介入の有無 

健康に影響を与えると考えられる日常生活の行動（適度な運動や睡眠、

バランスの取れた食事、禁煙等）について、群間比較を行うために研

究計画書に基づいて作為又は無作為の割付けにより要因の有無又は程

度を制御する場合 

介入に該当する 

研究目的でない診療で従前受けている治療方法を、研究目的で一定期

間継続することとして、他の治療方法の選択を制約するような場合 
介入に該当する 

研究目的で、診断及び治療のための投薬、検査等の有無及び程度を制

御することなく、その転帰や予後等の診療情報を収集する場合 

介入に該当しな

い 

詳細は『人を対象とする医学系研究に関する倫理指針』及び『同ガイダンス』を参照のこと。 

参考URL：http://www.lifescience.mext.go.jp/bioethics/ekigaku.html 

（注６）匿名化 

   特定の個人（死者を含む。以下同じ。）を識別することができることとなる記述等（個人識別符号

を含む）の全部又は一部を削除すること（当該記述等の全部又は一部を当該個人との関わりのない

記述等に置き換えることを含む。）をいう。 

詳細は『人を対象とする医学系研究に関する倫理指針』及び『同ガイダンス』を参照のこと。 

参考URL：http://www.lifescience.mext.go.jp/bioethics/ekigaku.html 

（注７）非識別加工情報 

   個人情報（独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律（平成15年法律第59号）の規

定により非識別加工情報に係る加工の対象とされている個人情報に限る）に含まれる記述等の一部

を削除する等の措置を講じて特定の個人を識別することができないように個人情報を加工して得ら

れる個人に関する情報であって、当該個人情報を復元することができないようにしたもの。 

詳細は『人を対象とする医学系研究に関する倫理指針』及び『同ガイダンス』を参照のこと。 

参考URL：http://www.lifescience.mext.go.jp/bioethics/ekigaku.html 
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（別紙様式２） 

   年  月  日 

研究計画変更承認申請書

 埼玉大学長 殿 

研究責任者 

所属 

職名 

氏名               

下記の研究計画について、国立大学法人埼玉大学におけるヒトを対象とする研究に関す

る倫理規則第１５条第２項の規定に基づき変更申請しますので、承認願います。 

記

１ 課 題 名                   承認番号（        ） 

２ 変更理由 

３ 変更内容（添付資料は、変更箇所が分かるように朱書きで加筆修正してください。） 

  以下、添付資料のとおり変更します。 

  □ 研究計画書（別紙様式１） 

  □ 研究対象者への説明文書 

□ 同意書 

  □ その他（                    ） 

４ 現在までの研究の進捗状況 

５ その他参考となる事項 

※部局長確認日      年  月   日     

注１ 所属する部局長の確認を受け、そのことが分かる資料を添付すること。

２ 記入欄が不足する場合には、適宜ページを増やしてください。 
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（別紙様式３） 

審 査 結 果 通 知 書 

   年  月  日  

申請者        殿 

                           埼 玉 大 学 長 

  印  

承認番号    

  課 題 名                               

 さきに申請のあった上記課題の審査結果を国立大学法人埼玉大学におけるヒトを対象と

する研究に関する倫理規則第１６条の規定に基づき下記のとおり通知します。 

記 

判定 非該当    承認    条件付承認    変更の勧告    不承認 

理由

又は

勧告 
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（別紙様式４）

                      年  月  日 

研究（終了・中止）報告書

 埼玉大学長 殿 

研究責任者                     

所 属                     

職 名                     

氏 名                     

 年 月 日付けで承認のあった下記研究課題について、   年 月 日をもっ

て終了・中止しましたので、国立大学法人埼玉大学におけるヒトを対象とする研究に関す

る倫理規則第２０条の規定に基づき報告します。 

記 

１ 課 題 名                承認番号（         ）

２ 中止の理由（終了の場合は記入不要）  

３ 提供された試料等の数 

４ 外部の機関への試料等又は遺伝子情報の提供数及び提供理由 

５ 研究が実施された試料等の数 

６ 研究成果の概要（発表の有無等を含む。） 

７ 試料等の廃棄方法 

８ その他参考となる事項 

※部局長確認日      年  月  日        

注１ 所属する部局長の確認を受け、そのことが分かる資料を添付すること。 

２ 記入欄が不足する場合には、適宜ページを増やしてください。 
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インターンシップ受入れ企業リスト 【資料２】

実施機関 所在地 受入人数

1 株式会社フコク 群馬県邑楽郡千代田町 5

2 キリンホールディングス株式会社 東京都中野区 1

3 東日本電信電話株式会社 東京都新宿区 1

4 NTTアドバンステクノロジー株式会社 神奈川県川崎市幸区 1

5 東芝三菱電機産業システム株式会社 東京都府中市 1

6 日本製鉄株式会社 東京都千代田区 1

7 日本工営株式会社 東京都千代田区 5

8 JR東日本東京支社 東京都北区 1

9 サンコーコンサルタント株式会社 東京都江東区 1

10 パシフィックコンサルタンツ株式会社 東京都千代田区 3

11 川田工業株式会社 東京都北区 1

12 八千代エンジニヤリング株式会社 東京都台東区 1

13 戸田建設株式会社 埼玉県所沢市 2

14 ジェイアール東海コンサルタンツ株式会社 東京都港区 1

15 独立行政法人水資源機構 埼玉県さいたま市桜区 2

16 株式会社建設技術研究所 東京都中央区 2

17 中央コンサルタンツ株式会社 東京都新宿区 2

18 東日本高速道路株式会社 神奈川県横浜市神奈川区 1

19 アイオン株式会社 茨城県古河市 1

20 極東興和株式会社 東京都北区 1

21 セントラルコンサルタント株式会社 東京都中央区 2

22 中日本高速道路株式会社（東京支社） 東京都港区 5

23 川田工業株式会社 東京都北区 1

24 清水建設株式会社 東京都中央区 1

25 日東電工株式会社 東京都新宿区 1

26 株式会社クレハ 東京都中央区 1

27 DIC株式会社 東京都中央区 1

28 JXTGエネルギー株式会社 神奈川県横浜市中区 1

29 株式会社長大 東京都中央区 1

30 大成建設株式会社 東京都新宿区 1

31 株式会社ジェイアール総研エンジニアリング 東京都国立市 1

32 株式会社NJS 東京都港区 1

33 株式会社東京設計事務所 東京都千代田区 1

34 鉄建建設株式会社 千葉県千葉市中央区 1

35 東京ガス株式会社 東京都港区 1

36 東急建設株式会社 東京都渋谷区 1

37 JR東日本研究開発センター 埼玉県さいたま市北区 1

38 株式会社コモンウェルスエンジニアーズ 東京都新宿区 1

39 セイコーエプソン株式会社 長野県諏訪市 1

40 株式会社フジクラ佐倉事業所 千葉県佐倉氏 1

41 コスモ石油株式会社中央研究所 埼玉県幸手市 1

42 株式会社リニカル 東京都港区 1

43 コニカミノルタ株式会社 東京都八王子市 1

44 花王株式会社 東京都墨田区 1

45 株式会社ニコン 東京都港区 1

46 レイズネクスト株式会社 神奈川県横浜市磯子区 1

47 大日本印刷株式会社 東京都新宿区 1

48 住友化学株式会社 愛媛県新居浜市 1

49 JNC石油化学株式会社 千葉県市原市 1

50 日立GEニュークリア・エナジー株式会社 茨城県日立市 1

51 信越化学工業株式会社直江津工場 新潟県上越市頸城区 1

52 TANAKAホールディングス株式会社 東京都千代田区 2

53 日清紡ブレーキ株式会社館林事業所 群馬県邑楽郡邑楽町 1

54 新日本無線株式会社川越製作所 埼玉県ふじみ野市 1
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学生の確保の見通し等を記載した書類 
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１．学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

１－１ 学生の確保の見通し 

１－１－１ 定員充足の見込み 

（１） 入学定員設定の考え方 

 改組後の本研究科博士前期課程は、５専攻とする。また、５専攻には 10 の専門教育プログラムと

専攻共通となる１つの融合教育プログラムとする。【資料１】 

 まず、理工系人材としての企業ニーズと各専攻および教育プログラムとの関係を表１に示す。ここ

でいう企業ニーズとは、経済産業省が平成 30 年度に報告した企業アンケート*1 において、企業側

担当者が５年後に技術者が不足すると予想した分野を指す。 

 表１で示すとおり、社会的ニーズの高い産業分野としては「①機械工学・ロボット・メカトロニクス・

自動車工学」であり、これは本研究科「機械科学専攻」の教育・研究分野と一致する。 

*1「理工系人材需給状況に関する調査結果概要」、平成 30 年 4 月 20 日、経済産業省 

 産業技術環境局、大学連携推進室 

表１ 社会的ニーズの高い産業分野と各専攻およびプログラムとの関係 

専攻および 

プログラム(PG) 
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 

①機械工学・ロボット・メカトロニクス・自動車工学、②電力・アナログ・デジタル回路・計測・制御・システム工学、③

通信・ネットワーク・セキュリティ、④ハード・ソフト・プログラム系、⑤土木工学・都市計画系、⑥人工知能・機械学

習・画像処理、⑦有機化学・無機化学・金属・セラミック・物性物理、⑧化学工学・プロセス工学、⑨分子生物学・細

胞生物学・発生・生化学・植物科学 

企業ニーズ （％） 19.1 12.1 5.8 5.7 6.3 4.3 3.5 1.3 0.8 

生命科学専攻          

分子生物学 PG         ◎ 

生体制御学 PG         ◎ 

物質科学専攻          

物理学 PG       ○   

基礎化学 PG       ◎   

応用化学 PG        ◎  

数理電子情報専攻          

数学 PG   ○ ○      

電気電子物理工学 PG  ◎ ○ ○      

情報工学 PG  ○ ◎ ◎  ◎    

機械科学専攻          

機械科学 PG ◎ ○        

環境社会基盤専攻          

環境社会基盤国際 PG     ◎     
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次に社会的ニーズの高い産業分野としては「②電力・アナログ・デジタル回路・計測・制御・シス

テム工学」であり、この分野は本研究科の「数理電子情報専攻」の教育・研究分野である。本改組

における学生定員の考え方の基本は、このような社会的ニーズ、すなわち日本の製造業を支える

人材として、産業界から求められている分野の定員増強を柱に、母体となる理学部、工学部各学

科の入学定員、進学希望学生数、過去の進学率を勘案し、以下の表２に示す入学定員とした。 

 

表２には、各専攻の入学定員、プログラム毎の目安定員、担当教員数、教員あたりの学生数をま

とめた。 

表２ 改組後の博士前期課程の入学定員・教員数・教員あたりの学生数 

専攻およびプログラム 

                   

対応する学部・学科の 

入学定員 

定

員 

目安

定員 

教員数 教員あたり

の学生数 

生命科学専攻   55    

分子生物学プログラム 理学部分子生物学科 40  27 14 1.9 

生体制御学プログラム 理学部生体制御学科 40  28 12 2.3 

物質科学専攻  114    

物理学プログラム 理学部物理学科 40  25 14 1.8 

基礎化学プログラム 理学部基礎化学科 50  32 14 2.3 

応用化学プログラム 工学部応用化学科 90  57 26 2.2 

数理電子情報専攻  142    

数学プログラム 理学部数学科 40  20 13 1.5 

電気電子物理工学 

プログラム 

工学部電気電子物理 

工学科 110 

 70 31 2.3 

情報工学プログラム 工学部情報工学科 80  52 18 2.9 

機械科学専攻  70    

機械科学プログラム 工学部機械工学・システム

デザイン学科 110 

 70 26 2.7 

環境社会基盤専攻  55    

環境社会基盤国際 

プログラム 

工学部環境社会デザイン

学科 100 

 55 25 2.2 

共通：融合教育プログラム (10)    

「地球環境における科学技術の応用と融合」  (10)   

計 436 436 193 2.3 

・これらのプログラムの中で、融合教育プログラムについては、専攻共通であり、理学部、工学部の全ての学科か

ら受け入れ可能である。したがって、定員は内数である。 
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 進学率という観点で見ると、学部―博士前期課程の一貫性を考えて、専門教育プログラムでは概

ね学部入学定員の 55-69%となっている。例えば、生命科学専攻では、学部入学定員 80 名に対し

て 55 名の博士前期課程定員であり、学部入学定員に対して 69%となる。物質科学専攻では、学部

入学定員 180 名に対して 114 名の博士前期課程入学定員であり、63%である。同様に、数理電子

情報専攻では、学部入学定員 230 名に対して 142 名、62%、機械科学専攻では、学部入学定員

110 名に対して 70 名、64%、環境社会基盤専攻では、学部入学定員 100 名に対して 55 名、55%と

なる。なお、環境社会基盤専攻のみ博士前期課程の入学定員が学部入学定員の 60%を下回って

いるが、本専攻分野の学生は公務員希望者が多く、また旺盛な人材需要により学部卒就職者が多

いためである。 

 

（２）過去５年間のデータによる定員充足の見込み 

まず過去５年間における、志願者数、合格者数、入学者数の推移を表３にまとめるとともに、その

傾向から、定員確保の見通しについて述べる。 

改組前の博士前期課程定員（408 名）に対する充足率は、過去５年間 107-118%であった。年度

毎の入学者数等を詳しく見ると、（2016 年度）４35 名、充足率 107％、（2017 年度）452 名、充足率

111％、（2018 年度）483 名、充足率 118％、（2019 年度）465 名、充足率 114％、（2020 年度）436

名、充足率 107％、であった。これらの実績から、新定員 436 名（現定員の 107%に相当）は、改組

前入学者実績、すなわち学部入学定員が 50 名少ないときの実績でも達成可能な数値である。 

なお、直近 3 年間は入学者が微減する傾向にあるが、その期間においても 600 名前後の受験

者数は確保できている。一方で、合格者に占める辞退者の割合（辞退率）は、2019 および 2020 年

度に急増しており、これは大企業および首都圏の旺盛な求人により、大学院合格者が進学せずに

就職したためである。このように、辞退率の増加により充足率が減少する傾向はあるものの、志願

者数は十分多く、28 名増の入学定員（436 名）は十分確保できると考えている。 

 

表３ 過去 5 年間の志願者数、合格者数、入学者数の推移 

年度 2016 2017 2018 2019 2020 

志望者数 559 563 604 614 593 

合格者数 469 496 523 517 495 

入学者数 435 452 483 465 436 

辞退率 /％ 7.2 8.9 7.6 10.1 11.9 

充足率 /％ 107 111 118 114 107 

 

１－１－２ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

  在学生からの進学ニーズを把握するため、外部機関に委託し、本学理学部及び工学部の３年

次生を対象に、令和３年１月２０日～２月１６日までの期間において、Web 回答によるアンケート方

式で調査を実施した。【資料２】調査においては、改組後に対応した 10 の専門教育プログラムと 1

ー 学生の確保の見通し等-5 ー
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つの融合教育プログラムについて、進学希望の有無を調査した。対象学生数は約 730 人、有効回

答数は 640 人、回答率はおよそ 88％であった。まず、回答した学生の所属を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 アンケートの結果、進学希望者総数は、424 名であった。また、表５中、「その他」の 11 名のうち

10 名は、「進学と就職で迷っている」と回答しており、学外からの入学者を考慮しないところで、概

ね定員（436 名）と同数の進学希望者である。 

表６には、大学院の進学を考える上で、重要なことを学生に聞いた結果をまとめた。 

進学理由としては、当然の理由ではあるが「大学で学んだ専門分野をより深く学ぶこと」が最も多

く、次いで「社会的ニーズの高い分野を学ぶ」が多い。これは目的意識を持って進学を考えている

学生が多いことを示しており、望ましい傾向と言える。また、「学部とは異なる分野を学びたい」とい

表４ アンケート回答学生の所属 

 
 

 -  所属学科をお答え下さい(1つだけ)。 学生定員 回答数

分子生物学科 40 39
生体制御学科 40 36
物理学科 40 35
基礎化学科 50 47
応用化学科 90 79
数学科 40 20
電気電子物理工学科、電気電子システム工学科 110 102
情報工学科、情報システム工学科 80 82
機械工学・システムデザイン学科、機械工学科 110 117
環境社会デザイン学科、建設工学科 100 83
総計 700 640

表５ 大学卒業後の進路 

 

 -  Q1-1. あなたは、大学卒業後の進路について、現時点ではどのように
考えていますか。以下の項目から、あてはまるもの１つをお選びください。

回答数

大学院に進学 424
就職 205
その他 11
総計 640

表６ 進学理由 

 

 -  Q1-2 大学院の進学を考える上で、重要なことは何ですか。一つをお選
び下さい。
学部と同じ教育研究の分野をより深く学ぶこと 429
社会的ニーズの高い教育研究の分野を学ぶこと 154
学部とは異なる教育研究の分野を学び、広い知識を得ること 47
その他 10
総計 640

ー 学生の確保の見通し等-6 ー
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う学生も一定数存在している。 

表７は、表６にまとめた質問において、「その他」と回答した学生の具体的な理由をまとめた結果

である。 

表８は、各専攻、融合教育および特別教育プログラムに魅力を感じる学生数を集計した結果で

ある。いずれの専攻でも、「とても興味を感じる」と回答した学生の数は募集予定定員を上回ってい

た。特に融合教育プログラム「地球環境における科学技術の応用と融合」に興味を持つ学生が多く、

今後一層魅力をアピールすることで、学生確保につなげたいと考えている。 

副プログラムとして開設する特別教育プログラム（A）～（C）についても、多くの学生が「とても魅

力を感じる」と回答している。 

 

  

表７ 進学理由－その他の具体的内容－ 

 

 -  前問の「その他」の内容をお書き下さい。 回答数
学部と同じ教育研究の分野の、より現実に即したものを学ぶこと 1
私立教職を取る際、専任教員になるうえで有利になる。 1
自分の興味のある分野の研究を行うこと 1
就活で使えるか 1
就職や生涯年収に良いか悪いか 1
就職先 1
上２項目いずれも 1
大学4年間学んだ上で考えた、本当に自分が勉強したい分野を選択すること。 1
大学院在籍中や卒業後の自身の経済状況 1
面白そうかどうか。そこにいる人達に魅力があるかどうか 1
総計 10

表８ 専攻および融合教育 PG、特別教育 PG 

Q２－１ 
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表９は埼玉大学大学院への入学希望の有無を聞いた結果である。401 名の学生が、埼玉大学

大学院への進学を希望している。 

なお、 表９の設問において、「入学したいとは思わない」と回答した学生の理由であるが、最も

多い理由は当然のことながら「就職希望だから」であった。また、「他大学の大学院を希望している

から」と回答した学生が 25 名おり、これらの学生の一部は卒業研究着手後に埼玉大学大学院への

進学に変わる可能性がある。 

 

表９における設問で「入学したい」と回答した学生が 401 名となっている一方で、表 10 に示すよ

うに、進学を考えている学生のうち、78 名の学生が「奨学金制度や経済支援があれば入学を希望

する」と回答しており、奨学金や授業料免除に関する情報を早い時期に学生に対して周知する必

要があることが分かった。 

  次に理工学研究科博士前期課程に合格した場合、「いずれのプログラムへの入学を希望する

か」という問いに対する回答を表１１にまとめた。 

本アンケートは、令和２年度の理学部及び工学部の３年次生（日本人学生）を対象に実施したも

のであるが、理工学研究科博士前期課程では毎年度一定数の留学生を受け入れている。令和２

年度においては、71 名の留学生が入学しており、本アンケート結果には反映されていない。なお、

留学生数の詳細については表 12 にまとめた。 

まず、アンケートにより「入学したい」と回答し、かついずれかのプログラムに所属を希望した学生

は 397 名であった。さらに 71 名の留学生を加えると 468 名となる。なお、このうち 36 名（R2 実績）

は環境社会基盤専攻および共通プログラムである「地球環境における科学技術の応用と融合プロ

グラム」の所属を希望する学生である。 

表 10 入学希望者の経済状況等に関する回答 

 

表９ 埼玉大学大学院への入学希望者数 

 

 -  Q3. あなたは、埼玉大学大学院 「理工学研究科 博士前期課程」 （設
置構想中）に入学したいと思いますか。あなたの気持ちに近いもの一つをお
選びください。

回答数

入学したいと思う 401
入学したいとは思わない 239
総計 640

ー 学生の確保の見通し等-8 ー
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次に入学希望者数を専攻毎に見てみると、まず、生命科学専攻においては 55 名の定員に対し

て 51 名の希望者であり、表 12 に示すように毎年 2～３名の留学生が入学していることを考えると、

現時点でも定員を概ね充足できる見込みである。 

 

物質科学専攻では、専攻の定員 114 名に対して、106 名の学生が入学したいと回答しており、

現時点では入学希望者が定員を下回っている。特に応用化学プログラムの入学希望者が 9 名少

ない。しかし、応用化学科では 3 年次生等の３･４ターム開始時、卒業研究の履修希望学生を各研

究室に仮配属し、２月末に成績が確定した時点で卒業研究履修に向けて正式な研究室配属を行

っている。卒業研究履修生の研究室配属確定後、３月初旬に各研究室の定員管理のために大学

院進学希望者を調査したところ、３年次生の卒業研究履修者 74名のうち、埼玉大学大学院への進

学希望者は 63 名、他大学進学希望者は 3 名、就職希望者は 8 名であった。この他、工学部改組

前の旧課程に所属する学生で令和３年度から卒業研究を履修する学生のうち７名が、理工学研究

科改組後の博士前期課程への進学を希望しており、この人数を加えると令和４年度入学を志望す

る学生としては、総数 71 名となる。なお、卒業研究に配属された学生はアンケートに回答した学生

と同じであるから、両者の違いから配属学生の進学希望の意思表示には多少のバイアスがかかっ

ている可能性もあるが、最新の情報となる卒業研究履修確定時においては少なくとも十分に定員

を充足できる見込みである。 

数理電子情報専攻に関しては、「入学したい」と回答した学生は、専攻定員 142 名に対して 119

名であり、定員に対して 23 名少ない結果であった。まず表 12 に示す本専攻の留学生入学実績の

過去５年（2016～2020 年）平均値は９～10 名であるため、実際の不足数は 10 数名である。 

まず、数学プログラムでは当該プログラムに入学を希望する学生が 12 名、他プログラム希望者

が 3 名であり入学定員に対して大幅に少ないが、回答した学生が理学部数学科入学定員の半分

（20 名）であったことを考えると、同学科からの内部進学実績、回答者数から考えて実際には概ね

定員を確保できるものと考えている。 

表 11 各プログラムへの入学希望者数 
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電気電子物理工学プログラムに直結する電気電子物理工学科では、令和 3 年 1 月より複数回、

進路に関するアンケートを実施している。その結果、令和 3 年 1 月 22 日の調査では 88 名の回答

者に対して 61 名の進学希望者（進学率＝69%、すべて本学大学院希望）、令和 3 年 2 月 24 日の

調査では 87 名の回答者に対して 63 名の希望者（進学率＝72%、すべて本学大学院希望）、卒業

研究着手が決まる研究室配属後の 3 月 1-11 日に実施した調査では、110 名の研究室配属学生

が回答し、82 名が本学大学院希望であった（進学率＝75%）。この進学希望者のうち、調査時にプ

ログラムの選択で迷っていた学生の半数となる 8 名が他の教育プログラム等を希望する場合を考

慮しても、電気電子物理工学プログラムへの進学希望者はおよそ 74 名を見込むことができる。よっ

て、卒業研究着手後の最新情報では、進学希望者が定員を上回ると見込まれ、このほか毎年留学

生が 10 名程度入学することを考えれば十分に学生を確保できると考えられる。 

機械科学専攻においては、企業において修士課程修了者の採用意欲が高いこともあり、多くの

学生が博士前期課程修了を念頭に活動していることから進学への意欲が高く、アンケート結果から

分かるとおり定員は容易に充足できる見込みである。 

環境社会基盤専攻においては、55 名の定員に対して 38 名の学生が入学を希望しており、現時

点では定員に対して 17 名少ない。しかしながら、本専攻では英語のみで修了可能な留学生特別

プログラムを長年実施しており、以下の表 12 に示すとおり、海外からの留学生を毎年 30 名以上受

け入れている実績から、その数を考慮すれば入学定員の 55 名は十分充足できる見込みである。 

次にアンケートにおける融合教育プログラムへの進学を希望する学生は、現時点では６名であ

った。募集定員（内数）に４名不足している状況ではあるが、アンケートにおいて、本融合教育プロ

グラムに関して「とても興味を感じる」と回答した学生が 103 名、「ある程度魅力を感じる」と回答した

学生が 230 名おり、今後、プログラムの魅力を伝えていけば、目標人数には到達できると考えてい

る。なお、本プログラムでは留学生も積極的に受け入れる予定であり、その点からも定員を充足で

きる見込みである。 

なお、専攻毎の留学生入学実績を以下の表 12 にまとめた。 

 

表 12 過去 5 年間の留学生等の入学者数の推移 

年     度 2016 2017 2018 2019 2020 

入学者数  57 57 58 69 7１ 

改組後の専攻 現行の専攻      

生命科学 生命科学系 ３ ４ ３ 1 ５ 

物質科学 物理機能系 

化学系 

３ ６ ２ ３ ４ 

数理電子情報 数理電子情報系 ８ ５ 12 1７ 12 

機械科学 機械科学系 10 ９ ３ ８ 14 

環境社会基盤 環境ｼｽﾃﾑ工学系 33 33 38 40 36 

ー 学生の確保の見通し等-10 ー
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前述のとおり、大学卒業後の進路の回答において、現時点で進学あるいは就職のいずれかに

決めかねている学生も一定数いることから、研究活動を通して進学希望者が増えるように、今後、

大学院進学の魅力を発信し続ける。 

最後に副プログラムである特別教育プログラムの受講希望を聞いた設問の回答を表 13 にまとめ

る。 

 (A), (B), (C)いずれのプログラムにおいても、受講を希望する学生が多く、目標とする受講生は

十分確保できると考えている。また、受講希望者が目安定員を大幅に超える場合には、いずれの

定員も内数であることから、担当教員を増やせば目安定員枠を広げることも可能である。一方で、

大学院進学後は研究活動との兼ね合いで、時間的余裕がなくなる可能性もあり、集中講義として

実施するなど、研究活動に支障が出にくいシステムを考える必要もあると思われる。 

 

１－１－３ 学生納付金設定の考え方 

学生納付金の額は、「国立大学等の授業料その他の費用に関する省令」に則り、本学が定める

「国立大学法人埼玉大学授業料その他の費用に関する規則」に基づき設定する。 

 

１－２ 学生確保に向けた具体的な取組状況 

 理学部及び工学部では、入学後、毎年度４月のガイダンスで大学院進学の魅力を積極的にアピ

ールしており、その取り組みが一定の成果を上げている。今後はこれまでの取り組みを継続すると

共に、新たに導入した特別教育プログラムの魅力などを積極的に伝えることで、大学院進学の魅

力を学生が理解できるようにする。加えて、教員個々の専門科目の講義の中でも６年一貫教育を

ベースとした専門教育、融合教育および特別教育プログラムの魅力を伝える。さらに、外部講師を

活用した以下の取り組みにより、埼玉大学理工学研究科博士前期課程、ひいては大学院進学の

魅力を積極的にアピールしたい。 

 

（１）理工系学生向けキャリアガイダンス 

理学部および工学部の新４年生を対象とした「理工系学生向けキャリアガイダンス」を実施した。

講師には、工学部のイノベーション人材育成プログラムにおいて、全学科共通の講義「イノベーシ

ョンとマーケティング」の設計・実行をお願いしている、（株）TECH OCEAN の長井裕樹氏を招いた。

表 13 特別教育プログラム受講者希望者 

 

定員
目安

回答数

80 123

40 169

20 46

63

401

 - Q5.あなたは、埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」（設置構想中）で
構想している特別教育プログラム（副ＰＧ）を受講してみたいと思いますか。あなたの
気持ちに近いもの一つをお選びください。

6年一貫型イノベーション人材育成PG(仮称)を受講したい

データサイエンティストとしての素養を備えた理工系人材育成PG(仮称)を受講したい

6年一貫型ハイグレード理数教育PG(仮称)を受講したい

受講したい副ＰＧはこの中にない

総計

ー 学生の確保の見通し等-11 ー
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なお、本学においては学部卒で就職する学生も３割強いるので、大学院進学に偏重した取り組み

にならぬように留意した。 

このキャリアガイダンスの概要は以下の通りである。 

 

実施日：令和３年５月 14 日 

実施対象：理学部、工学部 ３・４年次生の希望者 

実施方法：zoom によるリアルタイム方式、60 分程度 

実施者：（株）TECH OCEAN 代表 長井裕樹氏、理工学研究科教職員 

講演内容： 

激動の社会を乗り越える！社会から求められる人材とは？ 

大学・大学院で身につけたい能力とは？ 

院進学？学部卒で就職？（それぞれのメリット、デメリット） 

就職活動の基本 

大学としての大学院進学サポートの紹介（奨学金、授業料免除、相談窓口など） 

 

（２）理工系学生向け進学説明会 

大学院進学者増という観点では、３年次の３・４ターム開始時におけるガイダンスが効果的である

ことから、その時期に理工学研究科として、進学説明会を実施する予定である。 

実施時期：令和３年度 10 月 

実施対象：理学部、工学部 ３年次生の希望者 

実施方法：各学部のガイダンスに併せて、学科毎に対面あるいは zoom によるリアルタイム方式

で実施。60 分程度 

講演内容： 

大学院進学で何が身につくのか？ 

大学院進学のメリット （就職先情報から） 

入試情報（入試時期、定員、入試方法、試験科目など） 

学生支援（奨学金、授業料免除、相談窓口など） 

 

（３）ホームページ等による広報活動 

  ホームページ上で積極的に広報活動を行う。特に新たに開設する融合教育プログラム、「地球

環境における科学技術の応用と融合プログラム」については、留学生のみならず、他大の学生にと

っても魅力あるプログラムであると自負しており、SDGs に興味を持つ学生などを積極的に受け入れ

ていく予定である。また留学生向けには、英語によるプログラム説明資料を作成すること、オンライ

ンでの入試を実施する（来日しなくても受験できる仕組みが必要）などを通して、多彩な学生の受

け入れを実現したい。 

 令和３年度は、これらの取り組みを実施しつつ、その結果をフィードバックし、翌年以降の改善に

ー 学生の確保の見通し等-12 ー
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つなげる。 

 

２．人材需要の動向等社会の要請 

２－１ 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的 

博士前期課程の教育研究上の目的は以下の通りである。 

理工学研究科博士前期課程においては、学部における専門基礎教育をもとに、専門分野のみ

ならず基礎から応用にわたる広い関連知識の修得を目指す高度専門教育を通して、科学技術イノ

ベーションを牽引することができる、独創性のある国際的なレベルの研究者へ成長するための基

礎を備えた人材又は国際的な知識基盤社会において指導的役割を果たすことができる高度専門

職業人の育成を教育研究上の目的とする。 

また博士前期課程の人材像は以下の通りである。 

理工学研究科博士前期課程の 10 の専門教育プログラムで育成する人材は、学部教育の母体

となる理学部及び工学部の教育理念をベースとして、それぞれの専門分野を体系的に深く学ぶこ

とができる学士－修士６年一貫型教育プログラムを通して、理学および工学の各専門分野に関す

る高い専門性を身につけた研究者あるいは高度技術者である。 

融合教育プログラムとして導入する、「地球環境における科学技術の応用と融合プログラム」で

育成する人材は、SDGs に代表される持続可能な社会を構築するための開発目標を実現しうる高

い専門性と人文学・社会科学を含めた幅広い知識を備えた研究者、技術者である。 

 これらの専門教育プログラム等に加えて、副プログラムとなる３つの特別教育プログラムにより、異

分野協働による課題解決と社会実装により科学技術イノベーションに貢献しうる高度技術者、膨大

なデータから必要とするデータを抽出・解析して有用な情報を引き出すことで、新しい価値を生み

出すことのできる、データサイエンティストとしての素養を備えた高度技術者、および自然科学に関

わる広い見識を身につけ、研究面での企画・実施・解析能力を持ち、研究遂行及び公表に必要な

国際性と社会性、および研究倫理を備えた研究者を育成する。 

 

２－２ 上記２－１が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの 

客観的な根拠 

（１） 過去５年間の就職状況に基づく分析結果 

まず、理工学研究科博士前期課程修了学生の過去３年分の就職状況を表 14 にまとめた。 

建設業、製造業、社会インフラ系企業、情報通信業、教育関連業、公務員を合計すると、修了

生の概ね 90 %となり、多くの学生は博士前期課程で学んだ専門性を活かした職に就いていると分

析している。 

 

 

 

 

ー 学生の確保の見通し等-13 ー
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次に表 15 には、各専攻及びコース毎の過去２年間の就職状況をまとめた。 

過去２年間、進路状況の傾向に大きな変化はない。特徴としては、理学系の専攻では、博士後

期課程への進学者数が多く（青塗り）、研究者育成を掲げる理学部の教育理念と合致している。一

方、環境社会基盤国際コースでは、土木・建設工学系のコースであることから公務員への就職が

多いこと、またその他が多いが、これは留学生が母国で職に就いていることなどによる。なお、過去

２年間の就職率（就職希望者に対する就職者の割合）は、令和元年度(R1)＝98.3 % 、平成 30 年

度（H30）＝97.1 %であった。 

 これら一連の実績から、理工学研究科博士前期課程学生の就職希望者のほぼ全てが就職でき

ており、また 90 %以上が専門性を活かした職業に就いている。 

表 14 理工学研究科博士前期課程、過去３年間の就職状況 

R1 H30 H29

28 20 22

食料品・飲料・たばこ・飼料製造業 13 5 14

繊維工業 3 0 0

印刷・同関連業 7 5 7

化学工業・石油・石炭製品製造業 46 47 45

鉄鋼業・非鉄金属・金属製品製造業 11 12 7

汎用・生産用・業務用機械器具製造業 39 32 17

電子部品・デバイス・電子回路製造業 32 23 24

電気･情報通信機械器具製造業 49 49 46

輸送用機械器具製造業 33 44 48

その他製造業 5 8 5

製造業　計 238 225 213

10 7 6

65 56 50

5 7 8

6 8 2

1 2 0

1 0 0

0 2 3

11 9 17

2 0 4

学校教育 13 8 8

その他の教育・学習支援業 2 0 2

3 0 0

14 13 13

12 8 8

411 365 356

数値はいずれも翌年度4月１日時点での集計値（大学概要より転記）

卸売業・小売業

金融業・保険業

不動産取引・賃貸・管理業・物品賃借業

宿泊業・生活関連サービス業等

医療業・保健衛生・社会保険等

国家公務員・地方公務員

その他

合　計

学術・研究開発機関

その他専門・技術サービス業

教育
関連業

産業分類

建設業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業・郵便業

製
造
業

ー 学生の確保の見通し等-14 ー
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（２）アンケート調査に基づく分析結果 

 理工系人材における社会的ニーズについては、令和３年２月８日より３月 15 日までの期間を対象

に 700 社強にアンケートを実施した【資料３】。アンケート回答企業数は 249 社、本研究科修了生

の採用を希望している企業は、延べ 1045 社、希望採用人数は延べ人数で 1335 名であった。また、

今後、毎年度定期的に採用を予定している人数を聞いたところ、重複を除いた採用希望学生数は

表 15 過去２年間の各コースの就職状況 

 

 

 

R1年度

コース名 修了者 進学者 民間企業 公務員 教員 その他

分子生物学 24 5 19

生体制御学 27 2 20 1 2 2

物理学 23 1 22

機能材料工学 38 1 37

基礎化学 39 4 33 2

応用化学 33 0 32 1

数学 14 2 6 5 1

電気電子システム工学 61 0 60 1

情報システム工学 43 1 37 1 3 1

機械工学 49 1 44 2 2

メカノロボット工学 29 1 27 1

環境社会基盤国際 49 1 29 6 5 8

環境制御システム 29 2 20 1 6

合計 458 21 386 14 15 22

H30年度

コース名 修了者 進学者 民間企業 公務員 教員 その他

分子生物学 16 4 12

生体制御学 33 4 24 2 3

物理学 18 5 12 1

機能材料工学 44 44

基礎化学 31 28 2 1

応用化学 31 1 29 1

数学 21 5 10 4 2

電気電子システム工学 59 1 57 1

情報システム工学 38 1 33 3 1

機械工学 42 1 38 3

メカノロボット工学 24 24

環境社会基盤国際 40 1 20 6 13

環境制御システム 17 2 13 2

合計 414 25 344 11 6 28

ー 学生の確保の見通し等-15 ー
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487 名（112％）となり、改組後の入学定員を十分超えていた。 

 それぞれの専攻毎に採用希望者の人数を見ると、表１の社会的ニーズにおいて、最もニーズの

高かった①機械工学・ロボット・メカトロニクス・自動車工学に対応した「機械科学専攻」においては、

本学修了生を「採用したい」と回答した企業数が募集定員を大幅に上回っており、この分野の人材

需要と社会的ニーズが良く一致していた。また、社会ニーズの順位で見ると第５位であり、それほど

高くないが、⑤土木工学・都市計画系である「環境社会基盤専攻」についても「採用したい」と回答

した企業数および採用予定人数が、入学定員を大幅に上回っていた。その他、生命科学専攻、物

質科学専攻および数理電子情報専攻のいずれにおいても、「採用したい」と回答した企業数は募

集定員よりも多かった。なお、この採用予定人数は延べ人数であり、生命科学専攻と物質科学専

攻の採用予定人数は重複している可能性があるが、いずれも２倍程度の採用予定人数となってお

り、これらの専攻においても十分進路は確保できていると考えられる。 

  

更に詳細に見ると、数理電子情報専攻に合致する社会的ニーズは、先の表 1 の②電力・アナロ

グ・デジタル回路・計測・制御・システム工学、③通信・ネットワーク・セキュリティ、④ハード・ソフト・

プログラム系、⑥人工知能・機械学習・画像処理等が該当する専門分野であり、これらは最も人材

需要が旺盛な分野であることから、中長期的な展望からも就職先を確保できる。 

また、物質科学専攻に合致する社会的ニーズは、⑦有機化学・無機化学・金属・セラミック・物性

物理、⑧化学工学・プロセス工学等であるが、材料化学分野、ケミカルエンジニアリング関連は素

材産業の基幹をなす分野であるから、派手ではないが堅調な人材需要がある。したがって、改組

後の入学定員においても十分就職先を確保できる。 

最後に、内数 10 名でスタートする融合教育プログラム「地球環境における科学技術の応用と融

合ＰＧ」については、アンケートの結果より、予想以上に期待が高く、今後、この分野の人材を積極

的に育成することが重要と思われる。なお、この専攻共通の新しい融合教育プログラムにおいては、

生命科学、物質科学、電気電子物理工学、および環境社会基盤の各専攻の定員に組み入れられ

表 16 企業アンケート実施結果 

専攻 入学 

定員 

「採用したい」 

回答社数 

採用予定 

人数合計 

採用予定人数/入学

定員 

生命科学専攻 55 117 142 2.58 

物質科学専攻 114 158 210 1.84 

数理電子情報専攻 142 170 257 1.81 

機械科学専攻 70 191 287 4.10 

環境社会基盤専攻 55 190 263 4.78 

融合教育プログラム 

地球環境における科学技術

の応用と融合ＰＧ 

（10） 160 176 （17.60） 

計 436 986 1,335 3.06 

ー 学生の確保の見通し等-16 ー
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るため、指導教員の受け入れキャパシティを超えない限り、定員は臨機応変に変更可能である。 

 以上のとおり、アンケートから読み取れる人材需要の動向は、先にまとめた社会的ニーズから予

想される傾向と一致しており、概ね全ての専攻で就職先は確保できる。 
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埼玉大学大学院
「理工学研究科 博士前期課程」

改組に関するニーズ調査
結果報告書

【在学生対象】

令和３年４月

株式会社 進研アド

Ⓒ Shinken-Ad. Co., Ltd. All Rights Reserved.

【資料２】
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１．調査目的

３．調査項目

2022年４月改組予定の埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」改組構
想に関して、在学生からの進学ニーズを把握する。

在学生対象調査

• 所属学科

• 大学卒業後の進路

• 大学院進学の重視ポイント

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」の各専攻・専攻共通ＰＧの
特色に対する魅力度

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」の副ＰＧの特色に対する
魅力度

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」への入学意向

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」への入学意識

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」の入学希望専攻・
専攻共通ＰＧ

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」の受講希望副ＰＧ

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」への非入学意向理由

２．調査概要

在学生対象 調査概要

在学生対象調査

調査対象 学部３年生

調査方法 Ｗｅｂ調査

調査
対象数

依頼数 730人

有効回収数
640人

有効回収率：87.7％

調査時期 2021年１月20日（水）～2021年２月16日（火）

調査実施機関 株式会社 進研アド

ー 学生の確保の見通し等-22 ー
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在学生対象 調査結果まとめ

※本調査は、埼玉大学大学院の「理工学研究科 博士前期課程」に対する需要を確
認するための調査として設計。埼玉大学に在学する３年生に調査を実施し、640人
から回答を得た。

• 回答者の所属学科は「機械工学・システムデザイン学科、機械工学科」が18.3％

で最も多い。次に「電気電子物理工学科、電気電子システム工学科」が15.9％、

「環境社会デザイン学科、建設工学科」が13.0％と続く。

回答者の所属学科

大学卒業後の進路/大学院進学の重視ポイント

• 回答者の大学卒業後の希望進路を聴取したところ、「大学院に進学」が66.3％で最

も多い。次いで、「就職」が32.0％である。回答者の半数以上が大学院への進学を

希望しており、進学意向率が非常に高いことがうかがえる。

• 回答者の大学院進学の際に重視するポイントは、「学部と同じ教育研究の分野を

より深く学ぶこと」が67.0％で最も多い。次いで、「社会的ニーズの高い教育研究の

分野を学ぶこと」が24.1％、「学部とは異なる教育研究の分野を学び、広い知識を

得ること」が7.3％と続く。

ー 学生の確保の見通し等-24 ー
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在学生対象 調査結果まとめ

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」の
各専攻・専攻共通ＰＧの特色に対する魅力度

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」の各専攻・専攻共通ＰＧの特色

に対する魅力度（※）は、以下の通り。

「Ａ．《生命科学専攻》生命現象に関わる物質と制御機構の解明、理解を通して、独

創的な研究者となるために必要な生物学の幅広い知識・学力・見識を備えた人材を

育成する」は66.8％である。（回答者：485人）

「Ｂ．《物質科学専攻》物理学や化学の基礎、化学の応用に関する教育研究環境を

構築し、学問の素養と幅広い視野を持ち国際社会で活躍できる研究者・技術者・教

育者などを育成する」は70.9％である。（回答者：533人）

「Ｃ．《数理電子情報専攻》数理電子情報に関する総合的・学際的な教育研究環境

を構築し、国際的な情報化社会の進展に指導的役割を果たすことのできる技術者、

ならびに独創性を備えた国際的レベルの研究者を育成する」は72.2％である。 （回

答者：475人）

「Ｄ．《機械科学専攻》生産性の高度化および高効率化の実現を図るとともに、人間

を支援するための科学技術の研究・開発を進展させる上で中核となる優れた人材を

育成する」は72.5％である。（回答者：477人）

「Ｅ．《環境社会基盤専攻》多様化していく社会ニーズに応えるために、自然環境と調

和した社会基盤の計画・設計・施工・維持・管理技術を創造的かつ国際的に担うこと

ができる人材を育成する」は66.6％である。（回答者：464人）

「Ｆ．《専攻共通》【地球環境における科学技術の応用と融合ＰＧ】出身学部・学科に

捉われず、エネルギー・資源・環境を主分野とし、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の

達成や諸問題の課題解決に貢献しうる、国際性豊かでリーダーシップを備えた人材

を育成する」は74.3％である。（回答者：448人）

※魅力度＝「とても魅力を感じる」「ある程度魅力を感じる」と回答した人の合計値

※各魅力度は各特色について回答した人がベース

ー 学生の確保の見通し等-25 ー
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在学生対象 調査結果まとめ

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」の
副ＰＧの特色に対する魅力度

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」の副ＰＧの特色に対する魅力度

（※）は、すべての項目において８割前後である。

• 最も魅力度が高いのは、「Ｈ．【データサイエンティストとしての素養を備えた理工系

人材育成ＰＧ】深い専門的知識に加えて、膨大なデータから有用な情報を抽出し、

解析したデータを正しく判断し、それぞれの分野の専門知識と融合させることで新

たな価値を創造できる技術者・研究者を育成する」（87.5％）である。

次に魅力度が高いのは、「Ｇ．【６年一貫型イノベーション人材育成ＰＧ】深い専門

知識に加えて、課題を分析し、技術と統合して、システム化した解決方法を構築で

き、異分野共同による社会実装を実現しうるリーダーシップを備えた研究者・技術者

を育成する」（82.8％）、さらに「Ｉ．【６年一貫型ハイグレード理数教育ＰＧ】研究者育

成を目的とし、研究面での企画・実施・解析能力や、研究遂行及び公表に必要な

国際性と社会性、研究倫理を遵守する姿勢を育成し、特殊性と独創性がある研究

が行える人材を育成する」（79.7％）と続く。

※魅力度＝「とても魅力を感じる」「ある程度魅力を感じる」と回答した人の合計値

ー 学生の確保の見通し等-26 ー



6

在学生対象 調査結果まとめ

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」への
入学意向／入学意識／非入学意向理由

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」に「入学したいと思う」と答えた

人は、62.7％（401人）である。「入学したいとは思わない」と答えた人は、37.3％

（239人）である。

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」に「入学したいと思う」と答えた

401人に対して、埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」への入学意識

を聴取したところ、「学部卒業後、そのまま入学を希望する」と回答した人は、

77.1％（309人）である。また、「奨学金制度や経済支援があれば入学を希望する」

人は19.5％（78人）、「３～５年程度社会経験を積んでから入学を希望する可能性

がある」人は3.5％（14人）である。

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」に「入学したいとは思わない」と

答えた239人に対して、その理由を聴取したところ、「就職希望だから」と回答した

人が82.8％（198人）と最も多い。次いで「他大学の大学院を希望しているから」と

回答した人は10.5％（25人）、「改組後の理工学研究科博士前期課程に魅力を感

じないから」が3.3％（8人）と続く。

ー 学生の確保の見通し等-27 ー
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在学生対象 調査結果まとめ

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」の
入学希望専攻・専攻共通ＰＧ

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」に「入学したいと思う」と答えた

401人のうち、埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」を受験して合格

したら入学したい専攻・専攻共通ＰＧの結果は、以下の通り。

・生命科学専攻 ： 12.7％（51人） ※入学定員数55人

生命科学専攻、分子生物学ＰＧ（仮称） ： 7.0％（28人）

生命科学専攻、生体制御学ＰＧ（仮称） ： 5.7％（23人）

・物質科学専攻 ： 26.4％（106人） ※入学定員数114人

物質科学専攻、物理学ＰＧ（仮称） ： 7.0％（28人）

物質科学専攻、基礎化学ＰＧ（仮称） ： 7.5％（30人）

物質科学専攻、応用化学ＰＧ（仮称） ： 12.0％（48人）

・数理電子情報専攻 ： 29.7％（119人） ※入学定員数142人

数理電子情報専攻、数学ＰＧ（仮称） ： 3.0％（12人）

数理電子情報専攻、電気電子物理工学ＰＧ（仮称） ： 14.2％（57人）

数理電子情報専攻、情報工学ＰＧ（仮称） ： 12.5％（50人）

・機械科学専攻、機械科学ＰＧ（仮称） ： 19.2％（77人） ※入学定員数70人

・環境社会基盤専攻、環境社会基盤国際ＰＧ（仮称） ： 9.5％（38人）

※入学定員数４５人

・専攻共通、地球環境における科学技術の応用と融合ＰＧ（仮称） ：
1.5％（6人）

ー 学生の確保の見通し等-28 ー
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在学生対象 調査結果まとめ

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」の
受講希望副ＰＧ

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」に「入学したいと思う」と答えた

401人のうち、受講してみたい副ＰＧを聴取したところ、「データサイエンティストとし

ての素養を備えた理工系人材育成ＰＧ（仮称）を受講したい」人が42.1％（169人）

と最も多く、予定している受講定員数40人を４倍以上上回っている。「６年一貫型イ

ノベーション人材育成ＰＧ（仮称）を受講したい」人は30.7％（123人）で、予定して

いる受講定員数80人を上回っている。「６年一貫型ハイグレード理数教育ＰＧ（仮

称）を受講したい」人は11.5％（46人）で、予定している受講定員数20人を２倍以上

上回っている。

ー 学生の確保の見通し等-29 ー



在学生対象 調査結果

ー 学生の確保の見通し等-30 ー
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大学院に進学 就職 その他 無回答

全体 (n=640) 66.3 32.0 

1.7 0.0 

【単位：％】

200 40 60 80 100

分
子
生
物
学
科

生
体
制
御
学
科

物
理
学
科

基
礎
化
学
科

数
学
科

機
械
工
学
・
シ
ス
テ
ム

デ
ザ
イ
ン
学
科

、
機
械
工
学
科

電
気
電
子
物
理
工
学
科

、

電
気
電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
科

情
報
工
学
科

、

情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科

応
用
化
学
科

環
境
社
会
デ
ザ
イ
ン
学
科

、

建
設
工
学
科

そ
の
他

無
回
答

(n=640)

6.1 5.6 5.5 
7.3 

3.1 

18.3 
15.9 

12.8 12.3 13.0 

0.0 0.0 
0%

5%

10%

15%

所属学科/卒業後の進路/大学院進学の重視ポイント

■大学卒業後の進路

■大学院進学の重視ポイント

■所属学科

学部と同じ教育
研究の分野を

より深く学ぶこと

学部とは異なる
教育研究の分野

を学び、広い
知識を得ること

社会的ニーズの
高い教育研究の
分野を学ぶこと

その他 無回答

全体 (n=640) 67.0 7.3 24.1 

1.6 0.0 

【単位：％】

200 40 60 80 100

所属学科をお答え下さい（１つだけ）。

Ｑ１-１. あなたは、大学卒業後の進路について、現時点ではどのように考えていますか。以下の項目から、

あてはまるもの１つをお選びください。

Ｑ１-２. 大学院の進学を考える上で、重要なことは何ですか。一つをお選び下さい。

ー 学生の確保の見通し等-31 ー
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■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」の各専攻・専攻共通PGの
特色に対する魅力度

※魅力度＝「とても魅力を感じる」「ある程度魅力を感じる」と回答した人の合計値

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」の
各専攻・専攻共通PGの特色に対する魅力度

※魅力度は、人数をもとに％を算出し、小数点第二位を四捨五入しているため、「とても魅力を感じる」と「ある程度魅力を感じる」の合計値と必ずしも一致しない

とても魅力を
感じる

ある程度
魅力を感じる

あまり魅力を
感じない

まったく魅力を
感じない

Ａ．

《生命科学専攻》生命現象に関わる物質と制
御機構の解明、理解を通して、独創的な研究
者となるために必要な生物学の幅広い知識・
学力・見識を備えた人材を育成する

(n=485) 66.8

Ｂ．

《物質科学専攻》物理学や化学の基礎、化学
の応用に関する教育研究環境を構築し、学
問の素養と幅広い視野を持ち国際社会で活
躍できる研究者・技術者・教育者などを育成
する

(n=533) 70.9

Ｃ．

《数理電子情報専攻》数理電子情報に関する
総合的・学際的な教育研究環境を構築し、国
際的な情報化社会の進展に指導的役割を果
たすことのできる技術者、ならびに独創性を
備えた国際的レベルの研究者を育成する

(n=475) 72.2

Ｄ．

《機械科学専攻》生産性の高度化および高効
率化の実現を図るとともに、人間を支援する
ための科学技術の研究・開発を進展させる
上で中核となる優れた人材を育成する

(n=477) 72.5

Ｅ．

《環境社会基盤専攻》多様化していく社会
ニーズに応えるために、自然環境と調和した
社会基盤の計画・設計・施工・維持・管理技
術を創造的かつ国際的に担うことができる人
材を育成する

(n=464) 66.6

Ｆ．

《専攻共通》【地球環境における科学技術の
応用と融合ＰＧ】出身学部・学科に捉われ
ず、エネルギー・資源・環境を主分野とし、持
続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の達成や諸問題
の課題解決に貢献しうる、国際性豊かでリー
ダーシップを備えた人材を育成する

(n=448) 74.3

20.2 

22.0 

31.2 

26.4 

19.2 

23.0 

46.6 

49.0 

41.1 

46.1 

47.4 

51.3 

24.5 

23.1 

20.8 

19.1 

25.6 

21.0 

8.7 

6.0 

6.9 

8.4 

7.8

4.7

【単位：％】
200 40 60 80 100

魅力度

（※）

Ｑ２-１. 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」（設置構想中）の各専攻・専攻共通のPG（いずれも仮称）には、

以下のような特色があります。あなたはどの程度魅力を感じますか。

（Ａ-Ｆの中で興味のある専攻について、１つだけ）

ー 学生の確保の見通し等-32 ー
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■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」の副ＰＧの特色に対する魅力度

※魅力度＝「とても魅力を感じる」「ある程度魅力を感じる」と回答した人の合計値

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」の
副ＰＧの特色に対する魅力度

※魅力度は、人数をもとに％を算出し、小数点第二位を四捨五入しているため、「とても魅力を感じる」と「ある程度魅力を感じる」の合計値と必ずしも一致しない

(各n=640)

とても魅力を
感じる

ある程度
魅力を感じる

あまり魅力を
感じない

まったく魅力を
感じない

無回答

Ｇ．

【６年一貫型イノベーション人材育成ＰＧ】深
い専門知識に加えて、課題を分析し、技術と
統合して、システム化した解決方法を構築で
き、異分野共同による社会実装を実現しうる
リーダーシップを備えた研究者・技術者を育
成する

82.8

Ｈ．

【データサイエンティストとしての素養を備え
た理工系人材育成ＰＧ】深い専門的知識に加
えて、膨大なデータから有用な情報を抽出
し、解析したデータを正しく判断し、それぞれ
の分野の専門知識と融合させることで新たな
価値を創造できる技術者・研究者を育成する

87.5

Ｉ．

【６年一貫型ハイグレード理数教育ＰＧ】研究
者育成を目的とし、研究面での企画・実施・
解析能力や、研究遂行及び公表に必要な国
際性と社会性、研究倫理を遵守する姿勢を
育成し、特殊性と独創性がある研究が行える
人材を育成する

79.7

26.7 

35.9 

21.6 

56.1 

51.6 

58.1 

14.7 

10.5 

17.3 

2.5 

2.0 

3.0 

0.0 

0.0 

0.0 

【単位：％】
200 40 60 80 100

魅力度

（※）

Ｑ２-２. 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」（設置構想中）では、副ＰＧとして、自分の専攻以外の分野や最新

の情報化技術を学べる３つの特別教育プログラム（いずれも仮称）の導入を構想しています。

プログラムそれぞれの特色について、あなたはどの程度魅力を感じますか。（それぞれ、あてはまるものを１つだけ）

ー 学生の確保の見通し等-33 ー
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就職希望だから 他大学の
大学院を希望
しているから

改組後の
理工学研究科

博士前期課程に
魅力を感じない

から

その他 無回答

非入学
意向者

(n=239)
82.8 

（198人）

10.5 

（25人）

3.3 

（8人）

3.3 

（8人）

0.0 

（0人）

【単位：％】

200 40 60 80 100

入学したいと思う 入学したいとは
思わない

無回答

全体 (n=640)
62.7

（401人）

37.3

（239人）

0.0

（0人）

【単位：％】

200 40 60 80 100

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」への
入学意向／入学意識／非入学意向理由

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」への入学意向

Ｑ３. あなたは、埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」（設置構想中）に入学したいと思いますか。
あなたの気持ちに近いもの一つをお選びください。

※「入学したいと思う」と答えた401人のみ抽出

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」への入学意識

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」への非入学意向理由

学部卒業後、
そのまま入学を

希望する

奨学金制度や
経済支援があれば

入学を希望する

３～５年程度
社会経験を積んで

から入学を希望する
可能性がある

無回答

入学
意向者

(n=401)
77.1

（309人）

19.5

（78人）

3.5

（14人）

0.0

（0人）

【単位：％】

200 40 60 80 100

Ｑ４. Ｑ３で「入学したい」と答えた方は以下の中であなたの気持ちに近いものを一つお選び下さい。

Ｑ７. Ｑ３で「入学したいとは思わない」理由を一つお選び下さい。

※「入学したいとは思わない」と答えた239人のみ抽出

ー 学生の確保の見通し等-34 ー
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入学したいと思う 入学したいとは
思わない

無回答

全体 (n=640)
62.7

（401人）

37.3

（239人）

0.0

（0人）

【単位：％】

200 40 60 80 100

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」への
入学意向／入学希望専攻・専攻共通ＰＧ

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」への入学意向

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」の入学希望専攻・専攻共通ＰＧ

Ｑ３. あなたは、埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」（設置構想中）に入学したいと思いますか。
あなたの気持ちに近いもの一つをお選びください。

「入学したいと思う」と答えた401人のみ抽出

Ｑ５. あなたは、埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」（設置構想中）を受験して合格したら、どの専攻・専攻共通の
ＰＧへの入学を希望しますか。あなたの気持ちに近いもの一つをお選びください。

生
命
科
学
専
攻

、
分
子

生
物
学
Ｐ
Ｇ

（
仮
称

）

に
入
学
し
た
い

生
命
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学
専
攻

、

生
体
制
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学
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Ｇ

（
仮
称

）
に
入
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た
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物
質
科
学
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攻

、

物
理
学
Ｐ
Ｇ

（
仮
称

）

に
入
学
し
た
い

物
質
科
学
専
攻

、

基
礎
化
学
Ｐ
Ｇ

（
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称

）

に
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い
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子
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攻

、

数
学
Ｐ
Ｇ

（
仮
称

）

に
入
学
し
た
い

数
理
電
子
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報
専
攻

、

電
気
電
子
物
理
工
学

Ｐ
Ｇ

（
仮
称

）

に
入
学
し
た
い

数
理
電
子
情
報
専
攻

、

情
報
工
学
Ｐ
Ｇ

（
仮
称

）

に
入
学
し
た
い

機
械
科
学
専
攻

、
機
械

科
学
Ｐ
Ｇ

（
仮
称

）

に
入
学
し
た
い

環
境
社
会
基
盤
専
攻

、

環
境
社
会
基
盤
国
際

Ｐ
Ｇ

（
仮
称

）

に
入
学
し
た
い

専
攻
共
通

、
地
球
環
境
に

お
け
る
科
学
技
術
の
応
用

と
融
合
Ｐ
Ｇ

（
仮
称

）

に
入
学
し
た
い

入
学
し
た
い
専
攻
・

Ｐ
Ｇ
は
こ
の
中
に

な
い

(n=401)

7.0 

(28人）
5.7 

（23人）

7.0 

（28人）

7.5 

（30人）

12.0 

（48人）

3.0 

（12人）

14.2 

（57人）
12.5 

（50人）

19.2 

（77人）

9.5 

（38人）

1.5 

（6人）
1.0 

（4人）

0%

10%

20%

生
命
科
学
専
攻

に
入
学
し
た
い

物
質
科
学
専
攻

に
入
学
し
た
い

数
理
電
子
情
報
専
攻

に
入
学
し
た
い

機
械
科
学
専
攻

、

機
械
科
学
Ｐ
Ｇ

（
仮
称

）

に
入
学
し
た
い

環
境
社
会
基
盤
専
攻

、

環
境
社
会
基
盤
国
際
Ｐ
Ｇ

（
仮
称

）
に
入
学
し
た
い

専
攻
共
通

、
地
球
環
境
に

お
け
る
科
学
技
術
の
応
用

と
融
合
Ｐ
Ｇ

（
仮
称

）

に
入
学
し
た
い

入
学
し
た
い
専
攻
・

Ｐ
Ｇ
は
こ
の
中
に

な
い

無
回
答

(n=401)

12.7 

（51人）

26.4 

(106人）

29.7 

（119人）

19.2 

（77人）
9.5 

（38人）
1.5 

（6人）
1.0 

（4人）
0.0 

（0人）
0%

10%

20%

30%

【専攻・共通PG別の入学意向】

【PG別の入学意向】

ー 学生の確保の見通し等-35 ー
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６年一貫型
イノベーション
人材育成ＰＧ

（仮称）を
受講したい

データサイエン
ティストとしての
素養を備えた

理工系人材育成ＰＧ
（仮称）を受講したい

６年一貫型
ハイグレード
理数教育ＰＧ

（仮称）を
受講したい

受講したい
副ＰＧは

この中にない

無回答

入学
意向者

(n=401)

【単位：％】

200 40 60 80 100

30.7

(123人）

42.1

（169人）

11.5

（46人）

15.7

（63人）

0.0

（0人）

入学したいと思う 入学したいとは
思わない

無回答

全体 (n=640)
62.7

（401人）

37.3

（239人）

0.0

（0人）

【単位：％】

200 40 60 80 100

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」への
入学意向／受講希望副ＰＧ

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」への入学意向

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」の受講希望副ＰＧ

「入学したいと思う」と答えた401人のみ抽出

Ｑ３. あなたは、埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」（設置構想中）に入学したいと思いますか。
あなたの気持ちに近いもの一つをお選びください。

Ｑ６. あなたは、埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」（設置構想中）で構想している特別教育プログラム（副ＰＧ）
を受講してみたいと思いますか。あなたの気持ちに近いもの一つをお選びください。

ー 学生の確保の見通し等-36 ー
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６年一貫型
イノベーション
人材育成ＰＧ

（仮称）を
受講したい

データサイエン
ティストとしての
素養を備えた

理工系人材育成ＰＧ
（仮称）を受講したい

６年一貫型
ハイグレード
理数教育ＰＧ

（仮称）を
受講したい

受講したい
副ＰＧは

この中にない

無回答

全体 (n=401)

生命科学専攻に入学したい (n=51)

　生命科学専攻、分子生物学ＰＧ（仮称）
　に入学したい

(n=28)

　生命科学専攻、生体制御学ＰＧ（仮称）
　に入学したい

(n=23)

物質科学専攻に入学したい (n=106)

　物質科学専攻、物理学ＰＧ（仮称）
　に入学したい

(n=28)

　物質科学専攻、基礎化学ＰＧ（仮称）
　に入学したい

(n=30)

　物質科学専攻、応用化学ＰＧ（仮称）
　に入学したい

(n=48)

数理電子情報専攻に入学したい (n=119)

　数理電子情報専攻、数学ＰＧ（仮称）
　に入学したい

(n=12)

　数理電子情報専攻、
　電気電子物理工学ＰＧ（仮称）に入学したい

(n=57)

　数理電子情報専攻、
　情報工学ＰＧ（仮称）に入学したい

(n=50)

機械科学専攻、機械科学ＰＧ（仮称）
に入学したい

(n=77)

環境社会基盤専攻、
環境社会基盤国際ＰＧ（仮称）に入学したい

(n=38)

専攻共通、地球環境における科学技術の
応用と融合ＰＧ（仮称）に入学したい

(n=6)

「

理
工
学
研
究
科
　
博
士
前
期
課
程

」
の
入
学
希
望
専
攻
・
専
攻
共
通
Ｐ
Ｇ
別

【単位：％】

200 40 60 80 100

30.7 

27.5 

14.3 

43.5 

30.2 

35.7 

13.3 

37.5 

31.1 

25.0 

29.8 

34.0 

32.5 

36.8 

16.7 

42.1 

45.1 

53.6 

34.8 

41.5 

32.1 

50.0 

41.7 

44.5 

58.3 

49.1 

36.0 

44.2 

34.2 

33.3 

11.5 

9.8 

14.3 

4.3 

18.9 

14.3 

30.0 

14.6 

12.6 

16.7 

14.0 

10.0 

5.2 

5.3 

0.0 

15.7 

17.6 

17.9 

17.4 

9.4 

17.9 

6.7 

6.3 

11.8 

0.0 

7.0 

20.0 

18.2 

23.7 

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

６年一貫型
イノベーション
人材育成ＰＧ

（仮称）を
受講したい

データサイエン
ティストとしての
素養を備えた

理工系人材育成ＰＧ
（仮称）を受講したい

６年一貫型
ハイグレード
理数教育ＰＧ

（仮称）を
受講したい

受講したい
副ＰＧは

この中にない

無回答

入学
意向者

(n=401)

【単位：％】

200 40 60 80 100

30.7

(123人）

42.1

（169人）

11.5

（46人）

15.7

（63人）

0.0

（0人）

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」の
受講希望副ＰＧ＜入学希望専攻・専攻共通PG別＞

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」の受講希望副ＰＧ

＜入学希望専攻・
専攻共通PG別＞

Ｑ６. あなたは、埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」（設置構想中）で構想している特別教育プログラム（副ＰＧ）
を受講してみたいと思いますか。あなたの気持ちに近いもの一つをお選びください。

ー 学生の確保の見通し等-37 ー



巻末資料 調査票

ー 学生の確保の見通し等-38 ー
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調査票

※報告書内の設問番号は下記赤字で記載している通りです。

Q1-1

ー 学生の確保の見通し等-39 ー
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調査票

Q1-2

Q2-1

ー 学生の確保の見通し等-40 ー
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調査票

Q2-2

Q3

Q4

ー 学生の確保の見通し等-41 ー
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調査票（入学意向者：Q4以降）

Q5

Q6

ー 学生の確保の見通し等-42 ー
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調査票（非入学意向者：Q4以降）

Q7

ー 学生の確保の見通し等-43 ー



ー 学生の確保の見通し等-44 ー



令和３年４月

株式会社 進研アド

Ⓒ Shinken-Ad. Co., Ltd. All Rights Reserved.

埼玉大学大学院
「理工学研究科 博士前期課程」

改組に関するニーズ調査
結果報告書

【企業対象調査】

ー 学生の確保の見通し等-45 ー

jn314
タイプライターテキスト
【資料３】
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企業対象調査

調査対象 企業の採用担当者

調査エリア

北海道、宮城県、茨城県、群馬県、埼玉県、
千葉県、東京都、神奈川県、新潟県、山梨県、
岐阜県、静岡県、愛知県、京都府、大阪府、

兵庫県、広島県、福岡県、佐賀県

調査方法 郵送、Ｗｅｂ調査

調査
対象数

依頼数
郵送調査：757企業

Web調査：企業説明会にご参加頂いた企業に依頼

回収数

郵送調査：123企業（回収率：16.2％）

Web調査：126企業

計：249企業

調査時期 2021年２月８日（月）～2021年３月15日（月）

調査実施機関 株式会社 進研アド

１．調査目的

３．調査項目

2022年４月改組予定の埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」改組構想
に関して、企業のニーズを把握する。

企業対象調査

• 人事採用への関与度

• 本社所在地

• 業種

• 従業員数

• 正規社員の平均採用人数

• 本年度の採用予定数

• 採用したい学問分野

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」の各専攻・専攻共通ＰＧの
特色に対する魅力度

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」の副ＰＧの特色に対する魅力度

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」の各専攻・専攻共通ＰＧの
社会的必要性

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」各専攻修了生および副PG受講生
に対する採用意向

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」各専攻修了生および副PG受講生
の毎年の採用想定人数

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」全体に対する毎年の
採用想定人数

２．調査概要

企業対象 調査概要

ー 学生の確保の見通し等-46 ー



企業対象 調査結果まとめ

ー 学生の確保の見通し等-47 ー
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※本調査は、埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」に対する人材需要を確
認するための調査として設計。埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」の修
了生就職先として想定される企業の人事関連業務に携わっている人を対象に調査を
実施し、249企業から回答を得た。

• 回答者の人事採用への関与度を聞いたところ、「採用の決裁権があり、選考にかか

わっている」人は14.5％、「採用の決裁権はないが、選考にかかわっている」人が

72.7％と、採用や選考にかかわる人事担当者からの意見を聴取できていると考えら

れる。

• 回答企業の本社所在地は、「東京都」が61.0％を占め、最も多い。次いで埼玉大学

大学院の所在地である「埼玉県」が9.6％、「神奈川県」が7.2％である。

• 回答企業の業種としては「製造業」が39.4％で最も多い。次いで「建設業」が21.3％、

「情報通信業」が14.1％である。

• 回答企業の従業員数（正規社員）は、「1,000名～5,000名未満」が30.1％で最も多

い。次いで「100名～500名未満」が25.3％、「500名～1,000名未満」が18.9％である。

企業対象 調査結果まとめ

回答企業（回答者）の属性

• 回答企業の平均的な正規社員の採用人数は、「100名以上」が26.9％で最も多い。

次いで「30名～50名未満」が17.7％、「10名～20名未満」が14.5％である。毎年、正

規社員を採用している企業がほとんどである。

• 回答企業の本年度の採用予定数は、「昨年度並み」が67.5％で最も多い。次いで

「増やす」が16.5％である。回答企業の多くで昨年と同等かそれ以上の採用が予定

されている様子である。

• 回答企業の採用したい学問分野を複数回答で聴取したところ、「理工学研究科 博

士前期課程」の学びに関連のある「工学」の割合が83.5％で最も高い。次いで「理

学」が59.0％、「経済・経営・商学」が28.1％である。

回答企業の採用状況（過去３か年）／本年度の採用予定数／
採用したい学問分野

ー 学生の確保の見通し等-48 ー
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企業対象 調査結果まとめ

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」の各専攻・
専攻共通ＰＧの特色に対する魅力度

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」の各専攻・専攻共通ＰＧの特色

に対する魅力度（※）は、６項目中４項目で８割を超える。

• 最も魅力度が高いのは、「Ｄ．《機械科学専攻》生産性の高度化および高効率化の

実現を図るとともに、人間を支援するための科学技術の研究・開発を進展させる上

で中核となる優れた人材を育成する」（91.2％）であり、「とても魅力を感じる」と回答

した人の割合も59.0％で最も高い。

次に魅力度が高いのは、「Ｅ．《環境社会基盤専攻》多様化していく社会ニーズに

応えるために、自然環境と調和した社会基盤の計画・設計・施工・維持・管理技術を

創造的かつ国際的に担うことができる人材を育成する」（87.1％）、さらに「Ｂ．《物質

科学専攻》物理学や化学の基礎、化学の応用に関する教育研究環境を構築し、

学問の素養と幅広い視野を持ち国際社会で活躍できる研究者・技術者・教育者な

どを育成する」（84.3％）と続く。

※魅力度＝「とても魅力を感じる」「ある程度魅力を感じる」と回答した企業の合計値

ー 学生の確保の見通し等-49 ー
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企業対象 調査結果まとめ

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」の副ＰＧの
特色に対する魅力度

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」の副ＰＧの特色に対する魅力度

（※）は、すべての項目で８割を超える。

• 最も魅力度が高いのは、「Ｇ．【６年一貫型イノベーション人材育成ＰＧ】深い専門

知識に加えて、課題を分析し、技術と統合して、システム化した解決方法を構築で

き、異分野共同による社会実装を実現しうるリーダーシップを備えた研究者・技術

者を育成する」（95.2％）であり、「とても魅力を感じる」と回答した人の割合も59.0％

で最も高い。

次に魅力度が高いのは、「Ｈ．【データサイエンティストとしての素養を備えた理工

系人材育成ＰＧ】深い専門的知識に加えて、膨大なデータから有用な情報を抽出

し、解析したデータを正しく判断し、それぞれの分野の専門知識と融合させることで

新たな価値を創造できる技術者・研究者を育成する」（94.8％）、さらに「Ｉ．【６年一

貫型ハイグレード理数教育ＰＧ】研究者育成を目的とし、研究面での企画・実施・

解析能力や、研究遂行及び公表に必要な国際性と社会性、研究倫理を遵守する

姿勢を育成し、特殊性と独創性がある研究が行える人材を育成する」（89.2％）と続

く。

※魅力度＝「とても魅力を感じる」「ある程度魅力を感じる」と回答した企業の合計値

ー 学生の確保の見通し等-50 ー
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埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 生命科学専攻」
修了生に対する採用意向・毎年の採用想定人数

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 生命科学専攻」修了生を「採用し

たいと思う」と答えた企業は、47.0％（117企業）である。

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 生命科学専攻」の修了生を「採用

したいと思う」と答えた117企業へ埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程

生命科学専攻」修了生の採用を毎年何名程度想定しているか聞いたところ、採用

想定人数の合計は142名で、予定している入学定員数55名を２倍以上上回ってい

る。このことから、安定した人材需要があることがうかがえる。

＜属性別＞

◇業種別

• 「製造業」の企業からの採用意向は、55.1％（98企業中、54企業）。採用想定人数

の合計は59名で、予定している入学定員数を上回っている。

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 生命科学専攻」の社会的必要性

については、94.4％（235企業）が「必要だと思う」と回答しており、多くの企業からこ

れからの社会にとって必要な研究科・専攻であると評価されていることがうかがえ

る。

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 生命科学専攻」
の社会的必要性

企業対象 調査結果まとめ

ー 学生の確保の見通し等-51 ー
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埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 物質科学専攻」
修了生に対する採用意向・毎年の採用想定人数

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 物質科学専攻」修了生を「採用し

たいと思う」と答えた企業は、63.5％（158企業）である。

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 物質科学専攻」の修了生を「採用

したいと思う」と答えた158企業へ埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程

物質科学専攻」修了生の採用を毎年何名程度想定しているか聞いたところ、採用

想定人数の合計は210名で、予定している入学定員数114名を上回っている。この

ことから、安定した人材需要があることがうかがえる。

＜属性別＞

◇業種別

• 「製造業」の企業からの採用意向は、81.6％（98企業中、80企業）。採用想定人数

の合計は104名であり、予定している入学定員数に迫っている。

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 物質科学専攻」の社会的必要性

については、96.0％（239企業）が「必要だと思う」と回答しており、多くの企業からこ

れからの社会にとって必要な研究科・専攻であると評価されていることがうかがえ

る。

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 物質科学専攻」
の社会的必要性

企業対象 調査結果まとめ

ー 学生の確保の見通し等-52 ー
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埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 数理電子情報
専攻」修了生に対する採用意向・毎年の採用想定人数

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 数理電子情報専攻」修了生を「採

用したいと思う」と答えた企業は、68.3％（170企業）である。

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 数理電子情報専攻」の修了生を

「採用したいと思う」と答えた170企業へ埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期

課程 数理電子情報専攻」修了生の採用を毎年何名程度想定しているか聞いたと

ころ、採用想定人数の合計は257名で、予定している入学定員数142名を上回って

いる。このことから、安定した人材需要があることがうかがえる。

＜属性別＞

◇業種別

• 「製造業」の企業からの採用意向は、81.6％（98企業中、80企業）。採用想定人数

の合計は123名で、一定の採用意向がみられる。

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 数理電子情報専攻」の社会的必

要性については、98.0％（244企業）が「必要だと思う」と回答しており、多くの企業か

らこれからの社会にとって必要な研究科・専攻であると評価されていることがうかが

える。

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 数理電子情報
専攻」の社会的必要性

企業対象 調査結果まとめ

ー 学生の確保の見通し等-53 ー
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埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 機械科学専攻」
修了生に対する採用意向・毎年の採用想定人数

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 機械科学専攻」修了生を「採用し

たいと思う」と答えた企業は、76.7％（191企業）である。

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 機械科学専攻」の修了生を「採用

したいと思う」と答えた191企業へ埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程

機械科学専攻」修了生の採用を毎年何名程度想定しているか聞いたところ、採用

想定人数の合計は287名で、予定している入学定員数70名を４倍以上上回ってい

る。このことから、安定した人材需要があることがうかがえる。

＜属性別＞

◇業種別

• 「製造業」の企業からの採用意向は、92.9％（98企業中、91企業）。採用想定人数

の合計は148名で、予定している入学定員数を２倍以上上回っている。

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 機械科学専攻」の社会的必要性

については、97.2％（242企業）が「必要だと思う」と回答しており、多くの企業からこ

れからの社会にとって必要な研究科・専攻であると評価されていることがうかがえ

る。

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 機械科学専攻」
の社会的必要性

企業対象 調査結果まとめ

ー 学生の確保の見通し等-54 ー
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埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 環境社会基盤
専攻」修了生に対する採用意向・毎年の採用想定人数

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 環境社会基盤専攻」修了生を「採

用したいと思う」と答えた企業は、76.3％（190企業）である。

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 環境社会基盤専攻」の修了生を

「採用したいと思う」と答えた190企業へ埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期

課程 環境社会基盤専攻」修了生の採用を毎年何名程度想定しているか聞いたと

ころ、採用想定人数の合計は263名で、予定している入学定員数45名を大きく上

回っている。このことから、安定した人材需要があることがうかがえる。

＜属性別＞

◇業種別

• 「製造業」の企業からの採用意向は、62.2％（98企業中、61企業）。採用想定人数

の合計は63名で、予定している入学定員数を上回っている。

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 環境社会基盤専攻」の社会的必

要性については、97.6％（243企業）が「必要だと思う」と回答しており、多くの企業か

らこれからの社会にとって必要な研究科・専攻であると評価されていることがうかが

える。

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 環境社会基盤
専攻」の社会的必要性

企業対象 調査結果まとめ

ー 学生の確保の見通し等-55 ー
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埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 地球環境に
おける科学技術の応用と融合ＰＧ」修了生に対する採用意向・
毎年の採用想定人数

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 地球環境における科学技術の応

用と融合ＰＧ」修了生を「採用したいと思う」と答えた企業は、64.3％（160企業）である。

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 地球環境における科学技術の応

用と融合ＰＧ」の修了生を「採用したいと思う」と答えた160企業へ埼玉大学大学院

「理工学研究科 博士前期課程 地球環境における科学技術の応用と融合ＰＧ」修

了生の採用を毎年何名程度想定しているか聞いたところ、採用想定人数の合計は

176名である。

＜属性別＞

◇業種別

• 「製造業」の企業からの採用意向は、60.2％（98企業中、59企業）。採用想定人数

の合計は62名である。「建設業」の企業からの採用意向は、71.7％（53企業中、38

企業）で、採用想定人数の合計は40名である。「情報通信業」の企業からの採用意

向は、74.3％（35企業中、26企業）で、採用想定人数の合計は32名である。

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 地球環境における科学技術の

応用と融合ＰＧ」の社会的必要性については、94.8％（236企業）が「必要だと思う」

と回答しており、多くの企業からこれからの社会にとって必要な研究科・専攻である

と評価されていることがうかがえる。

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 地球環境に
おける科学技術の応用と融合ＰＧ」の社会的必要性

企業対象 調査結果まとめ

ー 学生の確保の見通し等-56 ー
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埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 特別教育
プログラム（副ＰＧ）６年一貫型イノベーション人材育成ＰＧ」
受講生に対する採用意向・毎年の採用想定人数

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 特別教育プログラム（副ＰＧ）６年

一貫型イノベーション人材育成ＰＧ」受講生を「採用したいと思う」と答えた企業は、

80.7％（201企業）である。

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 特別教育プログラム（副ＰＧ）６年

一貫型イノベーション人材育成ＰＧ」の受講生を「採用したいと思う」と答えた201企

業へ埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 特別教育プログラム（副ＰＧ）

６年一貫型イノベーション人材育成ＰＧ」受講生の採用を毎年何名程度想定してい

るか聞いたところ、採用想定人数の合計は234名で、予定している受講定員数80名

を２倍以上上回っている。このことから、安定した人材需要があることがうかがえる。

＜属性別＞

◇業種別

• 「製造業」の企業からの採用意向は、84.7％（98企業中、83企業）。採用想定人数

の合計は88名で、予定している受講定員数を上回っている。

企業対象 調査結果まとめ

ー 学生の確保の見通し等-57 ー
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埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 特別教育
プログラム（副ＰＧ）データサイエンティストとしての素養を備えた
理工系人材育成ＰＧ」受講生に対する採用意向・毎年の
採用想定人数

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 特別教育プログラム（副ＰＧ）デー

タサイエンティストとしての素養を備えた理工系人材育成ＰＧ」受講生を「採用したい

と思う」と答えた企業は、79.1％（197企業）である。

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 特別教育プログラム（副ＰＧ）デー

タサイエンティストとしての素養を備えた理工系人材育成ＰＧ」の受講生を「採用した

いと思う」と答えた197企業へ埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 特

別教育プログラム（副ＰＧ）データサイエンティストとしての素養を備えた理工系人材

育成ＰＧ」受講生の採用を毎年何名程度想定しているか聞いたところ、採用想定人

数の合計は235名で、予定している受講定員数40名を大きく上回っている。このこと

から、安定した人材需要があることがうかがえる。

＜属性別＞

◇業種別

• 「製造業」の企業からの採用意向は、83.7％（98企業中、82企業）。採用想定人数

の合計は87名で、予定している受講定員数を２倍以上上回っている。

企業対象 調査結果まとめ

ー 学生の確保の見通し等-58 ー



14

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 特別教育
プログラム（副ＰＧ）６年一貫型ハイグレード理数教育ＰＧ」
受講生に対する採用意向・毎年の採用想定人数

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 特別教育プログラム（副ＰＧ）６年

一貫型ハイグレード理数教育ＰＧ」受講生を「採用したいと思う」と答えた企業は、

67.5％（168企業）である。

• 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 特別教育プログラム（副ＰＧ）６年

一貫型ハイグレード理数教育ＰＧ」の受講生を「採用したいと思う」と答えた168企業

へ埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 特別教育プログラム（副ＰＧ）６

年一貫型ハイグレード理数教育ＰＧ」受講生の採用を毎年何名程度想定しているか

聞いたところ、採用想定人数の合計は194名で、予定している受講定員数20名を大

きく上回っている。このことから、安定した人材需要があることがうかがえる。

＜属性別＞

◇業種別

• 「製造業」の企業からの採用意向は、76.5％（98企業中、75企業）。採用想定人数

の合計は79名で、予定している受講定員数を３倍以上上回っている。「建設業」の

企業からの採用意向は、56.6％（53企業中、30企業）。採用想定人数の合計は30

名で、予定している受講定員数を上回っている。「情報通信業」の企業からの採用

意向は、77.1％（35企業中、27企業）。採用想定人数の合計は37名で、予定してい

る受講定員数を上回っている。

企業対象 調査結果まとめ

ー 学生の確保の見通し等-59 ー



企業対象 調査結果

ー 学生の確保の見通し等-60 ー
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回答企業（回答者）の属性（人事採用への関与度／本社所在地）

■人事採用への関与度
Ｑ１. アンケートにお答えいただいている方の、人事採用への関与度をお教えください。（あてはまる番号１つに○）

■本社所在地
Ｑ２. 貴社・貴団体の本社（本部）所在地について、都道府県名をお教えください。

採用の決裁権が
あり、選考に

かかわっている

採用の決裁権は
ないが、選考に
かかわっている

採用時には
直接かかわらず、

情報や意見を収集・
提供する立場にある

無回答

全体 (n=249) 14.5 72.7 11.6 

1.2 

【単位：％】

200 40 60 80 100

北
海
道

宮
城
県

茨
城
県

群
馬
県

埼
玉
県

千
葉
県

東
京
都

神
奈
川
県

新
潟
県

山
梨
県

(n=249)

0.8 0.4 0.8 1.2 
9.6 

1.6 

61.0 

7.2 
0.4 0.8 

0%

20%

40%

60%

岐
阜
県

静
岡
県

愛
知
県

京
都
府

大
阪
府

兵
庫
県

広
島
県

福
岡
県

佐
賀
県

無
回
答

0.4 0.4 4.4 0.8 
6.4 

0.4 1.6 1.2 0.4 0.0 
0%

20%

40%

60%

ー 学生の確保の見通し等-61 ー
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5
0
名
未
満

5
0
名
～

1
0
0
名
未
満

1
0
0
名
～

5
0
0
名
未
満

5
0
0
名
～

1
,
0
0
0
名
未
満

1
,
0
0
0
名
～

5
,
0
0
0
名
未
満

5
,
0
0
0
名
以
上

無
回
答

(n=249)

3.6 4.8 

25.3 

18.9 

30.1 

16.9 

0.4 
0%

10%

20%

30%

製
造
業

建
設
業

運
輸
業

情
報
通
信
業

電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・

水
道
業

農
・
林
・
漁
・
鉱
業

卸
売
・
小
売
業

金
融
・
保
険
業

不
動
産
業

飲
食
店
・
宿
泊
業

医
療
・
福
祉

複
合
サ
ー

ビ
ス
事
業

サ
ー

ビ
ス
業

公
務

そ
の
他

無
回
答

(n=249)39.4 

21.3 

0.4 

14.1 

1.2 0.0 1.6 0.0 0.4 0.0 0.0 2.0 

11.2 

2.8 
5.6 

0.0 
0%

20%

40%

■業種
Ｑ３. 貴社・貴団体の業種について、ご回答ください。（あてはまる番号１つに○）

回答企業（回答者）の属性（業種／従業員数）

■従業員数
Ｑ４. 貴社・貴団体の従業員数（正規社員）について、ご回答ください。（あてはまる番号１つに○）

ー 学生の確保の見通し等-62 ー
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総数 25,456名

平均 102.2名

増やす 昨年度並み 減らす 未定 無回答

全体 (n=249) 16.5 67.5 9.2 6.4 

0.4 

【単位：％】

200 40 60 80 100

０
名

１
名
～

５
名
未
満

５
名
～

1
0
名
未
満

1
0
名
～

2
0
名
未
満

2
0
名
～

3
0
名
未
満

3
0
名
～

5
0
名
未
満

5
0
名
～

1
0
0
名
未
満

1
0
0
名
以
上

無
回
答

(n=249)

0.4 

9.2 8.8 

14.5 
12.4 

17.7 

10.0 

26.9 

0.0 
0%

10%

20%

正規社員の平均採用人数／本年度の採用予定数

Ｑ５. 貴社・貴団体の過去３か年の平均的な正規社員の採用数について、お教えください。

■正規社員の平均採用人数

■本年度の採用予定数
Ｑ６. 貴社・貴団体の本年度の採用予定数は、昨年度と比較していかがですか。(あてはまる番号１つに○)

※総数は、平均的な正規社員採用人数の合計値

ー 学生の確保の見通し等-63 ー
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語
学

法
学

国
際
関
係
学

教
員
養
成
・
教
育
学

生
活
科
学

芸
術
学

そ
の
他

学
ん
だ
学
問
分
野
に
は

こ
だ
わ
ら
な
い

無
回
答

20.5 22.9 
17.3 

4.8 7.2 4.4 1.6 

14.5 

0.0 
0%

20%

40%

60%

80%

理
学

工
学

総
合
科
学

社
会
学

経
済
・
経
営
・
商
学

農
・
水
産
学

看
護
・
保
健
学

医
・
歯
・
薬
学

文
学

(n=249)

59.0 

83.5 

25.3 
17.7 

28.1 
20.1 

2.0 6.0 
13.7 

0%

20%

40%

60%

80%

採用したい学問分野

Ｑ７. 貴社・貴団体では、今後、大学でどのような学問分野を学んだ人物を採用したいとお考えですか。
（あてはまる番号すべてに○）

■採用したい学問分野

ー 学生の確保の見通し等-64 ー
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(各n=249)

とても魅力を
感じる

ある程度
魅力を感じる

あまり魅力を
感じない

まったく魅力を
感じない

無回答

Ａ．

《生命科学専攻》生命現象に関わる物質と制
御機構の解明、理解を通して、独創的な研究
者となるために必要な生物学の幅広い知識・
学力・見識を備えた人材を育成する

66.7

Ｂ．

《物質科学専攻》物理学や化学の基礎、化学
の応用に関する教育研究環境を構築し、学
問の素養と幅広い視野を持ち国際社会で活
躍できる研究者・技術者・教育者などを育成
する

84.3

Ｃ．

《数理電子情報専攻》数理電子情報に関する
総合的・学際的な教育研究環境を構築し、国
際的な情報化社会の進展に指導的役割を果
たすことのできる技術者の育成、ならびに独
創性を備えた国際的レベルの研究者を育成
する

83.5

Ｄ．

《機械科学専攻》生産性の高度化および高効
率化の実現を図るとともに、人間を支援する
ための科学技術の研究・開発を進展させる
上で中核となる優れた人材を育成する

91.2

Ｅ．

《環境社会基盤専攻》多様化していく社会
ニーズに応えるために、自然環境と調和した
社会基盤の計画・設計・施工・維持・管理技
術を創造的かつ国際的に担うことができる人
材を育成する

87.1

Ｆ．

《融合教育PG》【地球環境における科学技術
の応用と融合ＰＧ】出身学部・学科に捉われ
ず、エネルギー・資源・環境を主分野とし、持
続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の達成や諸問題
の課題解決に貢献しうる、国際性豊かでリー
ダーシップを備えた人材を育成する

78.7

15.3 

37.8 

47.8 

59.0 

47.8 

28.1 

51.4 

46.6 

35.7 

32.1 

39.4 

50.6 

28.9 

14.1 

13.7 

7.6 

11.6 

17.7 

3.6 

0.8 

2.0 

0.4 

1.2 

2.0 

0.8 

0.8 

0.8 

0.8 

0.0 

1.6 

【単位：％】
200 40 60 80 100

魅力度

（※）

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」の各専攻・専攻共通ＰＧの
特色に対する魅力度

※魅力度＝「とても魅力を感じる」「ある程度魅力を感じる」と回答した人の合計値

Ｑ８-１. 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」（設置構想中）の各専攻・融合教育PG（いずれも仮称）には、
以下のような特色があります。貴社・貴団体（ご回答者）にとって、これらの特色はそれぞれどの程度魅力に
感じますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」の
各専攻・専攻共通ＰＧの特色に対する魅力度

※魅力度は、人数をもとに％を算出し、小数点第二位を四捨五入しているため、「とても魅力を感じる」と「ある程度魅力を感じる」の合計値と必ずしも一致しない

ー 学生の確保の見通し等-65 ー
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(各n=249)

とても魅力を
感じる

ある程度
魅力を感じる

あまり魅力を
感じない

まったく魅力を
感じない

無回答

Ｇ．

【６年一貫型イノベーション人材育成ＰＧ】深
い専門知識に加えて、課題を分析し、技術と
統合して、システム化した解決方法を構築で
き、異分野共同による社会実装を実現しうる
リーダーシップを備えた研究者・技術者を育
成する

95.2

Ｈ．

【データサイエンティストとしての素養を備え
た理工系人材育成ＰＧ】深い専門的知識に加
えて、膨大なデータから有用な情報を抽出
し、解析したデータを正しく判断し、それぞれ
の分野の専門知識と融合させることで新たな
価値を創造できる技術者・研究者を育成する

94.8

Ｉ．

【６年一貫型ハイグレード理数教育ＰＧ】研究
者育成を目的とし、研究面での企画・実施・
解析能力や、研究遂行及び公表に必要な国
際性と社会性、研究倫理を遵守する姿勢を
育成し、特殊性と独創性がある研究が行える
人材を育成する

89.2

59.0 

57.8 

44.2 

36.1 

36.9 

45.0 

4.0 

4.4 

10.4 

0.4 

0.4 

0.0 

0.4 

0.4 

0.4 

【単位：％】
200 40 60 80 100

魅力度

（※）

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」の副ＰＧの特色に対する魅力度

※魅力度＝「とても魅力を感じる」「ある程度魅力を感じる」と回答した人の合計値

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」の
副ＰＧの特色に対する魅力度

※魅力度は、人数をもとに％を算出し、小数点第二位を四捨五入しているため、「とても魅力を感じる」と「ある程度魅力を感じる」の合計値と必ずしも一致しない

Ｑ８-２. 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」（設置構想中）では、副ＰＧとして、自分の専攻以外の分野や最新の
情報化技術を学べる３つの特別教育プログラム（いずれも仮称）の導入を構想しています。貴社・貴団体（ご回答者）
にとって、これらの特色はそれぞれどの程度魅力に感じますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

ー 学生の確保の見通し等-66 ー
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標
本
数

　
単
位

１
名

２
名

３
名

４
名

５
名
以
上

毎
年
の
採
用
想
定
人
数
を

示
し
た
企
業
数
・
計

お
よ
び
採
用
想
定
人
数
・

計

（
※

）

％ 68.4% 7.7% 4.3% 0.9% 4.3%

企業数 80 9 5 1 5 100

名 80 18 15 4 25 142

 全体 117 ⇒

採用したいと思う 採用したいと思わない 無回答

全体 (n=249)
47.0

（117企業）

46.6

（116企業）

6.4

（16企業）

【単位：％】

200 40 60 80 100

必要だと思う 必要だと思わない 無回答

全体 (n=249)
94.4

（235企業）

4.4

（11企業）

1.2

（3企業）

【単位：％】

200 40 60 80 100

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 生命科学専攻」の社会的必
要性／修了生に対する採用意向／修了生の毎年の採用想定人数

「採用したいと思う」と答えた117企業のみ抽出

※毎年の採用想定人数・計 「５名以上」＝５名 を代入し合計値を算出

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 生命科学専攻」修了生に
対する採用意向

Ｑ10-１. 貴社・貴団体（ご回答者）では、埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」（設置構想中）の各専攻、副PG
（いずれも仮称）を修了、受講した学生について、採用したいと思われますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 生命科学専攻」修了生の
毎年の採用想定人数

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 生命科学専攻」の
社会的必要性

Ｑ９. 貴社・貴団体（ご回答者）は、埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」（設置構想中）の各専攻・融合教育PG
（いずれも仮称）は、これからの社会にとって必要だと思われますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

Ｑ10-２. Q10-1で「採用したいと思う」と回答した専攻、副ＰＧについて、それぞれ毎年何名程度の採用を想定されますか。
（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

ー 学生の確保の見通し等-67 ー
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全体 (n=249) 117企業 142名 

関東 (n=203) 98企業 115名 

　埼玉県 (n=24) 7企業 8名 

　千葉県 (n=4) 2企業 2名 

　東京都 (n=152) 79企業 96名 

　神奈川県 (n=18) 8企業 6名 

製造業 (n=98) 54企業 59名 

建設業 (n=53) 13企業 10名 

情報通信業 (n=35) 27企業 32名 

サービス業 (n=28) 12企業 26名 

理学 (n=147) 77企業 100名 

工学 (n=208) 84企業 107名 

総合科学 (n=63) 42企業 48名 

本
社
所
在
地
別

業
種
別

採
用
し
た
い

学
問
分
野
別

47.0 

48.3 

29.2 

50.0 

52.0 

44.4 

55.1 

24.5 

77.1 

42.9 

52.4 

40.4 

66.7 

0 20 40 60 80 100
【単位：％】

採用

意向企業

・合計

採用

想定人数

・合計

採用意向（％）

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 生命科学専攻」修了生に対する
採用意向／採用想定人数＜属性別＞

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 生命科学
専攻」修了生に対する採用意向／採用想定人数＜属性別＞

※埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 生命科学専攻」に対して、
Ｑ10-１で「採用したいと思う」と回答した企業を【採用意向企業】と定義し、さらに
【採用意向企業】のうち、Ｑ10-２で具体的な人数を回答した企業の採用想定人数の合計
を【採用想定人数】と定義する。

＜属性別＞

※採用想定人数・合計 「５名以上」＝５名 を代入し合計値を算出

ー 学生の確保の見通し等-68 ー
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標
本
数

　
単
位

１
名

２
名

３
名

４
名

５
名
以
上

毎
年
の
採
用
想
定
人
数
を

示
し
た
企
業
数
・
計

お
よ
び
採
用
想
定
人
数
・

計

（
※

）

％ 61.4% 13.3% 5.7% 0.6% 5.1%

企業数 97 21 9 1 8 136

名 97 42 27 4 40 210

 全体 158 ⇒

採用したいと思う 採用したいと思わない 無回答

全体 (n=249)
63.5

（158企業）

32.1

（80企業）

4.4

（11企業）

【単位：％】

200 40 60 80 100

必要だと思う 必要だと思わない 無回答

全体 (n=249)
96.0

（239企業）

3.2

（8企業）

0.8

（2企業）

【単位：％】

200 40 60 80 100

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 物質科学専攻」の社会的必
要性／修了生に対する採用意向／修了生の毎年の採用想定人数

「採用したいと思う」と答えた158企業のみ抽出

※毎年の採用想定人数・計 「５名以上」＝５名 を代入し合計値を算出

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 物質科学専攻」修了生に
対する採用意向

Ｑ10-１. 貴社・貴団体（ご回答者）では、埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」（設置構想中）の各専攻、副PG
（いずれも仮称）を修了、受講した学生について、採用したいと思われますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 物質科学専攻」修了生の
毎年の採用想定人数

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 物質科学専攻」の
社会的必要性

Ｑ９. 貴社・貴団体（ご回答者）は、埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」（設置構想中）の各専攻・融合教育PG
（いずれも仮称）は、これからの社会にとって必要だと思われますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

Ｑ10-２. Q10-1で「採用したいと思う」と回答した専攻、副ＰＧについて、それぞれ毎年何名程度の採用を想定されますか。
（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

ー 学生の確保の見通し等-69 ー
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全体 (n=249) 158企業 210名 

関東 (n=203) 136企業 172名 

　埼玉県 (n=24) 16企業 20名 

　千葉県 (n=4) 3企業 5名 

　東京都 (n=152) 99企業 122名 

　神奈川県 (n=18) 15企業 21名 

製造業 (n=98) 80企業 104名 

建設業 (n=53) 19企業 19名 

情報通信業 (n=35) 28企業 33名 

サービス業 (n=28) 15企業 28名 

理学 (n=147) 111企業 155名 

工学 (n=208) 126企業 178名 

総合科学 (n=63) 53企業 64名 

本
社
所
在
地
別

業
種
別

採
用
し
た
い

学
問
分
野
別

63.5 

67.0 

66.7 

75.0 

65.1 

83.3 

81.6 

35.8 

80.0 

53.6 

75.5 

60.6 

84.1 

0 20 40 60 80 100
【単位：％】

採用

意向企業

・合計

採用

想定人数

・合計

採用意向（％）

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 物質科学専攻」修了生に対する
採用意向／採用想定人数＜属性別＞

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 物質科学
専攻」修了生に対する採用意向／採用想定人数＜属性別＞

※埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 物質科学専攻」に対して、
Ｑ10-１で「採用したいと思う」と回答した企業を【採用意向企業】と定義し、さらに
【採用意向企業】のうち、Ｑ10-２で具体的な人数を回答した企業の採用想定人数の合計
を【採用想定人数】と定義する。

＜属性別＞

※採用想定人数・合計 「５名以上」＝５名 を代入し合計値を算出

ー 学生の確保の見通し等-70 ー
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標
本
数

　
単
位

１
名

２
名

３
名

４
名

５
名
以
上

毎
年
の
採
用
想
定
人
数
を

示
し
た
企
業
数
・
計

お
よ
び
採
用
想
定
人
数
・

計

（
※

）

％ 54.7% 15.3% 8.8% 1.8% 6.5%

企業数 93 26 15 3 11 148

名 93 52 45 12 55 257

 全体 170 ⇒

採用したいと思う 採用したいと思わない 無回答

全体 (n=249)
68.3

（170企業）

26.9

（67企業）

4.8

（12企業）

【単位：％】

200 40 60 80 100

必要だと思う 必要だと思わない 無回答

全体 (n=249)
98.0

（244企業）

1.2

（3企業）

0.8

（2企業）

【単位：％】

200 40 60 80 100

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 数理電子情報専攻」の
社会的必要性／修了生に対する採用意向／修了生の毎年の採用想定人数

「採用したいと思う」と答えた170企業のみ抽出

※毎年の採用想定人数・計 「５名以上」＝５名 を代入し合計値を算出

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 数理電子情報専攻」修了生
に対する採用意向

Ｑ10-１. 貴社・貴団体（ご回答者）では、埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」（設置構想中）の各専攻、副PG
（いずれも仮称）を修了、受講した学生について、採用したいと思われますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 数理電子情報専攻」修了生
の毎年の採用想定人数

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 数理電子情報専攻」の
社会的必要性

Ｑ９. 貴社・貴団体（ご回答者）は、埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」（設置構想中）の各専攻・融合教育PG
（いずれも仮称）は、これからの社会にとって必要だと思われますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

Ｑ10-２. Q10-1で「採用したいと思う」と回答した専攻、副ＰＧについて、それぞれ毎年何名程度の採用を想定されますか。
（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

ー 学生の確保の見通し等-71 ー



27

全体 (n=249) 170企業 257名 

関東 (n=203) 144企業 217名 

　埼玉県 (n=24) 15企業 21名 

　千葉県 (n=4) 2企業 3名 

　東京都 (n=152) 109企業 166名 

　神奈川県 (n=18) 15企業 22名 

製造業 (n=98) 80企業 123名 

建設業 (n=53) 21企業 19名 

情報通信業 (n=35) 34企業 63名 

サービス業 (n=28) 17企業 26名 

理学 (n=147) 118企業 184名 

工学 (n=208) 137企業 217名 

総合科学 (n=63) 54企業 85名 

本
社
所
在
地
別

業
種
別

採
用
し
た
い

学
問
分
野
別

68.3 

70.9 

62.5 

50.0 

71.7 

83.3 

81.6 

39.6 

97.1 

60.7 

80.3 

65.9 

85.7 

0 20 40 60 80 100
【単位：％】

採用

意向企業

・合計

採用

想定人数

・合計

採用意向（％）

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 数理電子情報専攻」修了生に
対する採用意向／採用想定人数＜属性別＞

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 数理電子情報
専攻」修了生に対する採用意向／採用想定人数＜属性別＞

※埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 数理電子情報専攻」に対して、
Ｑ10-１で「採用したいと思う」と回答した企業を【採用意向企業】と定義し、さらに
【採用意向企業】のうち、Ｑ10-２で具体的な人数を回答した企業の採用想定人数の合計
を【採用想定人数】と定義する。

＜属性別＞

※採用想定人数・合計 「５名以上」＝５名 を代入し合計値を算出

ー 学生の確保の見通し等-72 ー
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標
本
数

　
単
位

１
名

２
名

３
名

４
名

５
名
以
上

毎
年
の
採
用
想
定
人
数
を

示
し
た
企
業
数
・
計

お
よ
び
採
用
想
定
人
数
・

計

（
※

）

％ 55.0% 17.3% 8.9% 0.0% 6.8%

企業数 105 33 17 0 13 168

名 105 66 51 0 65 287

 全体 191 ⇒

採用したいと思う 採用したいと思わない 無回答

全体 (n=249)
76.7

（191企業）

19.7

（49企業）

3.6

（9企業）

【単位：％】

200 40 60 80 100

必要だと思う 必要だと思わない 無回答

全体 (n=249)
97.2

（242企業）

2.0

（5企業）

0.8

（2企業）

【単位：％】

200 40 60 80 100

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 機械科学専攻」の社会的必
要性／修了生に対する採用意向／修了生の毎年の採用想定人数

「採用したいと思う」と答えた191企業のみ抽出

※毎年の採用想定人数・計 「５名以上」＝５名 を代入し合計値を算出

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 機械科学専攻」修了生に
対する採用意向

Ｑ10-１. 貴社・貴団体（ご回答者）では、埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」（設置構想中）の各専攻、副PG
（いずれも仮称）を修了、受講した学生について、採用したいと思われますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 機械科学専攻」修了生の
毎年の採用想定人数

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 機械科学専攻」の
社会的必要性

Ｑ９. 貴社・貴団体（ご回答者）は、埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」（設置構想中）の各専攻・融合教育PG
（いずれも仮称）は、これからの社会にとって必要だと思われますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

Ｑ10-２. Q10-1で「採用したいと思う」と回答した専攻、副ＰＧについて、それぞれ毎年何名程度の採用を想定されますか。
（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

ー 学生の確保の見通し等-73 ー
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全体 (n=249) 191企業 287名 

関東 (n=203) 160企業 234名 

　埼玉県 (n=24) 17企業 32名 

　千葉県 (n=4) 4企業 6名 

　東京都 (n=152) 117企業 166名 

　神奈川県 (n=18) 17企業 23名 

製造業 (n=98) 91企業 148名 

建設業 (n=53) 30企業 36名 

情報通信業 (n=35) 32企業 48名 

サービス業 (n=28) 16企業 23名 

理学 (n=147) 122企業 189名 

工学 (n=208) 158企業 253名 

総合科学 (n=63) 59企業 89名 

本
社
所
在
地
別

業
種
別

採
用
し
た
い

学
問
分
野
別

76.7 

78.8 

70.8 

100.0 

77.0 

94.4 

92.9 

56.6 

91.4 

57.1 

83.0 

76.0 

93.7 

0 20 40 60 80 100
【単位：％】

採用

意向企業

・合計

採用

想定人数

・合計

採用意向（％）

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 機械科学専攻」修了生に対する
採用意向／採用想定人数＜属性別＞

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 機械科学
専攻」修了生に対する採用意向／採用想定人数＜属性別＞

※埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 機械科学専攻」に対して、
Ｑ10-１で「採用したいと思う」と回答した企業を【採用意向企業】と定義し、さらに
【採用意向企業】のうち、Ｑ10-２で具体的な人数を回答した企業の採用想定人数の合計
を【採用想定人数】と定義する。

＜属性別＞

※採用想定人数・合計 「５名以上」＝５名 を代入し合計値を算出

ー 学生の確保の見通し等-74 ー
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標
本
数

　
単
位

１
名

２
名

３
名

４
名

５
名
以
上

毎
年
の
採
用
想
定
人
数
を

示
し
た
企
業
数
・
計

お
よ
び
採
用
想
定
人
数
・

計

（
※

）

％ 61.1% 14.7% 4.7% 0.5% 6.3%

企業数 116 28 9 1 12 166

名 116 56 27 4 60 263

 全体 190 ⇒

採用したいと思う 採用したいと思わない 無回答

全体 (n=249)
76.3

（190企業）

19.3

（48企業）

4.4

（11企業）

【単位：％】

200 40 60 80 100

必要だと思う 必要だと思わない 無回答

全体 (n=249)
97.6

（243企業）

2.0

（5企業）

0.4

（1企業）

【単位：％】

200 40 60 80 100

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 環境社会基盤専攻」の
社会的必要性／修了生に対する採用意向／修了生の毎年の採用想定人数

「採用したいと思う」と答えた190企業のみ抽出

※毎年の採用想定人数・計 「５名以上」＝５名 を代入し合計値を算出

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 環境社会基盤専攻」修了生
に対する採用意向

Ｑ10-１. 貴社・貴団体（ご回答者）では、埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」（設置構想中）の各専攻、副PG
（いずれも仮称）を修了、受講した学生について、採用したいと思われますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 環境社会基盤専攻」修了生
の毎年の採用想定人数

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 環境社会基盤専攻」の
社会的必要性

Ｑ９. 貴社・貴団体（ご回答者）は、埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」（設置構想中）の各専攻・融合教育PG
（いずれも仮称）は、これからの社会にとって必要だと思われますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

Ｑ10-２. Q10-1で「採用したいと思う」と回答した専攻、副ＰＧについて、それぞれ毎年何名程度の採用を想定されますか。
（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

ー 学生の確保の見通し等-75 ー
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全体 (n=249) 190企業 263名 

関東 (n=203) 159企業 214名 

　埼玉県 (n=24) 15企業 20名 

　千葉県 (n=4) 3企業 4名 

　東京都 (n=152) 126企業 171名 

　神奈川県 (n=18) 12企業 15名 

製造業 (n=98) 61企業 63名 

建設業 (n=53) 52企業 81名 

情報通信業 (n=35) 28企業 35名 

サービス業 (n=28) 20企業 43名 

理学 (n=147) 106企業 136名 

工学 (n=208) 156企業 229名 

総合科学 (n=63) 50企業 60名 

本
社
所
在
地
別

業
種
別

採
用
し
た
い

学
問
分
野
別

76.3 

78.3 

62.5 

75.0 

82.9 

66.7 

62.2 

98.1 

80.0 

71.4 

72.1 

75.0 

79.4 

0 20 40 60 80 100
【単位：％】

採用

意向企業

・合計

採用

想定人数

・合計

採用意向（％）

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 環境社会基盤専攻」修了生に
対する採用意向／採用想定人数＜属性別＞

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 環境社会基盤
専攻」修了生に対する採用意向／採用想定人数＜属性別＞

※埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 環境社会基盤専攻」に対して、
Ｑ10-１で「採用したいと思う」と回答した企業を【採用意向企業】と定義し、さらに
【採用意向企業】のうち、Ｑ10-２で具体的な人数を回答した企業の採用想定人数の合計
を【採用想定人数】と定義する。

＜属性別＞

※採用想定人数・合計 「５名以上」＝５名 を代入し合計値を算出

ー 学生の確保の見通し等-76 ー
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標
本
数

　
単
位

１
名

２
名

３
名

４
名

５
名
以
上

毎
年
の
採
用
想
定
人
数
を

示
し
た
企
業
数
・
計

お
よ
び
採
用
想
定
人
数
・

計

（
※

）

％ 70.0% 10.6% 2.5% 1.3% 1.3%

企業数 112 17 4 2 2 137

名 112 34 12 8 10 176

 全体 160 ⇒

採用したいと思う 採用したいと思わない 無回答

全体 (n=249)
64.3

（160企業）

30.1

（75企業）

5.6

（14企業）

【単位：％】

200 40 60 80 100

必要だと思う 必要だと思わない 無回答

全体 (n=249)
94.8

（236企業）

4.4

（11企業）

0.8

（2企業）

【単位：％】

200 40 60 80 100

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 地球環境における科学技術の
応用と融合ＰＧ」の社会的必要性／修了生に対する採用意向／修了生の毎年の
採用想定人数

「採用したいと思う」と答えた160企業のみ抽出

※毎年の採用想定人数・計 「５名以上」＝５名 を代入し合計値を算出

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 地球環境における科学技術
の応用と融合ＰＧ」修了生に対する採用意向

Ｑ10-１. 貴社・貴団体（ご回答者）では、埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」（設置構想中）の各専攻、副PG
（いずれも仮称）を修了、受講した学生について、採用したいと思われますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 地球環境における科学技術
の応用と融合ＰＧ」修了生の毎年の採用想定人数

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 地球環境における科学技術
の応用と融合ＰＧ」の社会的必要性

Ｑ９. 貴社・貴団体（ご回答者）は、埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」（設置構想中）の各専攻・融合教育PG
（いずれも仮称）は、これからの社会にとって必要だと思われますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

Ｑ10-２. Q10-1で「採用したいと思う」と回答した専攻、副ＰＧについて、それぞれ毎年何名程度の採用を想定されますか。
（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

ー 学生の確保の見通し等-77 ー
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全体 (n=249) 160企業 176名 

関東 (n=203) 136企業 146名 

　埼玉県 (n=24) 13企業 17名 

　千葉県 (n=4) 3企業 4名 

　東京都 (n=152) 108企業 114名 

　神奈川県 (n=18) 8企業 6名 

製造業 (n=98) 59企業 62名 

建設業 (n=53) 38企業 40名 

情報通信業 (n=35) 26企業 32名 

サービス業 (n=28) 15企業 18名 

理学 (n=147) 96企業 104名 

工学 (n=208) 127企業 142名 

総合科学 (n=63) 51企業 56名 

本
社
所
在
地
別

業
種
別

採
用
し
た
い

学
問
分
野
別

64.3 

67.0 

54.2 

75.0 

71.1 

44.4 

60.2 

71.7 

74.3 

53.6 

65.3 

61.1 

81.0 

0 20 40 60 80 100
【単位：％】

採用

意向企業

・合計

採用

想定人数

・合計

採用意向（％）

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 地球環境における科学技術の
応用と融合ＰＧ」修了生に対する採用意向／採用想定人数＜属性別＞

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 地球環境における科学
技術の応用と融合ＰＧ」修了生に対する採用意向／採用想定人数＜属性別＞

※埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 地球環境における科学技術の応用と
融合ＰＧ」に対して、
Ｑ10-１で「採用したいと思う」と回答した企業を【採用意向企業】と定義し、さらに
【採用意向企業】のうち、Ｑ10-２で具体的な人数を回答した企業の採用想定人数の合計
を【採用想定人数】と定義する。

＜属性別＞

※採用想定人数・合計 「５名以上」＝５名 を代入し合計値を算出

ー 学生の確保の見通し等-78 ー
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採用したいと思う 採用したいと思わない 無回答

全体 (n=249)
80.7

（201企業）

14.9

（37企業）

4.4

（11企業）

【単位：％】

200 40 60 80 100

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 特別教育プログラム（副ＰＧ）
６年一貫型イノベーション人材育成ＰＧ」受講生に対する採用意向

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 特別教育プログラム
（副ＰＧ）６年一貫型イノベーション人材育成ＰＧ」受講生に対する採用意向／
受講生の毎年の採用想定人数

「採用したいと思う」と答えた201企業のみ抽出

※毎年の採用想定人数・計 「５名以上」＝５名 を代入し合計値を算出

Ｑ10-１. 貴社・貴団体（ご回答者）では、埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」（設置構想中）の各専攻、副PG
（いずれも仮称）を修了、受講した学生について、採用したいと思われますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 特別教育プログラム（副ＰＧ）
６年一貫型イノベーション人材育成ＰＧ」受講生の毎年の採用想定人数

Ｑ10-２. Q10-1で「採用したいと思う」と回答した専攻、副ＰＧについて、それぞれ毎年何名程度の採用を想定されますか。
（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

 　
標
本
数

　
単
位

１
名

２
名

３
名

４
名

５
名
以
上

毎
年
の
採
用
想
定
人
数
を

示
し
た
企
業
数
・
計

お
よ
び
採
用
想
定
人
数
・

計

（
※

）

％ 66.2% 11.4% 3.5% 0.5% 3.0%

企業数 133 23 7 1 6 170

名 133 46 21 4 30 234

 全体 201 ⇒

ー 学生の確保の見通し等-79 ー
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全体 (n=249) 201企業 234名 

関東 (n=203) 166企業 183名 

　埼玉県 (n=24) 19企業 21名 

　千葉県 (n=4) 4企業 5名 

　東京都 (n=152) 124企業 137名 

　神奈川県 (n=18) 15企業 15名 

製造業 (n=98) 83企業 88名 

建設業 (n=53) 37企業 34名 

情報通信業 (n=35) 30企業 38名 

サービス業 (n=28) 25企業 38名 

理学 (n=147) 126企業 147名 

工学 (n=208) 167企業 198名 

総合科学 (n=63) 59企業 74名 

本
社
所
在
地
別

業
種
別

採
用
し
た
い

学
問
分
野
別

80.7 

81.8 

79.2 

100.0 

81.6 

83.3 

84.7 

69.8 

85.7 

89.3 

85.7 

80.3 

93.7 

0 20 40 60 80 100
【単位：％】

採用

意向企業

・合計

採用

想定人数

・合計

採用意向（％）

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 特別教育プログラム（副ＰＧ）
６年一貫型イノベーション人材育成ＰＧ」受講生に対する採用意向／採用想定人数
＜属性別＞

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 特別教育プログラム
（副ＰＧ）６年一貫型イノベーション人材育成ＰＧ」受講生に対する採用意向／
採用想定人数＜属性別＞

※埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 特別教育プログラム（副ＰＧ）
６年一貫型イノベーション人材育成ＰＧ」に対して、
Ｑ10-１で「採用したいと思う」と回答した企業を【採用意向企業】と定義し、さらに
【採用意向企業】のうち、Ｑ10-２で具体的な人数を回答した企業の採用想定人数の合計
を【採用想定人数】と定義する。

＜属性別＞

※採用想定人数・合計 「５名以上」＝５名 を代入し合計値を算出

ー 学生の確保の見通し等-80 ー
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標
本
数

　
単
位

１
名

２
名

３
名

４
名

５
名
以
上

毎
年
の
採
用
想
定
人
数
を

示
し
た
企
業
数
・
計

お
よ
び
採
用
想
定
人
数
・

計

（
※

）

％ 65.5% 11.7% 4.6% 1.0% 2.5%

企業数 129 23 9 2 5 168

名 129 46 27 8 25 235

 全体 197 ⇒

採用したいと思う 採用したいと思わない 無回答

全体 (n=249)
79.1

（197企業）

15.3

（38企業）

5.6

（14企業）

【単位：％】

200 40 60 80 100

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 特別教育プログラム（副ＰＧ）
データサイエンティストとしての素養を備えた理工系人材育成ＰＧ」受講生に
対する採用意向

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 特別教育プログラム
（副ＰＧ）データサイエンティストとしての素養を備えた理工系人材育成ＰＧ」
受講生に対する採用意向／受講生の毎年の採用想定人数

「採用したいと思う」と答えた197企業のみ抽出

※毎年の採用想定人数・計 「５名以上」＝５名 を代入し合計値を算出

Ｑ10-１. 貴社・貴団体（ご回答者）では、埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」（設置構想中）の各専攻、副PG
（いずれも仮称）を修了、受講した学生について、採用したいと思われますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 特別教育プログラム（副ＰＧ）
データサイエンティストとしての素養を備えた理工系人材育成ＰＧ」受講生の
毎年の採用想定人数

Ｑ10-２. Q10-1で「採用したいと思う」と回答した専攻、副ＰＧについて、それぞれ毎年何名程度の採用を想定されますか。
（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

ー 学生の確保の見通し等-81 ー
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全体 (n=249) 197企業 235名 

関東 (n=203) 164企業 190名 

　埼玉県 (n=24) 18企業 20名 

　千葉県 (n=4) 3企業 5名 

　東京都 (n=152) 122企業 140名 

　神奈川県 (n=18) 17企業 20名 

製造業 (n=98) 82企業 87名 

建設業 (n=53) 33企業 33名 

情報通信業 (n=35) 32企業 49名 

サービス業 (n=28) 25企業 34名 

理学 (n=147) 128企業 156名 

工学 (n=208) 164企業 198名 

総合科学 (n=63) 60企業 73名 

本
社
所
在
地
別

業
種
別

採
用
し
た
い

学
問
分
野
別

79.1 

80.8 

75.0 

75.0 

80.3 

94.4 

83.7 

62.3 

91.4 

89.3 

87.1 

78.8 

95.2 

0 20 40 60 80 100
【単位：％】

採用

意向企業

・合計

採用

想定人数

・合計

採用意向（％）

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 特別教育プログラム（副ＰＧ）
データサイエンティストとしての素養を備えた理工系人材育成ＰＧ」受講生に対する
採用意向／採用想定人数
＜属性別＞

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 特別教育プログラム
（副ＰＧ）データサイエンティストとしての素養を備えた理工系人材育成ＰＧ」
受講生に対する採用意向／採用想定人数＜属性別＞

※埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 特別教育プログラム（副ＰＧ）
データサイエンティストとしての素養を備えた理工系人材育成ＰＧ」に対して、
Ｑ10-１で「採用したいと思う」と回答した企業を【採用意向企業】と定義し、さらに
【採用意向企業】のうち、Ｑ10-２で具体的な人数を回答した企業の採用想定人数の合計
を【採用想定人数】と定義する。

＜属性別＞

※採用想定人数・合計 「５名以上」＝５名 を代入し合計値を算出

ー 学生の確保の見通し等-82 ー
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標
本
数

　
単
位

１
名

２
名

３
名

４
名

５
名
以
上

毎
年
の
採
用
想
定
人
数
を

示
し
た
企
業
数
・
計

お
よ
び
採
用
想
定
人
数
・

計

（
※

）

％ 67.9% 8.9% 4.2% 0.6% 3.0%

企業数 114 15 7 1 5 142

名 114 30 21 4 25 194

 全体 168 ⇒

採用したいと思う 採用したいと思わない 無回答

全体 (n=249)
67.5

（168企業）

26.1

（65企業）

6.4

（16企業）

【単位：％】

200 40 60 80 100

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 特別教育プログラム（副ＰＧ）
６年一貫型ハイグレード理数教育ＰＧ」受講生に対する採用意向

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 特別教育プログラム
（副ＰＧ）６年一貫型ハイグレード理数教育ＰＧ」受講生に対する採用意向／
受講生の毎年の採用想定人数

「採用したいと思う」と答えた168企業のみ抽出

※毎年の採用想定人数・計 「５名以上」＝５名 を代入し合計値を算出

Ｑ10-１. 貴社・貴団体（ご回答者）では、埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」（設置構想中）の各専攻、副PG
（いずれも仮称）を修了、受講した学生について、採用したいと思われますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 特別教育プログラム（副ＰＧ）
６年一貫型ハイグレード理数教育ＰＧ」受講生の毎年の採用想定人数

Ｑ10-２. Q10-1で「採用したいと思う」と回答した専攻、副ＰＧについて、それぞれ毎年何名程度の採用を想定されますか。
（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

ー 学生の確保の見通し等-83 ー
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全体 (n=249) 168企業 194名 

関東 (n=203) 141企業 156名 

　埼玉県 (n=24) 15企業 18名 

　千葉県 (n=4) 3企業 5名 

　東京都 (n=152) 106企業 114名 

　神奈川県 (n=18) 14企業 15名 

製造業 (n=98) 75企業 79名 

建設業 (n=53) 30企業 30名 

情報通信業 (n=35) 27企業 37名 

サービス業 (n=28) 17企業 21名 

理学 (n=147) 108企業 126名 

工学 (n=208) 137企業 161名 

総合科学 (n=63) 52企業 64名 

本
社
所
在
地
別

業
種
別

採
用
し
た
い

学
問
分
野
別

67.5 

69.5 

62.5 

75.0 

69.7 

77.8 

76.5 

56.6 

77.1 

60.7 

73.5 

65.9 

82.5 

0 20 40 60 80 100
【単位：％】

採用

意向企業

・合計

採用

想定人数

・合計

採用意向（％）

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 特別教育プログラム（副ＰＧ）
６年一貫型ハイグレード理数教育ＰＧ」受講生に対する採用意向／採用想定人数
＜属性別＞

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 特別教育プログラム
（副ＰＧ）６年一貫型ハイグレード理数教育ＰＧ」受講生に対する採用意向／採
用想定人数＜属性別＞

※埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程 特別教育プログラム（副ＰＧ）
６年一貫型ハイグレード理数教育ＰＧ」に対して、
Ｑ10-１で「採用したいと思う」と回答した企業を【採用意向企業】と定義し、さらに
【採用意向企業】のうち、Ｑ10-２で具体的な人数を回答した企業の採用想定人数の合計
を【採用想定人数】と定義する。

＜属性別＞

※採用想定人数・合計 「５名以上」＝５名 を代入し合計値を算出

ー 学生の確保の見通し等-84 ー
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標
本
数

　
単
位

１
名

２
名

３
名

４
名

５
名
以
上

毎
年
の
採
用
想
定
人
数
を

示
し
た
企
業
数
・
計

お
よ
び
採
用
想
定
人
数
・

計

（
※

）

％ 32.9% 30.9% 13.7% 2.4% 10.0%

企業数 82 77 34 6 25 224

名 82 154 102 24 125 487

 全体 249 ⇒

埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」全体に
対する毎年の採用想定人数

※毎年の採用想定人数・計 「５名以上」＝５名 を代入し合計値を算出

■埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」全体に対する毎年の
採用想定人数

Ｑ10-３. 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」(設置構想中)全体として毎年何名程度の採用を想定されますか。
(あてはまる番号１つに○)

ー 学生の確保の見通し等-85 ー
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ー 学生の確保の見通し等-86 ー
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調査票

Ｑ１． アンケートにお答えいただいている方の、人事採用への関与度をお教えください。

（あてはまる番号１つに○）

1. 採用の決裁権があり、選考にかかわっている

2. 採用の決裁権はないが、選考にかかわっている

3. 採用時には直接かかわらず、情報や意見を収集・提供する立場にある

Ｑ２． 貴社・貴団体の本社（本部）所在地について、都道府県名をお教えください。

Ｑ３． 貴社・貴団体の業種について、ご回答ください。（あてはまる番号１つに○）

1. 製造業 6. 農・林・漁・鉱業 11. 医療・福祉

2. 建設業 7. 卸売・小売業 12. 複合サービス事業

3. 運輸業 8. 金融・保険業 13. サービス業

4. 情報通信業 9. 不動産業 14. 公務

5. 電気・ガス・熱供給・水道業 10. 飲食店・宿泊業 15. その他　　

Ｑ４． 貴社・貴団体の従業員数（正規社員）について、ご回答ください。（あてはまる番号１つに○）

1. 50名未満 3. 100名～500名未満 5. 1,000名～5,000名未満

2. 50名～100名未満 4. 500名～1,000名未満 6. 5,000名以上

Ｑ５． 貴社・貴団体の過去３か年の平均的な正規社員の採用数について、お教えください。

※アラビア数字（1,2,3・・・）でご記入ください。

Ｑ６． 貴社・貴団体の本年度の採用予定数は、昨年度と比較していかがですか。(あてはまる番号１つに○)

1. 増やす 3. 減らす

2. 昨年度並み 4. 未定

Ｑ７． 貴社・貴団体では、今後、大学でどのような学問分野を学んだ人物を採用したいとお考えですか。

（あてはまる番号すべてに○）

1. 理学 7. 看護・保健学 13. 教員養成・教育学

2. 工学 8. 医・歯・薬学 14. 生活科学

3. 総合科学 9. 文学 15. 芸術学

4. 社会学 10. 語学 16. その他

5. 経済・経営・商学 11. 法学 17. 学んだ学問分野にはこだわらない

6. 農・水産学 12. 国際関係学

→次ページに続く

埼玉大学大学院では2022年（令和４年）４月に「理工学研究科　博士前期課程」を６専攻１３コースから５専攻
１０教育プログラムに再編し、さらに３つの副プログラムを導入することを構想しています。
このアンケートは採用ご担当者の皆様からご意見をお伺いし、より充実した研究科にするための参考資料とさ
せていただくものです。
このアンケートで得られた情報や回答内容は、上記の目的のための統計資料としてのみ活用し、個人を特定
することは一切ありません。
つきましては、ぜひアンケートへのご協力をお願いいたします。

　埼玉大学大学院理工学研究科　博士前期課程
（設置構想中）に関するアンケート

都 ・ 道 ・ 府 ・ 県　←１つに○本社(本部)所在地

※このアンケートや別紙に記載されている内容は予定であり、変更になる可能性があります。

はじめに、貴社・貴団体についてお伺いいたします。

名程度過去３か年 平均

ー 学生の確保の見通し等-87 ー
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調査票

Ｑ８-１． 埼玉大学大学院「理工学研究科　博士前期課程」（設置構想中）の

各専攻・融合教育PG（いずれも仮称）には、以下のような特色があります。

貴社・貴団体（ご回答者）にとって、これらの特色はそれぞれ

どの程度魅力に感じますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

Ｑ８-２． 埼玉大学大学院「理工学研究科　博士前期課程」（設置構想中）では、

副ＰＧとして、自分の専攻以外の分野や最新の情報化技術を学べる

３つの特別教育プログラム（いずれも仮称）の導入を構想しています。

貴社・貴団体（ご回答者）にとって、これらの特色はそれぞれ

どの程度魅力に感じますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

→次ページに続く

２ ３ ４

→ １ ２ ３ ４

→ １

→ １

埼玉大学大学院では、2022年（令和４年）４月に、「理工学研究科 博士前期課程」 を
　 ５専攻１０教育プログラムに再編し、さらに３つの副プログラムを導入することを構想しています。

※ ここからは、別紙［埼玉大学大学院 理工学研究科 博士前期課程の設置計画の概要］をご覧いただいた上でお答えください ※

４

特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
副
Ｐ
Ｇ

）

１ ２ ３

１ ２ ３ ４

→ １ ２ ３ ４

→

１

１ ２→

とても
魅力を
感じる

ある程度
魅力を
感じる

あまり
魅力を

感じない

まったく
魅力を

感じない

生
命
科
学
専

攻 A.
生命現象に関わる物質と制御機構の解明、理解を通して、独創的
な研究者となるために必要な生物学の幅広い知識・学力・見識を
備えた人材を育成する

物
質
科
学
専

攻 B.

理
工
学
研
究
科
　
博
士
前
期
課
程

→

物理学や化学の基礎、化学の応用に関する教育研究環境を構築
し、学問の素養と幅広い視野を持ち国際社会で活躍できる研究
者・技術者・教育者などを育成する

数
理
電
子
情

報
専
攻

C.

数理電子情報に関する総合的・学際的な教育研究環境を構築
し、国際的な情報化社会の進展に指導的役割を果たすことのでき
る技術者の育成、ならびに独創性を備えた国際的レベルの研究
者を育成する

G.

とても
魅力を
感じる

ある程度
魅力を
感じる

あまり
魅力を

感じない

まったく
魅力を

感じない

機
械
科
学
専

攻 D.
生産性の高度化および高効率化の実現を図るとともに、人間を支
援するための科学技術の研究・開発を進展させる上で中核となる
優れた人材を育成する

環
境
社
会
基

盤
専
攻

E.
多様化していく社会ニーズに応えるために、自然環境と調和した
社会基盤の計画・設計・施工・維持・管理技術を創造的かつ国際
的に担うことができる人材を育成する

融
合
教
育

P
G

F.

【地球環境における科学技術の応用と融合ＰＧ】
出身学部・学科に捉われず、エネルギー・資源・環境を主分野と
し、持続可能な開発目標(SDGs)の達成や諸問題の課題解決に貢
献しうる、国際性豊かでリーダーシップを備えた人材を育成する

４

３

→ １ ２

【６年一貫型イノベーション人材育成ＰＧ】
深い専門知識に加えて、課題を分析し、技術と統合して、システム化した
解決方法を構築でき、異分野共同による社会実装を実現しうるリーダー
シップを備えた研究者・技術者を育成する

【データサイエンティストとしての素養を備えた理工系人材育成ＰＧ】
深い専門的知識に加えて、膨大なデータから有用な情報を抽出し、解析
したデータを正しく判断し、それぞれの分野の専門知識と融合させること
で新たな価値を創造できる技術者・研究者を育成する

２ ３ ４→

４２ ３

４

３

【６年一貫型ハイグレード理数教育ＰＧ】
研究者育成を目的とし、研究面での企画・実施・解析能力や、研究遂行
及び公表に必要な国際性と社会性、研究倫理を遵守する姿勢を育成し、
特殊性と独創性がある研究が行える人材を育成する

H.

I.

ー 学生の確保の見通し等-88 ー
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調査票

Ｑ９． 貴社・貴団体（ご回答者）は、埼玉大学大学院「理工学研究科　博士前期課程」（設置構想中）の

各専攻・融合教育PG（いずれも仮称）は、これからの社会にとって必要だと思われますか。

（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

A. 生命科学専攻 →

B. 物質科学専攻 →

C. 数理電子情報専攻 →

D. 機械科学専攻 →

E. 環境社会基盤専攻 →

F. →

Ｑ10-1． 貴社・貴団体（ご回答者）では、埼玉大学大学院「理工学研究科　博士前期課程」（設置構想中）の

各専攻、副PG（いずれも仮称）を修了、受講した学生について、採用したいと思われますか。

（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

Ｑ10-2． Q10-1で「採用したいと思う」と回答した専攻、副ＰＧについて、

それぞれ毎年何名程度の採用を想定されますか。（それぞれ、あてはまる番号１つに○）

Ｑ10-3． 埼玉大学大学院「理工学研究科 博士前期課程」(設置構想中) 全体として毎年何名程度の採用を想定されますか。

(あてはまる番号１つに○)

1. 1名 2. 2名 3. 3名 4. 4名 5. 5名以上 6. 0名

特
別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
副
P
G

）

物質科学専攻B.

６年一貫型ハイグレード理数教育ＰＧI.

データサイエンティストとしての素養を
備えた理工系人材育成ＰＧ

H.

６年一貫型イノベーション
人材育成ＰＧG.

地球環境における科学技術の応用と
融合ＰＧ

F.

→ →

→ →

環境社会基盤専攻E.

機械科学専攻D.

数理電子情報専攻C. → →

→ →

→ →

→ →

→ →

 4. ４名　　　5. ５名以上

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

→

 4. ４名　　　5. ５名以上

 4. ４名　　　5. ５名以上

 4. ４名　　　5. ５名以上

 4. ４名　　　5. ５名以上

 1. １名　　　2. ２名　　　3. ３名

 1. １名　　　2. ２名　　　3. ３名

 1. １名　　　2. ２名　　　3. ３名

 1. １名　　　2. ２名　　　3. ３名

 1. １名　　　2. ２名　　　3. ３名

 1. １名　　　2. ２名　　　3. ３名

 1. １名　　　2. ２名　　　3. ３名

 1. １名　　　2. ２名　　　3. ３名

 4. ４名　　　5. ５名以上

 4. ４名　　　5. ５名以上

 4. ４名　　　5. ５名以上

 4. ４名　　　5. ５名以上

1.必要だと思う 2.必要だと思わない

1 2

1 2

～質問は以上です。ご協力ありがとうございました。～

理
工
学
研
究
科

博
士
前
期
課
程

Q10-1

1 2

1 2

1 2

1 2

地球環境における
科学技術の応用と融合ＰＧ

1 2

生命科学専攻A.
 1. １名　　　2. ２名　　　3. ３名

採用予定人数
2.採用したい
と思わない

1.採用したい
と思う

Q10-2

→ →

理
工
学
研
究
科

博
士
前
期
課
程

→

ー 学生の確保の見通し等-89 ー



フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

― 学長
サカイ　タカフミ

坂井　貴文
＜令和2年4月＞

博士
(医学)

埼玉大学　学長
（令和2年4月～令和8年3月）

現　職
（就任年月）

（注）　高等専門学校にあっては校長について記入すること。

別記様式第３号（その１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 名 簿

学 長 の 氏 名 等

調書
番号

役職名 年齢
保有
学位等

月額基本給
（千円）

ー 名簿（学長） -1 ー



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

1 専 教授
ｶﾜｲ ﾏｷ

川合　真紀
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2
分子細胞学特論1【隔年】
基礎分子生物学5※
植物環境科学輪講1A
植物環境科学輪講1B
植物環境科学輪講2A
植物環境科学輪講2B

1通
2通

1･2①～②
1･2①～②
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
2

1.1
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平20.4）

5日

2 専 教授
ｺﾀｹ ﾄｼﾋｻ

小竹　敬久
＜令和4年4月＞

博士
（学術）

分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2
分子細胞学特論6
生体物質生化学輪講1A
生体物質生化学輪講1B
生体物質生化学輪講2A
生体物質生化学輪講2B

1通
2通

1･2①～②
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平13.7）

5日

3 専 教授
ﾄｻﾞﾜ ﾕｽﾞﾙ
戸澤　譲

＜令和4年4月＞

博士
（農学）

分子生物学特論1
分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2
分子細胞学特論3
基礎分子生物学1※
タンパク質科学輪講1A
タンパク質科学輪講1B
タンパク質科学輪講2A
タンパク質科学輪講2B

1･2①～②
1通
2通

1･2①～②
1･2①～②
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

1
6
6
2
1
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平26.9）

5日

4 専 教授
ﾆｼﾔﾏ ﾖｼﾀｶ
西山　佳孝

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

分子生物学特論3
分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2
細胞情報学特論2
生命科学特別講義
基礎分子生物学4※
環境生物学輪講1A
環境生物学輪講1B
環境生物学輪講2A
環境生物学輪講2B

1･2①～②
1通
2通

1･2③～④
1･2通

1･2①～②
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

1
6
6
2
2

0.4
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平20.4）

5日

5 専 教授
ﾋﾊﾗ ﾕｶｺ

日原　由香子
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

分子生物学特論2
分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2
分子細胞学特論5【隔年】
生命科学特別講義
基礎分子生物学1※
遺伝子発現学輪講1A
遺伝子発現学輪講1B
遺伝子発現学輪講2A
遺伝子発現学輪講2B

1･2①～②
1通
2通

1･2①～②
1･2通

1･2①～②
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

1
6
6
2
2
1
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平12.4）

5日

6 専 教授
ｺﾊﾞﾔｼ ﾃﾂﾔ
小林　哲也

＜令和4年4月＞

理学
博士

生体制御学特別研究1
生体制御学特別研究2
基礎生体制御学4【隔年】
調節生理学特論2【隔年】
調節生理学輪講2A【隔年】
調節生理学輪講2B【隔年】

1通
2通

1･2③～④
1･2③～④

1通
2通

6
6
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平2.4）

5日

7 専 教授
ｻｶﾀ ｲﾁﾛｳ

坂田　一郎
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

生体制御学特別研究1
生体制御学特別研究2
基礎生体制御学5
細胞制御学特論1【隔年】
細胞制御学輪講1A【隔年】
細胞制御学輪講1B【隔年】

1通
2通

1･2③～④
1･2①～②

1通
2通

6
6
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平23.4）

5日

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　生命科学専攻）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

ー 名簿（教員）- 1 ー



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　生命科学専攻）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

8 専 教授
ﾀｹｻﾞﾜ ﾀﾞｲｽｹ
竹澤　大輔

＜令和4年4月＞

Ph.D
（アメリ
カ合衆
国）

生体制御学特論1
生体制御学特論2
生体制御学特別研究1
生体制御学特別研究2
基礎生体制御学2
適応生理学特論【隔年】
適応生理学輪講A【隔年】
適応生理学輪講B【隔年】

1･2①～②
1･2①～②

1通
2通

1・2③～④
1･2③～④

1通
2通

2
2
6
6
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平16.10）

5日

9 専 教授
ﾀﾅｶ ｼﾕｳｲﾂ
田中　秀逸

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

生体制御学特別研究1
生体制御学特別研究2
基礎生体制御学1【隔年】
遺伝学特論【隔年】
遺伝学輪講A【隔年】
遺伝学輪講B【隔年】

1通
2通

1･2③～④
1･2③～④

1通
2通

6
6
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平16.2）

5日

10 専 教授
ﾂｶﾊﾗ ｼﾝｼﾞ
塚原　伸治

＜令和4年4月＞

博士
（農学）

生体制御学特別研究1
生体制御学特別研究2
調節生理学特論1【隔年】
調節生理学輪講1A【隔年】
調節生理学輪講1B【隔年】

1通
2通

1･2③～④
1通
2通

6
6
2
2
2

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平21.4）

5日

11 専 教授
ﾔﾏｽ ｷﾖｳ
弥益　恭

＜令和4年4月＞

理学
博士

生体制御学特別研究1
生体制御学特別研究2
発生生物学特論2【隔年】
発生生物学輪講2A【隔年】
発生生物学輪講2B【隔年】

1通
2通

1･2①～②
1通
2通

6
6
2
2
2

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平2.4）

5日

12 専 准教授
ｲｼｶﾜ ﾄｼｷ

石川　寿樹
＜令和4年4月＞

博士
（農学）

分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2
分子遺伝学特論3【隔年】
植物環境科学輪講1A
植物環境科学輪講1B
植物環境科学輪講2A
植物環境科学輪講2B

1通
2通

1･2③～④
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平26.4）

5日

13 専 准教授
ｵｵﾂｶ ﾕｳｲﾁ
大塚　裕一

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2
細胞情報学特論3【隔年】
基礎分子生物学6
分子微生物学輪講1A
分子微生物学輪講1B
分子微生物学輪講2A
分子微生物学輪講2B

1通
2通

1･2①～②
1･2③～④
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
2
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平30.4）

5日

14 専 准教授
ﾄﾖﾀ ﾏｻﾂｸﾞ
豊田　正嗣

＜令和4年4月＞

博士
（医学）

分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2
細胞情報学特論7【隔年】
基礎分子生物学4※
細胞情報学輪講1A
細胞情報学輪講1B
細胞情報学輪講2A
細胞情報学輪講2B

1通
2通

1･2①～②
1･2①～②
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
2

0.7
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平28.10）

5日

15 専 准教授
ﾌｼﾞｼﾛ ﾀｶｼ
藤城　貴史

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

分子生物学特論4
分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2
分子遺伝学特論7【隔年】
生合成輪講1A
生合成輪講1B
生合成輪講2A
生合成輪講2B

1・2①～②
1通
2通

1･2①～②
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

1
6
6
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平27.4）

5日

16 専 准教授
ﾔﾏｸﾞﾁ ﾏｻﾄｼ
山口　雅利

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2
分子遺伝学特論2【隔年】
基礎分子生物学5※
植物環境科学輪講1A
植物環境科学輪講1B
植物環境科学輪講2A
植物環境科学輪講2B

1通
2通

1･2③～④
1･2①～②
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
2

0.9
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平23.8）

5日

ー 名簿（教員）- 2 ー



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　生命科学専攻）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

17 専 准教授
ｶﾜﾑﾗ ｱｷﾉﾘ
川村　哲規

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

生体制御学特別研究1
生体制御学特別研究2
発生生物学特論1【隔年】
発生生物学輪講1A【隔年】
発生生物学輪講1B【隔年】

1通
2通

1･2①～②
1通
2通

6
6
2
2
2

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平19.10）

5日

18 専 准教授
ﾂﾀﾞ ｻﾁｺ

津田　佐知子
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

生体制御学特別研究1
生体制御学特別研究2
基礎生体制御学3【隔年】
発生生物学特論3【隔年】
発生生物学輪講3A【隔年】
発生生物学輪講3B【隔年】

1通
2通

1･2③～④
1･2③～④

1通
2通

6
6
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平26.4）

5日

19 専 准教授
ﾊﾀｹﾔﾏ ｼﾝ
畠山　晋

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

生体制御学特別研究1
生体制御学特別研究2
微生物学特論【隔年】
微生物学輪講A【隔年】
微生物学輪講B【隔年】

1通
2通

1･2①～②
1通
2通

6
6
2
2
2

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平16.10）

5日

20 専 講師
ｺﾚｴﾀﾞ ｼﾝ
是枝　晋

＜令和4年4月＞

理学
博士

インターンシップ
分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2
分子遺伝学特論4
生命科学特別講義
基礎分子生物学4※
細胞生化学輪講1A
細胞生化学輪講1B
細胞生化学輪講2A
細胞生化学輪講2B

1･2通
1通
2通

1･2③～④
1･2通

1･2①～②
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

2
6
6
2
2

0.9
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

講師
（平3.4）

5日

21 専 助教
ﾀｶﾊｼ ﾀﾞｲｽｹ
高橋　大輔

＜令和4年4月＞

博士
（農学）

分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2
生体物質生化学輪講1A
生体物質生化学輪講1B
生体物質生化学輪講2A
生体物質生化学輪講2B

1通
2通

1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（令1.10）

5日

22 専 助教
ﾀｶﾊｼ ﾄﾓｺ

高橋　朋子
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2
遺伝子発現学輪講1A
遺伝子発現学輪講1B
遺伝子発現学輪講2A
遺伝子発現学輪講2B

1通
2通

1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
2
2
2
2

１
１
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（令1.10）

5日

23 専 助教
ﾀｶﾊｼ ﾋﾛｺ

髙橋　拓子
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平27.3）

5日

24 専 助教
ｲﾉｳｴ ﾕｳｺ

井上　悠子
＜令和4年4月＞

博士
（食品栄
養科学）

生体制御学特別研究1
生体制御学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平24.4）

5日

25 専 助教
ﾀｹﾐ ｼｮｳﾀ

竹見　祥大
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

生体制御学特別研究1
生体制御学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（令2.1）

5日

26 専 助教
ﾖｼﾊﾗ ﾘｮｳﾍｲ
吉原　亮平

＜令和4年4月＞

博士
（農学）

生体制御学特別研究1
生体制御学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平26.4）

5日

27 兼担 教授
ｺﾊﾞﾔｼ ﾕｳｲﾁ
小林　裕一

＜令和4年4月＞

経済
学士

技術者のための産業経営特論
1･2①～②･

③～④
4 2

埼玉大学研究機構
ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

教授
（平27.4）

ー 名簿（教員）- 3 ー



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　生命科学専攻）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

28 兼担 教授
ﾅｶﾞｻﾜ ﾀｹﾕｷ
長澤　壯之

＜令和4年4月＞

理学
博士

特別研修A1
特別研修A2
特別研修A3
特別研修A4
特別研修B1
特別研修B2
特別研修B3
特別研修B4

1･2通
1･2通
1･2通
1･2通
1･2通
1･2通
1･2通
1･2通

1
2
3
4
1
2
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平15.10）

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平27.12）

マレリ（株）
テクノロジオフィサ

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（令2.12）

(株)オリジン
調査役

31 兼担
教授
(研究
科長)

ｸﾛｶﾜ ﾋﾃﾞｷ
黒川　秀樹

＜令和4年4月＞

工学
博士

課題解決型特別演習C 1･2③ 1 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平9.9）

32 兼担 准教授
ﾅｶﾞｻﾜ ﾏｺﾄ
長沢　誠

＜令和4年4月＞

修士
(教育学)

国際教育特別演習 1･2①～② 2 1

埼玉大学大学院
人文社会科学研究科

准教授
（平25.4）

33 兼担 講師
ﾏﾂｵｶ ｻﾄｼ
松岡　聡

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2
分子遺伝学特論6【隔年】
タンパク質科学輪講1A
タンパク質科学輪講1B
タンパク質科学輪講2A
タンパク質科学輪講2B

1通
2通

1･2①～②
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学研究機構
科学分析支援センター

講師
（平20.1）

34 兼担 助教
ﾌﾙﾀﾞﾃ ﾋﾛﾕｷ
古舘　宏之

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

生体制御学特別研究1
生体制御学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学研究機構
科学分析支援センター

助教
（平7.10）

35 兼任
連携
教授

ｲﾏﾓﾄ ﾅｵｺ
今本　尚子

＜令和4年4月＞

医学
博士

分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2
細胞情報学特論5

1通
2通

1･2①～②

6
6
2

1
1
1

国立研究開発法人
理化学研究所
主任研究員
（平10.5）

36 兼任
連携
教授

ｽｽﾞｷ ﾀﾀﾞｼ
鈴木　匡

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2
分子細胞学特論7

1通
2通

1･2①～②

6
6
2

1
1
1

国立研究開発法人
理化学研究所
主任研究員
（平19.10）

37 兼任
連携
教授

ﾀｶﾊｼ ｼｭﾝｼﾞ
高橋　俊二

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2
細胞情報学特論4【隔年】

1通
2通

1･2①～②

6
6
2

1
1
1

国立研究開発法人
理化学研究所

ユニットリーダー
（平17.6）

38 兼任
連携
教授

ﾄﾞｳﾏｴ ﾅｵｼ
堂前　直

＜令和4年4月＞

博士
（学術）

分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2
細胞情報学特論6【隔年】

1通
2通

1･2①～②

6
6
2

1
1
1

国立研究開発法人
理化学研究所

ユニットリーダー
（平5.4）

39 兼任
連携
教授

ｼﾝｶｲ ﾖｳｲﾁ
眞貝　洋一

＜令和4年4月＞

医学
博士

生体制御学特論3
細胞記憶学輪講A【隔年】
細胞記憶学輪講B【隔年】

1･2①～②
1通
2通

2
2
2

1
1
1

国立研究開発法人
理化学研究所
主任研究員
（平23.4）

工学士 課題解決型特別演習B 1･2①～② 2 130 兼担 教授
ﾃﾗﾓﾄ ｽｽﾑ
寺本　進

＜令和4年4月＞

29 兼担 教授
ｱﾗｲ ﾏｻﾄｼ

新井　正敏
＜令和4年4月＞

修士
（工学）

課題解決型特別演習A
1･2①～②･

③～④
8 4

ー 名簿（教員）- 4 ー



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　生命科学専攻）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

40 兼任
連携
教授

ﾎﾘｸﾞﾁ ﾄｼﾋﾛ
堀口　敏宏

＜令和4年4月＞

博士
（農学）

生体制御学特論4※ 1･2①～② 0.8 1

国立研究開発法人
国立環境研究所

研究室長
（平5.4）

41 兼任
連携
教授

ﾏｴｶﾜ ﾌﾐﾋｺ
前川　文彦

＜令和4年4月＞

博士
（人間科

学）
生体制御学特論4※ 1･2①～② 0.6 1

国立研究開発法人
国立環境研究所

主任研究員
（平23.4）

42 兼任
連携
教授

ｶﾐｼﾞｮｳ ﾀｹﾋｺ
上條　岳彦

＜令和4年4月＞

博士
（医学）

生体制御学特論5
腫瘍分子生物学輪講A【隔年】
腫瘍分子生物学輪講B【隔年】

1･2①～②
1通
2通

2
2
2

1
1
1

埼玉県立がんセンター
臨床腫瘍研究所

所長
（平26.4）

43 兼任
連携
教授

ﾅｶﾑﾗ ｶｽﾞｱｷ
中村　和昭

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

生体応答制御学特論【隔年】
生体応答制御学輪講A【隔年】
生体応答制御学輪講B【隔年】

1･2①～②
1通
2通

2
2
2

1
1
1

国立研究開発法人
国立成育医療研究ｾﾝﾀｰ

研究室長
（平20.4）

44 兼任
連携

准教授

ﾐﾔﾀｹ ﾋﾃﾞﾕｷ
宮武　秀行

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

計算機構造創薬特論【隔年】
計算機構造創薬輪講A【隔年】
計算機構造創薬輪講B【隔年】

1･2①～②
1通
2通

2
2
2

1
1
1

国立研究開発法人
理化学研究所
専任研究員
（平8.4）

45 兼任
連携

准教授

ﾐﾔﾄﾞ ｹﾝｼﾞ
宮戸　健二

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

生殖医療学特論【隔年】
生殖医療学輪講A【隔年】
生殖医療学輪講B【隔年】

1･2①～②
1通
2通

2
2
2

1
1
1

国立研究開発法人
国立成育医療研究ｾﾝﾀｰ

研究室長
（平15.4）

46 兼任 講師
ｱﾘﾏ ﾓﾓｺ

有馬　百子
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

知的財産権の概要とその活用 1･2①～② 2 1
桟橋国際特許事務所

代表
（平27.1）

47 兼任 講師
ｺﾊﾞﾔｼ ﾋﾛﾉﾘ
小林　寛典

＜令和4年4月＞

修士
（文化情

報）

科学技術日本語Ⅰ

科学技術日本語Ⅱ

1･2①～②･
③～④

1･2①～②･
③～④

2

2

2

2

埼玉大学大学院
理工学研究科
非常勤講師
（平29.10）

48 兼任 講師
ﾖｼﾀﾞ ﾐﾕｷ

吉田　美幸
＜令和4年4月＞

学士
（外国文

化）

科学技術日本語Ⅰ

科学技術日本語Ⅱ

1･2①～②･
③～④

1･2①～②･
③～④

2

2

2

2

埼玉大学大学院
理工学研究科
非常勤講師
（平29.10）

49 兼任 講師
ｶｼﾞﾔﾏ ｲﾂﾞﾐ

梶山　いづみ
＜令和4年4月＞

文学士 科学技術日本語Ⅲ
1･2①～②･

③～④
2 2

埼玉大学大学院
理工学研究科
非常勤講師
（平27.7）

50 兼任 講師
ｶﾜｼﾏ ﾀｶﾊﾙ
川嶋　貴治

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

生体制御学特論4※ 1･2①～② 0.6 1

国立研究開発法人
国立環境研究所

主任研究員
（平23.4）

３　「申請に係る学部等に従事する週当たりの平均日数」の欄は，専任教員のみ記載すること。

（注）

１　教員の数に応じ，適宜枠を増やして記入すること。

２　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出

　を行おうとする場合又は大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合は，この書類を作成する必要はない。

ー 名簿（教員）- 5 ー



ー 名簿（教員）- 6 ー



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

1 専 教授
ｽｽﾞｷ ﾀｹｼ
鈴木　健

＜令和4年4月＞

理学
博士

核物理学特論Ⅲ【隔年】
核物理学特論Ⅳ【隔年】
物理学特論ＣⅠ【隔年】
物理学特論ＣⅡ【隔年】
物理学特別研究1
物理学特別研究2
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1･2①～②
1･2①～②
1･2①～②
1･2①～②

1通
2通

1・2通
1・2通

2
2
1
1
6
6
3
3

1
1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平15.4）

5日

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平12.9）

1日

国立研究開発法人
宇宙航空研究開発機構

特任教授
（平29.4）

4日

3 専 教授
ﾀﾆｲ ﾖｼｱｷ

谷井　義彰
＜令和4年4月＞

理学
博士

場の理論Ⅰ【隔年】
場の理論Ⅱ【隔年】
物理学特論ＡⅠ【隔年】
物理学特論ＡⅡ【隔年】
物理学特別研究1
物理学特別研究2
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1･2①～②
1･2①～②
1･2①～②
1･2①～②

1通
2通

1・2通
1・2通

2
2
1
1
6
6
3
3

1
1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（昭63.5）

5日

4 専 教授
ｲｼｲ ｱｷﾋｺ

石井　昭彦
＜令和4年4月＞

理学
博士

有機反応化学特論【隔年】
基礎化学特論Ⅲa【隔年】
基礎化学特別研究
基礎化学輪講Ⅰa【隔年】
基礎化学輪講Ⅰb【隔年】
基礎化学輪講Ⅱa【隔年】
基礎化学輪講Ⅱb【隔年】

1･2①～②
1･2①～②
1～2通
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

2
1
12
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（昭62.4）

5日

5 専 教授
ｳｴﾉ ｹｲｼﾞ

上野　啓司
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

無機化学特論【隔年】
基礎化学特論Ⅱa【隔年】
基礎化学特別研究
基礎化学輪講Ⅰa【隔年】
基礎化学輪講Ⅰb【隔年】
基礎化学輪講Ⅱa【隔年】
基礎化学輪講Ⅱb【隔年】

1･2①～②
1･2①～②
1～2通
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

2
1
12
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平14.10）

5日

6 専 教授
ｻｲﾄｳ ﾏｻｲﾁ
斎藤　雅一

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

有機典型元素化学特論【隔年】
基礎化学特論Ⅲb【隔年】
基礎化学特別研究
基礎化学輪講Ⅰa【隔年】
基礎化学輪講Ⅰb【隔年】
基礎化学輪講Ⅱa【隔年】
基礎化学輪講Ⅱb【隔年】

1･2①～②
1･2③～④
1～2通
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

2
1
12
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平8.10）

5日

7 専 教授
ﾀｶﾔﾅｷﾞ ﾄｼﾕｷ
高柳　敏幸

＜令和4年4月＞

理学
博士

量子化学特論【隔年】
基礎化学特論Ⅰa【隔年】
基礎化学特別研究
基礎化学輪講Ⅰa【隔年】
基礎化学輪講Ⅰb【隔年】
基礎化学輪講Ⅱa【隔年】
基礎化学輪講Ⅱb【隔年】

1･2①～②
1･2①～②
1～2通
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

2
1
12
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平16.4）

5日

8 専 教授
ﾜｶｻ ﾏｻﾉﾌﾞ
若狭　雅信

＜令和4年4月＞

理学
博士

反応解析特論【隔年】
基礎化学特別研究
基礎化学輪講Ⅰa【隔年】
基礎化学輪講Ⅰb【隔年】
基礎化学輪講Ⅱa【隔年】
基礎化学輪講Ⅱb【隔年】

1･2③～④
1～2通
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

2
12
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平14.10）

5日

9 専 教授
ｵｳ ｾｲﾖｳ
王　青躍

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

資源循環制御科学【隔年】
応用化学特別研究
応用化学輪講Ⅰ
応用化学輪講Ⅱ

1･2③～④
1～2通
1通
2通

2
12
2
2

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平14.3）

5日

物理学特論ＢⅠ【隔年】
物理学特論ＢⅡ【隔年】
物理学特別研究1
物理学特別研究2
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1･2①～②
1･2①～②

1通
2通

1・2通
1・2通

1
1
6
6
3
3

1
1
1
1
1
1

2 専 教授
ﾀｼﾛ ﾏｺﾄ
田代　信

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

担当授業科目の名称
配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　物質科学専攻）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

ー 名簿（教員）- 7 ー



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　物質科学専攻）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

10 専
教授
(研究
科長)

ｸﾛｶﾜ ﾋﾃﾞｷ
黒川　秀樹

＜令和4年4月＞

工学
博士

課題解決型特別演習C
インターンシップⅠ
インターンシップⅡ
触媒工業化学特論Ⅰ【隔年】
高分子工業化学特論【隔年】
応用化学特別研究
応用化学輪講Ⅰ
応用化学輪講Ⅱ

1･2③
1･2通
1･2通

1･2①～②
1･2①～②
1～2通
1通
2通

1
1
2
2
2
12
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平9.9）

5日

11 専 教授
ｻｲﾄｳ ｼﾝｺﾞ
齋藤　伸吾

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

分析化学特論Ⅰ【隔年】
応用化学特別研究
応用化学輪講Ⅰ
応用化学輪講Ⅱ

1･2①～②
1～2通
1通
2通

2
12
2
2

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平19.4）

5日

12 専 教授
ﾀｹﾀﾞ ﾋﾛｱｷ
武田　博明

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

無機固体化学特論【隔年】
応用化学特論Ⅲ※
応用化学特別研究
応用化学輪講Ⅰ
応用化学輪講Ⅱ

1･2①～②
1③～④
1～2通
1通
2通

2
0.1
12
2
2

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（令2.4）

5日

13 専 教授
ﾈﾓﾄ ﾅｵﾄ

根本　直人
＜令和4年4月＞

博士
（学術）

生物物理化学特論【隔年】
応用化学特別研究
応用化学輪講Ⅰ
応用化学輪講Ⅱ

1･2①～②
1～2通
1通
2通

2
12
2
2

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平20.4）

5日

14 専 教授
ﾏﾂｵｶ ｺｳｼﾞ
松岡　浩司

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

機能分子合成特論【隔年】
応用化学特別研究
応用化学輪講Ⅰ
応用化学輪講Ⅱ

1･2①～②
1～2通
1通
2通

2
12
2
2

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平7.9）

5日

15 専 教授
ﾐｳﾗ ｶﾂｷﾖ

三浦　勝清
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

有機合成化学特論Ⅰ【隔年】
応用化学特別研究
応用化学輪講Ⅰ
応用化学輪講Ⅱ

1･2①～②
1～2通
1通
2通

2
12
2
2

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平20.10）

5日

16 専 教授
ﾔﾏｸﾞﾁ ｼｮｳｲﾁ
山口　祥一

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

線形レーザー分光学特論【隔
年】
応用化学特別研究
応用化学輪講Ⅰ
応用化学輪講Ⅱ

1･2③～④

1～2通
1通
2通

2

12
2
2

1

1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平26.4）

5日

17 専 准教授
ｺｻｶ ﾏｻｼ

小坂　昌史
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

希土類化合物特論Ⅰ【隔年】
希土類化合物特論Ⅱ【隔年】
物理学特別研究1
物理学特別研究2
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1･2③
1･2③
1通
2通

1・2通
1・2通

2
2
6
6
3
3

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平10.3）

5日

18 専 准教授
ｻﾄｳ ｺｳｽｹ

佐藤　浩介
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

宇宙物理学特論Ⅰ【隔年】
宇宙物理学特論Ⅱ【隔年】
物理学特別研究1
物理学特別研究2
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1･2③～④
1･2③～④

1通
2通

1・2通
1・2通

2
2
6
6
3
3

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平29.10）

5日

19 専 准教授
ｻﾄｳ ｼﾞﾖｳ
佐藤　丈

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

素粒子論Ⅰ【隔年】
素粒子論Ⅱ【隔年】
物理学特別研究1
物理学特別研究2
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1･2③～④
1･2③～④

1通
2通

1・2通
1・2通

2
2
6
6
3
3

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平14.9）

5日

20 専 准教授
ﾀﾆｸﾞﾁ ﾋﾛﾐ
谷口　弘三

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

有機導体特論Ⅰ【隔年】
有機導体特論Ⅱ【隔年】
物理学特論ＤⅠ【隔年】
物理学特論ＤⅡ【隔年】
物理学特別研究1
物理学特別研究2
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1･2③～④
1･2③～④
1･2①～②
1･2①～②

1通
2通

1・2通
1・2通

2
2
1
1
6
6
3
3

1
1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平12.4）

5日

ー 名簿（教員）- 8 ー



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　物質科学専攻）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平19.10）

4日

国立研究開発法人
宇宙航空研究開発機構

特任准教授
（平31.4）

1日

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平15.12）

4日

筑波大学
数理物質系

准教授
（平28.12）

1日

23 専 准教授
ｽｷﾞﾊﾗ ﾖｼｱｷ
杉原　儀昭

＜令和4年4月＞

博士
（薬学）

有機立体化学特論【隔年】
基礎化学特別研究
基礎化学輪講Ⅰa【隔年】
基礎化学輪講Ⅰb【隔年】
基礎化学輪講Ⅱa【隔年】
基礎化学輪講Ⅱb【隔年】

1･2③～④
1～2通
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

2
12
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平7.4）

5日

24 専 准教授
ﾌｼﾞﾊﾗ ﾀｶｼ
藤原　隆司

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

構造錯体化学特論【隔年】
基礎化学特論Ⅱb【隔年】
基礎化学特別研究
基礎化学輪講Ⅰa【隔年】
基礎化学輪講Ⅰb【隔年】
基礎化学輪講Ⅱa【隔年】
基礎化学輪講Ⅱb【隔年】

1･2③～④
1･2③～④
1～2通
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

2
1
12
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平7.11）

5日

25 専 准教授
ﾏｴﾀﾞ ｷﾐﾉﾘ
前田　公憲

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

磁気共鳴化学特論【隔年】
基礎化学特論Ⅰb【隔年】
基礎化学特別研究
基礎化学輪講Ⅰa【隔年】
基礎化学輪講Ⅰb【隔年】
基礎化学輪講Ⅱa【隔年】
基礎化学輪講Ⅱb【隔年】

1･2①～②
1･2③～④
1～2通
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

2
1
12
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平26.4）

5日

26 専 准教授
ｲｼﾏﾙ ﾖｼﾋﾛ
石丸　雄大

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

分子構造解析特論【隔年】
応用化学特別研究
応用化学輪講Ⅰ
応用化学輪講Ⅱ

1･2③～④
1～2通
1通
2通

2
12
2
2

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平6.4）

5日

27 専 准教授
ｵｷﾞﾊﾗ ﾋﾄｼ
荻原　仁志

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

触媒工業化学特論Ⅱ【隔年】
応用化学特論Ⅲ※
応用化学特別研究
応用化学輪講Ⅰ
応用化学輪講Ⅱ

1･2③～④
1③～④
1～2通
1通
2通

2
0.1
12
2
2

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平29.4）

5日

28 専 准教授
ｵﾄｽ ﾀｸﾋﾛ

乙須　拓洋
＜令和4年4月＞

博士
（農学）

生体分子分光学特論【隔年】
応用化学特論Ⅲ※
応用化学特別研究
応用化学輪講Ⅰ
応用化学輪講Ⅱ

1･2①～②
1③～④
1～2通
1通
2通

2
0.1
12
2
2

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平27.4）

5日

29 専 准教授
ｷﾉｼﾀ ﾋﾃﾞﾉﾘ
木下　英典

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

有機合成反応特論【隔年】
応用化学特論Ⅲ※
応用化学特別研究
応用化学輪講Ⅰ
応用化学輪講Ⅱ

1･2③～④
1③～④
1～2通
1通
2通

2
0.1
12
2
2

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平21.4）

5日

30 専 准教授
ｺﾀﾞﾏ ｺｳｲﾁ
小玉　康一

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

超分子化学特論【隔年】
応用化学特論Ⅲ※
応用化学特別研究
応用化学輪講Ⅰ
応用化学輪講Ⅱ

1･2①～②
1③～④
1～2通
1通
2通

2
0.1
12
2
2

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平20.4）

5日

31 専 准教授
ｽｽﾞｷ ﾐﾎ

鈴木　美穂
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

生体分子工学特論【隔年】
応用化学特別研究
応用化学輪講Ⅰ
応用化学輪講Ⅱ

1･2③～④
1～2通
1通
2通

2
12
2
2

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平2.11）

5日

核物理学特論Ⅴ【隔年】
核物理学特論Ⅵ【隔年】
物理学特別研究1
物理学特別研究2
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1･2①～②
1･2①～②

1通
2通

1・2通
1・2通

2
2
6
6
3
3

1
1
1
1
1
1

22 専 准教授
ﾔﾏｸﾞﾁ ﾀｶﾕｷ
山口　貴之

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

博士
（理学）

天体物理学特論Ⅰ【隔年】
天体物理学特論Ⅱ【隔年】
物理学特別研究1
物理学特別研究2
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1･2①～②
1･2①～②

1通
2通

1・2通
1・2通

2
2
6
6
3
3

1
1
1
1
1
1

21 専 准教授
ﾃﾗﾀﾞ ﾕｷｶﾂ
寺田　幸功

＜令和4年4月＞
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
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教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　物質科学専攻）

調書
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保有

学位等

月額
基本給

（千円）

32 専 准教授
ｾｷｸﾞﾁ ｶｽﾞﾋｺ
関口　和彦

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

環境化学技術特論【隔年】
応用化学特別研究
応用化学輪講Ⅰ
応用化学輪講Ⅱ

1･2③～④
1～2通
1通
2通

2
12
2
2

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平11.7）

5日

33 専 准教授
ﾊﾀﾉ ｹﾝ

幡野　健
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

有機元素化学特論【隔年】
応用化学特別研究
応用化学輪講Ⅰ
応用化学輪講Ⅱ

1･2③～④
1～2通
1通
2通

2
12
2
2

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平13.4）

5日

34 専 准教授
ﾌｼﾞﾓﾘ ｱﾂﾋﾛ
藤森　厚裕

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

界面組織体化学特論【隔年】
応用化学特別研究
応用化学輪講Ⅰ
応用化学輪講Ⅱ

1･2③～④
1～2通
1通
2通

2
12
2
2

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平23.4）

5日

35 専 准教授
ﾎﾝﾏ ｼﾕﾝｼﾞ
本間　俊司

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

化学工学特論【隔年】
応用化学特論Ⅲ※
応用化学特別研究
応用化学輪講Ⅰ
応用化学輪講Ⅱ

1･2③～④
1③～④
1～2通
1通
2通

2
0.1
12
2
2

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平1.4）

5日

36 専 准教授
ﾔﾅｾ ｲｸｵ

柳瀬　郁夫
＜令和4年4月＞

博士
（学術）

無機材料化学特論【隔年】
応用化学特別研究
応用化学輪講Ⅰ
応用化学輪講Ⅱ

1･2③～④
1～2通
1通
2通

2
12
2
2

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平13.1）

5日

37 専 講師
ｻｲﾄｳ ﾋﾃﾞｷ
齋藤　英樹

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

結晶化学特論【隔年】
基礎化学特別研究
基礎化学輪講Ⅰa【隔年】
基礎化学輪講Ⅰb【隔年】
基礎化学輪講Ⅱa【隔年】
基礎化学輪講Ⅱb【隔年】

1･2①～②
1～2通
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

2
12
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

講師
（平6.10）

5日

38 専 講師
ｻﾄｳ ｵｵｷ
佐藤　大

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

天然物化学特論【隔年】
基礎化学特別研究
基礎化学輪講Ⅰa【隔年】
基礎化学輪講Ⅰb【隔年】
基礎化学輪講Ⅱa【隔年】
基礎化学輪講Ⅱb【隔年】

1･2③～④
1～2通
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

2
12
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

講師
（平6.4）

5日

39 専 講師
ﾀﾁｶﾜ ﾀﾂﾔ

太刀川　達也
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

有機合成化学特論Ⅱ【隔年】
応用化学特論Ⅰ
応用化学特論Ⅱ
応用化学特論Ⅲ※
応用化学特別研究
応用化学輪講Ⅰ
応用化学輪講Ⅱ

1･2③～④
1①～②
1③～④
1③～④
1～2通
1通
2通

2
1
1

0.1
12
2
2

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

講師
（平5.4）

5日

40 専 助教
ｴﾊﾞﾀ ｼｭｳｲﾁﾛｳ
江幡　修一郎

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

核物理学特論Ⅰ【隔年】
核物理学特論Ⅱ【隔年】
物理学特別研究1
物理学特別研究2
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1･2③～④
1･2③～④

1通
2通

1・2通
1・2通

2
2
6
6
3
3

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（令1.12）

5日

41 専 助教
ｶﾂﾀﾞ ｻﾄﾙ
勝田　哲

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

物理学特別研究1
物理学特別研究2
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1通
2通

1・2通
1・2通

6
6
3
3

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平29.10）

5日

42 専 助教
ｺﾊﾞﾔｼ ﾀｸﾔ
小林　拓矢

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

構造解析特論Ⅰ【隔年】
構造解析特論Ⅱ【隔年】
物理学特別研究1
物理学特別研究2
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1･2④
1･2④
1通
2通

1・2通
1・2通

2
2
6
6
3
3

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平30.4）

5日
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　物質科学専攻）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

43 専 助教
ｼﾅｵｶ ﾋﾛｼ
品岡　寛

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

物性物理学特論Ⅰ【隔年】
物性物理学特論Ⅱ【隔年】
物理学特別研究1
物理学特別研究2
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1･2③～④
1･2③～④

1通
2通

1・2通
1・2通

2
2
6
6
3
3

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平27.10）

5日

44 専 助教
ﾎｼﾉ ｼﾝﾀﾛｳ

星野　晋太郎
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

量子物性学特論Ⅰ【隔年】
量子物性学特論Ⅱ【隔年】
物理学特別研究1
物理学特別研究2
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1･2③～④
1･2③～④

1通
2通

1・2通
1・2通

2
2
6
6
3
3

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平29.10）

5日

45 専 助教
ﾅｶﾞｼﾏ ﾋﾛｷ
長嶋　宏樹

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

基礎化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（令1.10）

5日

46 専 助教
ﾅｶﾀ ﾉﾘｵ

中田　憲男
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

基礎化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平18.4）

5日

47 専 助教
ﾌﾙｶﾜ ｼｭﾝｽｹ
古川　俊輔

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

基礎化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平26.8）

5日

48 専 助教
ﾔｺﾞ ﾄﾓｱｷ

矢後　友暁
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

基礎化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平19.4）

5日

49 専 助教
ｲｼﾊﾗ ﾋﾃﾞｶｽﾞ
石原　日出一

＜令和4年4月＞

修士
（工学）

応用化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平6.4）

5日

50 専 助教
ｵｳ ｲｾｲ

WANG Weiqian
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

応用化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（令2.10）

5日

51 専 助教
ｺﾀﾞﾏ ｼｮｳﾍｲ
小玉　翔平

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

応用化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（令3.4）

5日

52 専 助教
ｻｶｸﾞﾁ ﾐﾕｷ
坂口　美幸

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

応用化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（令2.11）

5日

53 専 助教
ﾊﾝﾀﾞ ﾕｲｺ

半田　友衣子
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

応用化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平28.4）

5日

54 専 助教
ﾏﾂｼﾀ ﾀｶﾋｺ
松下　隆彦

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

応用化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平27.10）

5日

55 兼担 教授
ｺﾊﾞﾔｼ ﾕｳｲﾁ
小林　裕一

＜令和4年4月＞

経済
学士

技術者のための産業経営特論
1･2①～②･

③～④
4 2

埼玉大学研究機構
ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

教授
（平27.4）

ー 名簿（教員）- 11 ー



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
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教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　物質科学専攻）

調書
番号

専任等
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職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

56 兼担 教授
ﾅｶﾞｻﾜ ﾀｹﾕｷ
長澤　壯之

＜令和4年4月＞

理学
博士

特別研修A1
特別研修A2
特別研修A3
特別研修A4
特別研修B1
特別研修B2
特別研修B3
特別研修B4

1･2通
1･2通
1･2通
1･2通
1･2通
1･2通
1･2通
1･2通

1
2
3
4
1
2
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平15.10）

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平27.12）

マレリ（株）
テクノロジオフィサ

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（令2.12）

(株)オリジン
調査役

59 兼担 准教授
ﾅｶﾞｻﾜ ﾏｺﾄ
長沢　誠

＜令和4年4月＞

修士
（教育
学）

国際教育特別演習 1･2①～② 2 1

埼玉大学大学院
人文社会科学研究科

准教授
（平25.4）

60 兼担 准教授
ｵｵｱｻ ﾕﾐｺ

大朝　由美子
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

観測天文学特論Ⅰ【隔年】
観測天文学特論Ⅱ【隔年】
物理学特別研究1
物理学特別研究2
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1･2通
1･2通
1通
2通

1・2通
1・2通

2
2
6
6
3
3

1
1
1
1
1
1

埼玉大学
教育学部
准教授

（平21.4）

61 兼担 講師
ﾔｽﾀｹ ﾐｷｵ

安武　幹雄
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

有機材料化学特論【隔年】
応用化学特論Ⅲ※
応用化学特別研究
応用化学輪講Ⅰ
応用化学輪講Ⅱ

1･2①～②
1③～④
1～2通
1通
2通

2
0.3
12
2
2

1
1
1
1
1

埼玉大学研究機構
科学分析支援ｾﾝﾀｰ

講師
（平15.7）

62 兼担 助教
ﾐﾁﾑﾗ ｼﾝｼﾞ
道村　真司

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

磁性物理学特論Ⅰ【隔年】
磁性物理学特論Ⅱ【隔年】
物理学特別研究1
物理学特別研究2
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1･2①～②
1･2①～②

1通
2通

1・2通
1・2通

2
2
6
6
3
3

1
1
1
1
1
1

埼玉大学研究機構
科学分析支援ｾﾝﾀｰ

助教
（平24.4）

63 兼任
連携
教授

ｳｴｻｶ ﾄﾓﾋﾛ
上坂　友洋

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

物理学特別研究1
物理学特別研究2
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1通
2通

1・2通
1・2通

6
6
3
3

1
1
1
1

国立研究開発法人
理化学研究所

研究室長
（平23.4）

64 兼任
連携
教授

ﾓﾁﾂﾞｷ ﾕｳｺ
望月　優子

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

物理学特別研究1
物理学特別研究2
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1通
2通

1・2通
1・2通

6
6
3
3

1
1
1
1

国立研究開発法人
理化学研究所

研究室長
（平7.4）

65 兼任
連携
教授

ｷﾑ ﾕｳｽ
金　有洙

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

界面ナノ分光特論 1・2③～④ 2 1

国立研究開発法人
理化学研究所
主任研究員
（平11.4）

66 兼任
連携
教授

ｺｳ ｼｮｳﾐﾝ
侯　召民

＜令和4年4月＞

工学
博士

有機金属錯体化学特論 1・2③～④ 2 1

国立研究開発法人
理化学研究所
主任研究員
（平5.4）

67 兼任
連携
教授

ｿﾃﾞｵｶ ﾐｷｺ
袖岡　幹子

＜令和4年4月＞

薬学
博士

精密有機合成化学特論 1・2①～② 2 1

国立研究開発法人
理化学研究所
主任研究員
（平16.4）

課題解決型特別演習B 1･2①～② 2 158 兼担 教授
ﾃﾗﾓﾄ ｽｽﾑ
寺本　進

＜令和4年4月＞
工学士

修士
（工学）

課題解決型特別演習A
1･2①～②･

③～④
8 457 兼担 教授

ｱﾗｲ ﾏｻﾄｼ
新井　正敏

＜令和4年4月＞
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　物質科学専攻）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

68 兼任
連携
教授

ﾀﾊﾗ ﾀﾍｲ
田原　太平

＜令和4年4月＞

理学
博士

分光基礎論 1・2③～④ 2 1

国立研究開発法人
理化学研究所
主任研究員
（平13.4）

69 兼任
連携

准教授

ﾆｵ ﾏｷｺ
仁尾　真紀子

＜令和4年4月＞

Ph.D
（アメリ
カ合衆
国）

物理学特別研究1
物理学特別研究2
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1通
2通

1・2通
1・2通

6
6
3
3

1
1
1
1

国立研究開発法人
理化学研究所
上級研究員
（平14.3）

70 兼任 講師
ｱﾘﾏ ﾓﾓｺ

有馬　百子
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

知的財産権の概要とその活用 1･2①～② 2 1
桟橋国際特許事務所

代表
（平27.1）

71 兼任 講師
ｺﾊﾞﾔｼ ﾋﾛﾉﾘ
小林　寛典

＜令和4年4月＞

修士
(文化情

報)

科学技術日本語Ⅰ

科学技術日本語Ⅱ

1･2①～②･
③～④

1･2①～②･
③～④

2

2

2

2

埼玉大学大学院
理工学研究科
非常勤講師
（平29.10）

72 兼任 講師
ﾖｼﾀﾞ ﾐﾕｷ

吉田　美幸
＜令和4年4月＞

学士
(外国文

化)

科学技術日本語Ⅰ

科学技術日本語Ⅱ

1･2①～②･
③～④

1･2①～②･
③～④

2

2

2

2

埼玉大学大学院
理工学研究科
非常勤講師
（平29.10）

73 兼任 講師
ｶｼﾞﾔﾏ ｲﾂﾞﾐ

梶山　いづみ
＜令和4年4月＞

文学士 科学技術日本語Ⅲ
1･2①～②･

③～④
2 2

埼玉大学大学院
理工学研究科
非常勤講師
（平27.7）

１　教員の数に応じ，適宜枠を増やして記入すること。

２　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出

　を行おうとする場合又は大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合は，この書類を作成する必要はない。

３　「申請に係る学部等に従事する週当たりの平均日数」の欄は，専任教員のみ記載すること。

（注）
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

1 専 教授
ｷｼﾓﾄ ﾀｶｼ
岸本　崇

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

数学特別研究1
数学特別研究2
代数学特論Ⅵ
数学特論Ⅰ
数学輪講Ⅶ

1通
2通

1･2③～④
1･2①～②

1･2通

6
6
2
2
3

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平16.1）

5日

2 専 教授
ｼﾓｶﾜ ｺｳﾔ

下川　航也
＜令和4年4月＞

博士
（数理科

学）

数学特別研究1
数学特別研究2
幾何学特論Ⅴ
数学特論Ⅹ
数学輪講ⅩⅢ

1通
2通

1･2①～②
1･2①～②

1･2通

6
6
2
2
3

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平14.10）

5日

3 専 教授
ﾅｶﾞｻﾜ ﾀｹﾕｷ
長澤　壯之

＜令和4年4月＞

理学
博士

特別研修A1
特別研修A2
特別研修A3
特別研修A4
特別研修B1
特別研修B2
特別研修B3
特別研修B4
数理電子情報特論Ⅰ※【隔年】
数学特別研究1
数学特別研究2
解析学特論Ⅴ
数学特論Ⅴ
数学輪講Ⅲ

1･2通
1･2通
1･2通
1･2通
1･2通
1･2通
1･2通
1･2通

1･2③～④
1通
2通

1･2①～②
1･2③～④

1･2通

1
2
3
4
1
2
3
4

0.8
6
6
2
2
3

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平15.10）

5日

4 専 教授
ﾌｸｲ ﾄｼｽﾐ

福井　敏純
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

数学特別研究1
数学特別研究2
幾何学特論Ⅵ
数学特論ⅩⅢ
数学輪講Ⅱ

1通
2通

1･2③～④
1･2①～②

1･2通

6
6
2
2
3

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平7.10）

5日

5 専 教授
ﾍﾞｽﾞ ﾘﾁｬｰﾄﾞ ﾆｰﾙ
Bez Richard Neal
＜令和4年4月＞

Doctor of
Philosoph
y（イギリ

ス）

数学特別研究1
数学特別研究2
解析学特論Ⅰ
解析学特論Ⅱ
数学特論Ⅷ
数学輪講Ⅰ

1通
2通

1･2①～②
1･2③～④
1･2①～②

1･2通

6
6
2
2
2
3

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平26.1）

5日

6 専 教授
ﾏﾁﾊﾗ ｼｭｳｼﾞ
町原　秀二

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

数学特別研究1
数学特別研究2
解析学特論Ⅲ
数学特論Ⅵ
数学輪講Ⅴ

1通
2通

1･2①～②
1･2③～④

1･2通

6
6
2
2
3

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平19.4）

5日

7 専 教授
ｲﾄｳ ｶｽﾞﾋﾄ
伊藤　和人

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究Ⅰ
電気電子物理工学特別研究Ⅱ
ディジタルシステム特論
電気電子物理工学輪講Ⅰ
電気電子物理工学輪講Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅲ
電気電子物理工学輪講Ⅳ

1通
2通

1･2①～②
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
2
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平7.5）

5日

8 専 教授
ｳﾁﾀﾞ ﾋﾃﾞｶｽﾞ
内田　秀和

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

数理電子情報特論II※【隔年】
電気電子物理工学特別研究Ⅰ
電気電子物理工学特別研究Ⅱ
電子応用計測特論
電気電子物理工学輪講Ⅰ
電気電子物理工学輪講Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅲ
電気電子物理工学輪講Ⅳ

1･2③～④
1通
2通

1･2③～④
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

0.6
6
6
2
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平2.4）

5日

9 専 教授
ｶﾄﾞﾉ ﾋﾛﾌﾐ
門野　博史

＜令和4年4月＞

工学
博士

電気電子物理工学特別研究Ⅰ
電気電子物理工学特別研究Ⅱ
環境応用光学特論
電気電子物理工学輪講Ⅰ
電気電子物理工学輪講Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅲ
電気電子物理工学輪講Ⅳ

1通
2通

1･2③～④
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
2
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（昭63.4）

5日

担当授業科目の名称
配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　数理電子情報専攻）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　数理電子情報専攻）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

10 専 教授
ｶﾈｺ ﾔｽﾖｼ

金子　裕良
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

数理電子情報特論Ⅰ※【隔年】
電気電子物理工学特別研究Ⅰ
電気電子物理工学特別研究Ⅱ
電機制御特論
電気電子物理工学輪講Ⅰ
電気電子物理工学輪講Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅲ
電気電子物理工学輪講Ⅳ

1･2③～④
1通
2通

1･2③～④
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

0.6
6
6
2
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平3.4）

5日

11 専 教授
ｻｶｲ ﾏｻﾐﾁ

酒井　政道
＜令和4年4月＞

工学
博士

電気電子物理工学特別研究Ⅰ
電気電子物理工学特別研究Ⅱ
量子化材料物性工学特論
電気電子物理工学輪講Ⅰ
電気電子物理工学輪講Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅲ
電気電子物理工学輪講Ⅳ

1通
2通

1･2③～④
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
2
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平8.4）

5日

12 専 教授
ｼﾗｲ ﾊｼﾞﾒ
白井　肇

＜令和4年4月＞

工学
博士

電気電子物理工学特別研究Ⅰ
電気電子物理工学特別研究Ⅱ
薄膜表面工学特論
電気電子物理工学輪講Ⅰ
電気電子物理工学輪講Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅲ
電気電子物理工学輪講Ⅳ

1通
2通

1･2①～②
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
2
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平6.4）

5日

13 専 教授
ﾏ ﾃﾂｵｳ

馬　哲旺
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究Ⅰ
電気電子物理工学特別研究Ⅱ
マイクロ波回路特論
電気電子物理工学輪講Ⅰ
電気電子物理工学輪講Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅲ
電気電子物理工学輪講Ⅳ

1通
2通

1･2①～②
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
2
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平10.4）

5日

14 専 教授
ﾏｴﾔﾏ ﾐﾂｱｷ
前山　光明

＜令和4年4月＞

工学
博士

電気電子物理工学特別研究Ⅰ
電気電子物理工学特別研究Ⅱ
エネルギー制御特論
電気電子物理工学輪講Ⅰ
電気電子物理工学輪講Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅲ
電気電子物理工学輪講Ⅳ

1通
2通

1･2③～④
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
2
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平5.4）

5日

15 専 教授
ﾐﾖｳﾚﾝ ﾋﾛｱｷ
明連　広昭

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究Ⅰ
電気電子物理工学特別研究Ⅱ
先端計算機工学特論
電気電子物理工学輪講Ⅰ
電気電子物理工学輪講Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅲ
電気電子物理工学輪講Ⅳ

1通
2通

1･2①～②
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
2
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平10.3）

5日

16 専 教授
ﾔｸﾞﾁ ﾋﾛﾕｷ
矢口　裕之

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

インターンシップ
電気電子物理工学特別研究Ⅰ
電気電子物理工学特別研究Ⅱ
光エレクトロニクス物性特論
電気電子物理工学輪講Ⅰ
電気電子物理工学輪講Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅲ
電気電子物理工学輪講Ⅳ

1･2通
1通
2通

1･2③～④
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

2
6
6
2
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平10.10）

5日

17 専 教授
ﾔﾏﾈ ｻﾄｼ
山根　敏

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究Ⅰ
電気電子物理工学特別研究Ⅱ
システム制御特論
電気電子物理工学輪講Ⅰ
電気電子物理工学輪講Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅲ
電気電子物理工学輪講Ⅳ

1通
2通

1･2①～②
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
2
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平7.4）

5日

18 専 教授
ｳﾁﾀﾞ ｱﾂｼ

内田　淳史
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報工学特別研究Ⅰ
情報工学特別研究Ⅱ
複雑系フォトニクス特論
プレゼンテーション特別演習
情報工学輪講Ⅰ
情報工学輪講Ⅱ

1通
2通

1･2①～②
1･2通

1①～②
1③～④

6
6
2
2
1
1

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平20.4）

5日

ー 名簿（教員）- 16 ー



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　数理電子情報専攻）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

19 専 教授
ｸﾘｷ ｲﾁﾛｳ

栗木　一郎
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報工学特別研究Ⅰ
情報工学特別研究Ⅱ
視覚情報処理システム特論
プレゼンテーション特別演習
情報工学輪講Ⅰ
情報工学輪講Ⅱ

1通
2通

1･2③～④
1･2通

1①～②
1③～④

6
6
2
2
1
1

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（令3.4）

5日

20 専 教授
ｺﾊﾞﾔｼ ﾖｼﾉﾘ
小林　貴訓

＜令和4年4月＞

博士
（情報理
工学）

情報工学特別研究Ⅰ
情報工学特別研究Ⅱ
画像応用システム特論
プレゼンテーション特別演習
情報工学輪講Ⅰ
情報工学輪講Ⅱ

1通
2通

1･2①～②
1･2通

1①～②
1③～④

6
6
2
2
1
1

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平19.10）

5日

21 専 教授
ｺﾑﾛ ﾀｶｼ
小室　孝

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報工学特別研究Ⅰ
情報工学特別研究Ⅱ
センシングシステム特論
プレゼンテーション特別演習
情報工学輪講Ⅰ
情報工学輪講Ⅱ

1通
2通

1･2③～④
1･2通

1①～②
1③～④

6
6
2
2
1
1

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平23.4）

5日

22 専 教授
ｼﾏﾑﾗ ﾃﾂﾔ

島村　徹也
＜令和4年4月＞

工学
博士

インターンシップ
情報工学特別研究Ⅰ
情報工学特別研究Ⅱ
信号処理特論
プレゼンテーション特別演習
情報工学輪講Ⅰ
情報工学輪講Ⅱ

1･2通
1通
2通

1･2①～②
1･2通

1①～②
1③～④

2
6
6
2
2
1
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平3.4）

5日

23 専 教授
ﾖｼｳﾗ ﾉﾘｱｷ
吉浦　紀晃

＜令和4年4月＞

博士
（学術）

情報工学特別研究Ⅰ
情報工学特別研究Ⅱ
形式的手法特論
サイバーセキュリティ特論
情報処理特別演習
プログラミング特別演習Ⅰ
プログラミング特別演習Ⅱ
プレゼンテーション特別演習
情報工学輪講Ⅰ
情報工学輪講Ⅱ

1通
2通

1･2③～④
1･2③～④

1･2通
1･2通
1･2通
1･2通

1①～②
1③～④

6
6
2
2
4
2
2
2
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平18.6）

5日

24 専 准教授
ｴﾋﾞﾊﾗ ﾏﾄﾞｶ
海老原　円

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

数学特別研究1
数学特別研究2
代数学特論Ⅰ
代数学特論Ⅱ
代数学特論Ⅴ
数学特論Ⅱ
数学輪講Ⅸ

1通
2通

1･2①～②
1･2③～④
1･2①～②
1･2①～②

1･2通

6
6
2
2
2
2
3

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平7.10）

5日

25 専 准教授
ｻｸﾗｲ ﾖｳﾍｲ
櫻井　陽平

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

数学特別研究1
数学特別研究2
幾何学特論Ⅰ
幾何学特論Ⅱ
数学特論Ⅻ
数学輪講Ⅻ

1通
2通

1･2①～②
1･2③～④
1･2①～②

1･2通

6
6
2
2
2
3

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（令3.4）

5日

26 専 准教授
ｻﾄｳ ﾖｳﾍｲ

佐藤　洋平
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

数学特別研究1
数学特別研究2
解析学特論Ⅵ
数学特論Ⅶ
数学輪講Ⅷ

1通
2通

1･2③～④
1･2①～②

1･2通

6
6
2
2
3

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平25.10）

5日

27 専 准教授
ｵｵﾋﾗ ﾏｻﾀｶ
大平　昌敬

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究Ⅰ
電気電子物理工学特別研究Ⅱ
電磁波工学特論
電気電子物理工学輪講Ⅰ
電気電子物理工学輪講Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅲ
電気電子物理工学輪講Ⅳ

1通
2通

1･2③～④
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
2
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平22.4）

5日

ー 名簿（教員）- 17 ー



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　数理電子情報専攻）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

28 専 准教授
ｶｷｻﾞｷ ｺｳｲﾁ
柿崎　浩一

＜令和4年4月＞

博士
（学術）

電気電子物理工学特別研究Ⅰ
電気電子物理工学特別研究Ⅱ
情報記録材料工学特論
電気電子物理工学輪講Ⅰ
電気電子物理工学輪講Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅲ
電気電子物理工学輪講Ⅳ

1通
2通

1･2③～④
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
2
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平6.7）

5日

29 専 准教授
ｶﾐｼﾏ ｹﾝｼﾞ
神島　謙二

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

電気電子物理工学特別研究Ⅰ
電気電子物理工学特別研究Ⅱ
ハイブリッド磁気工学特論
マテリアルリサーチストラテ
ジー特論
電気電子物理工学輪講Ⅰ
電気電子物理工学輪講Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅲ
電気電子物理工学輪講Ⅳ

1通
2通

1･2①～②
1･2①～②

1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
2
2

1
1
1
1

1
1
1
1

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平15.4）

5日

30 専 准教授
ｷﾑﾗ ﾕｳｲﾁ

木村　雄一
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究Ⅰ
電気電子物理工学特別研究Ⅱ
電磁界解析特論
電気電子物理工学輪講Ⅰ
電気電子物理工学輪講Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅲ
電気電子物理工学輪講Ⅳ

1通
2通

1･2①～②
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
2
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平13.4）

5日

31 専 准教授
ｼｵﾀﾞ ﾀﾂﾄｼ
塩田　達俊

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究Ⅰ
電気電子物理工学特別研究Ⅱ
光波センシング特論
電気電子物理工学輪講Ⅰ
電気電子物理工学輪講Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅲ
電気電子物理工学輪講Ⅳ

1通
2通

1･2③～④
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
2
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平25.4）

5日

32 専 准教授
ﾀｲﾉ ﾄｵﾙ

田井野　徹
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究Ⅰ
電気電子物理工学特別研究Ⅱ
超伝導集積回路工学特論
電気電子物理工学輪講Ⅰ
電気電子物理工学輪講Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅲ
電気電子物理工学輪講Ⅳ

1通
2通

1･2①～②
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
2
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平14.10）

5日

33 専 准教授
ﾂｼﾞ ﾄｼｱｷ
辻　俊明

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究Ⅰ
電気電子物理工学特別研究Ⅱ
人間支援システム特論
電気電子物理工学輪講Ⅰ
電気電子物理工学輪講Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅲ
電気電子物理工学輪講Ⅳ

1通
2通

1･2①～②
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
2
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平19.4）

5日

34 専 准教授
ﾊｾｶﾞﾜ ﾔｽﾋﾛ

長谷川　靖洋
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究Ⅰ
電気電子物理工学特別研究Ⅱ
エネルギー変換材料特論
電気電子物理工学輪講Ⅰ
電気電子物理工学輪講Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅲ
電気電子物理工学輪講Ⅳ

1通
2通

1･2①～②
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
2
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平12.12）

5日

35 専 准教授
ﾋｼﾞｶﾀ ﾔｽﾄ
土方　泰斗

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究Ⅰ
電気電子物理工学特別研究Ⅱ
先端エレクトロニクス材料特論
電気電子物理工学輪講Ⅰ
電気電子物理工学輪講Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅲ
電気電子物理工学輪講Ⅳ

1通
2通

1･2①
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
2
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平11.10）

5日

36 専 准教授
ﾎﾝﾀﾞ ｾﾞﾝﾀﾛｳ
本多　善太郎

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

電気電子物理工学特別研究Ⅰ
電気電子物理工学特別研究Ⅱ
機能磁性学特論
電気電子物理工学輪講Ⅰ
電気電子物理工学輪講Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅲ
電気電子物理工学輪講Ⅳ

1通
2通

1･2③～④
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
2
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平12.10）

5日

ー 名簿（教員）- 18 ー



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　数理電子情報専攻）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

37 専 准教授
ﾔｷﾞ ｼｭｳﾍｲ
八木　修平

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究Ⅰ
電気電子物理工学特別研究Ⅱ
半導体工学特論
電気電子物理工学輪講Ⅰ
電気電子物理工学輪講Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅲ
電気電子物理工学輪講Ⅳ

1通
2通

1･2①～②
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
2
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平22.4）

5日

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平12.4）

4日

筑波大学
数理物質系

准教授
（平31.4）

1日

39 専 准教授
ｱﾂﾞﾐ ﾀｸﾔ

安積　卓也
＜令和4年4月＞

博士
(情報科

学)

情報工学特別研究Ⅰ
情報工学特別研究Ⅱ
組込みリアルタイムシステム特
論
プレゼンテーション特別演習
情報工学輪講Ⅰ
情報工学輪講Ⅱ

1通
2通

1･2③～④

1･2通
1①～②
1③～④

6
6
2

2
1
1

1
1
1

1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平30.4）

5日

40 専 准教授
ｵｵｸﾎﾞ ｼﾞｭﾝ
大久保　潤

＜令和4年4月＞

博士
(情報科

学)

情報工学特別研究Ⅰ
情報工学特別研究Ⅱ
確率的情報処理特論
プレゼンテーション特別演習
情報工学輪講Ⅰ
情報工学輪講Ⅱ

1通
2通

1･2③～④
1･2通

1①～②
1③～④

6
6
2
2
1
1

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平27.5）

5日

41 専 准教授
ｺﾞﾄｳ ﾕｳｲﾁ
後藤　祐一

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

数理電子情報特論Ⅰ※【隔年】
数理電子情報特論II※【隔年】
情報工学特別研究Ⅰ
情報工学特別研究Ⅱ
知識表現特論
プレゼンテーション特別演習
情報工学輪講Ⅰ
情報工学輪講Ⅱ

1･2③～④
1･2③～④

1通
2通

1･2①～②
1･2通

1①～②
1③～④

0.6
0.6
6
6
2
2
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平17.4）

5日

42 専 准教授
ﾂﾂﾐﾀﾞ ﾅﾙﾏｻ
堤田　成政

＜令和4年4月＞

博士
（地球環
境学）

情報工学特別研究Ⅰ
情報工学特別研究Ⅱ
地理情報科学特論
プレゼンテーション特別演習
情報工学輪講Ⅰ
情報工学輪講Ⅱ

1通
2通

1･2①～②
1･2通

1①～②
1③～④

6
6
2
2
1
1

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（令3.1）

5日

43 専 准教授
ﾏﾂﾀ ﾃﾂﾅｵ

松田　哲直
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報工学特別研究Ⅰ
情報工学特別研究Ⅱ
情報理論特論
プレゼンテーション特別演習
情報工学輪講Ⅰ
情報工学輪講Ⅱ

1通
2通

1･2①～②
1･2通

1①～②
1③～④

6
6
2
2
1
1

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（令3.4）

5日

44 専 准教授
ﾔﾏﾀﾞ ﾄｼﾉﾘ
山田　敏規

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報工学特別研究Ⅰ
情報工学特別研究Ⅱ
離散アルゴリズム特論
プレゼンテーション特別演習
情報工学輪講Ⅰ
情報工学輪講Ⅱ

1通
2通

1･2①
1･2通

1①～②
1③～④

6
6
2
2
1
1

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平15.4）

5日

45 専 准教授
ﾖｼｶﾜ ﾉﾌﾞｶｽﾞ
吉川　宣一

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報工学特別研究Ⅰ
情報工学特別研究Ⅱ
光情報工学特論
プレゼンテーション特別演習
情報工学輪講Ⅰ
情報工学輪講Ⅱ

1通
2通

1･2③～④
1･2通

1①～②
1③～④

6
6
2
2
1
1

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平16.4）

5日

電気電子物理工学特別研究Ⅰ
電気電子物理工学特別研究Ⅱ
電力工学特論
電気電子物理工学輪講Ⅰ
電気電子物理工学輪講Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅲ
電気電子物理工学輪講Ⅳ

1通
2通

1･2①～②
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
2
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

ﾔﾏﾉｳ ﾔｽｼ
山納　康

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

38 専 准教授
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　数理電子情報専攻）

調書
番号
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区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

46 専 助教
ｴｶﾞｼﾗ ｼﾝｼﾞ
江頭　信二

＜令和4年4月＞

博士
（数理科

学）

数学特別研究1
数学特別研究2
幾何学特論Ⅲ
幾何学特論Ⅳ【隔年】
数学特論Ⅺ
数学輪講Ⅹ

1通
2通

1･2①～②
1･2③～④
1･2①～②

1･2通

6
6
2
2
2
3

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平6.4）

5日

47 専 助教
ｶﾈﾐﾂ ｱｷﾋﾛ
金光　秋博

＜令和4年4月＞

博士
（数理科

学）

数学特別研究1
数学特別研究2
数学特論Ⅲ
数学輪講ⅩⅣ

1通
2通

1･2③～④
1･2通

6
6
2
3

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（令3.4）

5日

48 専 助教

ｼﾞｬﾝ ｽﾃﾌｧﾝ ｺｽｷｳﾞｨﾙﾀ
Jean Stefan
KOSKIVIRTA

＜令和4年4月＞

PhD in
Mathemati
cs（フラ
ンス）

数学特別研究1
数学特別研究2
代数学特論Ⅲ
代数学特論Ⅳ【隔年】
数学特論Ⅳ
数学輪講Ⅺ

1通
2通

1･2①～②
1･2③～④
1･2③～④

1･2通

6
6
2
2
2
3

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（令2.10）

5日

49 専 助教
ﾀｶﾊｼ ﾕｳｷ

高橋　悠樹
＜令和4年4月＞

PhD in
Mathemati
cs（アメ
リカ合衆

国）

数理電子情報特論Ⅱ※【隔年】
数学特別研究1
数学特別研究2
解析学特論Ⅳ【隔年】
解析学特論Ⅶ【隔年】
数学特論Ⅸ
数学輪講Ⅵ

1･2③～④
1通
2通

1･2③～④
1･2③～④
1･2①～②

1･2通

0.8
6
6
2
2
2
3

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（令2.10）

5日

50 専 助教
ｲｼｶﾜ ﾘｮｳ
石川　良

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

電気電子物理工学特別研究Ⅰ
電気電子物理工学特別研究Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅰ
電気電子物理工学輪講Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅲ
電気電子物理工学輪講Ⅳ

1通
2通

1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平25.4）

5日

51 専 助教
ｲﾅﾀﾞ ﾕｳｷ

稲田　優貴
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究Ⅰ
電気電子物理工学特別研究Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅰ
電気電子物理工学輪講Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅲ
電気電子物理工学輪講Ⅳ

1通
2通

1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平27.4）

5日

52 専 助教
ｼﾐｽﾞ ﾏｷ

清水　麻希
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

電気電子物理工学特別研究Ⅰ
電気電子物理工学特別研究Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅰ
電気電子物理工学輪講Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅲ
電気電子物理工学輪講Ⅳ

1通
2通

1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平31.4）

5日

53 専 助教
ﾅﾙｾ ﾏｻﾄ

成瀬　雅人
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

電気電子物理工学特別研究Ⅰ
電気電子物理工学特別研究Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅰ
電気電子物理工学輪講Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅲ
電気電子物理工学輪講Ⅳ

1通
2通

1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平24.4）

5日

54 専 助教
ﾌｼﾞｶﾜ ｻﾁｴ

藤川　紗千恵
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究Ⅰ
電気電子物理工学特別研究Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅰ
電気電子物理工学輪講Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅲ
電気電子物理工学輪講Ⅳ

1通
2通

1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（令1.10）

5日

55 専 助教
ﾏﾅﾍﾞ ﾃﾂﾔ

間邊　哲也
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究Ⅰ
電気電子物理工学特別研究Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅰ
電気電子物理工学輪講Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅲ
電気電子物理工学輪講Ⅳ

1通
2通

1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平25.4）

5日

56 専 助教
ﾐｻﾜ ﾘｮｳﾀ

三澤　亮太
＜令和4年4月＞

博士
(情報学)

電気電子物理工学輪講I
電気電子物理工学輪講II
電気電子物理工学輪講III
電気電子物理工学輪講IV

1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

1
1
1
1

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（令2.1）

5日
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　数理電子情報専攻）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

57 専 助教
ﾖｼｽﾞﾐ ﾄｼﾋﾛ
吉住　年弘

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学輪講I
電気電子物理工学輪講II
電気電子物理工学輪講III
電気電子物理工学輪講IV

1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

1
1
1
1

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平30.10）

5日

58 専 助教
ｶﾝﾉ ｶｽﾞﾀｶ
菅野　円隆

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報工学特別研究Ⅰ
情報工学特別研究Ⅱ

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平30.4）

5日

59 専 助教
ｷﾑﾗ ｹｲ

木村　慧
＜令和4年4月＞

博士
（情報理
工学）

情報工学特別研究Ⅰ
情報工学特別研究Ⅱ

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平31.4）

5日

60 専 助教
ｼﾏﾀﾞ ﾕﾀｶ
島田　裕

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報工学特別研究Ⅰ
情報工学特別研究Ⅱ

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平30.1）

5日

61 専 助教
ｽｷﾞｳﾗ ﾖｳｽｹ
杉浦　陽介

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報工学特別研究Ⅰ
情報工学特別研究Ⅱ

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平27.4）

5日

62 専 助教
ﾔｽｲ ﾉｿﾞﾐｺ
安井　希子

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報工学特別研究Ⅰ
情報工学特別研究Ⅱ

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平30.9）

5日

63 兼担 教授
ｺﾊﾞﾔｼ ﾕｳｲﾁ
小林　裕一

＜令和4年4月＞

経済
学士

技術者のための産業経営特論
1･2①～②･

③～④
4 2

埼玉大学研究機構
ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

教授
（平27.4）

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平27.12）

マレリ（株）
テクノロジオフィサ

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（令2.12）

(株)オリジン
調査役

66 兼担
教授
(研究
科長)

ｸﾛｶﾜ ﾋﾃﾞｷ
黒川　秀樹

＜令和4年4月＞

工学
博士

課題解決型特別演習C 1･2③ 1 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平9.9）

67 兼担 教授
ｼｹﾞﾊﾗ ﾀｶｵﾐ
重原　孝臣

＜令和4年4月＞

理学
博士

情報工学特別研究Ⅰ
情報工学特別研究Ⅱ
数値解析特論
プレゼンテーション特別演習
情報工学輪講Ⅰ
情報工学輪講Ⅱ

1通
2通

1･2③～④
1･2通

1①～②
1③～④

6
6
2
2
1
1

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平9.4）

68 兼担 准教授
ﾅｶﾞｻﾜ ﾏｺﾄ
長沢　誠

＜令和4年4月＞

修士
(教育学)

国際教育特別演習 1･2①～② 2 1

埼玉大学大学院
人文社会科学研究科

准教授
（平25.4）

69 兼担 准教授
ﾊｾｶﾞﾜ ﾕｷ

長谷川　有貴
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究Ⅰ
電気電子物理工学特別研究Ⅱ
スマートセンシング特論
電気電子物理工学輪講Ⅰ
電気電子物理工学輪講Ⅱ
電気電子物理工学輪講Ⅲ
電気電子物理工学輪講Ⅳ

1通
2通

1･2③～④
1①～②
1③～④
2①～②
2③～④

6
6
2
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学
情報ﾒﾃﾞｨｱ基盤ｾﾝﾀｰ

准教授
（平14.4）

2 165 兼担 教授
ﾃﾗﾓﾄ ｽｽﾑ
寺本　進

＜令和4年4月＞
工学士

修士
（工学）

課題解決型特別演習A
1･2①～②･

③～④

課題解決型特別演習B 1･2①～②

8 464 兼担 教授
ｱﾗｲ ﾏｻﾄｼ

新井　正敏
＜令和4年4月＞
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フリガナ

氏名
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担当授業科目の名称

配 当
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調書
番号
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職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

70 兼担 准教授
ﾏﾂﾅｶﾞ ﾔｽﾋﾛ
松永　康佑

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

情報工学特別研究Ⅰ
情報工学特別研究Ⅱ
生命情報工学特論
プレゼンテーション特別演習
情報工学輪講Ⅰ
情報工学輪講Ⅱ

1通
2通

1･2③～④
1･2通

1①～②
1③～④

6
6
2
2
1
1

1
1
1
1
1
1

埼玉大学
情報ﾒﾃﾞｨｱ基盤ｾﾝﾀｰ

准教授
（平31.4）

71 兼任
連携
教授

ﾋﾗﾔﾏ ﾋﾃﾞｷ
平山　秀樹

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

量子光デバイス工学特論 1･2③～④ 2 1

国立研究開発法人
理化学研究所
主任研究員
（平6.4）

72 兼任
連携
教授

ｱﾍﾞ ﾋﾃﾞｷ
阿部　英樹

＜令和4年4月＞

博士
（学術）

水素変換材料工学特論 1･2③～④ 2 1

国立研究開発法人
物質・材料研究機構

主席研究員
（平7.4）

73 兼任
連携

准教授

ｱｵﾔﾏ ﾃﾂﾔ
青山　哲也

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

有機半導体工学特論 1･2③～④ 2 1

国立研究開発法人
理化学研究所
専任研究員
（平13.4）

74 兼任
連携

准教授

ｸﾘﾊﾗ ﾋﾃﾞｷ
栗原　英紀

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

新材料の製品化プロセス特論 1･2①～② 2 1

埼玉県立
産業技術総合センター

研究員
（平9.4）

75 兼任
連携

准教授

ﾊﾝﾀﾞ ﾀｶｼ
半田　隆志

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

新材料の製品化プロセス特論 1･2①～② 2 1

埼玉県立
産業技術総合センター

研究員
（平15.4）

76 兼任 講師
ｱﾘﾏ ﾓﾓｺ

有馬　百子
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

知的財産権の概要とその活用 1･2①～② 2 1
桟橋国際特許事務所

代表
（平27.1）

77 兼任 講師
ｺﾊﾞﾔｼ ﾋﾛﾉﾘ
小林　寛典

＜令和4年4月＞

修士
（文化情

報）

科学技術日本語Ⅰ

科学技術日本語Ⅱ

1･2①～②･
③～④

1･2①～②･
③～④

2

2

2

2

埼玉大学大学院
理工学研究科
非常勤講師
（平29.10）

78 兼任 講師
ﾖｼﾀﾞ ﾐﾕｷ

吉田　美幸
＜令和4年4月＞

学士
（外国文

化）

科学技術日本語Ⅰ

科学技術日本語Ⅱ

1･2①～②･
③～④

1･2①～②･
③～④

2

2

2

2

埼玉大学大学院
理工学研究科
非常勤講師
（平29.10）

79 兼任 講師
ｶｼﾞﾔﾏ ｲﾂﾞﾐ

梶山　いづみ
＜令和4年4月＞

文学士 科学技術日本語Ⅲ
1･2①～②･

③～④
2 2

埼玉大学大学院
理工学研究科
非常勤講師
（平27.7）

３　「申請に係る学部等に従事する週当たりの平均日数」の欄は，専任教員のみ記載すること。

（注）

１　教員の数に応じ，適宜枠を増やして記入すること。

２　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出

　を行おうとする場合又は大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合は，この書類を作成する必要はない。
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

1 専 教授
ｱﾗｲ ﾖｼｵ

荒居　善雄
＜令和4年4月＞

工学
博士

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ
材料力学特論

1通
2通
1通
2通

1･2③

3
3
3
3
2

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平2.3）

5日

2 専 教授
ｱﾗｷ ﾜｶｺ

荒木　稚子
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ
破壊力学特論

1通
2通
1通
2通

1･2④

3
3
3
3
2

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平20.4）

5日

3 専 教授
ｲｹﾉ ｼﾞﾕﾝｲﾁ
池野　順一

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ
トランスファ・エンジニアリン
グ特論
加工物性特論

1通
2通
1通
2通

1･2③～④

1･2③～④

3
3
3
3
2

2

1
1
1
1
1

1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平11.10）

5日

4 専 教授
ｵﾊﾞﾗ ﾃﾂﾛｳ
小原　哲郎

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ
熱エネルギー特論

1通
2通
1通
2通

1･2③～④

3
3
3
3
2

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平4.4）

5日

5 専 教授
ｶｹﾞﾔﾏ ｹﾝｽｹ
蔭山　健介

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ
材料工学特論

1通
2通
1通
2通

1･2①

3
3
3
3
2

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平7.4）

5日

6 専 教授
ﾀｶｻｷ ﾏｻﾔ

髙﨑　正也
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ
機械システム制御特論
メカトロニクスシステム特論

1通
2通
1通
2通

1･2①～②
1･2③～④

3
3
3
3
2
2

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平13.4）

5日

7 専 教授
ﾅｶﾞﾐﾈ ﾀｸｵ
長嶺　拓夫

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ
機械力学特論

1通
2通
1通
2通

1･2④

3
3
3
3
2

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平12.4）

5日

8 専 教授
ﾋﾗﾊﾗ ﾋﾛﾕｷ
平原　裕行

＜令和4年4月＞

工学
博士

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ
気体力学特論

1通
2通
1通
2通

1･2①～②

3
3
3
3
2

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（昭62.10）

5日

9 専 教授
ﾔﾏﾓﾄ ﾋﾛｼ
山本　浩

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ
機械要素特論

1通
2通
1通
2通

1･2③

3
3
3
3
2

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平7.4）

5日

10 専 教授
ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾃﾂﾔ
渡邉　鉄也

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ
動システム解析特論

1通
2通
1通
2通

1･2④

3
3
3
3
2

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平11.4）

5日

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　機械科学専攻）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　機械科学専攻）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

11 専 教授
ﾜﾀﾇｷ ｹｲｲﾁ
綿貫　啓一

＜令和4年4月＞

工学
博士

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ
マンマシンインターフェイス特
論
ロボティクス特論

1通
2通
1通
2通

1･2②

1･2②

3
3
3
3
2

2

1
1
1
1
1

1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平3.4）

5日

12 専 准教授
ｶｴﾃﾞ ｶｽﾞﾉﾘ
楓　和憲

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ
ユーザビリティ工学特論

1通
2通
1通
2通

1･2③～④

3
3
3
3
2

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平21.4）

5日

13 専 准教授
ｶﾈｺ ｼﾞﾕﾝｲﾁ
金子　順一

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ
生産工学特論
加工学特論
インターンシップ

1通
2通
1通
2通

1･2③～④
1･2③～④

1･2通

3
3
3
3
2
2
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平16.4）

5日

14 専 准教授
ｶﾝ ﾄﾞﾝﾋｮｸ
姜　東赫

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ
流体力学特論

1通
2通
1通
2通

1･2①～②

3
3
3
3
2

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平30.3）

5日

15 専 准教授
ｺﾄｻｶ ｼﾝﾔ

琴坂　信哉
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ
バイオロボット工学特論

1通
2通
1通
2通

1･2①～②

3
3
3
3
2

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平13.4）

5日

16 専 准教授
ｻｶｲ ﾀｹﾉﾌﾞ
坂井　建宣

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ
材料評価工学特論

1通
2通
1通
2通

1･2④

3
3
3
3
2

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平26.4）

5日

17 専 准教授
ﾀﾄﾞｺﾛ ﾁﾊﾙ
田所　千治

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ
機械システムダイナミクス特論

1通
2通
1通
2通

1･2①

3
3
3
3
2

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平28.4）

5日

18 専 准教授
ﾅﾙｶﾜ ﾃﾙﾏｻ
成川　輝真

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ
機械運動学特論

1通
2通
1通
2通

1･2②

3
3
3
3
2

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平24.4）

5日

19 専 准教授
ﾊﾗ ﾏｻﾕｷ
原　正之

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ
認知工学特論

1通
2通
1通
2通

1･2②

3
3
3
3
2

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平26.9）

5日

20 専 准教授
ﾎﾄﾞｼﾏ ﾘｭｳｲﾁ
程島　竜一

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ
ロボット設計学特論

1通
2通
1通
2通

1･2①～②

3
3
3
3
2

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平22.4）

5日
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　機械科学専攻）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

21 専 准教授
ﾏｴﾀﾞ ｼﾝｲﾁ
前田　慎市

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ
反応性気体力学特論

1通
2通
1通
2通

1･2③～④

3
3
3
3
2

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平25.4）

5日

22 専 助教
ｱﾍﾞ ﾀｹﾕｷ

阿部　壮志
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ

1通
2通
1通
2通

3
3
3
3

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平30.1）

5日

23 専 助教
ﾃｲ ｴｲ
鄭　穎

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ

1通
2通

3
3

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平16.4）

5日

24 専 助教
ﾅﾘｻﾜ ﾖｼﾉﾘ
成澤　慶宜

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ

1通
2通

3
3

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平31.4）

5日

25 専 助教
ﾔﾏﾀﾞ ﾉﾘﾔｽ
山田　典靖

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ

1通
2通

3
3

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平31.4）

5日

26 専 助教
ﾔﾏﾀﾞ ﾖｳﾍｲ
山田　洋平

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ

1通
2通

3
3

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平27.4）

5日

27 兼担 教授
ｺﾊﾞﾔｼ ﾕｳｲﾁ
小林　裕一

＜令和4年4月＞

経済
学士

技術者のための産業経営特論
1･2①～②･
③～④

4 2

埼玉大学研究機構
ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

教授
（平27.4）

28 兼担 教授
ﾅｶﾞｻﾜ ﾀｹﾕｷ
長澤　壯之

＜令和4年4月＞

理学
博士

特別研修A1
特別研修A2
特別研修A3
特別研修A4
特別研修B1
特別研修B2
特別研修B3
特別研修B4

1･2通
1･2通
1･2通
1･2通
1･2通
1･2通
1･2通
1･2通

1
2
3
4
1
2
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平15.10）

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平27.12）

マレリ（株）
テクノロジオフィサ

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（令2.12）

(株)オリジン
調査役

31 兼担
教授
(研究
科長)

ｸﾛｶﾜ ﾋﾃﾞｷ
黒川　秀樹

＜令和4年4月＞

工学
博士

課題解決型特別演習C 1･2③ 1 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平9.9）

32 兼担 准教授
ﾅｶﾞｻﾜ ﾏｺﾄ
長沢　誠

＜令和4年4月＞

修士
(教育学)

国際教育特別演習 1･2①～② 2 1

埼玉大学大学院
人文社会科学研究科

准教授
（平25.4）

4

30 兼担 教授
ﾃﾗﾓﾄ ｽｽﾑ
寺本　進

＜令和4年4月＞
工学士 課題解決型特別演習B 1･2①～② 2 1

修士
（工学）

課題解決型特別演習A
1･2①～②･
③～④

829 兼担 教授
ｱﾗｲ ﾏｻﾄｼ

新井　正敏
＜令和4年4月＞
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　機械科学専攻）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

33 兼任 講師
ｱﾘﾏ ﾓﾓｺ

有馬　百子
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

知的財産権の概要とその活用
1･2①～②

2 1
桟橋国際特許事務所

代表
（平27.1）

34 兼任 講師
ｺﾊﾞﾔｼ ﾋﾛﾉﾘ
小林　寛典

＜令和4年4月＞

修士
(文化情

報)

科学技術日本語Ⅰ

科学技術日本語Ⅱ

1･2①～②･
③～④
1･2①～②･
③～④

2

2

2

2

埼玉大学大学院
理工学研究科
非常勤講師
（平29.10）

35 兼任 講師
ﾖｼﾀﾞ ﾐﾕｷ

吉田　美幸
＜令和4年4月＞

学士
(外国文

化)

科学技術日本語Ⅰ

科学技術日本語Ⅱ

1･2①～②･
③～④
1･2①～②･
③～④

2

2

2

2

埼玉大学大学院
理工学研究科
非常勤講師
（平29.10）

36 兼任 講師
ｶｼﾞﾔﾏ ｲﾂﾞﾐ

梶山　いづみ
＜令和4年4月＞

文学士 科学技術日本語Ⅲ
1･2①～②･
③～④

2 2

埼玉大学大学院
理工学研究科
非常勤講師
（平27.7）

（注）
１　教員の数に応じ，適宜枠を増やして記入すること。
２　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出
　を行おうとする場合又は大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合は，この書類を作成する必要はない。
３　「申請に係る学部等に従事する週当たりの平均日数」の欄は，専任教員のみ記載すること。
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

1 専 教授
ｳﾁﾑﾗ ﾀﾛｳ

内村　太郎
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ
環境社会基盤国際特別研究Ⅲ
地盤構造学(E)
環境社会基盤工学輪講I
環境社会基盤工学輪講II
アドヴァンスト・インターン
シップ

1通
2通
2通

1･2③
1通
2通

1･2①～②

6
6
12
2
1
1
2

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平28.10）

5日

2 専 教授
ｵｸｲ ﾖｼｱｷ

奥井　義昭
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ
環境社会基盤国際特別研究Ⅲ
構造設計と解析(JE)
社会基盤特別講義Ⅰ
社会基盤特別講義Ⅱ
社会基盤特別講義Ⅲ(E)
環境社会基盤工学輪講I
環境社会基盤工学輪講II
構造力学Ⅲ
国際工学資格(FE資格)

1通
2通
2通

1･2②
1･2④

1･2①～②
1･2①～②

1通
2通
1②

1･2通

6
6
12
2
2
2
2
1
1
2
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平1.4）

5日

3 専 教授
ｵｻﾀﾞ ﾏｻﾋｺ
長田　昌彦

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ
環境社会基盤国際特別研究Ⅲ
地圏デザイン序説(JE)
環境社会基盤工学輪講I
環境社会基盤工学輪講II

1通
2通
2通

1･2①
1通
2通

6
6
12
2
1
1

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平1.4）

5日

4 専 教授
ｶﾜﾓﾄ ｹﾝ
川本　健

＜令和4年4月＞

博士
（農学）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ
環境社会基盤国際特別研究Ⅲ
環境社会基盤工学輪講I
環境社会基盤工学輪講II
地盤環境工学特論
地盤環境工学特論(E)

1通
2通
2通
1通
2通

1･2③～④
1･2④

6
6
12
1
1
2
2

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平9.4）

5日

5 専 教授
ｸﾎﾞﾀ ﾋｻｼ

久保田　尚
＜令和4年4月＞

工学
博士

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ
環境社会基盤国際特別研究Ⅲ
交通システム特論(E)
地域・都市計画エクササイズ※
環境社会基盤工学輪講I
環境社会基盤工学輪講II

1通
2通
2通

1･2①
1･2③
1通
2通

6
6
12
2

0.1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（昭63.6）

5日

6 専 教授
ｸﾜﾉ ｼﾞﾛｳ

桑野　二郎
＜令和4年4月＞

工学
博士

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ
環境社会基盤国際特別研究Ⅲ
地盤材料学(E)
地盤地震工学特論(E)
環境社会基盤工学輪講I
環境社会基盤工学輪講II

1通
2通
2通

1･2①～②
1･2③～④

1通
2通

6
6
12
2
2
1
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平17.5）

5日

7 専 教授
ｻｲﾄｳ ﾏｻﾄ

齊藤　正人
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ
環境社会基盤国際特別研究Ⅲ
耐震工学特論(E)
インターナショナルコミュニ
ケーション
環境社会基盤工学輪講I
環境社会基盤工学輪講II

1通
2通
2通

1･2③
1･2通

1通
2通

6
6
12
2
2

1
1

1
1
1
1
1

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平13.4）

5日

8 専 教授
ﾀﾅｶ ﾉﾘｵ

田中　規夫
＜令和4年4月＞

工学
博士

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ
環境社会基盤国際特別研究Ⅲ
水圏数値解析学(E)
水圏工学実践(JE)
環境社会基盤工学輪講I
環境社会基盤工学輪講II

1通
2通
2通

1･2①
1･2通
1通
2通

6
6
12
2
2
1
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平12.4）

5日

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　環境社会基盤専攻）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　環境社会基盤専攻）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

9 専 教授
ﾌｼﾞﾉ ﾀｹｼ
藤野　毅

＜令和4年4月＞

博士
（学術）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ
環境社会基盤国際特別研究Ⅲ
環境社会基盤工学輪講I
環境社会基盤工学輪講II
水質管理特論(JE)

1通
2通
2通
1通
2通

1･2③

6
6
12
1
1
2

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平8.6）

5日

10 専 教授
ﾏｷ ﾀｹｼ

牧　剛史
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ
環境社会基盤国際特別研究Ⅲ
構造物のための数値解析(E)※
コンクリート構造物の設計と維
持管理(E)※
環境社会基盤工学輪講I
環境社会基盤工学輪講II

1通
2通
2通

1･2①～②
1･2①～②

1通
2通

6
6
12
0.7
1.3

1
1

1
1
1
1
1

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平9.4）

5日

11 専 教授
ﾏﾂﾓﾄ ﾔｽﾅｵ
松本　泰尚

＜令和4年4月＞

Ph.D
（イギリ

ス）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ
環境社会基盤国際特別研究Ⅲ
構造振動論(E)※
環境社会基盤工学輪講I
環境社会基盤工学輪講II

1通
2通
2通

1･2①
1通
2通

6
6
12
1.2
1
1

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平11.10）

5日

12 専 准教授
ｱｻﾓﾄ ｼﾝｺﾞ
浅本　晋吾

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ
環境社会基盤国際特別研究Ⅲ
構造物のための数値解析(E)※
コンクリート構造物の設計と維
持管理(E)※
環境社会基盤工学輪講I
環境社会基盤工学輪講II

1通
2通
2通

1･2①～②
1･2①～②

1通
2通

6
6
12
1.3
0.7

1
1

1
1
1
1
1

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平18.6）

5日

13 専 准教授
ｵｸﾞﾁ ﾁｱｷ

小口　千明
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ
環境社会基盤国際特別研究Ⅲ
地形プロセス学特論(E)
環境社会基盤工学輪講I
環境社会基盤工学輪講II

1通
2通
2通

1･2①～②
1通
2通

6
6
12
2
1
1

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平16.6）

5日

14 専 准教授
ｺｼﾞﾏ ｱﾔ
小嶋　文

＜令和4年4月＞

博士
（学術）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ
環境社会基盤国際特別研究Ⅲ
地域・都市計画エクササイズ※
計画数理特論(JE)
環境社会基盤工学輪講I
環境社会基盤工学輪講II

1通
2通
2通

1･2③
1･2①
1通
2通

6
6
12
1.8
2
1
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平24.4）

5日

15 専 准教授
ﾀﾆﾔﾏ ﾋｻｼ
谷山　尚

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ
環境社会基盤国際特別研究Ⅲ
地震動特論(JE)
環境社会基盤工学輪講I
環境社会基盤工学輪講II
耐震・地震工学※

1通
2通
2通

1･2②
1通
2通

1③～④

6
6
12
2
1
1

1.9

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平3.4）

5日

16 専 准教授
ﾄｳ ｷ

党　紀
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ
環境社会基盤国際特別研究Ⅲ
構造振動論(E)※
環境社会基盤工学輪講I
環境社会基盤工学輪講II
土木のためのAIとデータサイエ
ンス(JE)※

1通
2通
2通

1･2①
1通
2通

1･2③～④

6
6
12
0.8
1
1

1.6

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平25.4）

5日

17 専 准教授
ﾌｶﾎﾘ ｷﾖﾀｶ
深堀　清隆

＜令和4年4月＞

博士
（学術）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ
環境社会基盤国際特別研究Ⅲ
地域・都市計画エクササイズ※
環境社会基盤工学輪講I
環境社会基盤工学輪講II
地域景観特論(JE)

1通
2通
2通

1･2③
1通
2通

1･2①～②

6
6
12
0.1
1
1
2

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平9.4）

5日
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　環境社会基盤専攻）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

18 専 准教授
ﾓｷﾞ ﾋﾃﾞﾉﾘ
茂木　秀則

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ
環境社会基盤国際特別研究Ⅲ
振動波動解析学特論(JE)
環境社会基盤工学輪講I
環境社会基盤工学輪講II

1通
2通
2通

1･2④
1通
2通

6
6
12
2
1
1

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平6.4）

5日

19 専 准教授
ﾔｷﾞｻﾜ ｼﾞｭﾝｼﾞ
八木澤　順治

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ
環境社会基盤国際特別研究Ⅲ
水圏工学実践(JE)
環境社会基盤工学輪講I
環境社会基盤工学輪講II
水圏数値解析実践(E)
アドヴァンスト・インターン
シップ

1通
2通
2通

1･2通
1通
2通

1･2③
1･2①～②

6
6
12
2
1
1
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平21.4）

5日

20 専 助教
ｲｶﾞﾗｼ ﾖｼﾔ

五十嵐　善哉
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ
環境社会基盤国際特別研究Ⅲ
環境社会基盤工学輪講I
環境社会基盤工学輪講II

1通
2通
2通
1通
2通

6
6
12
1
1

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（令2.4）

5日

21 専 助教
ｶﾄｳ ﾃｯﾍﾟｲ
加藤　哲平

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ
環境社会基盤国際特別研究Ⅲ
環境社会基盤工学輪講I
環境社会基盤工学輪講II
土木のためのAIとデータサイエ
ンス(JE)※

1通
2通
2通
1通
2通

1･2③～④

6
6
12
1
1

0.4

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平30.4）

5日

22 専 助教

ｺﾞｲﾄ ﾁｬﾝﾄﾞﾗ ｼｪｰｶｰ
Goit Chandra

Shekhar
＜令和4年4月＞

博士
（学術）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ
環境社会基盤国際特別研究Ⅲ
環境社会基盤工学輪講I
環境社会基盤工学輪講II
耐震・地震工学※

1通
2通
2通
1通
2通

1③～④

6
6
12
1
1

0.1

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平28.4）

5日

23 専 助教

ｾﾅﾋﾞﾗﾀﾅ ﾑﾀﾞﾘｹﾞ ﾄﾞ
ﾝ　ﾋﾗﾆｬ ｼﾞｬﾔｻﾝｶ
Senavirathna M D

H Jayasanka
＜令和4年4月＞

博士
（学術）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ
環境社会基盤国際特別研究Ⅲ
環境社会基盤工学輪講I
環境社会基盤工学輪講II
生物環境応答特論(E)

1通
2通
2通
1通
2通

1･2④

6
6
12
1
1
2

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平29.8）

5日

24 専 助教
ﾄｶﾞｼ ﾖｳﾀ

富樫　陽太
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ
環境社会基盤国際特別研究Ⅲ
環境社会基盤工学輪講I
環境社会基盤工学輪講II

1通
2通
2通
1通
2通

6
6
12
1
1

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平30.3）

5日

25 専 助教
ﾙｱﾝ ﾔｵ

Luan Yao
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ
環境社会基盤国際特別研究Ⅲ
コンクリートとその他セメント
系材料(E)
環境社会基盤工学輪講I
環境社会基盤工学輪講II

1通
2通
2通

1･2③

1通
2通

6
6
12
2

1
1

1
1
1
1

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平25.10）

5日

26 兼担 教授
ｺﾊﾞﾔｼ ﾕｳｲﾁ
小林　裕一

＜令和4年4月＞

経済
学士

技術者のための産業経営特論
1･2①～②･

③～④
4 2

埼玉大学研究機構
ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

教授
（平27.4）

27 兼担 教授
ﾅｶﾞｻﾜ ﾀｹﾕｷ
長澤　壯之

＜令和4年4月＞

理学
博士

特別研修A1
特別研修A2
特別研修A3
特別研修A4
特別研修B1
特別研修B2
特別研修B3
特別研修B4

1･2通
1･2通
1･2通
1･2通
1･2通
1･2通
1･2通
1･2通

1
2
3
4
1
2
3
4

1
1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平15.10）
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　環境社会基盤専攻）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平27.12）

マレリ（株）
テクノロジオフィサ

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（令2.12）

(株)オリジン
調査役

30 兼担
教授
(研究
科長)

ｸﾛｶﾜ ﾋﾃﾞｷ
黒川　秀樹

＜令和4年4月＞

工学
博士

課題解決型特別演習C 1･2③ 1 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平9.9）

31 兼担 准教授
ﾅｶﾞｻﾜ ﾏｺﾄ
長沢　誠

＜令和4年4月＞

修士
(教育学)

国際教育特別演習 1･2①～② 2 1

埼玉大学大学院
人文社会科学研究科

准教授
（平25.4）

32 兼任 講師
ｱﾘﾏ ﾓﾓｺ

有馬　百子
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

知的財産権の概要とその活用 1･2①～② 2 1
桟橋国際特許事務所

代表
（平27.1）

33 兼任 講師
ｺﾊﾞﾔｼ ﾋﾛﾉﾘ
小林　寛典

＜令和4年4月＞

修士
（文化情

報）

科学技術日本語Ⅰ

科学技術日本語Ⅱ

1･2①～②･
③～④

1･2①～②･
③～④

2

2

2

2

埼玉大学大学院
理工学研究科
非常勤講師
（平29.10）

34 兼任 講師
ﾖｼﾀﾞ ﾐﾕｷ

吉田　美幸
＜令和4年4月＞

学士
（外国文

化）

科学技術日本語Ⅰ

科学技術日本語Ⅱ

1･2①～②･
③～④

1･2①～②･
③～④

2

2

2

2

埼玉大学大学院
理工学研究科
非常勤講師
（平29.10）

35 兼任 講師
ｶｼﾞﾔﾏ ｲﾂﾞﾐ

梶山　いづみ
＜令和4年4月＞

文学士 科学技術日本語Ⅲ
1･2①～②･

③～④
2 2

埼玉大学大学院
理工学研究科
非常勤講師
（平27.7）

36 兼任 講師

ｻｲﾓﾝ ﾘｭｰ
Simon Jian-Hong

Liu
＜令和4年4月＞

博士
（学術）

建設マネジメント(E) 1･2③～④ 2 1
上智大学

非常勤講師
（平23.4）

37 兼任 講師
ｶﾞｴﾀﾝ ﾓﾛ

Gaetan Moreau
＜令和4年4月＞

Ph.D
（フラン

ス）

科学技術英語特論Ⅰ
科学技術英語特論II(E)

1･2③～④
1･2③

1
1

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科
非常勤講師
（平26.4）

教授
ｱﾗｲ ﾏｻﾄｼ

新井　正敏
＜令和4年4月＞

課題解決型特別演習A
1･2①～②･

③～④

（注）

１　教員の数に応じ，適宜枠を増やして記入すること。

２　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出

　を行おうとする場合又は大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合は，この書類を作成する必要はない。

３　「申請に係る学部等に従事する週当たりの平均日数」の欄は，専任教員のみ記載すること。

28 兼担 8 4

29 兼担 教授
ﾃﾗﾓﾄ ｽｽﾑ
寺本　進

＜令和4年4月＞
1

修士
（工学）

工学士 課題解決型特別演習B 1･2①～② 2
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

1 兼担 教授
ｺﾊﾞﾔｼ ﾕｳｲﾁ
小林　裕一

＜令和4年4月＞

経済
学士

技術者のための産業経営特論
1･2①～②･
③～④

4 2

埼玉大学研究機構
ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

教授
（平27.4）

2 兼担 教授
ﾅｶﾞｻﾜ ﾀｹﾕｷ
長澤　壯之

＜令和4年4月＞

理学
博士

特別研修A1
特別研修A2
特別研修A3
特別研修A4
特別研修B1
特別研修B2
特別研修B3
特別研修B4
数学特別研究1
数学特別研究2

1･2通
1･2通
1･2通
1･2通
1･2通
1･2通
1･2通
1･2通
1通
2通

1
2
3
4
1
2
3
4
6
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平15.10）

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平27.12）

マレリ（株）
テクノロジオフィサ

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（令2.12）

(株)オリジン
調査役

5 兼担
教授
(研究
科長)

ｸﾛｶﾜ ﾋﾃﾞｷ
黒川　秀樹

＜令和4年4月＞

工学
博士

課題解決型特別演習C
エネルギー変換化学特論
科学技術応用学際特別演習Ⅰ
科学技術応用学際特別演習Ⅱ
科学技術応用学際特別輪講Ⅰ
科学技術応用学際特別輪講Ⅱ
応用化学特別研究

1･2③
1･2①

1･2①～②
1･2③～④
1①～②
1③～④
1～2通

1
2
1
1
1
1
12

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平9.9）

6 兼担 教授
ｶﾜｲ ﾏｷ

川合　真紀
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2
植物分子育種学特論
科学技術応用学際特別演習Ⅰ
科学技術応用学際特別演習Ⅱ
科学技術応用学際特別輪講Ⅰ
科学技術応用学際特別輪講Ⅱ

1通
2通

1･2①～②
1･2①～②
1･2③～④
1①～②
1③～④

6
6
2
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平20.4）

7 兼担 教授
ｺﾀｹ ﾄｼﾋｻ

小竹　敬久
＜令和4年4月＞

博士
（学術）

分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平13.7）

8 兼担 教授
ﾄｻﾞﾜ ﾕｽﾞﾙ
戸澤　譲

＜令和4年4月＞

博士
（農学）

分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平26.9）

9 兼担 教授
ﾆｼﾔﾏ ﾖｼﾀｶ
西山　佳孝

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平20.4）

10 兼担 教授
ﾋﾊﾗ ﾕｶｺ

日原　由香子
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平12.4）

11 兼担 教授
ｺﾊﾞﾔｼ ﾃﾂﾔ
小林　哲也

＜令和4年4月＞

理学
博士

生体制御学特別研究1
生体制御学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平2.4）

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　融合教育プログラム　地球環境における科学技術応用と融合プログラム）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

修士
（工学）

担当授業科目の名称
配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

3 兼担 教授
ｱﾗｲ ﾏｻﾄｼ

新井　正敏
＜令和4年4月＞

4 兼担 教授
ﾃﾗﾓﾄ ｽｽﾑ
寺本　進

＜令和4年4月＞
2 1

課題解決型特別演習A
1･2①～②･
③～④

8 4

工学士 課題解決型特別演習B 1･2①～②
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　融合教育プログラム　地球環境における科学技術応用と融合プログラム）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

12 兼担 教授
ｻｶﾀ ｲﾁﾛｳ

坂田　一郎
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

生体制御学特別研究1
生体制御学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平23.4）

13 兼担 教授
ﾀｹｻﾞﾜ ﾀﾞｲｽｹ
竹澤　大輔

＜令和4年4月＞

Ph.D
（アメリ
カ合衆
国）

生体制御学特別研究1
生体制御学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平16.10）

14 兼担 教授
ﾀﾅｶ ｼﾕｳｲﾂ
田中　秀逸

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

生体制御学特別研究1
生体制御学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平16.2）

15 兼担 教授
ﾂｶﾊﾗ ｼﾝｼﾞ
塚原　伸治

＜令和4年4月＞

博士
（農学）

生体制御学特別研究1
生体制御学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平21.4）

16 兼担 教授
ﾔﾏｽ ｷﾖｳ
弥益　恭

＜令和4年4月＞

理学
博士

生体制御学特別研究1
生体制御学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平2.4）

17 兼担 教授
ｽｽﾞｷ ﾀｹｼ
鈴木　健

＜令和4年4月＞

理学
博士

物理学特別研究1
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1通
1・2通
1・2通

6
3
3

1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平15.4）

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平12.9）

国立研究開発法人
宇宙航空研究開発機構

特任教授
（平29.4）

19 兼担 教授
ﾀﾆｲ ﾖｼｱｷ

谷井　義彰
＜令和4年4月＞

理学
博士

物理学特別研究1
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1通
1・2通
1・2通

6
3
3

1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（昭63.5）

20 兼担 教授
ｲｼｲ ｱｷﾋｺ

石井　昭彦
＜令和4年4月＞

理学
博士

基礎化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（昭62.4）

21 兼担 教授
ｳｴﾉ ｹｲｼﾞ

上野　啓司
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

基礎化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平14.10）

22 兼担 教授
ｻｲﾄｳ ﾏｻｲﾁ
斎藤　雅一

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

基礎化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平8.10）

23 兼担 教授
ﾀｶﾔﾅｷﾞ ﾄｼﾕｷ
高柳　敏幸

＜令和4年4月＞

理学
博士

基礎化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平16.4）

24 兼担 教授
ﾜｶｻ ﾏｻﾉﾌﾞ
若狭　雅信

＜令和4年4月＞

理学
博士

基礎化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平14.10）

博士
（理学）

18 兼担 教授
ﾀｼﾛ ﾏｺﾄ
田代　信

＜令和4年4月＞

物理学特別研究1
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1通
1・2通
1・2通

6
3
3

1
1
1
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＜就任（予定）年月＞

現　職
（就任年月）

申請に係る大
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たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　融合教育プログラム　地球環境における科学技術応用と融合プログラム）
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区分

職位 年齢
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基本給

（千円）
担当授業科目の名称
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担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

25 兼担 教授
ｵｳ ｾｲﾖｳ
王　青躍

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

応用化学特別研究
資源循環制御科学
科学技術応用学際特別演習Ⅰ
科学技術応用学際特別演習Ⅱ
科学技術応用学際特別輪講Ⅰ
科学技術応用学際特別輪講Ⅱ

1～2通
1･2③～④
1･2①～②
1･2③～④
1①～②
1③～④

12
2
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平14.3）

26 兼担 教授
ｻｲﾄｳ ｼﾝｺﾞ
齋藤　伸吾

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

応用化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平19.4）

27 兼担 教授
ﾀｹﾀﾞ ﾋﾛｱｷ
武田　博明

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

応用化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（令2.4）

28 兼担 教授
ﾈﾓﾄ ﾅｵﾄ

根本　直人
＜令和4年4月＞

博士
（学術）

応用化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平20.4）

29 兼担 教授
ﾏﾂｵｶ ｺｳｼﾞ
松岡　浩司

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

応用化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平7.9）

30 兼担 教授
ﾐｳﾗ ｶﾂｷﾖ

三浦　勝清
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

応用化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平20.10）

31 兼担 教授
ﾔﾏｸﾞﾁ ｼｮｳｲﾁ
山口　祥一

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

応用化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平26.4）

32 兼担 教授
ｷｼﾓﾄ ﾀｶｼ
岸本　崇

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

数学特別研究1
数学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平16.1）

33 兼担 教授
ｼﾓｶﾜ ｺｳﾔ

下川　航也
＜令和4年4月＞

博士
（数理科

学）

数学特別研究1
数学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平14.10）

34 兼担 教授
ﾌｸｲ ﾄｼｽﾐ

福井　敏純
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

数学特別研究1
数学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平7.10）

35 兼担 教授
ﾍﾞｽﾞ ﾘﾁｬｰﾄﾞ ﾆｰﾙ
Bez Richard Neal
＜令和4年4月＞

Doctor of
Philosoph
y（イギリ

ス）

数学特別研究1
数学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平26.1）

36 兼担 教授
ﾏﾁﾊﾗ ｼｭｳｼﾞ
町原　秀二

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

数学特別研究1
数学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平19.4）

37 兼担 教授
ｲﾄｳ ｶｽﾞﾋﾄ
伊藤　和人

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究I 1通 6 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平7.5）

38 兼担 教授
ｳﾁﾀﾞ ﾋﾃﾞｶｽﾞ
内田　秀和

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究I 1通 6 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平2.4）
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担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

39 兼担 教授
ｶﾄﾞﾉ ﾋﾛﾌﾐ
門野　博史

＜令和4年4月＞

工学
博士

電気電子物理工学特別研究I
光応用技術特論
科学技術応用学際特別演習Ⅰ
科学技術応用学際特別演習Ⅱ
科学技術応用学際特別輪講Ⅰ
科学技術応用学際特別輪講Ⅱ

1通
1･2③～④
1･2①～②
1･2③～④
1①～②
1③～④

6
2
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（昭63.4）

40 兼担 教授
ｶﾈｺ ﾔｽﾖｼ

金子　裕良
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究I 1通 6 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平3.4）

41 兼担 教授
ｻｶｲ ﾏｻﾐﾁ

酒井　政道
＜令和4年4月＞

工学
博士

電気電子物理工学特別研究I 1通 6 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平8.4）

42 兼担 教授
ｼﾗｲ ﾊｼﾞﾒ
白井　肇

＜令和4年4月＞

工学
博士

電気電子物理工学特別研究I 1通 6 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平6.4）

43 兼担 教授
ﾏ ﾃﾂｵｳ

馬　哲旺
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究I 1通 6 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平10.4）

44 兼担 教授
ﾏｴﾔﾏ ﾐﾂｱｷ
前山　光明

＜令和4年4月＞

工学
博士

電気電子物理工学特別研究I 1通 6 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平5.4）

45 兼担 教授
ﾐﾖｳﾚﾝ ﾋﾛｱｷ
明連　広昭

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究I 1通 6 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平10.3）

46 兼担 教授
ﾔｸﾞﾁ ﾋﾛﾕｷ
矢口　裕之

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究I 1通 6 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平10.10）

47 兼担 教授
ﾔﾏﾈ ｻﾄｼ
山根　敏

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究I
国際電気・環境規格特論
科学技術応用学際特別演習Ⅰ
科学技術応用学際特別演習Ⅱ
科学技術応用学際特別輪講Ⅰ
科学技術応用学際特別輪講Ⅱ

1通
1･2③～④
1･2①～②
1･2③～④
1①～②
1③～④

6
2
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平7.4）

48 兼担 教授
ｳﾁﾀﾞ ｱﾂｼ

内田　淳史
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報工学特別研究Ⅰ
プレゼンテーション特別演習

1通
1･2通

6
2

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平20.4）

49 兼担 教授
ｸﾘｷ ｲﾁﾛｳ

栗木　一郎
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報工学特別研究Ⅰ
プレゼンテーション特別演習

1通
1･2通

6
2

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（令3.4）

50 兼担 教授
ｺﾊﾞﾔｼ ﾖｼﾉﾘ
小林　貴訓

＜令和4年4月＞

博士
（情報理
工学）

情報工学特別研究Ⅰ
プレゼンテーション特別演習

1通
1･2通

6
2

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平19.10）

51 兼担 教授
ｺﾑﾛ ﾀｶｼ
小室　孝

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報工学特別研究Ⅰ
プレゼンテーション特別演習

1通
1･2通

6
2

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平23.4）
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単 位 数

年 間
開 講 数

52 兼担 教授
ｼｹﾞﾊﾗ ﾀｶｵﾐ
重原　孝臣

＜令和4年4月＞

理学
博士

情報工学特別研究Ⅰ
プレゼンテーション特別演習

1通
1･2通

6
2

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平9.4）

53 兼担 教授
ｼﾏﾑﾗ ﾃﾂﾔ

島村　徹也
＜令和4年4月＞

工学
博士

情報工学特別研究Ⅰ
プレゼンテーション特別演習

1通
1･2通

6
2

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平3.4）

54 兼担 教授
ﾖｼｳﾗ ﾉﾘｱｷ
吉浦　紀晃

＜令和4年4月＞

博士
（学術）

情報工学特別研究Ⅰ
プレゼンテーション特別演習

1通
1･2通

6
2

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平18.6）

55 兼担 教授
ｱﾗｲ ﾖｼｵ

荒居　善雄
＜令和4年4月＞

工学
博士

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ

1通
2通
1通
2通

3
3
3
3

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平2.3）

56 兼担 教授
ｱﾗｷ ﾜｶｺ

荒木　稚子
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ

1通
2通
1通
2通

3
3
3
3

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平20.4）

57 兼担 教授
ｲｹﾉ ｼﾞﾕﾝｲﾁ
池野　順一

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ

1通
2通
1通
2通

3
3
3
3

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平11.10）

58 兼担 教授
ｵﾊﾞﾗ ﾃﾂﾛｳ
小原　哲郎

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ

1通
2通
1通
2通

3
3
3
3

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平4.4）

59 兼担 教授
ｶｹﾞﾔﾏ ｹﾝｽｹ
蔭山　健介

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ

1通
2通
1通
2通

3
3
3
3

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平7.4）

60 兼担 教授
ﾀｶｻｷ ﾏｻﾔ

髙﨑　正也
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ

1通
2通
1通
2通

3
3
3
3

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平13.4）

61 兼担 教授
ﾅｶﾞﾐﾈ ﾀｸｵ
長嶺　拓夫

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ

1通
2通
1通
2通

3
3
3
3

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平12.4）

62 兼担 教授
ﾋﾗﾊﾗ ﾋﾛﾕｷ
平原　裕行

＜令和4年4月＞

工学
博士

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ

1通
2通
1通
2通

3
3
3
3

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（昭62.10）

63 兼担 教授
ﾔﾏﾓﾄ ﾋﾛｼ
山本　浩

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ

1通
2通
1通
2通

3
3
3
3

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平7.4）

64 兼担 教授
ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾃﾂﾔ
渡邉　鉄也

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ

1通
2通
1通
2通

3
3
3
3

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平11.4）
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65 兼担 教授
ﾜﾀﾇｷ ｹｲｲﾁ
綿貫　啓一

＜令和4年4月＞

工学
博士

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ

1通
2通
1通
2通

3
3
3
3

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平3.4）

66 兼担 教授
ｳﾁﾑﾗ ﾀﾛｳ

内村　太郎
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平28.10）

67 兼担 教授
ｵｸｲ ﾖｼｱｷ

奥井　義昭
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平1.4）

68 兼担 教授
ｵｻﾀﾞ ﾏｻﾋｺ
長田　昌彦

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平1.4）

69 兼担 教授
ｶﾜﾓﾄ ｹﾝ
川本　健

＜令和4年4月＞

博士
（農学）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平9.4）

70 兼担 教授
ｸﾎﾞﾀ ﾋｻｼ

久保田　尚
＜令和4年4月＞

工学
博士

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（昭63.6）

71 兼担 教授
ｸﾜﾉ ｼﾞﾛｳ

桑野　二郎
＜令和4年4月＞

工学
博士

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平17.5）

72 兼担 教授
ｻｲﾄｳ ﾏｻﾄ

齊藤　正人
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平13.4）

73 兼担 教授
ﾀﾅｶ ﾉﾘｵ

田中　規夫
＜令和4年4月＞

工学
博士

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平12.4）

74 兼担 教授
ﾌｼﾞﾉ ﾀｹｼ
藤野　毅

＜令和4年4月＞

博士
（学術）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ
未来デザイン・バックキャス
ト論
応用学際インターンシップ
科学技術応用学際特別演習Ⅰ
科学技術応用学際特別演習Ⅱ
科学技術応用学際特別輪講Ⅰ
科学技術応用学際特別輪講Ⅱ

1通
2通

1･2③～④

1･2通
1･2①～②
1･2③～④
1①～②
1③～④

6
6
2

2
1
1
1
1

1
1
1

1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平8.6）

75 兼担 教授
ﾏｷ ﾀｹｼ

牧　剛史
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平9.4）

76 兼担 教授
ﾏﾂﾓﾄ ﾔｽﾅｵ
松本　泰尚

＜令和4年4月＞

Ph.D
（イギリ

ス）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平11.10）

77 兼担 教授
ﾋﾛﾀ ｺｳｷ

広田　幸紀
＜令和4年4月＞

博士
(経済学)

Public Policies and SGDs 1･2①～② 2 1

埼玉大学大学院
人文社会科学研究科

教授
（平30.4）

ー 名簿（教員）- 36 ー



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　融合教育プログラム　地球環境における科学技術応用と融合プログラム）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

78 兼担 教授
ｱﾝﾄﾞｳ ﾄｼﾋｺ
安藤　聡彦

＜令和4年4月＞

博士
(社会学)

グローバルパートナーシップ 1･2③～④ 1 1

埼玉大学
教育学部

教授
（平11.11）

79 兼担 准教授
ﾅｶﾞｻﾜ ﾏｺﾄ
長沢　誠

＜令和4年4月＞

修士
(教育学)

国際教育特別演習 1･2①～② 2 1

埼玉大学大学院
人文社会科学研究科

准教授
（平25.4）

80 兼担 准教授
ｲｼｶﾜ ﾄｼｷ

石川　寿樹
＜令和4年4月＞

博士
（農学）

分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平26.4）

81 兼担 准教授
ｵｵﾂｶ ﾕｳｲﾁ
大塚　裕一

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平30.4）

82 兼担 准教授
ﾄﾖﾀ ﾏｻﾂｸﾞ
豊田　正嗣

＜令和4年4月＞

博士
（医学）

分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平28.10）

83 兼担 准教授
ﾌｼﾞｼﾛ ﾀｶｼ
藤城　貴史

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平27.4）

84 兼担 准教授
ﾔﾏｸﾞﾁ ﾏｻﾄｼ
山口　雅利

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2
植物分子育種学特論
科学技術応用学際特別演習Ⅰ
科学技術応用学際特別演習Ⅱ
科学技術応用学際特別輪講Ⅰ
科学技術応用学際特別輪講Ⅱ

1通
2通

1･2①～②
1･2①～②
1･2③～④
1①～②
1③～④

6
6
2
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平23.8）

85 兼担 准教授
ｶﾜﾑﾗ ｱｷﾉﾘ
川村　哲規

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

生体制御学特別研究1
生体制御学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平19.10）

86 兼担 准教授
ﾂﾀﾞ ｻﾁｺ

津田　佐知子
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

生体制御学特別研究1
生体制御学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平26.4）

87 兼担 准教授
ﾊﾀｹﾔﾏ ｼﾝ
畠山　晋

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

生体制御学特別研究1
生体制御学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平16.10）

88 兼担 准教授
ｺｻｶ ﾏｻｼ

小坂　昌史
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

物理学特別研究1
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1通
1・2通
1・2通

6
3
3

1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平10.3）

89 兼担 准教授
ｻﾄｳ ｺｳｽｹ

佐藤　浩介
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

物理学特別研究1
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1通
1・2通
1・2通

6
3
3

1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平29.10）

90 兼担 准教授
ｻﾄｳ ｼﾞﾖｳ
佐藤　丈

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

物理学特別研究1
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1通
1・2通
1・2通

6
3
3

1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平14.9）
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91 兼担 准教授
ﾀﾆｸﾞﾁ ﾋﾛﾐ
谷口　弘三

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

物理学特別研究1
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1通
1・2通
1・2通

6
3
3

1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平12.4）

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平19.10）

国立研究開発法人
宇宙航空研究開発機構

特任准教授
（平31.4）

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平15.12）

筑波大学
数理物質系

准教授
（平28.12）

94 兼担 准教授
ｵｵｱｻ ﾕﾐｺ

大朝　由美子
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

物理学特別研究1
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1通
1・2通
1・2通

6
3
3

1
1
1

埼玉大学
教育学部
准教授

（平21.4）

95 兼担 准教授
ｽｷﾞﾊﾗ ﾖｼｱｷ
杉原　儀昭

＜令和4年4月＞

博士
（薬学）

基礎化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平7.4）

96 兼担 准教授
ﾌｼﾞﾊﾗ ﾀｶｼ
藤原　隆司

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

基礎化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平7.11）

97 兼担 准教授
ﾏｴﾀﾞ ｷﾐﾉﾘ
前田　公憲

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

基礎化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平26.4）

98 兼担 准教授
ｲｼﾏﾙ ﾖｼﾋﾛ
石丸　雄大

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

応用化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平6.4）

99 兼担 准教授
ｵｷﾞﾊﾗ ﾋﾄｼ
荻原　仁志

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

応用化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平29.4）

100 兼担 准教授
ｵﾄｽ ﾀｸﾋﾛ

乙須　拓洋
＜令和4年4月＞

博士
（農学）

応用化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平27.4）

101 兼担 准教授
ｷﾉｼﾀ ﾋﾃﾞﾉﾘ
木下　英典

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

応用化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平21.4）

102 兼担 准教授
ｺﾀﾞﾏ ｺｳｲﾁ
小玉　康一

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

応用化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平20.4）

103 兼担 准教授
ｽｽﾞｷ ﾐﾎ

鈴木　美穂
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

応用化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平2.11）

92 兼担 准教授
ﾃﾗﾀﾞ ﾕｷｶﾂ
寺田　幸功

＜令和4年4月＞

6
3
3

1
1
1

博士
（理学）

物理学特別研究1
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1通
1・2通
1・2通

物理学特別研究1
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1通
1・2通
1・2通

6
3
3

1
1
1

93 兼担 准教授
ﾔﾏｸﾞﾁ ﾀｶﾕｷ
山口　貴之

＜令和4年4月＞

博士
（理学）
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104 兼担 准教授
ｾｷｸﾞﾁ ｶｽﾞﾋｺ
関口　和彦

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

応用化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平11.7）

105 兼担 准教授
ﾊﾀﾉ ｹﾝ

幡野　健
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

応用化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平13.4）

106 兼担 准教授
ﾌｼﾞﾓﾘ ｱﾂﾋﾛ
藤森　厚裕

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

応用化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平23.4）

107 兼担 准教授
ﾎﾝﾏ ｼﾕﾝｼﾞ
本間　俊司

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

応用化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平1.4）

108 兼担 准教授
ﾔﾅｾ ｲｸｵ

柳瀬　郁夫
＜令和4年4月＞

博士
（学術）

応用化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平13.1）

109 兼担 准教授
ｴﾋﾞﾊﾗ ﾏﾄﾞｶ
海老原　円

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

数学特別研究1
数学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平7.10）

110 兼担 准教授
ｻｸﾗｲ ﾖｳﾍｲ
櫻井　陽平

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

数学特別研究1
数学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（令3.4）

111 兼担 准教授
ｻﾄｳ ﾖｳﾍｲ

佐藤　洋平
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

数学特別研究1
数学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平25.10）

112 兼担 准教授
ｵｵﾋﾗ ﾏｻﾀｶ
大平　昌敬

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究I 1通 6 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平22.4）

113 兼担 准教授
ｶｷｻﾞｷ ｺｳｲﾁ
柿崎　浩一

＜令和4年4月＞

博士
（学術）

電気電子物理工学特別研究I 1通 6 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平6.7）

114 兼担 准教授
ｶﾐｼﾏ ｹﾝｼﾞ
神島　謙二

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

電気電子物理工学特別研究I 1通 6 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平15.4）

115 兼担 准教授
ｷﾑﾗ ﾕｳｲﾁ

木村　雄一
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究I 1通 6 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平13.4）

116 兼担 准教授
ｼｵﾀﾞ ﾀﾂﾄｼ
塩田　達俊

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究I 1通 6 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平25.4）

117 兼担 准教授
ﾀｲﾉ ﾄｵﾙ

田井野　徹
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究I 1通 6 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平14.10）
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118 兼担 准教授
ﾂｼﾞ ﾄｼｱｷ
辻　俊明

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究I 1通 6 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平19.4）

119 兼担 准教授
ﾊｾｶﾞﾜ ﾔｽﾋﾛ

長谷川　靖洋
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究I 1通 6 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平12.12）

120 兼担 准教授
ﾊｾｶﾞﾜ ﾕｷ

長谷川　有貴
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究I 1通 6 1

埼玉大学
情報ﾒﾃﾞｨｱ基盤ｾﾝﾀｰ

准教授
（平14.4）

121 兼担 准教授
ﾋｼﾞｶﾀ ﾔｽﾄ
土方　泰斗

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究I 1通 6 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平11.10）

122 兼担 准教授
ﾎﾝﾀﾞ ｾﾞﾝﾀﾛｳ
本多　善太郎

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

電気電子物理工学特別研究I 1通 6 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平12.10）

123 兼担 准教授
ﾔｷﾞ ｼｭｳﾍｲ
八木　修平

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究I 1通 6 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平22.4）

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平12.4）

筑波大学
数理物質系

准教授
（平31.4）

125 兼担 准教授
ｱﾂﾞﾐ ﾀｸﾔ

安積　卓也
＜令和4年4月＞

博士
(情報科

学)

情報工学特別研究Ⅰ
プレゼンテーション特別演習

1通
1･2通

6
2

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平30.4）

126 兼担 准教授
ｵｵｸﾎﾞ ｼﾞｭﾝ
大久保　潤

＜令和4年4月＞

博士
(情報科

学)

情報工学特別研究Ⅰ
プレゼンテーション特別演習

1通
1･2通

6
2

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平27.5）

127 兼担 准教授
ｺﾞﾄｳ ﾕｳｲﾁ
後藤　祐一

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報工学特別研究Ⅰ
プレゼンテーション特別演習

1通
1･2通

6
2

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平17.4）

128 兼担 准教授
ﾂﾂﾐﾀﾞ ﾅﾙﾏｻ
堤田　成政

＜令和4年4月＞

博士
（地球環
境学）

情報工学特別研究Ⅰ
プレゼンテーション特別演習

1通
1･2通

6
2

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（令3.1）

129 兼担 准教授
ﾏﾂﾀ ﾃﾂﾅｵ

松田　哲直
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報工学特別研究Ⅰ
プレゼンテーション特別演習

1通
1･2通

6
2

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（令3.4）

130 兼担 准教授
ﾏﾂﾅｶﾞ ﾔｽﾋﾛ
松永　康佑

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

情報工学特別研究Ⅰ
プレゼンテーション特別演習

1通
1･2通

6
2

1
1

埼玉大学
情報ﾒﾃﾞｨｱ基盤ｾﾝﾀｰ

准教授
（平31.4）

131 兼担 准教授
ﾔﾏﾀﾞ ﾄｼﾉﾘ
山田　敏規

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報工学特別研究Ⅰ
プレゼンテーション特別演習

1通
1･2通

6
2

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平15.4）

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究I 1通 6 1124 兼担 准教授
ﾔﾏﾉｳ ﾔｽｼ
山納　康

＜令和4年4月＞
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132 兼担 准教授
ﾖｼｶﾜ ﾉﾌﾞｶｽﾞ
吉川　宣一

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報工学特別研究Ⅰ
プレゼンテーション特別演習

1通
1･2通

6
2

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平16.4）

133 兼担 准教授
ｶｴﾃﾞ ｶｽﾞﾉﾘ
楓　和憲

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ

1通
2通
1通
2通

3
3
3
3

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平21.4）

134 兼担 准教授
ｶﾈｺ ｼﾞﾕﾝｲﾁ
金子　順一

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ

1通
2通
1通
2通

3
3
3
3

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平16.4）

135 兼担 准教授
ｶﾝ ﾄﾞﾝﾋｮｸ
姜　東赫

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ

1通
2通
1通
2通

3
3
3
3

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平30.3）

136 兼担 准教授
ｺﾄｻｶ ｼﾝﾔ

琴坂　信哉
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ

1通
2通
1通
2通

3
3
3
3

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平13.4）

137 兼担 准教授
ｻｶｲ ﾀｹﾉﾌﾞ
坂井　建宣

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ

1通
2通
1通
2通

3
3
3
3

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平26.4）

138 兼担 准教授
ﾀﾄﾞｺﾛ ﾁﾊﾙ
田所　千治

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ

1通
2通
1通
2通

3
3
3
3

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平28.4）

139 兼担 准教授
ﾅﾙｶﾜ ﾃﾙﾏｻ
成川　輝真

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ

1通
2通
1通
2通

3
3
3
3

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平24.4）

140 兼担 准教授
ﾊﾗ ﾏｻﾕｷ
原　正之

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ

1通
2通
1通
2通

3
3
3
3

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平26.9）

141 兼担 准教授
ﾎﾄﾞｼﾏ ﾘｭｳｲﾁ
程島　竜一

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ

1通
2通
1通
2通

3
3
3
3

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平22.4）

142 兼担 准教授
ﾏｴﾀﾞ ｼﾝｲﾁ
前田　慎市

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ

1通
2通
1通
2通

3
3
3
3

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平25.4）

143 兼担 准教授
ｱｻﾓﾄ ｼﾝｺﾞ
浅本　晋吾

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平18.6）

144 兼担 准教授
ｵｸﾞﾁ ﾁｱｷ

小口　千明
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ
地球システム科学特論
科学技術応用学際特別演習Ⅰ
科学技術応用学際特別演習Ⅱ
科学技術応用学際特別輪講Ⅰ
科学技術応用学際特別輪講Ⅱ

1通
2通

1･2①～②
1･2①～②
1･2③～④
1①～②
1③～④

6
6
2
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平16.6）
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145 兼担 准教授
ｺｼﾞﾏ ｱﾔ
小嶋　文

＜令和4年4月＞

博士
（学術）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平24.4）

146 兼担 准教授
ﾀﾆﾔﾏ ﾋｻｼ
谷山　尚

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平3.4）

147 兼担 准教授
ﾄｳ ｷ

党　紀
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平25.4）

148 兼担 准教授
ﾌｶﾎﾘ ｷﾖﾀｶ
深堀　清隆

＜令和4年4月＞

博士
（学術）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ
地域景観特論
科学技術応用学際特別演習Ⅰ
科学技術応用学際特別演習Ⅱ
科学技術応用学際特別輪講Ⅰ
科学技術応用学際特別輪講Ⅱ

1通
2通

1･2①～②
1･2①～②
1･2③～④
1①～②
1③～④

6
6
2
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平9.4）

149 兼担 准教授
ﾓｷﾞ ﾋﾃﾞﾉﾘ
茂木　秀則

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平6.4）

150 兼担 准教授
ﾔｷﾞｻﾜ ｼﾞｭﾝｼﾞ
八木澤　順治

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平21.4）

151 兼担 准教授
ｱﾙｶﾞ ｹﾝﾀｶ
有賀　健高

＜令和4年4月＞

Ph.D
（アメリ
カ合衆
国）

環境経済学 1･2①～② 2 1

埼玉大学大学院
人文社会科学研究科

准教授
（平29.4）

152 兼担 准教授
ｱﾗｷ ﾕｳｼﾞ

荒木　祐二
＜令和4年4月＞

博士
(環境学)

農作物栽培技術演習 1･2③～④ 1 1

埼玉大学
教育学部
准教授

（平23.4）

153 兼担 講師
ｺﾚｴﾀﾞ ｼﾝ
是枝　晋

＜令和4年4月＞

理学
博士

分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

講師
（平3.4）

154 兼担 講師
ﾏﾂｵｶ ｻﾄｼ
松岡　聡

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学研究機構
科学分析支援センター

講師
（平20.1）

155 兼担 講師
ｻｲﾄｳ ﾋﾃﾞｷ
齋藤　英樹

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

基礎化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

講師
（平6.10）

156 兼担 講師
ｻﾄｳ ｵｵｷ
佐藤　大

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

基礎化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

講師
（平6.4）

157 兼担 講師
ﾀﾁｶﾜ ﾀﾂﾔ

太刀川　達也
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

応用化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

講師
（平5.4）

ー 名簿（教員）- 42 ー



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　融合教育プログラム　地球環境における科学技術応用と融合プログラム）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

158 兼担 講師
ﾔｽﾀｹ ﾐｷｵ

安武　幹雄
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

応用化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学研究機構
科学分析支援ｾﾝﾀｰ

講師
（平15.7）

159 兼担 助教
ﾀｶﾊｼ ﾀﾞｲｽｹ
高橋　大輔

＜令和4年4月＞

博士
（農学）

分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（令1.10）

160 兼担 助教
ﾀｶﾊｼ ﾄﾓｺ

高橋　朋子
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（令1.10）

161 兼担 助教
ﾀｶﾊｼ ﾋﾛｺ

髙橋　拓子
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平27.3）

162 兼担 助教
ｲﾉｳｴ ﾕｳｺ

井上　悠子
＜令和4年4月＞

博士
（食品栄
養科学）

生体制御学特別研究1
生体制御学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平24.4）

163 兼担 助教
ﾀｹﾐ ｼｮｳﾀ

竹見　祥大
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

生体制御学特別研究1
生体制御学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（令2.1）

164 兼担 助教
ﾖｼﾊﾗ ﾘｮｳﾍｲ
吉原　亮平

＜令和4年4月＞

博士
（農学）

生体制御学特別研究1
生体制御学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平26.4）

165 兼担 助教
ﾌﾙﾀﾞﾃ ﾋﾛﾕｷ
古舘　宏之

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

生体制御学特別研究1
生体制御学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学研究機構
科学分析支援センター

助教
（平7.10）

166 兼担 助教
ｴﾊﾞﾀ ｼｭｳｲﾁﾛｳ
江幡　修一郎

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

物理学特別研究1
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1通
1・2通
1・2通

6
3
3

1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（令1.12）

167 兼担 助教
ｶﾂﾀﾞ ｻﾄﾙ
勝田　哲

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

物理学特別研究1
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1通
1・2通
1・2通

6
3
3

1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平29.10）

168 兼担 助教
ｺﾊﾞﾔｼ ﾀｸﾔ
小林　拓矢

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

物理学特別研究1
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1通
1・2通
1・2通

6
3
3

1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平30.4）

169 兼担 助教
ｼﾅｵｶ ﾋﾛｼ
品岡　寛

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

物理学特別研究1
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1通
1・2通
1・2通

6
3
3

1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平27.10）

170 兼担 助教
ﾎｼﾉ ｼﾝﾀﾛｳ

星野　晋太郎
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

物理学特別研究1
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1通
1・2通
1・2通

6
3
3

1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平29.10）

171 兼担 助教
ﾐﾁﾑﾗ ｼﾝｼﾞ
道村　真司

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

物理学特別研究1
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1通
1・2通
1・2通

6
3
3

1
1
1

埼玉大学研究機構
科学分析支援ｾﾝﾀｰ

助教
（平24.4）
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172 兼担 助教
ﾅｶﾞｼﾏ ﾋﾛｷ
長嶋　宏樹

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

基礎化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（令1.10）

173 兼担 助教
ﾅｶﾀ ﾉﾘｵ

中田　憲男
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

基礎化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平18.4）

174 兼担 助教
ﾌﾙｶﾜ ｼｭﾝｽｹ
古川　俊輔

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

基礎化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平26.8）

175 兼担 助教
ﾔｺﾞ ﾄﾓｱｷ

矢後　友暁
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

基礎化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平19.4）

176 兼担 助教
ｲｼﾊﾗ ﾋﾃﾞｶｽﾞ
石原　日出一

＜令和4年4月＞

修士
（工学）

応用化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平6.4）

177 兼担 助教
ｵｳ ｲｾｲ

WANG Weiqian
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

応用化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（令2.10）

178 兼担 助教
ｺﾀﾞﾏ ｼｮｳﾍｲ
小玉　翔平

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

応用化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（令3.4）

179 兼担 助教
ｻｶｸﾞﾁ ﾐﾕｷ
坂口 美幸

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

応用化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（令2.11）

180 兼担 助教
ﾊﾝﾀﾞ ﾕｲｺ

半田　友衣子
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

応用化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平28.4）

181 兼担 助教
ﾏﾂｼﾀ ﾀｶﾋｺ
松下　隆彦

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

応用化学特別研究 1～2通 12 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平27.10）

182 兼担 助教
ｴｶﾞｼﾗ ｼﾝｼﾞ
江頭　信二

＜令和4年4月＞

博士
（数理科

学）

数学特別研究1
数学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平6.4）

183 兼担 助教
ｶﾈﾐﾂ ｱｷﾋﾛ
金光　秋博

＜令和4年4月＞

博士
（数理科

学）

数学特別研究1
数学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（令3.4）

184 兼担 助教

ｼﾞｬﾝ ｽﾃﾌｧﾝ ｺｽｷｳﾞｨﾙﾀ
Jean Stefan
KOSKIVIRTA

＜令和4年4月＞

PhD in
Mathemati
cs（フラ
ンス）

数学特別研究1
数学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（令2.10）

185 兼担 助教
ﾀｶﾊｼ ﾕｳｷ

高橋　悠樹
＜令和4年4月＞

PhD in
Mathemati
cs（アメ
リカ合衆

国）

数学特別研究1
数学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（令2.10）
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186 兼担 助教
ｲｼｶﾜ ﾘｮｳ
石川　良

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

電気電子物理工学特別研究I 1通 6 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平25.4）

187 兼担 助教
ｲﾅﾀﾞ ﾕｳｷ

稲田　優貴
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究I 1通 6 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平27.4）

188 兼担 助教
ｼﾐｽﾞ ﾏｷ

清水　麻希
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

電気電子物理工学特別研究I 1通 6 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平31.4）

189 兼担 助教
ﾅﾙｾ ﾏｻﾄ

成瀬　雅人
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

電気電子物理工学特別研究I 1通 6 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平24.4）

190 兼担 助教
ﾌｼﾞｶﾜ ｻﾁｴ

藤川　紗千恵
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究I 1通 6 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（令1.10）

191 兼担 助教
ﾏﾅﾍﾞ ﾃﾂﾔ

間邊　哲也
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子物理工学特別研究I 1通 6 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平25.4）

192 兼担 助教
ｶﾝﾉ ｶｽﾞﾀｶ
菅野　円隆

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報工学特別研究Ⅰ 1通 6 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平30.4）

193 兼担 助教
ｷﾑﾗ ｹｲ

木村　慧
＜令和4年4月＞

博士
（情報理
工学）

情報工学特別研究Ⅰ 1通 6 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平31.4）

194 兼担 助教
ｼﾏﾀﾞ ﾕﾀｶ
島田　裕

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報工学特別研究Ⅰ 1通 6 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平30.1）

195 兼担 助教
ｽｷﾞｳﾗ ﾖｳｽｹ
杉浦　陽介

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報工学特別研究Ⅰ 1通 6 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平27.4）

196 兼担 助教
ﾔｽｲ ﾉｿﾞﾐｺ
安井　希子

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報工学特別研究Ⅰ 1通 6 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平30.9）

197 兼担 助教
ｱﾍﾞ ﾀｹﾕｷ

阿部　壮志
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学特別研究Ⅰ
機械科学特別研究Ⅱ
機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ

1通
2通
1通
2通

3
3
3
3

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平30.1）

198 兼担 助教
ﾃｲ ｴｲ
鄭　穎

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ

1通
2通

3
3

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平16.4）

199 兼担 助教
ﾅﾘｻﾜ ﾖｼﾉﾘ
成澤　慶宜

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ

1通
2通

3
3

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平31.4）
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氏名

＜就任（予定）年月＞

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　融合教育プログラム　地球環境における科学技術応用と融合プログラム）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

200 兼担 助教
ﾔﾏﾀﾞ ﾉﾘﾔｽ
山田　典靖

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ

1通
2通

3
3

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平31.4）

201 兼担 助教
ﾔﾏﾀﾞ ﾖｳﾍｲ
山田　洋平

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

機械科学輪講Ⅰ
機械科学輪講Ⅱ

1通
2通

3
3

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平27.4）

202 兼担 助教
ｲｶﾞﾗｼ ﾖｼﾔ

五十嵐　善哉
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（令2.4）

203 兼担 助教
ｶﾄｳ ﾃｯﾍﾟｲ
加藤　哲平

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平30.4）

204 兼担 助教
ｺﾞｲﾄ ﾁｬﾝﾄﾞﾗ ｼｪｰｶｰ

Goit Chandra Shekhar
＜令和4年4月＞

博士
（学術）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平28.4）

205 兼担 助教

ｾﾅﾋﾞﾗﾀﾅ ﾑﾀﾞﾘｹﾞ ﾄﾞﾝ
ﾋﾗﾆｬ ｼﾞｬﾔｻﾝｶ

Senavirathna M D H
Jayasanka

＜令和4年4月＞

博士
（学術）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ
Rural environment and
ecosystem
科学技術応用学際特別演習Ⅰ
科学技術応用学際特別演習Ⅱ
科学技術応用学際特別輪講Ⅰ
科学技術応用学際特別輪講Ⅱ

1通
2通

1･2③～④

1･2①～②
1･2③～④
1①～②
1③～④

6
6
2

1
1
1
1

1
1
1

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平29.8）

206 兼担 助教
ﾄｶﾞｼ ﾖｳﾀ

富樫　陽太
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平30.3）

207 兼担 助教
ﾙｱﾝ ﾔｵ

Luan Yao
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

環境社会基盤国際特別研究Ⅰ
環境社会基盤国際特別研究Ⅱ

1通
2通

6
6

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平25.10）

208 兼任
連携
教授

ｲﾏﾓﾄ ﾅｵｺ
今本　尚子

＜令和4年4月＞

医学
博士

分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

国立研究開発法人
理化学研究所
主任研究員
（平10.5）

209 兼任
連携
教授

ｽｽﾞｷ ﾀﾀﾞｼ
鈴木　匡

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

国立研究開発法人
理化学研究所
主任研究員
（平19.10）

210 兼任
連携
教授

ﾀｶﾊｼ ｼｭﾝｼﾞ
高橋　俊二

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

国立研究開発法人
理化学研究所

ユニットリーダー
（平17.6）

211 兼任
連携
教授

ﾄﾞｳﾏｴ ﾅｵｼ
堂前　直

＜令和4年4月＞

博士
（学術）

分子生物学特別研究1
分子生物学特別研究2

1通
2通

6
6

1
1

国立研究開発法人
理化学研究所

ユニットリーダー
（平5.4）

212 兼任
連携
教授

ｳｴｻｶ ﾄﾓﾋﾛ
上坂　友洋

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

物理学特別研究1
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1通
1・2通
1・2通

6
3
3

1
1
1

国立研究開発法人
理化学研究所

研究室長
（平23.4）
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　融合教育プログラム　地球環境における科学技術応用と融合プログラム）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

213 兼任
連携
教授

ﾓﾁﾂﾞｷ ﾕｳｺ
望月　優子

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

物理学特別研究1
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1通
1・2通
1・2通

6
3
3

1
1
1

国立研究開発法人
理化学研究所

研究室長
（平7.4）

214 兼任
連携
教授

ﾊﾁﾉﾍ ｼｮｳｲﾁ
八戸　昭一

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

環境地質学特論 1･2③ 2 1
埼玉県環境科学国際ｾﾝﾀｰ

副室長
（平12.4）

215 兼任
連携

准教授

ﾆｵ ﾏｷｺ
仁尾　真紀子

＜令和4年4月＞

Ph.D
（アメリ
カ合衆
国）

物理学特別研究1
物理学輪講Ⅰ
物理学輪講Ⅱ

1通
1・2通
1・2通

6
3
3

1
1
1

国立研究開発法人
理化学研究所
上級研究員
（平14.3）

216 兼任
連携

准教授

ﾖﾈｸﾗ ﾃﾂｼ
米倉　哲志

＜令和4年4月＞

博士
（農学）

環境生物学特論 1･2④ 2 1
埼玉県環境科学国際ｾﾝﾀｰ

主任研究員
（平17.10）

217 兼任
連携

准教授

ﾐｼﾏ ｲｵﾘ
見島　伊織

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

水環境工学特論 1･2② 2 1
埼玉県環境科学国際ｾﾝﾀｰ

専門研究員
（平20.4）

218 兼任 講師
ｱﾘﾏ ﾓﾓｺ

有馬　百子
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

知的財産権の概要とその活用 1･2①～② 2 1
桟橋国際特許事務所

代表
（平27.1）

219 兼任 講師
ｺﾊﾞﾔｼ ﾋﾛﾉﾘ
小林　寛典

＜令和4年4月＞

修士
(文化情

報)

科学技術日本語Ⅰ

科学技術日本語Ⅱ

1･2①～②･
③～④
1･2①～②･
③～④

2

2

2

2

埼玉大学大学院
理工学研究科
非常勤講師
（平29.10）

220 兼任 講師
ﾖｼﾀﾞ ﾐﾕｷ

吉田　美幸
＜令和4年4月＞

学士
(外国文

化)

科学技術日本語Ⅰ

科学技術日本語Ⅱ

1･2①～②･
③～④
1･2①～②･
③～④

2

2

2

2

埼玉大学大学院
理工学研究科
非常勤講師
（平29.10）

221 兼任 講師
ｶｼﾞﾔﾏ ｲﾂﾞﾐ

梶山　いづみ
＜令和4年4月＞

文学士 科学技術日本語Ⅲ
1･2①～②･
③～④

2 2

埼玉大学大学院
理工学研究科
非常勤講師
（平27.7）

222 兼任 講師
ﾏﾂﾉ ﾉﾌﾞｵ

松野　信夫
＜令和4年4月＞

工学
修士

国際電気・環境規格特論 1･2③～④ 2 1

関東学院大学大学院
工学研究科
非常勤講師
（平16.4）

223 兼任 講師
ﾐｻｷ ﾀｶﾋﾛ

三崎　貴弘
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

データ解析学演習 1･2①～② 1 1
(株)建設環境研究所

研究員
（平30.4）

（注）

１　教員の数に応じ，適宜枠を増やして記入すること。

２　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出

　を行おうとする場合又は大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合は，この書類を作成する必要はない。

３　「申請に係る学部等に従事する週当たりの平均日数」の欄は，専任教員のみ記載すること。
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

1 兼担 教授
ｸﾎﾞﾀ ﾋｻｼ

久保田　尚
＜令和4年4月＞

工学
博士

社会デザインプロセス論
社会的意思決定論

2･3･4①～
②

2･3･4③～
④

2
2

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（昭63.6）

2 兼担 教授
ﾜﾀﾇｷ ｹｲｲﾁ
綿貫　啓一

＜令和4年4月＞

工学
博士

システムデザイン序論
2･3･4③～

④
2 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平3.4）

3 兼担
教授
(研究
科長)

ｸﾛｶﾜ ﾋﾃﾞｷ
黒川　秀樹

＜令和4年4月＞

工学
博士

イノべーションとマーケティン
グ
課題解決型特別演習C
海外インターンシップ

2･3･4①～
②

1･2③
1･2通

2

1
2

1

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平9.9）

4 兼担 教授
ｲﾄｳ ｶｽﾞﾋﾄ
伊藤　和人

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

電気電子と職業 3③～④ 2 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平7.5）

5 兼担 教授
ｺﾑﾛ ﾀｶｼ
小室　孝

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報と職業※ 3①～② 0.4 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平23.4）

6 兼担 教授
ｼﾏﾑﾗ ﾃﾂﾔ

島村　徹也
＜令和4年4月＞

工学
博士

情報と職業※ 3①～② 0.4 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平3.4）

7 兼担 教授
ｳﾁﾀﾞ ｱﾂｼ

内田　淳史
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報と職業※ 3①～② 0.4 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平20.4）

8 兼担 教授
ｶﾜﾓﾄ ｹﾝ
川本　健

＜令和4年4月＞

博士
（農学）

技術者と社会デザイン※
課題探求型演習Ⅰ

3①～②
3③～④

0.3
2

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平9.4）

9 兼担 教授
ｻｲﾄｳ ﾏｻﾄ

齊藤　正人
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

技術者と社会デザイン※
課題探求型演習Ⅰ

3①～②
3③～④

0.1
2

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平13.4）

10 兼担 教授
ﾏﾂﾓﾄ ﾔｽﾅｵ
松本　泰尚

＜令和4年4月＞

Ph.D
（イギリ

ス）

技術者と社会デザイン※
課題探求型演習Ⅰ

3①～②
3③～④

0.3
2

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平11.10）

11 兼担 教授
ｸﾜﾉ ｼﾞﾛｳ

桑野　二郎
＜令和4年4月＞

工学
博士

技術者と社会デザイン※
課題探求型演習Ⅰ
課題探求型演習Ⅱ

3①～②
3③～④
2③～④

0.5
2
2

1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平17.5）

12 兼担 教授
ﾀﾅｶ ﾉﾘｵ

田中　規夫
＜令和4年4月＞

工学
博士

技術者と社会デザイン※
課題探求型演習Ⅰ

3①～②
3③～④

0.1
2

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平12.4）

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平27.12）

マレリ（株）
テクノロジオフィサ

13

担当授業科目の名称
配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　特別教育プログラム（Ａ）　６年一貫型イノベーション人材育成プログラム）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

兼担 教授
ｱﾗｲ ﾏｻﾄｼ

新井　正敏
＜令和4年4月＞

修士
（工学）

産業創成論
課題解決型演習Ⅰ
課題解決型演習Ⅱ
イノベーションとマーケティン
グ特論
課題解決型特別演習A

2･3･4③～
④

2･3･4①～
②

2･3･4③～
④

1･2通

2
2
2
2

8

1
1
1
1

4

ー 名簿（教員）- 49 ー



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　特別教育プログラム（Ａ）　６年一貫型イノベーション人材育成プログラム）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

14 兼担 教授
ｺﾊﾞﾔｼ ﾕｳｲﾁ
小林　裕一

＜令和4年4月＞

経済
学士

技術者のための産業経営論

技術者のための産業経営特論

2･3･4①～
②

1･2①～②･
③～④

2

4

1

2

埼玉大学研究機構
ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

教授
（平27.4）

15 兼担 教授
ｵﾊﾞﾗ ﾃﾂﾛｳ
小原　哲郎

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

課題探索型セミナーⅠ 3通 2 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平4.4）

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（令2.12）

(株)オリジン
調査役

17 兼担 准教授
ｺｼﾞﾏ ｱﾔ
小嶋　文

＜令和4年4月＞

博士
（学術）

社会的意思決定論

技術者と社会デザイン※

2･3･4③～
④

3①～②

2

0.1

1

1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平24.4）

18 兼担 准教授
ﾌｶﾎﾘ ｷﾖﾀｶ
深堀　清隆

＜令和4年4月＞

博士
（学術）

社会的意思決定論
環境まちづくり

2･3･4③～
④

3①～②

2
2

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平9.4）

19 兼担 准教授
ｺﾞﾄｳ ﾕｳｲﾁ
後藤　祐一

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

情報と職業※ 3①～② 0.3 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平17.4）

20 兼担 准教授
ｱﾂﾞﾐ ﾀｸﾔ

安積　卓也
＜令和4年4月＞

博士
(情報科

学)
情報と職業※ 3①～② 0.3 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平30.4）

21 兼担 准教授
ﾏﾂﾅｶﾞ ﾔｽﾋﾛ
松永　康佑

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

情報と職業※ 3①～② 0.3 1

埼玉大学
情報ﾒﾃﾞｨｱ基盤ｾﾝﾀｰ

准教授
（平31.4）

22 兼担 准教授
ｵｸﾞﾁ ﾁｱｷ

小口　千明
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

技術者と社会デザイン※ 3①～② 0.5 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平16.6）

23 兼担 准教授
ﾊﾗ ﾏｻﾕｷ
原　正之

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

ものづくり創造演習 4通 2 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平26.9）

24 兼担 准教授
ﾏｴﾀﾞ ｼﾝｲﾁ
前田　慎市

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

課題探索型セミナーⅠ 3通 2 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平25.4）

25 兼担 准教授
ｺﾄｻｶ ｼﾝﾔ

琴坂　信哉
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

課題探索型セミナーⅡ 3③～④ 2 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平13.4）

26 兼担 准教授
ﾎﾄﾞｼﾏ ﾘｭｳｲﾁ
程島　竜一

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

課題探索型セミナーⅡ 3③～④ 2 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平22.4）

ﾃﾗﾓﾄ ｽｽﾑ
寺本　進

＜令和4年4月＞
16 兼担 教授 工学士 課題解決型特別演習B 1･2①～② 2 1
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　特別教育プログラム（Ａ）　６年一貫型イノベーション人材育成プログラム）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

27 兼担 助教

ｺﾞｲﾄ ﾁｬﾝﾄﾞﾗ ｼｪｰｶｰ
Goit Chandra

Shekhar
＜令和4年4月＞

博士
（学術）

課題探求型演習Ⅰ 3③～④ 2 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平28.4）

28 兼担 助教
ﾙｱﾝ ﾔｵ

Luan Yao
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

課題探求型演習Ⅱ 2③～④ 2 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平25.10）

29 兼任 講師
ｶｻﾔ ﾏｻｼ

笠谷　昌史
＜令和4年4月＞

工学
修士

機械と職業 3①～② 2 1
埼玉大学工学部

非常勤講師
（令2.4）

30 兼任 講師
ﾆｼｵ ﾀｸ

西尾　拓
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

化学と職業※ 3③～④ 0.7 1

ライオン株式会社
生産技術研究本部

プロセス技術研究所
（平2.4）

31 兼任 講師
ﾔﾏﾀﾞ ｱｷﾋﾛ
山田　明宏

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

化学と職業※ 3③～④ 0.7 1

日油株式会社
油化学研究所

ポリマー研究GL
（平19.4）

32 兼任 講師
ｱﾀﾞﾁ ﾐｷ

足立　美紀
＜令和4年4月＞

学士
（工学）

化学と職業※ 3③～④ 0.1 1

三菱マテリアル（株）
中央研究所
主任研究員
（平5.4）

33 兼任 講師
ﾌｼﾞﾜﾗ ｶｽﾞﾀｶ
藤原　和崇

＜令和4年4月＞

学士
（工学）

化学と職業※ 3③～④ 0.3 1

三菱マテリアル（株）
中央研究所
主任研究員
（平9.4）

34 兼任 講師
ﾅｶﾞﾄﾓ ﾖｼﾕｷ
長友　義幸

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

化学と職業※ 3③～④ 0.3 1

三菱マテリアル（株）
中央研究所
上席研究員
（平5.4）

35 兼任 講師
ﾌﾙｻﾄ ﾐﾉﾙ
古里　実

＜令和4年4月＞

工学
博士

技術者と社会デザイン※ 3①～② 0.1 1

埼玉大学大学院
理工学研究科
非常勤講師
（平31.4）

36 兼任 講師
ﾐﾔｳﾁ ﾏｻｵﾐ
宮内　正臣

＜令和4年4月＞

経営
修士

課題解決型演習Ⅰ
課題解決型演習Ⅱ

2･3･4①～
②

2･3･4③～
④

2
2

1
1

埼玉大学工学部
非常勤講師
（令2.4）

37 兼任 講師
ｽｷﾞｵｶ ﾏｷ

杉岡　真紀
＜令和4年4月＞

修士
（被服材
料学）

科学技術と知的財産
2･3･4③～

④
2 1

清水･細井特許事務所
弁理士

（平14.1）

38 兼任 講師
ｱﾘﾏ ﾓﾓｺ

有馬　百子
＜令和4年4月＞

博士
（工学）

知的財産権の概要とその活用 1･2①～② 2 1
桟橋国際特許事務所

代表
（平27.1）

（注）

１　教員の数に応じ，適宜枠を増やして記入すること。

２　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出

　を行おうとする場合又は大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合は，この書類を作成する必要はない。

３　「申請に係る学部等に従事する週当たりの平均日数」の欄は，専任教員のみ記載すること。
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フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

1 兼担 教授
ﾋﾗﾏﾂ ｶｵﾙ
平松　薫

＜令和4年4月＞

博士
(情報学)

データサイエンス基礎
機械学習特論
データマイニング特別演習

1①～②
1･2③～④
2①～②

2
2
2

1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（令3.4）

2 兼担 教授
ｺﾑﾛ ﾀｶｼ
小室　孝

＜令和4年4月＞

博士
（工学）

確率・統計基礎 2①～② 2 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平23.4）

3 兼担 准教授
ｺｼﾞﾏ ｱﾔ
小嶋　文

＜令和4年4月＞

博士
（学術）

確率・統計基礎 2①～② 2 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平24.4）

4 兼任 講師
ｷｯｶﾜ ﾐｻｺ

吉川　美佐子
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

確率・統計基礎 2①～② 2 1

埼玉大学
工学部

非常勤講師
（平30.4）

担当授業科目の名称
配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

（注）

１　教員の数に応じ，適宜枠を増やして記入すること。

２　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出

　を行おうとする場合又は大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合は，この書類を作成する必要はない。

３　「申請に係る学部等に従事する週当たりの平均日数」の欄は，専任教員のみ記載すること。

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　特別教育プログラム（Ｂ）データサイエンティストとしての素養を備えた理工系人材育成プログラム）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

ー 名簿（教員）- 53 ー



ー 名簿（教員）- 54 ー



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

1 兼担 教授
ﾅｶﾞｻﾜ ﾀｹﾕｷ
長澤　壯之

＜令和4年4月＞

理学
博士

入門セミナー
基礎セミナー
HiSEP特別講義Ⅰ
インターンシップ

HiSEP特別講義Ⅱ
HiSEP特別講義Ⅲ

1①～②
1③～④

1・2・3通
1・2・3・4

通
1①～②
1③～④

2
2
2
1

2
2

1
1
1
1

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平15.10）

2 兼担 教授
ﾀﾅｶ ｼﾕｳｲﾂ
田中　秀逸

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

特別研究Ⅰ
特別研究Ⅱ
アウトリーチ活動Ⅰ
アウトリーチ活動Ⅱ

1通
2通

1・2・3通
1・2・3通

2
2
1
1

1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平16.2）

3 兼担
教授
(研究
科長)

ｸﾛｶﾜ ﾋﾃﾞｷ
黒川　秀樹

＜令和4年4月＞

工学
博士

海外インターンシップ 1･2通 2 1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平9.9）

4 兼担 准教授
ﾔﾏｸﾞﾁ ﾏｻﾄｼ
山口　雅利

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

入門セミナー
基礎セミナー
科学プレゼンテーションⅠ
HiSEP特別講義Ⅰ
科学プレゼンテーションⅡ
科学プレゼンテーションⅢ
HiSEP特別講義Ⅱ
HiSEP特別講義Ⅲ

1①～②
1③～④
2③～④

1・2・3通
1①～②
1③～④
1①～②
1③～④

2
2
2
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平23.8）

5 兼担 准教授
ﾂﾀﾞ ｻﾁｺ

津田　佐知子
＜令和4年4月＞

博士
（理学）

入門セミナー
基礎セミナー
科学プレゼンテーションⅠ
HiSEP特別講義Ⅰ
科学プレゼンテーションⅡ
科学プレゼンテーションⅢ
HiSEP特別講義Ⅱ
HiSEP特別講義Ⅲ

1①～②
1③～④
2③～④

1・2・3通
1①～②
1③～④
1①～②
1③～④

2
2
2
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平26.4）

6 兼担 准教授
ｴﾋﾞﾊﾗ ﾏﾄﾞｶ
海老原　円

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

特別研究Ⅰ
特別研究Ⅱ

1通
2通

2
2

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平7.10）

7 兼担 准教授
ﾌｼﾞﾊﾗ ﾀｶｼ
藤原　隆司

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

特別研究Ⅰ
特別研究Ⅱ

1通
2通

2
2

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

准教授
（平7.11）

8 兼担 講師
ｻﾄｳ ｵｵｷ
佐藤　大

＜令和4年4月＞

博士
（理学）

入門セミナー
基礎セミナー
科学プレゼンテーションⅠ
HiSEP特別講義Ⅰ
科学プレゼンテーションⅡ
科学プレゼンテーションⅢ
HiSEP特別講義Ⅱ
HiSEP特別講義Ⅲ

1①～②
1③～④
2③～④

1・2・3通
1①～②
1③～④
1①～②
1③～④

2
2
2
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

講師
（平6.4）

9 兼担 講師
ｺﾚｴﾀﾞ ｼﾝ
是枝　晋

＜令和4年4月＞

理学
博士

特別研究Ⅰ
特別研究Ⅱ

1通
2通

2
2

1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

講師
（平3.4）

10 兼担 助教
ｴｶﾞｼﾗ ｼﾝｼﾞ
江頭　信二

＜令和4年4月＞

博士
（数理科

学）

科学プレゼンテーションⅠ
科学プレゼンテーションⅡ
科学プレゼンテーションⅢ

2③～④
1①～②
1③～④

2
2
2

1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

助教
（平6.4）

11 兼任 講師
ｲﾉｳｴ ﾅｵﾔ

井上　直也
＜令和4年4月＞

理学
博士

基礎セミナー
HiSEP特別講義Ⅰ
HiSEP特別講義Ⅱ
HiSEP特別講義Ⅲ

1③～④
1・2・3通
1①～②
1③～④

2
2
2
2

1
1
1
1

埼玉大学
ｼﾆｱﾌﾟﾛﾌｪｯｻｰ
(令3.4）

担当授業科目の名称
配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　特別教育プログラム（Ｃ）　ハイグレート理数教育プログラム６年一貫型（HiSEP-6））

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

ー 名簿（教員）- 55 ー



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
担当授業科目の名称

配 当
年 次

担 当
単 位 数

年 間
開 講 数

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

別記様式第３号（その２の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

教 員 の 氏 名 等

（理工学研究科　特別教育プログラム（Ｃ）　ハイグレート理数教育プログラム６年一貫型（HiSEP-6））

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給

（千円）

12 兼任 講師
ﾖｼﾅｶﾞ ﾅｵﾀｶ
吉永　尚孝

＜令和4年4月＞

理学
博士

入門セミナー
基礎セミナー
特別研究Ⅰ
特別研究Ⅱ
科学プレゼンテーションⅠ
科学プレゼンテーションⅡ
科学プレゼンテーションⅢ

1①～②
1③～④

1通
2通

2③～④
1①～②
1③～④

2
2
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1

埼玉大学大学院
理工学研究科

教授
（平2.10）

（注）

１　教員の数に応じ，適宜枠を増やして記入すること。

２　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出

　を行おうとする場合又は大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合は，この書類を作成する必要はない。

３　「申請に係る学部等に従事する週当たりの平均日数」の欄は，専任教員のみ記載すること。

ー 名簿（教員）- 56 ー



（理工学研究科　生命科学専攻）

職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 1　人 6　人 4　人 人 人 11　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 5　人 3　人 人 人 人 8　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 1　人 人 人 1　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 3　人 3　人 人 人 人 人 6　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 3　人 9　人 9　人 5　人 人 人 26　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度における状況を記載すること。

准教授

別記様式第３号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

専任教員の年齢構成・学位保有状況

教 授

講 師

助 教

合 計

（注）

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

４　専門職大学院若しくは専門職大学の前期課程を修了した者又は専門職大学又は専門職短期大学を卒業した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を

　記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

ー 教員年齢構成-1 ー



ー 教員年齢構成-2 ー



（理工学研究科　物質科学専攻）

職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 人 7　人 7　人 2　人 人 16　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 6　人 13　人 1　人 人 人 20　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 3　人 人 人 人 3　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 6　人 8　人 人 人 人 人 14　人

修 士 人 人 人 1　人 人 人 人 1　人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 6　人 14　人 23　人 8　人 2　人 人 53　人

修 士 人 人 人 1　人 人 人 人 1　人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度における状況を記載すること。

准教授

別記様式第３号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

専任教員の年齢構成・学位保有状況

教 授

講 師

助 教

合 計

（注）

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

４　専門職大学院若しくは専門職大学の前期課程を修了した者又は専門職大学又は専門職短期大学を卒業した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を

　記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

ー 教員年齢構成-3 ー



ー 教員年齢構成-4 ー



（理工学研究科　数理電子情報専攻）

職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 1　人 12　人 9　人 1　人 人 23　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 2　人 8　人 11　人 1　人 人 人 22　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 12　人 4　人 1　人 人 人 人 17　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 14　人 13　人 24　人 10　人 1　人 人 62　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度における状況を記載すること。

准教授

別記様式第３号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

専任教員の年齢構成・学位保有状況

教 授

講 師

助 教

合 計

（注）

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

４　専門職大学院若しくは専門職大学の前期課程を修了した者又は専門職大学又は専門職短期大学を卒業した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を

　記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

ー 教員年齢構成-5 ー



ー 教員年齢構成-6 ー



（理工学研究科　機械科学専攻）

職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 1　人 4　人 5　人 1　人 人 11　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 8　人 1　人 1　人 人 人 10　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 4　人 人 1　人 人 人 人 5　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 4　人 9　人 6　人 6　人 1　人 人 26　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度における状況を記載すること。

准教授

別記様式第３号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

専任教員の年齢構成・学位保有状況

教 授

講 師

助 教

合 計

（注）

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

４　専門職大学院若しくは専門職大学の前期課程を修了した者又は専門職大学又は専門職短期大学を卒業した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を

　記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

ー 教員年齢構成-7 ー



ー 教員年齢構成-8 ー



（理工学研究科　環境社会基盤専攻）

職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 人 7　人 2　人 2　人 人 11　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 4　人 4　人 人 人 人 8　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 3　人 3　人 人 人 人 人 6　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 3　人 7　人 11　人 2　人 2　人 人 25　人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短期大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

その他 人 人 人 人 人 人 人 人

３　この書類は，申請又は届出に係る学部等の開設後，当該学部等の修業年限に相当する期間が満了する年度における状況を記載すること。

（注）

１　この書類は，申請又は届出に係る学部等ごとに作成すること。

２　この書類は，専任教員についてのみ，作成すること。

４　専門職大学院若しくは専門職大学の前期課程を修了した者又は専門職大学又は専門職短期大学を卒業した者に対し授与された学位については，「その他」の欄にその数を

　記載し，「備考」の欄に，具体的な学位名称を付記すること。

講 師

助 教

合 計

准教授

別記様式第３号（その３の１）

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

専任教員の年齢構成・学位保有状況

教 授

ー 教員年齢構成-9 ー
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